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はじめに 

EOS 5 D Mark III は、有効画素数約2230万画素.約36 x 24 mm フル 
サイズ CMOS センサー、 DIGIC 5 +、 視野率約100%ファインダー、高精 
度•高速61点 AF 、 最高約6コマ/秒連続撮影、ライブビュー撮影、フル八 
イビジョン （ FullHD ) 動画撮影機能を搭載した、高性能デジタルー眼レフ 
カメラです。 

本機は、いつでもすぐに撮影できる優れた機動性、高度な撮影に最適対応 
する豊富な撮影機能、撮影領域をさらに拡大する幅広いシステム拡張性な 
ど、さまざまな特長を備えています。 

操作しながら本書を参照すると理解が深まります 

デジタルカメラは、撮影した結果をその場ですぐに見ることができます。 
本書を読みながら実際に撮影し、その結果を確認しながら理解を深め、操作 
に慣れてください。 

なお、撮影の失敗や事故を未然に防ぐため、はじめに別紙の『安全上のご 
注意』、および『取り扱い上のご注意』（14、15ページ）をお読みください。 

試し撮りと撮影内容の補償について 

撮影後は画像を再生して、画像が正常に記録されていることを確認してく 
ださい。万一、カメラ（本機）やメモ U _ 力ードなどの不具合により、画像 
の記録やバソコンへの画像の取り込みができなかつた場合の記録内容の補 
償については、ご容赦ください。 


著作権について 

あなたがカメラ（本機）で記録した権利者のいる被写体の画像は、個人と 
して楽しむなどのほかは、著作権法上、権利者に無断で使用できません。な 
お、実演や興行、展示会などのうちには、個人として楽しむなどの目的で 
あっても、撮影を制限している場合がありますのでご注意ください。 

メモリーカードについて 

本書では、コンパクトフラッシュカードを 「 CF 力ード」、 SD / SDHC / 
SDXC メモ U — 力ードを 「 SD 力ード」、画像を記録するメモリーカードの 
総称を「カード」と表記しています。なお、画像を記録する 力ードは付属し 
ていません。 別途ご購入ください。 
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カメラと主な付属品 

使用する前に、以下のものがすべてそろっているか確認してください。万 
一、 足りないものがあるときは、お買い求めの販売店にご連絡ください。 



カメラ 

(ボディキャップ付き) 



アイカップ Eg 



電池 

バッテリーパック 
LP - E 6 

(保護カバー付き） 



充電器 
バッテリー 
チヤーソヤー 

LC - E 6 



ワイドストラップ 
EW - E 0 S 5 DMKIII 


EM- ~~- ■ ■! ~ 1CEEl 


インターフェースケーブル 
IFC -200 U 



ステレオ AV ケーブル 
AVC - DC 400 ST 


■ 



EOS DIGITAL Solution Disk ソフトウェア使用説明書 

(ソフトウェア） 


a 〇〇 

①②③ 


① カメラ使用説明書（本書） 

② ポケットガイド 

③ お客様ご相談窓口、修理受付窓口 
一覧/安全上のご注意 


※アイカップ Eg をファインダー接眼部に取り付けてください。 

. レンズキットをお買い求めのときは、レンズが付属しているか確認してください。 
※レンズキットの種類により、レンズの使用説明書が入っていることがあります。 
※付属品は、なくさないように注意してください。 


ソフトウェア使用説明書について 

ソフトウェアの使用説明書は、電子マニュアル （ PDF 形式）で CD-ROM 
に収録されています。ソフトウェア使用説明書の参照方法は、396ペー 
ジをご覧ください。 
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本使用説明書上のおことわり— 

本文中の絵文字について 

<^|> : メイン電子ダイヤルを示しています。 

<〇> :サブ電子ダイヤルを示しています。 

〈糸〉 :マルチコントローラーを示しています。 

く©〉 :設定ボタンを示しています。 

念 4/^6/(510/(516 :操作ボタンから指を離したあとに、ボタンを押 
した状態がそれぞれ4秒/6秒/10秒/16秒 
間保持されることを示しています。 


* その他、本文中の操作ボタンや設定位置の説明には、ボタンや液晶モニターの表示 
など、カメラで使われている絵文字を使用しています。 

(HW : ( MENU ) ボタンを押して設定変更する機能であることを示して 
います。 

S :ベージタイトル右のは、モードダイヤルが 〈 P / Tv / Av / 

M / B ) のときに使用できる機能であることを示しています。 

* <( Aj + > (シーンインテリジェントオート）モードでは使用できない機 
能です。 

( P .* *) :参照ページを示しています。 

:撮影に不都合が生じる恐れのある注意事項を記載しています。 
0 :補足説明や補足事項を記載しています。 

傘 :上手に使うためのヒントや撮影のポイントを記載しています。 

? :困ったときの手助けになる事項を記載しています。 


操作説明の前提について 

• 電源スイッチが 〈 ON 〉、 CLOCKS 〉 スイッチが左側（マルチ電子□ッ 
ク解除）になっていることを前提に説明しています （ P .34、 47)。 

• メニュー機能やカスタム機能が初期状態になっていることを前提に 
説明しています。 

• 本文中のイラストは、 EF 50 mm F 1.4 USM (—部 EF 24-105 mm 
F 4 L IS USM ) レンズを取り付けた状態で説明しています。 
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デジタルー眼レフカメラを初めてお使いになる方は、1章、2章までの説 
明で、このカメラの基本的な操作 • 撮影方法がわかるようになっています。 



はじめに 

^1 

1 

撮影前の準備と操作の基本 

27 ■ 

2 

かんたん撮影 

63 | 

3 

AF/ ドライブの設定 

69 | 

4 

画像に関する設定 

115 | 

5 

撮影目的にあわせた応用撮影 

159 ■ 

6 

スト□ポ撮影 

187 ■ 

7 

液晶モニターを見ながら撮影する（ライブビュー撮影） 

197 | 

8 

動画を撮影する 

217 | 

9 

画像の再生 

243 ■ 

10 

撮影した画像を加工する 

281 ■ 

11 

撮像素子の清掃 

289 ■ 

12 

画像の印刷とバソコンへの転送 

295 ■ 

13 

カメラをカスタマイズする 

313 ■ 

14 

資料 

335 ■ 

15 

ソフトウェアスタートガイド 

393 I 




目次 


はじめに 


カメラと主な付属品 . 3 

本使用説明書上のおことわり . 4 

範;欠 . 5 

機能目次 . 12 

取り扱い上のご注意 . 14 

すぐ撮影するには . 16 

U の名 T 尔 . 1〇 


撮影前の準備と操作の基本 


電池を充電する . 28 

電池を入れる/取り出す . 30 

力ードを入れる/取り出す . 31 

電源を入れる . 34 

日付/時刻/エリアを設定する . 36 

表示言語を選ぶ . 38 

レンズを取り付ける/取り外す . 39 

レンズの手ブレ補正機能について . 42 

撮影の基本操作 . 43 

回撮影機能のクイック設定 . 49 

mm メニュー機能の操作と設定 . 51 

使い始める前の準備 . 53 

力ードを初期化する . 53 

電源が切れる時間を設定する/オートパワーオフ . 55 

撮影直後の画像表示時間を設定する . 55 

カメラの機能設定を初期状態に戻す . 56 

グリッドと水準器を表示する . 59 

❷機能ガイドについて . 61 
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かんたん撮影 


63 


匕 + 全自動で撮る（シーンインテリジェントオート） . 64 

( I ： 全自動を使いこなす（シーンインテリジェントオート） ........ 67 



AF / ドライブの設定 


69 


AF : AF モードの選択 . 70 

EE 測距エリアを選択する . 72 

測距エリア選択モードの内容 . 75 

AF センサーについて . 78 

使用レンズと AF 測距について . 79 

被写体にあわせて AI サーボ特性を選ぶ . 85 

AF 機能のカスタマイズ . 94 

AF による合焦位置を微調整する （ AF マイク□アジャストメント).…104 

AF の苦手な被写体 . 110 

MF : 手動ピント合わせ（マニュアル フォー カス） . 111 

Qj ドライブモードの選択 . 112 

①セルフタイマー撮影 . 113 


画像に関する設定 


画像を記録 • 再生する力ードを選択する . 

記録画質を設定する . 

ISO : ISO 感度を設定する . 

ピクチャースタイルを選択する . 

ピクチャースタイルを調整する . 

ピクチャースタイルを登録する . 

WB : ホワイトバランスの設定 . 

^マニュアルホワイトバランス . 

13色温度を直接設定する . 

W - ホワイトバランスを補正する . 

明るさ • コントラストを自動補正する （才-トライティングオプティマイザ) 


115 


116 
119 
124 
129 
132 
135 

137 

138 

139 

140 
142 





























目次 


ノイズ低減機能の設定 . 143 

高輝度側 • 階調優先の設定 . 146 

レンズの周辺光量/色収差を補正する . 147 

フォルダの作成と選択 . 150 

ファイル名を変更する . 152 

画像番号の付け方を設定する . 154 

著作権情報を設定する . 156 

色空間を設定する . 158 


撮影目的にあわせた応用撮影 


P : プ□グラム AE 撮影 . 160 

Tv :シャッター速度を決めて撮る . 162 

Av : 絞り数値を決めて撮る . 164 

ピントの合う範囲を確認する . 165 

M : 露出を自分で決めて撮る . 166 

匚®]測光モードの選択 . 167 

自分の好みに露出を補正する . 169 

%露出を自動的に変えて撮る/ AEB 撮影 . 170 

* 露出を固定して撮る/ AE □ック撮影 . 171 

B : 長時間露光（バルブ）撮影 . 172 

HDR : HDR (ハイダイナミックレンジ）撮影 . 173 

m 多重露出撮影 . 177 

<7 ミラーアップ撮影 . 184 

アイ ピースカバー の使い方 . 185 

ft リモートスイッチ撮影 . 185 

S リモコン撮影 . 186 


スト□ポ撮影 


187 


V スト□ポを使った撮影 . 188 

スト□ポの機能を設定する . 191 
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液晶モニターを見ながら撮影する（ライブビユー撮影）197 


E 

a 液晶モニターを見ながら撮影する . 198 

撮影機能の設定 . 202 

メニュー機能の設定 . 203 

AF でピントを合わせる . 207 

手動でピントを合わせる . 214 


動画を撮影する 


動画を撮影する . 218 

自動露出撮影 . 218 

シャッター優先 A E 撮影 . 219 

絞り優先 AE 撮影 . 220 

マニュアル露出撮影 . 223 

静止画を撮影する . 228 

撮影機能の設定 . 230 

動画記録画質の設定 . 231 

録音の設定 . 234 

動画サイレント設定 . 236 

タイムコードの設定 . 237 

メニュー機能の設定 . 239 


画像の再生 


E 画像を再生する . 244 

INFO .: 撮影情報の内容 . 246 

H 圇見たい画像を素早く探す . 249 

Q 拡大して見る . 251 

□ 画像を比較する （2 枚表示） . 253 

国回転させる . 254 

お気に入りのレベルを設定する . 255 

回再生時のクイック設定 . 257 
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目次 


撮った動画の楽しみ方 . 259 

^動画を再生する . 261 

3 C 動画の前後部分をカツトする . 263 

自動再生する（スライドシヨー） . 265 

テレビで見る . 268 

0保護する（プロテクト） . 272 

@コピー する . 274 

1 消去する . 277 

再生に関する機能の設定を変更する . 279 

液晶モニターの明るさを調整する . 279 

縦位置で撮影した画像の自動回転表示の設定 . 280 


10撮影した画像を加工する 


RAW 画像をカメラで現像する . 282 

3 U サイズ . 287 


11撮像素子の清掃 


撮像素子の自動清掃 . 290 

ゴミ消し情報を画像に付加する . 291 

手作業で撮像素子を清掃する . 293 
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印刷の準備をする . 296 

C ( 印刷する . 298 

トリミング（印刷範囲）の設定 . 303 

画像を印刷指定する/ DP 0 F . 305 

印刷指定画像のダイレクトプリント . 308 

[&パソコンに画像を送る . 309 
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カスタム機能一覧 . 314 

カスタム機能で変更できる内容 . 315 

C.Fnl : Exposure (露出） . 315 

C.Fn2 : Disp./Operation (表示 • 操作） . 318 

C.Fn3 : Others (その他） . 320 

.P.2: 操作ポタンカスタマイズ . 321 

マイメニューを登録する . 331 

田カスタム撮影モードの登録 . 332 
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INFO . ポタンの機能 . 336 

電池情報を確認する . 338 

家庭用電源を使用する . 342 

日付/時計機能用電池を交換する . 343 

Eye-Fi 力ードを使う . 344 

各撮影モードで設定できる機能一覧 . 346 

メニュー機能一覧 . 348 

システム図 . 356 

故障かな？と思ったら . 358 

エラー表示 . 371 

主な仕様 . 372 


ソフトウェア スター トガイド 

393 

ソフトウェア スター トガイド . 
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. 394 
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機能目次 


電源 

•電池充電 

+ P.28 

•電池チェック 

+ p.35 

•電池情報確認 

+ P.338 

•家庭用電源 

今 P.342 

•オートパワーオフ 

+ P.55 

カード 

•カード初期化 

+ P.53 

•カード選択 

^ p.116 

•カードなしレリーズ 

今 P.32 

レンズ 

•取り付け/取り外し 

+ P.39 

•ズーム 

+ P.40 

•手ブレ補正 

今 P.42 

基本設定 

•言語 

+ P.38 

•日付/時刻/エリア 

+ P.36 

•電子音 

今 P.348 

•著作権情報 

+ P.156 

•カメラ設定初期化 

+ P.56 

ファインダー 

視度調整 

今 P.43 

•アイピースカバー 

今 P.185 

•グリッド表示 

+ p.59 

•水準器 

+ p.59 

液晶モニター 

•明るさ調整 

今 P.279 

•水準器 

+ p.60 

馨機能ガイド 

今 P.61 


AF 

•AF モード 

今 P.70 

⑩測距エリア選択モード 

今 P.72 

•AF フレーム 選択 

今 P.74 

•AI サーポ 特性 

今 p.85 

⑩ AF 機能カスタマイズ 

+ P.94 

€AF 微調整 

+ P.104 

❿手動ピント合わせ 

+ P.1 11 

測光 

參測光モード 

今 P.167 

ドライブ 

•ドライブモード 

+ P.1 12 

•セルフタイマー 

+ P.1 13 

0 連続撮影可能枚数 

今 P.123 

画像記録 

看記録機能 

^ p.l 16 

•フォルダ作成/選択 

+ p.l 50 

•ファイル名 

今 p.l 52 

•画像番号 

今 p.l 54 

画質 

⑩記録画質 

+ p.l 19 

•ISO 感度 

今 p.l 24 

•ピクチャースタイル 

今 p.l 29 

•ホワイトバランス 

今 p.l 37 

•オートライティング 


オプティマイザ 

今 p.l 42 

•高感度時ノイズ低減 

今 p.l 43 

長秒時露光ノイズ低減 

今 p.l 44 

•高輝度側 • 階調優先 

今 p.l 46 

•周辺光量補正 

今 p.l 47 

❹色収差補正 

今 p.l 48 
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機能目次 


•色空間 

今 P.158 

撮影 

©撮影モード 

今 P.24 

•HDR 

今 P.173 

•多重露出 

今 P.177 

•ミラーアップ 

今 P.184 

⑩被写界深度確認 

+ P.165 

•リモコン 

今 P.186 

•クイック設定 

+ P.49 

露出調整 

參露出補正 

今 P.169 

•AEB 

今 P.170 

•AE □ック 

今 P.171 

•セイフテイシフト 

+ P.317 

スト□ポ 

⑩外部スト□ポ 

今 P.187 

⑩外部スト□ポ機能設定 

今 P.191 

⑩外部スト□ボカスタム機能 +P.196 

ライブビュー撮影 

•ライブビュー撮影 

今 P.197 

•ピント合わせ 

今 P.207 

•アスぺクト比 

今 P.204 

動画 撮影 

_動画撮影 

今 P.217 

_動画記録サイズ 

今 P.231 

_録音 

+ p.234 

#タイムコード 

今 P.237 

_静止画撮影 

今 P.228 


再生 

•撮影直後の表示時間 

+ p.55 

•1 枚表示 

+ P.244 

撮影情報表示 

+ P.246 

•インデックス表示 

+ p.249 

〇画像送り（ジャンプ表示） 

+ P.250 

•拡大 

今 P.251 

•比較 （2 枚表示） 

+ P.253 

•回転 

+ P.254 

•レーティング 

+ P.255 

_動画再生 

+ P.261 

•スライドショー 

+ P.265 

•テレビで見る 

+ P.268 

•プ□テクト（保護） 

+ P.272 

•コピー 

+ P.274 

•消去 

今 P.277 

画像加工 

• RAW 現像 

+ P.282 

•リサイズ 

+ P.287 

印刷/転送 

•PictBridge 

+ P.296 

•印刷指定 （ DPOF ) 

+ p.305 

•画像転送 

+ P.309 

カスタマイズ 

•カスタム機能 （ C . Fn ) 

+ P.314 

⑩操作ポタンカスタマイズ 今 P.321 

•マイメニュー 

+ P.331 

•カスタム撮影モード 

+ p.332 

センサークリーニング/ダスト除去 

•センサーク U —ニング 

+ p.290 

•ゴミ消し情報付加 

+ P.291 
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取り扱い上のご注意 

カメラについて 

• カメラは精密機器です。落としたり衝撃を与えたりしないでください。 

• このカメラは防水構造になっていませんので、水中では使用できません。万一水 
に濡れてしまったときは、早めに最寄りの修理受付窓口にご相談ください。また、 
水滴が付いたときは乾いたきれいな布で、潮風にあたったときは固くしぼったき 
れいな布でよくふきとってください。 

• カメラを磁石やモーターなどの強力な磁気が発生する装置の近くに、絶対に置か 
ないでください。また、電波塔などの強い電波が発生しているところで使用した 
り、放置したりしないでください。電磁波により、カメラが誤動作したり、記録 
した画像データが破壊されることがあります。 

• 直射日光下の車の中などは予想以上に高温になります。カメラの故障の原因にな 
ることがありますので、このような場所にカメラを放置しないでください。 

• カメラには精密な回路が内蔵されていますので、絶対に自分で分解しないでくだ 
さい。 

• 指などでミラーの動作を阻害しないでください。故障の原因になります。 

• レンズ、ファインダー、ミラー、フォーカシングスクリーンなどにゴミが付いて 
いるときは、市販のブロアーで吹き飛ばすだけにしてください。カメラボディお 
よびレンズは、有機溶剤を含むクリーナーなどでふかないでください。特に汚れ 
がひどいときは、最寄りの修理受付窓口にご相談ください。 

• カメラの電気接点は手で触らないでください。腐食の原因になることがありま 
す。腐食が生じるとカメラが作動不良を起こすことがあります。 

• カメラを寒いところから、急に暑いところに移すと、カメラの外部や内部に結露 
(水滴）が発生することがあります。カメラを寒いところから、急に暑いところ 
に移すときは、結露の発生を防ぐために、カメラをビニール袋に入れて袋の口を 
閉じ、周囲の温度になじませてから、袋から取り出してください。 

• 結露が発生したときは、故障の原因になりますので、カメラを使用しないでくだ 
さい。レンズ、カード、電池をカメラから取り外し、水滴が消えるまで待ってか 
ら、カメラを使用してください。 

• カメラを長期間使用しないときは、カメラから電池を取り出し、風通しが良く、 
涼しい乾燥した場所に保管してください。保管期間中でも、ときどきシャッター 
を切るようにして作動することを確認してください。 

• カメラの保管場所として、実験室などのような薬品を扱う場所は、さび•腐食な 
どの原因になるため避けてください。 

• 長期間使用しなかったカメラは、各部を点検してから使用してください。長期間 
使用しなかったあとや、海外旅行など大切な撮影の前には、各部の作動を最寄り 
の修理受付窓口、またはご自身でチェックしてからご使用ください。 
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取り扱い上のご注意 


表示パネルと液晶モニターについて 

• 液晶モニターは、非常に精密度の高い技術で作られており99.99%以上の有効 
画素がありますが、0.01%以下の画素欠けや、黒や赤の点が現れたままになる 
ことがあります。これは故障ではありません。また、記録されている画像には影 
響ありません。 

• 液晶モニターを長時間点灯したままにすると、表示していた内容の像が残ること 
があります。この残像は一時的なもので、カメラを数日間使用しないでおくと自 
然に消えます。 

• 液晶の特性で低温下での表示反応がやや遅くなったり、高温下で表示が黒くなっ 
たりすることがありますが、常温に戻れば正常に表示されます。 


カードについて 

力ードとその中に記録されているデータを保護するために、次の点に注意してくだ 
さい。 

• 「落とさない」、「曲げない」、「強い力や衝撃、振動を加えない」、「濡らさない」。 
• 力ー ドの接点に指や金属が触れないようにする。 

• テレビやスピーカー、磁石などの磁気を帯びたちのや、静電気の発生しやすいと 
ころで保管、使用しない。 

• 直射日光のあたる場所や、暖房器具の近くに放置しない。 

• ケースなどに入れて保管する。 

• 温度の高いところ、ほこりや湿気の多いところに保管しない。 

レンズについて 

レンズを取り外したときは、接点やレンズ面を傷つけないよ 
うに、取り付け面を上にして置き、ダストキャップを取り付け 
てください。 


長時間使用時のご注意 

連続撮影を長時間繰り返したり、ライブビュー撮影や動画撮影を長時間行うと、力 
メラの温度が高くなることがあります。これは故障ではありませんが、長時間皮膚が 
触れたままになっていると、低温やけどの原因になることがありますので、ご注意く 
ださい。 
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すぐ撮影するには 





電池（バッテリー）を入れる 

( P .30) 

•電池の充電方法については28ページ 
を参照してください。 



カードを入れる （ P .31) 

• CF カードはカメラの前面側、 
SD 力ードは背面側のスロット 
に入れます。 
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すぐ撮影するには 


6 



モードダイヤルの中央を押しなが 
ら、 <匕 + 〉（シーンインテリジェ 
ントオート）にする （ P .64) 

•撮影に必要な設定がすべて自動設定さ 
れます。 




ピントを合わせる （ P .44) 
•ファインダーをのぞき、写したいもの 
を画面中央に配置します。 
•シャッターボタンを軽く押すと、ピン 
卜が合います。 


8 



撮影する ( p .44) 

•さらにシャツターボタンを押して撮影 
しま 9 〇 


9 



撮影した画像を確認する （ P .55) 

• 撮影した画像が液晶モニターに2秒間 
表示されます。 

• < E > ボタンを押すと、もう一度画像 
が表示されます （ P .244)。 


• 液晶モニターを見ながら撮影するときは、『ライブビュー撮影』 
( P .197) を参照してください。 

• 今までに撮影した画像を確認したいときは、『画像を再生する』 
( P .244) を参照してください。 

• 撮影した画像を消去したいときは、『消去する』 （ P .277) を参照して 
ください。 
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各部の名称 


〈八「*0(^[>六「モード選択/_ 

ドライブモード選択 
ポタン （ p .70/ 1 12) 


Oso.ea>iso 感度設定， 
スト□ポ調光補正ボタン 
(p. 124/188) 

〈芬〉表示パネル 
照明ボタン (P. 48) 

〈怒〇メイン電子一 
ダイヤル (P. 45) 


シャッターポタン 
(P.44) 

セルフタイマー 
ランプ 
(P.113) 


-〈囹 *WB> 測光モード選択/ 

ホワイトパランス選択ボタン 
(p.167/ 137) 

- 〈 M - Fn > 測距エリア選択モード切り換え/ 
マルチフアンクシヨンポタン （ P. 73 /1 88) 

レンズ取り付け指標 (P. 39) 


アクセサリーシュー (P. 188) 


モードダイヤルロック 
解除ポタン (P.45) 



マイク （ P.234) 


リモコン受信部—— 1 
(P.186) 

グリップ 
(電池室） 

DC カプラーコード 
通し部 (P.342) 

絞り込みポタン (P. 165) 


レンズロック解除 
ボタン (P.40) 


レンズロックピン 
レンズマウント 
接点 (P.15) 


ボディキャップ (P. 39) 
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各部の名称 


アイカップ (P. 185) — 


—表示パネル ( P .2 K 22) 

— 〈 AF-ON 〉 

AF スター トポタン 
( p .44'70、199、 
226) 


ファインダー接眼部 . 


〈 INFO .〉 インフォボタン 
( p .60'61、 200'225、 
244、 336) 

電源スイッチ ( P .34) 

〈 MENU 〉 メニュー 
ボタン （ P .51) 





日付/時計機能用_ 
電池 ( P .343) 


-〈关〉 AE □ック 
ポタン (P. 171) 

—〈田〉 

AF フレーム 
選択ボタン 
( P .72) 


〈回〉クイック 
設定ポタン 
( P .49) 


〈〇〉サブ電子 
ダイヤル ( P .46) 



十字タッチパッドーー〈©〉設定ボタン 
( p .46) ( P .51) 


〈 M に〉外部マイク入力端子 ( p .235) 

〈0〉へッドフォン端子 ( p .235) 

〈な〉シンク□端子 (P. 189) 

〈 A / V 0 UT / DIGITAL 〉 映像/音声出力 • デジタル端子 
( p .271 /296、30 9) 

〈HDMI 0UT>HDMI ミニ出力端子 ( p .268) 


〈〇リモコン端子( N 3タイプ） （ p .185) 
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各部の名称 


〈■©■>撮像面 マーク 


〈1^/^-〉ライブビュー 
撮影/動画撮影スイッチ 
( p .197/217) 

〈溫?> スター ト/ ス トツプ 
ボタン (P. 198、2 18) 


-〈糸〉マルチコント 

口ーラー ( P .47) 


ストフツプ 
取り付け部 
( P .27) 



〈1〉消去ボタン 

( P .277) 


外光センサー 
( P .279) 


SD 力ードス□ツト （ p .31) 
CF 力ードス□ツト （ p .31) 


CF 力ード取り出しボタン ( p .33) 
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各部の名称 


表示パネル 

シャッター速度_ 
FE ロック （ FEL ) 


データ処理中 ( buSY ) 
マルチ電子ロック警告 ( L ) 
力ード未装填警告 ( Card ) 
エフー 表爪 （ Err ) 

撮像素子の清掃中 ( CLn ) 


ホワイトバランス- 
( P .137) 

FiWiH 才一卜 
米太陽光 
i 日陰 
蠱くもり 
米 白熱電球 
B 白色蛍光灯 
令スト□ボ 
tAd マニュアル 
B 色温度 


—絞り数値 


-AF フレーム 選択表示 

([：：：] AF , SEL [ ], SELAF ) 

AF フレーム 登録 

([：：：] HP , SEL [ ], SEL HP ) 

力ード警告 (Card 1/2/1.2) 


■ 


撮影可能枚数 
セルフタイマー作動表示 
八'ルブ露光時間 
力ードフル警告 ( Full ) 
力ードエラー警告 ( Err ) 
エラー番号 

画像記録中の残り枚数 


〈甥〉ホワイトバランス 
補正 (P. 140) 


〈 eb > gps 機器接続 



厂 AF モード （ P .70) 

ONE SHOT 

ワンシヨツト AF 


Al FOCUS 

AI フオー カス AF 


Al SERVO 

AI サーボ AF 

M FOCUS 

でニユアルフォーカス 


〈_ N > 才一トライティング 
オプティマイザ (P. 142) 


1 -ドライブモード ( P .1 1 2) 
□ 1枚撮影 
高速連続撮影 
3低速連続撮影 
□ S 静音1枚撮影 
as 静音連続撮影 


i « S ) セルフタイマー1〇秒 
/リモコン 


セルフタイマ _ 2秒 


〈 AT *〉 ミラーアップ ( P . 1 84) — 


/リモコン 


〈 B / W > モノクロ 撮影 ( P .131) 


〈 HDR>HDR 撮影 ( p .173) 


〈唾〉多重露出撮影 ( P .177) 


状況に応じた部分のみ表示されます。 
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各部の名称 


〈 m〉cF 力ード装填表示一 
〈►〉CF 力ード選択マークー 
ISO 感度 ( p .124) — 

〈■ SO > IS ◦表示 ( p .124)-] 

< D +> - 

高輝度側 • 階調優先 
( P .146) 


fl 


$画 


WB8BI 


心7 


；iiiiiiin 




IBi 




- 〈PSD 力ード選択マーク 
— 〈1 D〉SD 力ード装填表示 

-〈龟〉 AEB 撮影 ( p .170) 

-測光モード (P. 167) 
[®] 評価測光 
[〇]部分測光 
[•] スポット測光 
[] 中央部重点平均測光 


m 








露出レベル表示—— 

露出補正量 (P. 169) 

AE 巳レベル ( p .170) 

スト□ポ調光補正量 (P. 188) 


— 電池チェック （ P. 35) 


記録画質 ( P . 11 9) - —〈60>スト□ボ調光補正 

L ラージ （ P .188) 

M ミドル 

5 1 スモール1 

5 2 スモール2(ファイン） 

5 3 スモール3(ファイン） 

EE3 □ウ 

MH ミドル□ゥ 
SM スモール□ウ 
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各部の名称 


ファインダー内表示 

スポット測光範囲 ( p . 1 68) — 
フオーカシングスクリーンー 


グリッド ( P .59)- 


-エリア AF フレーム （ p .73) 

「〈□> AF フレーム 
〈回〉 スポツ ト AF フレーム （ p .75) 


—— . — f 回回か-、 

回0回回回回 [ 
000回^ 

」旧凹回、凹回回，回凹 Q 
] (回0回®回0回 
回 |£j 回'' t£Tl£l 回 L£j Q 
回回回/ ノ 




回)回 

回回一 



〈 1 ^]>電池チェック 
( P .35) 

く *〉 AE ロック ( p .171)/- 
AEB 撮影中 ( p .170) 

〈 V 〉スト□ボ充電完了 (P. 1 88)-1 
FE ロック連動範囲外警告 


〈令*〉 FE ロック （ p . 188)/- 
FEB 撮影中 ( p .195) 
〈 V H > 八イスピードシンクロ 
( P .194) 




〈60〉ストロボ調光補正一 
( P .188) 

シャツター速度 (P. 162)- 
FE ロック （ FEL ) 

データ処理中 ( buSY ) 
マルチ電子ロック警告 ( L ) 


絞り数値 (P. 164) — 


- 〈 ISO > ISO 表示 
( P .124) 
-〈①〉警告表示 
( P .318) 

-く#〉合焦 マーク 
( P .64) 


- 〈 u > AF 作動表示 ( p .64) 

-連続撮影可能枚数 ( P . 1 23) 
多重露出残り枚数 (P. 179) 

— ISO 感度 ( p .124) 

〈 D +> 高輝度側 • 階調優先 ( p . 1 46) 


-露出レベル表示 

露出補正量 (P. 169) 

AE 巳レベル ( p . l 70) 

スト□ポ調光補正量 (P. 188) 

-AF フレーム 選択表示 

([：：：] AF , SEL [ ], SELAF ) 

AF フレーム 登録 

(に：] HP , SEL [ ], SEL HP ) 

力ード警告 (Card 1/2/1.2) 


状況に応じた部分のみ表示されます。 
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各部の名称 


モードダイヤル 

モードダイヤルの中央（モードダイヤル□ック解除ボタン）を押しながら 
回します。 


B :バルブ （p.172) 

M :マニュアル露出 （p.166) 

Av :絞り優先 AE (p.164) 

Tv :シャツター優先 AE (p.162) 

P :プ□グラム AE (p.160) 

CaJ :シーンインテリジェントオ_卜 
( P .64) 


カスタム撮影モード 

撮影モード (P/Tv/Av/M/B) や AF モード、メニュー機能など 
を、 HI、 困、困に 登録して撮影することができます （ P .332)。 
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各部の名称 


EF24-105mm F4L IS USM レンズ 


フオーカスモー ド 
スイッチ （ p .39) 


-距離目盛 


フード取り付け部 
( P .41) 


077 mm フイ ルター 
取り付けねじ部 
(レンズ前面） 


フォーカスリング 
( p . l 11,214) 


手ブレ補正スイッチ （ p .42)_ 



ムリング ( p .40) 


•ズーム指標 ( p .40) 


接点 ( p . l 5) 


レンズ取り付け指標 （ p .39) 


■ 
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各部の名称 


バッテリーチャージャー LC-E6 

バッテ U — パック LP - E 6 の充電器です （ p .28)。 



注意 

指定外の電池を使うと、爆発などの危険があります。 

使用済の電池は、各自治体のルールにしたがって処分するか、最寄りの電池リサイ 
ク J レ協力店へお持ちください。 





• 不要になった電池は、貴重な資源を守るために廃棄しないで最寄りの 
電池リサイクル協力店へお持ちください。詳細は、一般社団法人 JBRC 
のホームページをご参照ください。 

ホームページ： http://www.jbrc.com 
• プラス端子、マイナス端子をテープ等で絶縁してください。 

• 被覆をはがさないでください。 

• 分解しないでください。 
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撮影前の準備と操作の基本 


この章では、撮影に入る前にあらかじめ準備しておくことと、操 
作の基本について説明しています。 



ストラップ（吊りひも）の取り付け方 

ストラップの先をストラップ取り 
付け部の下から通し、さらにストラッ 
プに付いている留め具の内側を通しま 
す。留め具の部分のたるみを取り、引っ 
ばっても留め具の部分がゆるまないこ 
とを確認してください。 

• ストラップにはアイビースカバー 
が付いています （p.185)。 



アイ ピースカバー 






電池を充電する 




2 


保護 カバーを 外す 

• 付属の保護カバーを外します。 


電池を取り付ける 

• 図のようにして、電池を充電器にしっか 
りと取り付けます。 

• 取り外しは逆の手順で行います。 



電源プラグを起こす 

• 充電器のプラグを矢印の方向に起こし 

よ9 〇 


4充電する 

• プラグをコンセントに差し込みます。 

岭自動的に充電が始まり、充電ランプが才 
レンジ色に点滅します。 


充電状態 

充電ランプ 

色 

表示 

〇〜49% 

オレンジ 

1回/秒：点滅 

50-74% 

2回/秒：点滅 

75%以上 

3回/秒：点滅 

充電完了 

緑 

点灯 


• 使い切った電池の充電に要する時間は、常温(+23 〇 〇で約2時間30分 
です。なお、充電時間は、周囲の温度や残容量によって大きく異なります。 

• 安全に充電を行うため、低温下 （+5° C 〜 + 1 CTC ) では、充鼋時間が長 
くなります（最長約4時間)。 
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電池を充電する 


#電池と充電器の上手な使い方 

• 購入時、電池はフル充電されていません 

充電してからお使いください。 


• 充電は、使用する当日か前日にする 

充電して保管していても、自然放電により少しずつ電池の容量が少な 
くなっていきます。 

• 充電が終わったら、電池を取り外し、プラグをコンセントから抜く 

馨保護カバーを取り付ける向きで、充電済みか、使 
用済みかがわかるようにする 

充電済みの電池に付属の保護カバーを取り付 
けるときは、電池の青いシールに保護カバーの窓 
<〇>が重なるようにします。使用済みの電池の 
ときは、18◦度回して取り付けます。 

• カメラを使わないときは、電池を取り出しておく 

電池を長期間カメラに入れたままにしておくと、微少の電流が流れて 
過放電状態になり、電池寿命短縮の原因となります。電池の保護カバー 
を取り付けて保管してください。なお、フル充電して保管すると、性能 
低下の原因になることがあります。 

• 充電器は海外でも使うことができる 

充電器は、家庭用電源の AC 100〜24 OV 50/60 HZ に対応していま 
す。お使いになる国や地域に対応した、市販の電源プラグ変換アダプター 
を使用してください。なお、充電器が故障する恐れがありますので、海 
外旅行用の電子変圧器などに接続しないでください。 

• フル充電したのにすぐ使えなくなるときは、電池の寿命です 

電池の劣化度 （ P .338) を確認した上で、新しい電池をお買い求めく 
ださい。 

〇參充電器をコンセントから取り外したときは、約3秒間、充電器のプラグに触れ 
ないようにしてください。 

• バッテリー残容量 （ p .338) が94%以上のときは、充電は行われません。 

• 付属の充電器は、バッテリーパック LP - E 6 以外は充電できません。 
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電池を入れる/取り出す 

充電したバッテリーパック LP-E6 をカメラに入れます。このカメラの 
ファインダーは、電池を入れると明るくなり、雪池を抜くと暗くなります。 


入れ方 



1 



ふたを開ける 

• レバーを矢印の方向にスライドさせて、 
ふたを開きます。 


電池を入れる 

• 電池接点の方から入れます。 

• □ック位置までしっかりと入れてくだ 
さい0 



ふたを閉める 

• 「カチッ」と音がするまで、ふたを押し 
て閉じます。 


パッテリーパック LP - E 6 以外は使用できません。 


取り出し方 



ふたを開けて、電池を取り出す 

• 電池□ックレバーを矢印の方向に押し 
てロックを外し、電池を取り出します。 
• ショート防止のため、必ず電池に付属の 
保護カバー （ P .29) を取り付けてくだ 
さい0 
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カードを入れる/取り出す 

このカメラは、 CF 力ードと SD 力ードが使用できます。どちらかのカード 

が入っていれば、撮影した画像を記録することができます。 

両方のカードを入れたときは、どちらのカードを使用するか選択したり、 
両方の力ードに同時に画像を記録することができます （ P .116、 118)。 

◎ SD カード使用時は、カードの書き込み禁止スイッチが上側（書き込み 
/消去可能位置)にセツトされていることを確認してください。 


入れ方 



書き込み禁止スイッチ 


カバーを開ける 

• カバーを矢印の方向にスライドさせて 
から開きます。 


カードを入れる 

• CF 力ードはカメラの前面側、 SD カード 
は背面側のス□ットに入れます。 

• CF カードは、カードの表を手前にし 
て、小さい穴が並んでいる方を奥にし 
て差し込みます。 

入れる向きを間違えると、カメラが壊 

れます。 

岭 CF カー_ド取り出しボタンがせり出しま 
す。 

• SD カードは、カードの表を手前にして、 
「カチッ」と音がするまで差し込みます。 
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力ードを入れる/取り出す 





カード選択マーク 



l 

1 影可能 
之数 

1 

-3..2. 

m, 

lS0 H 「 


im 

D E 

j ONE SHOT 

□ 

囹 

4™! 


カバーを閉める 

• カバーを閉じてから、矢印の方向に「力 
チッ」と音がするまでしっかりとスライ 
ドさせます。 

岭電源スイッチを〈01\1>にすると 
( P .34)、 表示パネルに撮影可能枚数と 
装填したカードが表示されます。 

<►> マークが付いているカードに画像 
が記録されます。 


CF カード装填表示 


SD カード装填表示 


^ • Type II の CF 力ードと、八ードディスクタイプのカードは使用できません。 

• このカメラは UHS (Ultra High Speed) スピードクラスには対応していま 
せん。ただし、 UHS 対応の SDHC/SDXC 力ードを使用することはできます。 

B1• SDHC/SDXC メモリーカードも使用できます。 

參 Ultra DMA (UDMA) 対応の CF 力ードも使用できます。 UDMA ジ OCT 
対応の CF カードを使用すると、より高速なデータ書き込み処理が 
行われます。 

• 撮影可能枚数は、使用するカードの空き容量や、記録画質、 ISO 感度などによ 
り変わります。 

• [立1:カードなしレリーズ] を [しない] に設定すると、力ードの入れ忘れを防止 
することができます （ p.348 )。 
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力ードを入れる/取り出す 


取り出し方 



カバーを開ける 

• 電源スイッチを 〈 OFF 〉 にします。 

• アクセスランプが消えていることを確 
認して、カバーを開きます。 

• [書き込み中...]と表示されたときは、力 
バーを閉じてください。 



2 


カードを取り出す 

• CF 力ードは、取り出しボタンを押し込 
むとカードが出てきます。 

• SD 力ードは、力ードを軽く押し込んで 
離すと出てきます。 

• 力ードをまっすぐ取り出して、カバーを 


閉じます。 


^ • アクセスランプが点灯/点滅しているときは、カードへの記録/読み出し中 
や、消去中、データ転送中です。カードス □ッ トカバーを開けないでください。 
また、アクセスランプが点灯/点滅しているときに次のことを行うと、画像 
データが壊れたり、カードやカメラ本体が損傷する原因になりますので、絶 
対に行わないでください。 

• カードを取り出す 
•鼋池を取り出す 

• カメラ本体に振動や衝撃を与える 

• 画像が記録されている力ードを使用すると、撮影した画像の番号が0001か 
ら始まらないことがあります （ P .154)。 

• 液晶モニターにカードのトラブルに関するメッセージが表示されたときは、 
カードの抜き差しを行ってください。それでも改善しないときは、別のカー 
ドに交換してください。 

なお、パソコンでカードの内容が読み取れるときは、力ード内のデータをす 
ベてパソコンに保存したあと、カメラで力ードを初期化してください （ P .53)。 
正常な状態に戻ることがあります。 

• SD 力ードの接点に、指や金属が触れないように注意してください。 
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電源を入れる 

電源スイッチを入れたときに、日付/時刻/エリアの設定画面が表示された 
ときは、36ページを参照して日付/時刻/エリアを設定してください。 

<0N> :カメラが作動します。 

〈OFF〉： カメラは作動しません。カメラ 
を使用しないときはこの位置に 
します。 


撮像素子の自動清掃について 

■ • 電源スイッチを 〈0N> にしたときと、 

〈OFF〉 にしたときに、撮像素子の自動 
清掃が行われます（小さな音が鳴ること 
があります）。清掃中は、液晶モニター 
に 〈 + th〉 が表示されます。 

• 清掃中でもシャッターボタンを半押し 
( P .44) すると、清掃作業が中止され、 
すぐに撮影することができます。 

• 電源スイッチの 〈0N>〈OFF〉 を短い時間で繰り返すと、 〈 + t >> が表 
示されないことがありますが、故障ではありません。 

«オートパワーオフについて 

• 電池の消耗を防ぐため、1分間何も操作しないと自動的に電源が切れま 
す。シャッターボタンを半押し （ P .44) すると、もう一度電源が入り 
よ9 〇 

• 電源が切れるまでの時間を、 [V2: オートパワーオフ] で変更することがで 
きます （ P .55)。 



51力ードへの画像記録中に電源スイッチを <OFF> にすると、 [書き込み中...] が表示 
され、画像記録が終了してから電源が切れます。 
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電源を入れる 


電池チェックについて 

電池の残量は、電源スイッチを <0N> にしたときに、6段階で表示され 
ます。電池マークが点滅（-〇:-)したときは、もうすぐ電池切れになります。 


園〕 

ONE SHOT 

[2) 

□ 


表示 





-W- 

や:- 

残量 （％) 

100〜70 

69〜50 

49〜20 

19〜1〇 

9〜1 

0 


撮影可能枚数の目安 [約枚] 


温度 

常温(+23 〇 〇 

低温 （0° C ) 

撮影可能枚数 

950 

850 


• フル充電のバッテリーパック LP-E6 使用、ライブビュー撮影なし、 CIPA (カメラ 
映像機器工業会）の試験基準によります。 

拳パッテリーグリップ BG-E1 1使用時の撮影可能枚数 
• LP-E6X2 個使用時：カメラ単体時の約2倍 
-単3形アルカリ乾電池使用時（常温 +23°C) :約27◦枚 


151 • 下記の操作を行うと、撮影可能枚数が少なくなります。 

• シャッターボタン半押し状態を長く続ける 
- AF 動作だけを行って撮影しない操作を頻繁に行う 
• レンズの手ブレ補正機能を使用する 
• 液晶モニターを頻繁に使用する 

• 実際の撮影条件により、撮影可能枚数が少なくなることがあります。 

• レンズの動作にはカメラ本体の電源を使用します。使用するレンズにより、撮 
影可能枚数が少なくなることがあります。 

• ライブビュー撮影時の撮影可能枚数については、199ページを参照してくだ 
さい。 

參 [ V 3: バッテリー情報] で、電池の状態を詳しく確認することができます 
(P.338)。 

• バッテリーグリップ BG-E1 1に単3形電池を使用したときは、4段階表示にな 
りますは表示されません)。 
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MENU 


日付/時刻/エリアを設定する 


初めて電源を入れたときや、日付/時刻の設定が解除されているときは、 
電源を入れると日付/時刻/エリアの設定画面が表示されますので、手順3〜 
6 の操作で設定してください。 

なお、撮影画像には、ここで設定した日付/時刻を起点にした撮影日時の 
情報が付力卩されますので、必ず設定してください。 

また、住んでいるエリア（地域）を設定しておくと、他の地域に旅行した 
ときは、エリア設定を変更するだけで、そのエリアの日時で記録されます。 



メニューを表示する 

暑 ( MENU ) ボタンを押すと、メニュー画面 
が表示されます。 



[ V 2] タブの田付/時刻/エリア]を選 
ぶ 

• 〈回〉ボタンを押して[ V ]タブを選び 
ます。 

• <^>を回して [ V 2] タブを選びます。 

• <〇> を回して 旧付/時刻/エリア] を選 
び、く©〉を押します。 



エリアを設定する 

⑩初期状態では[□ンドン]に設定されてい 
ます。 

• <〇> を回して [エリア設定] を選びます。 

• <©> を押して、〈$〉の状態にします。 

• <〇> を回してエリアを選び、く©〉を 
押します。 
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mm 日付/時刻/エリアを設定する 



日付/時刻を設定する 

• <〇> を回して項目を選びます。 

• <©> を押して、〈$〉の状態にします。 

• <〇> を回して設定し、く©〉を押しま 
す（〈口〉の状態に戻ります)。 


サマータイムを設定する 

• 必要に応じて設定します。 

• <〇> を回して[来]を選びます。 

• <©> を押して、〈$>の状態にします。 

• <〇> を回して [来] を選び、く©〉を 
押します。 


• サマータイムを[来]にすると、手順3 
で設定した時刻が、1時間進みます。 


[来]にするとサマータイムが解除され、 
1時間戻ります。 



B 付ノ時刻ノエ U ァ 

< 2012 / 01 / 11 ) 

2 012.011115 ： 30:00 
年/月/日 

来棘 

[ ok i 


A 設定を終了する 

• <〇> を回して [0 K ] を選び、く©〉を 
押します。 

岭日付/時刻/エリア、サマータイムが設定 
され、メニューに戻ります。 


01 • メニュー機能の設定操作は、51、52ページを参照してください。 

• 設定した日付/時刻のカウントは、手順6でく©〉を押したときに始まります。 
• 手順3で、画面の右上に表示される時間は、協定世界時との時差です。設定し 
たいエリアがないときは、時差を参考にエリアを選択してください。 
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MENU 


表示言語を選ぶ 



メニューを表示する 

• ( MENU ) ボタンを押すと表示されます。 



[ V 2] タブの[言語®)]を選ぶ 

• 〈回〉ボタンを押して[ V ]タブを選び 
よ9 〇 

• <^>を回して [ V 2] タブを選びます。 

• <〇> を回して[言語®](上から4番目 
の項目）を選び、く©〉を押します。 



言語を設定する 

• <〇> を回して言語を選び、〈©>を押 
します。 

岭表示言語が切り換わります。 
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レンズを取り付ける/取り外す— 

すべての EF レンズを使用することができます。なお、 EF-S レンズは使用 
できません。 



キャップを外す 

• レンズのダストキャップとボディ 
キヤップを矢印の方向に回して外しま 
す0 




2 



レンズを取り付ける 

• レンズとカメラの赤いレンズ取り付け 
指標を合わせ、レンズを矢印方向に「力 
チッ」と音がするまで回します。 


レンズのフ オー カスモードスイツチを 
<AF > にする 

• <AF> は Auto Focus :自動ピント合わ 
せの略です。 

• <MF> (Manual Focus :手動ピント合 
わせ）になっていると、自動ピント合わ 
せができません。 


4レンズキャップを外す 


^ • レンズで太陽を直接見ないでください。失明の原因になります。 

• 自動ピント合わせのときに、レンズの先端（フォーカスリング）が動くレン 
ズは、動いている部分に触れないでください。 
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レンズを取り付ける/取り外す 


ゴミやほこりについて、普段から以下のことに注意してください 

• レンズの交換は、ほこりの少ない場所で素早く行う 

• レンズを取り外してカメラを保管するときは、ボディキャップを必ずカメラに 
取り付ける 

• ボディキャップは、ゴミやほこりを落としてからカメラに取り付ける 



ズーム 操作は、レンズの ズーム リングを 
手で回します。 

ズーム操作は、ピント合わせの前に行つ 
てください。ピントを合わせたあとでズー 
ム操作を行うと、ピントがズレることがあ 
ります。 


取り外し方 

レンズ□ック解除ポタンを押しなが 
ら、レンズを矢印の方向に回す 

• 回転が止まるまで回してから、取り外し 

On ^ 〇 

• 取り外したレンズにダストキャップを 
取り付けます。 
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レンズを取り付ける/取り外す 


フードの取り付け方 

EF 24-105 mm F 4 L IS USM に専用 フー ド EW -83 H を取り付けると、 
有害な光線をカットするとともに、雨•雪 • ほこりなどからレンズの前面を 
保護することができます。なお、レンズをバッグなどに収納するときは、 
フー ドを逆向きに取り付けることもできます。 



フードの赤いマークと、レンズ先端の 
赤い指標を合わせる 



図の位置まで回す 

• フードを時計方向に回して確実に取り 
付けます。 


W 參フードが正しく取り付けられていないと、フードにより画面の周囲がケラレ 
て暗くなることがあります。 

參フードの取り付け/取り外しを行うときは、フードの根元を持って回してく 
ださい。フードの先の方を持つと変形して回らなくなることがあります。 
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レンズの手ブレ補正機能について — 

IS レンズに内蔵された手ブレ補正機能を使用すると、撮影するときのわ 
ずかなカメラの動き（手の揺れ）を補正して、鮮明な写真を撮ることができ 
ます。 EF 24-105 mm F 4 L IS USM レンズを例にして、手ブレ補正機能の 
説明をします。 

* IS は、 Image Stabilizer (イメージスタビライザー）の略で、手ブレ補正機能のこ 
とです。 



2 


手ブレ補正スイッチを 〈 ON > にする 

• カメラの電源スイッチも〈01\1>にして 
おきます。 

シャッ ターボタンを半押しする 

岭手ブレ補正機能が働きます。 


撮影する 

• ファインダー像が安定したことを確認 
してから、シャッターボタンを全押しし 
て撮影します。 


^ • 被写体が動いてしまう「被写体ブレ」は補正できません。 

• バルブ撮影時は、手ブレ補正スイッチを 〈 OFF 〉 にしてください。 〈 ON > で 
撮影すると、手ブレ補正機能が誤作動することがあります。 

• 大きく揺れ動く乗り物などから撮影するときは、手ブレ補正効果が十分に得 
られないことがあります。 

• EF 24-105 mm F 4 LIS USM で流し撮りを行うと、手ブレ補正効果が十分に 
得られないことがあります。 

151 參手ブレ補正機能は、レンズのフォーカスモードスイッチが <AF> <MF> のど 
ちらでも働きます。 

參三脚使用時に手ブレ補正スイッチが <0 N > でも問題なく撮影できますが、電 
池の消耗を防ぐため、手ブレ補正スイッチを 〈 OFF 〉 にすることをおすすめ 
します。 

• 一脚を使用した撮影でも、手ブレ補正効果が得られます。 
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撮影の基本操作 

ファインダーが鮮明に見えるように調整する 

視度調整つまみを回す 

• ファインダー 内の AF フレームが 最も鮮 
明に見えるように、つまみを右または左 
に回します。 

• つまみが回しにくいときは、アイカップ 
を取り外します （ P .185)。 



0視度調整を行ってもファインダーが鮮明に見えないときは、別売の視度補正レン 
ズ Eg の使用をおすすめします。 


カメラの構え方 

手ブレのない鮮明な画像を撮るために、カメラが動かないようにしっかり 
構えて撮影します。 



① 右手でグリップを包むようにしっかりと握ります。 

② 左手でレンズを下から支えるように持ちます。 

③ 右手人差し指の腹をシャッターボタンに軽くのせます。 

④ 脇をしっかり締め、両ひじを軽く体の前に付けます。 

⑤ 片足を軽く踏み出して、体を安定させます。 

⑧カメラを額に付けるようにして、ファインダーをのぞきます。 

0液晶モニターを見ながら撮影するときは、68ページを参照してください。 
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撮影の基本操作 


シャッターポタン 

シャッターボタンは二段階になっています。シャッターボタンを一段目ま 
で浅く押すことを「半押し」といいます。半押しからさらに二段目まで深く 
押すことを「全押し」といいます。 




半押し 

自動ピント合わせと、自動露出機構によ 
るシャッター速度と絞り数値の設定が行わ 
れます。 

露出値（シャッター速度と絞り数値）が、 
フアインダー内と表示ノ v ° ネルに表示されま 
す （64)0 

全押し 

シャッターが切れて撮影されます。 


手ブレしにくい撮影のしかた 

手にしたカメラが撮影の瞬間に動くことを「手ブレ」といい、全体がぼや 
けたような写真になります。鮮明な写真を撮るために、次の点に注意してく 
ださい。 

•前ページの『カメラの構え方』のように、カメラが動かないようしっか 
り構える。 

• シャッターボタンを半押ししてピントを合わせたあと、ゆっくりシャツ 
ターボタンを全押しする。 


BI • P / Tv / Av / M / B の撮影モードでは、 < AF -0 N > ボタンで半押しと同じ操作 
ができます。 

• シャッターボタンを一気に全押ししたり、半押し後すぐに全押しすると、一 
瞬の間を置いてから撮影されます。 

春メニュー画面表示中、画像再生中、画像記録中でも、シャッターボタンを半 
押しすると、すぐに撮影準備状態に戻ります。 
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撮影の基本操作 


モードダイヤル 



ダイヤル中央の□ック解除ポタンを押 
しながら回す 


■ 


^メイン電子ダイヤル 

(1) ポタンを押したあと〈趨〉を回す 
〈囹 . WB > < AF - DRIVE )〈 ISO •越〉ボタン 

などを押すと、その機能選択状態がタイ 
マー (66) で保持されます。その間に〈超1> 
を回します。 

タイマーが終了するか、シャッターボタ 
ンを半押しすると、撮影準備状態に戻りま 
す。 

• 測光モード、 AF モード、 IS ◦感度、 AF 
フレームの選択 • 設定などに使用しま 
す。 

(2) <^ a > のみを回す 

ファインダー内表示や表示ノ V ° ネルを見な 

がら く ㈣ を回します。 

• シャッター速度や絞り数値の設定など 
に使用します。 




S (1) の操作は、 〈LOO>> スイッチが右側（マルチ電子□ック / P .47) でも行う 
ことができます。 
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撮影の基本操作 


〇サブ電子ダイヤル 



(1) 


ポタンを押したあと〈〇〉を回す 

〈囹 . WB > < AF - DRIVE ) < ISO - E 0> ボタン 

などを押すと、その機能選択状態がタイ 
マー（る 6) で保持されます。その間に〈◎〉 
を回します。 

タイマーが終了するか、シャッターボタ 
ンを半押しすると、撮影準備状態に戻りま 


す0 


•ホワイトバランス、ドライブモード、ス 
卜□ボ調光補正、 AF フレームの選択•設 
定などに使用します。 



<〇>のみを回す 

フアインダー内表示や表示ノ くネルを見な 
がら〈©>を回します。 

• 露出補正やマニュアル露出時の絞り数 
値の設定などに使用します。 


Bl (1) の操作は、 < L 0 CK ^> スイッチが右側（マルチ電子ロック/ P .47) でも行う 
ことができます。 


❹十字タッチパッド 


動画撮影中に静かな操作で、シャッター速度、絞り数値、 ISO 感度、露出 
補正の設定、録音レベル、へッドフォン音量の調整を行いたいときに使用し 
ます （ p .236)。[05: 動画サイレント設定] を [◎有効] にすると機能します。 



〈回〉 ポタンを押したあと、 〈〇〉 
の内側の部分を上/下/左/右に触れる 
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撮影の基本操作 


琢マルチコントローラー 


<^>は8方向キーと中央押しボタンの構造になっています。 



• AF フレーム選択、ホワイトバランス補 
正、ライブビュー撮影時における AF フ 
レーム/拡大表示枠の移動、再生時にお 
ける拡大表示位置の移動、クイック設定 
の操作などに使用します。 

• メニューの選択•設定を行うこともでき 
ます（[01: 画像消去] と[ VI : 力ード初 
期化] を除く）。 

• メニューやクイック設定の操作では、上 
下左右方向のみで、斜め方向に動かすこ 
とはできません。 



LOCK ^ マルチ電子ロック 


[.9.2: マルチ電子 □ッ ク] を設定し （ p .319)、< L 0 CK ^> スイッチを右側に 
すると、メイン電子ダイヤルやサブ電子ダイヤル、マルチコント□ーラーが 
不用意に動いて、設定が変わることを防止することができます。 


讎 

WDj 


< L 0 CK ^> スイッチ左側：□ック解除 
< L 0 CK ^> スイッチ右側：□ック 


B 1< L 0 CK ^> スイッチが右側の状態で、禁止した操作部材を操作すると、ファイン 
ダーと表示パネルに<!_>、撮影機能の設定状態 （ P .48) の画面に [ LOCK ] が表 
示されます。 
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撮影の基本操作 


奋表示パネル照明 



表示パネルの照明は、〈奋〉ボタンを押 
すたびに点灯 (66) /消灯します。なお、 
バルブ撮影時は、シャッターボタンを全押 
しすると照明が消えます。 


撮影機能の設定状態を表示する 



( INFO .) ボタンを何回か押すと、撮影機 
能の設定状態が表示されます。 

表示された状態でモードダイヤルを回す 
と、各撮影モードの設定状態を確認するこ 
とができます （ P .337)。 

〈回〉ボタンを押すと、撮影機能をクイッ 
ク設定することができます （ P .49)。 

もう一度 〈 INFO .〉 ボタンを押すと、表示 
が消えます。 
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回撮影機能のクイック設定^ 

液晶モニターに表示されている撮影機能を直接選択して、直感的な操作で 
機能の設定を行うことができます。この操作を「クイック設定」といいます。 




機能を設定する 

• <^>で機能を選びます。 

岭選んだ機能の内容が画面に表示されま 
す。 

• <〇> または 、紋 を回して設定を変 
更します。 


#ぼモード 





撮影する 

• シャッターボタンを押して撮影します。 
岭撮影した画像が表示されます。 


S < tAj + > モードでは、記録機能/力ード選択、記録画質、ドライブモードのみ設定 
できます。 
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回撮影機能のクイック設定 


クイック設定でぎる機能 

オートライティング 
オプティマイザ （p.142)— | 

シャッター速度 （ P .162) 

撮影モード* ( P .24) 

露出補正/ AEB 設定 
( P .169、170) 

ピクチャースタイル 
( P .129) 

AF モード （p.70) 

ホワイトパランス 
( P .137) 

測光モード ( P .167) 

ホワイトバランス補正 (p.140) 



絞り数値 ( P .164) 

AE □ック * (p.171) 

高輝度側•階調優先* ( P .146) 

IS ◦感度 ( P .124) 

操作ボタンカスタマイズ 
( P -321) 

記録画質 （ P .119) 


記録機能/カード選択 
( P .116) 


■調光補正 （ P .188) 
ドライブモード （ P .112) 




* 印の機能は、クイック設定できません。 


設定画面について 



• 機能を選びく©〉を押すと、その機能 
の設定画面が表示されます。 

• <〇> または〈忽〇を回して設定を変 
更します。さらに 〈 INFO .〉 ボタンを押 
して設定する項目もあります。 

• <©> を押すと設定され、元の画面に戻 
ります。 

• < teE > (操作ボタンカスタマイズ/ 
P .321) を選んだときは、 〈 MENU 〉 ボタ 
ンを押すと、撮影機能の設定状態に戻り 
ます。 
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MENU 


メニュー機能の操作と設定 


このカメラでは、記録画質や日付/時刻など、さまざまな設定をメニュー 
機能で行います。メニュー機能の操作は、液晶モニターを見ながら、カメラ 
背面の 〈 MENU 〉 ボタン、〈回〉ボタン、<^> <〇> を使って行います。 



C1 j + モードのメニュー画面 



_■ 

SMODTI 

通義資一 

撮影画像の確認時 

2 秒 

電子音 

入 

カードなしレリー; C 

on 

レンズ光学補正 



* 〈纪〉モードでは、表示されないタブやメニュー項目があります。 


P/Tv/Av/M/B モードのメニュー画面 



E :再生一 

AF: AF -1 

Cm 撮影-, 


9 機能設定 
!— :カスタム機能 
「★:マイメニュ- 


——メインタブ 


サブタブ- 


メニュー項目_ 


AF E 

fr や. ★ J 


J -1 

撮影國像®^畤問 

2秒 

電子音 

入 

カード&しレリーズ 

ON 

レンス光学補正 


外部スト〇ボ制御 


L ミラーアップ撖影 

OFfJ 


ーメニュー内容 
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(miq メニュー機能の操作と設定 


メニュー機能の設定操作 


〇 1 AF B 

mm mrn 


t * 

SMOtrn 

画買 I 

mmmmm 

2W 


電子音 

入 


力_ド®しレ ij _ ス 


ON 

レンズ光学補正 



外®スト□ボ制_ 



ミラーアツブ鼸影 


OFF 


メニューを表示する 

• ( MENU ) ボタンを押すと表示されます。 

タブを選ぶ 

• 〈回〉ボタンを押すと、メインタブ（系 
統）が切り換わります。 

• <|^>を回してサブタブを選びます。 

• 例えば、本文中の [04] タブは、〇 

(撮影）タブの左から 4 番目の「■」を選 
んでいる画面のことです。 



〇 ' AF S 

V 〇 * 

SMOdf4:LVfiJinc 

ライプ ビユー ■影 

す5 

5 af モード 

i ； ライ3宅 一 K 

クナ yK 

表示しない 

アスペクト比 

3:2 


する 

immh 

モード1 

■光タイマー 

m 


項目を選ぶ 

• <〇> を回して項目を選び、〈©>を押 

0 cK 9 〇 


内容を選ぶ 

• <〇> を回して内容を選びます。 

• 現在設定されている内容は青色で表示 
されます。 

内容を設定する 

• く©〉を押すと設定されます。 

設定を終了する 

• ( MENU ) ボタンを押すと表示が消え、撮 
影準備状態に戻ります。 


BI • これ以降のメニュー機能の説明は、 〈 MENU 〉 ボタンを押して、メニュー画面が 
表示されていることを前提に説明しています。 

• 〈糸〉でメニュー機能の設定を行うこともできます。 （[ E 1 : 画像消去] [ VI : 
カード初期化] を除く） 

• 操作の途中でキャンセルするときは、 〈 MENU 〉 ボタンを押します。 

• メニュー機能の内容は、348ページを参照してください。 
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使い始める前の準備 


mm 力ードを初期化する 

新しく買った力ードや、他のカメラ、パソコンで初期化した力ードは、こ 
のカメラで正しく記録できるように、初期化（フォーマツト）を行ってくだ 
さい。 ■ 

(I力ードを初期化すると、力ードに記録されている内容は、画像だけでなI 
くす ベて 消去されます。プ□テクトをかけた画像も消去されますので、 

記録内容を十分に確認してから初期化してください。必要な記録内容 
は、初期化する前に必ずパソコンなどに保存してください。 

\ [カード初期化]を選ぶ 

• [ VI ]タブの [力-ド初期化] を選び、〈©> 

を押します。 


2カードを選ぶ 

• [ Q ]] は CF 力ード、 [[ D ] は SD 力ードで 
す。 

• <〇> を回して力ードを選び、く©〉を 
押します。 

1 [0K] を 選ぶ 

• [0 K ] を選び、く©〉を押します。 

岭 力ー ドが初期化されます。 

峥初期化が終了すると、メニューに戻りま 
す。 

• [©] 選択時は、物理フォーマットを行 
うことができます （ P .54)。 

〈1> ボタンを押して、 [物理フォーマット] 
の横に〈>/>が付いた状態で [0 K ] を 
選びます。 
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使い始める前の準備 


#こんなときに力ードを初期化します 

• 新しく買ってきたカードを使うとき 
• 他のカメラやパソコンで初期化されたカードを使うとき 
• カードの中が画像やデータでいっぱいになったとき 
• カードに関するエラーが表示されたとき （ P .371) 


物理フォーマットについて 

• 物理フォーマットは、 SD カードへの記録/読み出し速度が遅くなったと感じた 
ときや、データを完全に消去するときなどに行います。 

•物理フォーマットは、 SD 力ード内の全記憶領域に渡って初期化を行うため、通 
常のカード初期化よりもやや時間がかかります。 

•物理フォーマット中に [キャンセル] を選ぶと、初期化を中止することができま 
す。中止した場合でも、通常の初期化は完了しているため、 SD カードはそのま 
ま問題なく使用できます。 


^ • 容量が 128 GB までの力ードは FAT 形式、1 28 GB を超えるカードは exFAT 
形式でフォーマツトされます。なお、このカメラで初期化した 128 GB を超え 
るカードを他のカメラに入れると、エラーが表示され、使用できないことが 
あります。また、 exFAT 形式でフォーマツトされた力ードは、パソコンの 0 S 
の種類やカードリーダーにより、正しく認識されないことがあります。 

• カード内のデータは、初期化や削除をしても、ファイルの管理情報が変更さ 
れるだけで、完全には消去されません。譲渡•廃棄するときは、注意してく 
ださい。力ードを廃棄するときは、物理フォーマツトを行ったり、力ードを 
破壊するなどして個人情報の流出を防いでください。 

• 新しい Eye - Fi カードを使用するときは、カード内のソフトウェアをパソコン 
にインス I -ールしてから、カメラでカードを初期化してください。 


B 1 •カード初期化画面に表示されるカードの総容量は、カードに表記されている 
容量よりも少なくなることがあります。 

• 本機器は、 Microsoft からライセンスされた exFAT 技術を搭載しています。 


54 




使い始める前の準備 


™ 電源が切れる時間を設定する/オートパワーオフ 


カメラを操作しない状態で放置したときに、節電のために電源が自動的に 
切れるまでの時間を変更することができます。自動的に切れないようにする 
ときは、 [しない] に設定します。電源が切れたときは、シャッターボタンな 
どを押すと、電源が入ります。 



[オートパワーオフ]を選ぶ 
• [ V 2] タブの [才一トパワーオフ] を選び、 

<©) を押します。 

時間を設定する 

• 内容を選びく©〉を押します。 



13 [しない] に設定しても、節電のため 3 ◦分で液晶モニターの表示が消えます（カメ 
ラの電源は切れません)。 


mm 撮影直後の画像表示時間を設定する 


撮影直後に液晶モニターに表示される画像の表示時間を設定することが 
できます。撮影画像を表示したままにするときは [ホールド]、 撮影画像を表 
示しないようにするときは [切] に設定します。 



[撮影画像の確認時間]を選ぶ 

• [^ i ] タブの [撮影画像の確認時間] を選 
び、〈©>を押します。 

時間を設定する 

• 内容を選びく©〉を押します。 


0 [ホールド] に設定すると、オートパワーオフの設定時間まで画像が表示されます。 
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使い始める前の準備 


M カメラの機能設定を初期状態に戻す ®SD 

撮影機能や、メニュー機能の設定を初期状態に戻すことができます。 

[カメラ設定初期化]を選ぶ 

• [ V 4] タブの[カメラ設定初期化]を選び、 

く©〉を押します。 

[0 K ] を選ぶ 

• [0 K ] を選びく®〉を押します。 

岭[カメラ設定初期化]を行うと、カメラの設 

定が次のようになります。 


撮影機能関係 


AF モード 

ワンシヨット AF 

測距エリア選択モード 

1 点 AF (任意選択） 

AF フレーム 選択 

中央 

登録 AF フレーム 

解除 

測光モード 

囹（評価測光） 

ISO 感度 

才一卜 

ISO 感度設定範囲 

下限値： 100 
上限値： 25600 

ISO オートの範囲 

下限値： 100 
上限値： 12800 

ISO オート低速限界 

才一卜 


ドライブモード 

□ (1 枚撮影） 

露出補正/ AEB 

解除 

スト□ポ調光補正 

0 (ゼロ） 

多重露出 

しない 

HDR モード 

HDR オフ 

ミラーアップ撮影 

しない 

カスタム機能 

そのまま 

スト□ポ機能設定 

そのまま 



カメラ設定化 

カメラ CMS 足を!状■にします 


キ OK ] 
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使い始める前の準備 


画像記録関係 AF 関係 


記録画質 

4 L 

ピクチャースタイル 

スタンダード 

オートライティング 
オプティマイザ 

標準 

周辺光量補正 

する/ 

登録レンズ保持 

色収差補正 

する/ 

登録レンズ保持 

ホワイトバランス 

fMn \ (才一卜） 

MWB 画像選択 

解除 

WB 補正 

解除 

WB-BKT 

解除 

色空間 

sRG 巳 

長秒時露光のノイズ低減 

しない 

高感度撮影時のノイズ低減 

標準 

高輝度側 • 階調優先 

しない 

記録機能 

標準 

画像番号 

通し番号 

ファイル名の設定 

カメラ固有 

自動クリーニング 

する 

ダストデリートデータ 

消去 


Casel 〜6* 

Casel / 

各ケースの設定 
内容解除 

AI サーポ1コマ目 
レリーズ 

バランス重視 

サーポ AF 連続撮影中 
のレリーズ 

パランス重視 

USM レンズ電子式手 
動フォーカス 

ワンシヨット AF 
作動後 • 可能 

AF 補助光の投光 

する 

ワンシヨット AF 時の 
レリーズ 

ピント優先 

AF 測距不能時の 
レンズ動作 

サーチ駆動する 

任意選択可能な 

AF フレーム 

61点 

測距エリア選択 
モードの限定 

全項目選択 

測距エリア選択 
モードの切換 

M-Fn ボタン 

縦位置/横位置の 

AF フレーム設定 

同じ 

AF フレーム 
任意選択時の循環 

しない 

(端で突き当たり） 

測距時の 

AF フレーム表示 

選択 AF フレーム 
(常時表示） 

ファインダー情報の照明 

自動 

AF マイクロ 
アジヤストメント 

しない 


初期設定値は、86〜89ページを参照し 
てください。 


使い始める前の準備 


カメラ設定関係 ライブビュー撮影関係 


オートパワーオフ 

1分 

電子音 

入 

カードなしレリーズ 

する 

撮影画像の確認時間 

2秒 

八イライト警告表示 

しない 

AF フレーム表示 

しない 

ヒストグラム 

輝度 

再生時のグリッド 

表しなし、 

拡大倍率設定（約） 

2倍 

での画像送り 

(1 ◦枚） 

縦位置画像回転表示 

する 〇團 

動画再生カウント 

そのまま 

液晶の明るさ 

自動 

日付/時刻/エリア 

そのまま 

言語 

そのまま 

ビデオ出力方式 

そのまま 

CD 团ボタンで 
表示する内容 

全項目選択 

ファインダー# 

表しなし、 

_ポタンの機能 

レーティング 

カスタム撮影モード 

そのまま 

著作権情報 

そのまま 

HDMI 機器制御 

切 

Eye - Fi 通信 

しない 

マイメニューの内容 

そのまま 

マイメニューから表示 

しない 


ライブビュー撮影 

する 

AF モード 

ライブモード 

グリッド 

表しなし、 

アスペクト比 

3:2 

露出 Simulation 

する 

LV 静音撮影 

モード1 

測光タイマー 

16秒 


AF モード 

ライブモード 

グリッド 

表 7]^ しなし、 

動画記録サイズ 

1920 X 1080 /IP 巳 

録音 

オート 

LV 静音撮影 

モード1 

測光タイマー 

16秒 

タイムコード 

カウントアップ 

そのまま 

スタート 時間設定 

そのまま 

動画記録カウント 

そのまま 

動画再生カウント 

そのまま 

ドロップフレーム 

そのまま 

動画サイレント設定 

無効 

動画撮影ポタン 

m 


B 1 WFT 、 GPS 使用時の設定については、各機器の使用説明書を参照してください。 
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グリッドと水準器を表示する 

カメラの傾き補正に有効なグリッドと水準器を、ファインダー内と液晶モ 
ニターに表示することができます。 


ファインダー内にグリッドを表示する 

\ [ファインダー#]を選ぶ 

• [ V 2] タブの [ファインダー#] を選び、 
く©〉を押します。 

[表示する]を選ぶ 

• <〇> を回して [表示する] を選び、 <©> 
を押します。 

• ファインダー内にグリッドが表示され 
ます。 




ファインダー内に水準器を表示する 

ファインダー内に、 AF フレームを利用した水準器を表示することができ 
ます。詳しくは、操作ボタンカスタマイズ （ P .321) を参照してください。 


B 1 ライブビュー撮影時、動画撮影時に、液晶モニターにグリッドを表示することが 
できます （ p .203、 239)。 
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グリッドと水準器を表示する 


液晶モニターに水準器を表示する 

\ < INFO .) ポタンを押す 

•〈 INFO .〉 ボタンを押すたびに表示が変わ 
ります。 

• 水準器を表示します。 


•水準器が表示されないときは、 [ V 3： 
_ポタンで表示する内容] で、水準器が 
表示されるように設定します （ P .336)。 


2カメラの傾きを確認する 

_水平と前後方向の傾きが r きざみで表 
示されます。 

• 赤い線が緑色に変わると、傾きがほぼ補 
正された状態です。 




^ • 傾きがほぼ補正された状態でも±1°程度の誤差が生じることがあります。 

• カメラが大きく傾いているときは、水準器の誤差が大きくなります。 

B 1 ライブビュー撮影時、動画撮影開始前に、同じ操作で水準器を表示することがで 
きます （ p .200、225) 〇なお、動画撮影中に水準器を表示することはできませ 
ん（水準器を表示した状態で動画撮影を開始すると、水準器が消えます)。 
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❼機能ガイドについて 

メニュー画面の下に [_ ヘルプ] が表示されているときは、機能ガイド 
(機能の説明）を表示することができます。 〈 INFO .〉 ボタンを押している間 
だけ機能ガイドが表示されます。機能ガイドが 2 ページ以上あるときは、画 
面の右側にスクロールバーが表示されます。そのときは、 〈 INFO .〉 ボタンを 
押しながら〈〇> を回します。 


• [ AF 1] タブ [Case2] の例 


a afI h v ,9 ★ 

«□■■■■ ccmPMj tiMf 


Q X Case? 

， Case a 

IMCn 

I つて U た被写体 tfAf フレーム 1 

IX 曄 吉物 が入るヒ芑ゆ、被写体が 

INrU. 

か外れて B 、 被写体にピン 

AF フレ_ムか5外れや？いヒ3 


卜を合わせ a け上3ヒす5設定で 

ゞ 磨写体1蓰特 S 


す， 

ず速度変彳乜こ対する追從性6~^1^〇 


被写体©手前に 醸 塞入 y 

价 測 匪点乘移 y 特忮 S-d^d 


込 Ct 抓被写体きが激し 

ra ヘルプ wmm 


nng »+ 钃 


スクロール バー 


• [ AF 3] タブ [AF 補助光の投光] の例 




OAFMmmM 

_ on 1 

iMcn 

■する： ■ 

しない OFF 

赤外光方式の捕助光の办投光 IR 

EOS 用外部スト□ボか^ FM ® 先 
を投光す5かビラか逻設定します 
ELSB ヘルプ 

iNru. 

sft 要に応じて许部スト〇ボか5 

AF 補助光び IM されます 
■しない: 

外部ストロボか 5 AFSI 助光は设光 
されませんで 

imgi+ 采 


• [.空. 2] タブ [マルチ電子ロック] の例 


マルチ«子□ヴク 


〇マルチ1子□ック 

画九メイン«子歹イ "OT 

INFO 

マルチ雩子□ヴクスイプチを 

•/彙サブ竈子タイヤル 


< LOCK > K ■にしだと3に， 

银マルチコン h □—ラー 


»作を禁止する対象にノ7—クを 


付けます e 



不 ffl * な設定変更を防止する C ： 匕 
ff で3ます 

ieei ヘル: i ? id ? ル 
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かんたん撮影 


この章では、モードダイヤルの〈忠〉（シーンインテリジェント 
オート）モードで簡単に撮影する方法を説明しています。 

<[ Af > モードでは、 シャッターボタンを押すだけで、カメラま 
かせの撮影ができるように、 各種機能が自動設定されます 
( P .346) 。また、誤操作による失敗を防ぐため、 主要な撮影機能 
の設定変更はできないようになっています ので、安心して撮影し 
てください。 


シーンインテリジェントオート 



B 1 オートライティングオプティマイザ機能について 

<[ Aj + > モードでは、撮影結果に応じて、画像を好ましい明るさ、コント 
ラストに自動補正する才一トライティングオプティマイザ機能 
( P .142) が働きます。 P / Tv / Av / B モードでも初期状態で機能しま 
す。 







CAj + 全自動で撮る（シ-ンインテリジ I ントオ■卜） ■ 

<[ Af > はカメラまかせの全自動撮影ができるモードです。カメラが撮影 
シーンを解析し、シーンに適した設定を自動的に行います。また、被写体の 
動きを検知して、止まっている被写体や動いている被写体に自動でピントを 
合わせることができます。 



モードダイヤルを <匕 + >にする 

• モードダイヤルの中央を押しながら回 
します。 



被写体（写したいもの）にエリア AF 
フレームを合わせる 

• すべての AF フレームを 使ってピント合 
わせが行われ、基本的に一番近くにある 
被写体にピントを合わせます。 

• エリア AF フレームの中央を被写体に重 
ね合わせると、ピントが合いやすくなり 
ます。 



合焦マーク 



ピントを合わせる 

• シャッターボタンを半押しすると、レン 
ズが動いてピント合わせが行われます。 
峥 AF 作動中は し が表示されます。 

岭ピントが合うと、ピントを合わせた AF 
フレームが表示されます。同時に「ピ 
ピッ」と電子音が鳴り、ファインダー内 
に合焦マークく#〉が点灯します。 

岭暗い場所では、 AF フレームが一瞬赤く 
光ります。 
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匕+全自動で撮る（シーンインテリジェントオート） 



撮影する 

• シャッターボタンを全押しすると撮影 
されます。 

岭液晶モニターに撮影した画像が2秒間表 
示されます。 


13 < tAj + > モードで、自然や屋外シーン、または夕景シーンを撮ると、より印象的な 
色あいの写真になります。なお、好みの色あいにならなかったときは、撮影モー 
ドを < P / Tv / Av / M > にして、<_>以外のピクチャースタイルを選んで撮 
影してください。 


^こんなときは 

• 合焦マーク〈籲〉が点滅してピントが合わない 

明暗差（コントラスト）のある部分にエリア AF フレームの中央を合わ 
せてシャッターボタンを半押ししてください （ P .44)。 また、被写体に 
近づきすぎているときは、離れて撮影してください。ピントが合わない 
ときは、 AF 作動表示〈^>も点滅します。 

_複数の AF フレームが同時に表示される 

表示されているすべての AF フレームにピントが合っています。被写体 
に合わせた AF フレームも表示されているときは、そのまま撮影してくだ 
さい。 

⑩電子音が小さく鳴り続ける（合焦マーク〈籲〉も点灯しない） 

動いている被写体に、カメラがピントを合わせ続けている状態です 
(af 作動表示 a 力は点灯しますが、合焦マーク〈籲〉は点灯しませ 
ん)。動いている被写体にピントの合った写真を撮ることができます。 

なお、この状態のときは、フォーカス□ック撮影 ( P .67) はできません。 

• シャッターポタンを半押ししてもピント合わせをしない 

レンズのフォーカスモードスイッチが < MF > (手動ピント合わせ）に 
なっているときは、 < AF > (自動ピント合わせ）にしてください。 
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ぽ全自動で撮る（シーンインテリジェントオート） 


• シャッター速度（数字）が点滅している 

光が不足している（暗い）ため、そのまま撮影すると手ブレによって 
被写体が鮮明に写らないことがあります。三脚を使用するか、別売の EX 
シリーズスピードライト （ P .188) を使用して撮影することをおすすめ 
します。 

• 外部スト□ポを使用したのに、画面の下側が不自然に暗くなった 

レンズにフードが付いていると、スト□ボの光がフードで遮られま 
す。写したいものが近くにあるときは、フードを取り外してスト□ボ撮 
影してください。 
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ぱ全自動を使いこなす（シ-ンインテリジェントオ-卜） ■ 

構図を変えて撮影する 


■ 



シーンによっては、被写体を左右どちらかに配置して、背景もバランス良 
く入れた方が、奥行きのある写真に仕上がります。 

〈匕+>モードでは、止まっている被写体にピントを合わせると、シャッ 
ターボタンを半押ししている間、ピントが固定されます。そのまま構図を変 
え、シャッターボタンを全押しして撮影します。これを「フォーカス□ック 
撮影」といいます。 

動いているものを撮影する 



〈匕+>モードでは、ピントを合わせるときや、ピントを合わせたあとに 
被写体が動く（距離が変わる）と、被写体に対して連続的にピントを合わせ 
続ける機能 （ AI サーボ AF ) が働きます。被写体がエリア AF フレームから外 
れないようにして、シャッターボタンを半押しし続けると、ピントを合わせ 
続けます。シャッターチャンスがきたらシャツターボタンを全押しします。 
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ぽ全自動を使いこなす（シーンインテリジェントオート） 


a ライプビュー撮影について 

液晶モニターに表示される映像を見ながら撮影することができます。この 
撮影方法を「ライブビュー撮影」といいます。詳しくは、197ページを参 
照してください。 

\ ライブビュー撮影/動画撮影スイッチ 
を〈〇〉にする 


液晶 モニターに 映像を表示する 

• < S S ?> ボタンを押します。 

岭液晶モニターに映像が表示されます。 


3ピントを合わせる 

• 画面中央の AF フレームく〇> を被写体に 
合わせます。 

• シャッターボタンを半押しすると、ピン 
卜合わせが行われます。 

岭ピントが合うと AF フレームが緑色に変 
わり、「ピピッ」と電子音が鳴ります。 

4撮影する 

• シャッターボタンを全押しします。 

岭撮影が行われ、液晶モニターに撮影した 
画像が表示されます。 

岭表示が終わると、自動的にライブビュー 
撮影に戻ります。 

•〈 s 甜?〉ボタンを押すと、ライブビュー撮 
影が終了します。 
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AF / ドライプの設定 


HlB 


ファインダ _ 内に配置された61点の 
AF フレームを使用して、さまざまな撮影 
シーンに対応した AF 撮影を行うことがで 
ぎます。 


また、撮影状況や被写体にあわせて、オートフォーカスの作動 
特性を選択したり、最適なドライブモードを選択することができ 
ます。 


• ページタイトル右の IB は、モードダイヤルが 〈 P / Tv / Av / 
M / B ) のときに使用できる機能であることを示しています。 

• ( dJ ) モードでは、 AF モード、 AF フレー厶（測距エリア選択 
モード）が自動設定されます。 


0 < AF > は AutQFQCUS (才ートフォーカス）の略で自動ピント合わせの 
ことです。 〈 MF > は Manual Focus (マニュアルフォー カス）の略で手 
動ピント合わせのことです。 




AF: AF モードの選択® 

撮影状況や被写体にあわせて、 AF の作動特性を選ぶことができます。な 
お、 <(!；> モー ドでは、 「 AI フオー カス AF 」 に自動設定されます。 



2 



レンズのフォーカスモードスイッチを 
< AF > にする 


〈 AF . DRIVE 〉 ポタンを押す(細 



AF モードを選ぶ 

• 表示パネルを見ながら く ㈣ を回しま 
す。 

ONE SHOT : ワンシヨット AF 
Al FOCUS : AI フォーカス AF 
Al SERVO : AI サーボ AF 


HI P / Tv / Av / M/B の撮影モードでは、 〈 AF - ON 〉 ボタンで AF を行うこともでき 
ます。 


止まつている被写体を撮る：ワンシヨット AF 

止まっている被写体の撮影に適しています。シャッターポタンを半押しす 
ると1回だけピント合わせを行います。 

• 被写体にピントが合うと、ピント合わせを行った AF フレームが表示さ 
れ、ファインダー内に合焦マーク〈參〉が点灯します。 

• 評価測光のときは、ピントが合うと同時に露出値が決まります。 

• シャッターボタンを半押ししている間、ピントが固定され、構図を変え 
て撮影することができます。 


70 


















AF : AF モードの選択 ■! 


Ql • ピントが合わないと、ファインダー内の合焦マークく#〉と AF 作動表示 

が点滅します。このときはシャッターボタンを全押ししても撮影できません。 
構図を変えて再度ピント合わせを行うか、 『 AF の苦手な被写体』 （ p .110) を 
参照してください。 

• [01: 電子音] を [切] に設定すると、ピントが合ったときに、合焦音が鳴ら 
ないようになります。 

• ワンシヨット AF でピントを合わせたあと、ピントを固定したまま構図を変え 
て撮影する方法を「フォーカス□ック撮影」といいます。エリア AF フレーム 
に入らない、画面の端に被写体があるときなどに有効です。 


動いている被写体を撮る： AI サーポ AF 

撮影距離がたえず変化する（動いている）被写体の撮影に適しています。 
シャッターポタンを半押ししている間、被写体にピントを合わせ続けます。 

• 露出は撮影の瞬間に決まります。 

• 測距エリア選択モード （ P .72) が、61点自動選択のときは、初めに任 
意選択した AF フレームで 被写体を捉えます。被写体が任意選択した AF 
フレームから 外れても、エリア AF フレームで 被写体を捉えていれば、継 
続してピント合わせが行われます。 

0 AI サーボ AF では、ピントが合っても電子音は鳴りません。また、ファインダー内 
の合焦マーク〈鲁〉も点灯しません。 


AF モードを自動的に切り換える： AI フォーカス AF 

被写体の状態に応じて、「ワンシヨット AF 」 から 「 AI サーポ AF 」 へとカメ 
ラが作動特性を自動的に切り換えます。 

• ワンシヨット AF で被写体にピントを合わせたあと、被写体が連続して移 
動を始めると、その移動をカメラが検知して自動的に AI サーボ AF に切り 
換わり、被写体の動きに追従してピントを合わせ続けます。 


B 1 AI フォーカス AF のサーボ状態でピントが合うと、合焦音が小さく鳴ります。ただ 
し、ファインダー内の合焦マークく#〉は点灯しません。なお、この状態のとき 
は、フオーカス□ック撮影はできません。 
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EE 測距エリアを選択する 1313 

AF を行うための AF フレーム（測距点）を61点備えています。撮影シ_ 
ンや被写体に応じて、 AF フレームを選ぶことができます。 

使用するレンズにより、使用可能な測距点の数や、測距パターンが異な 
ります。詳しくは、79ページ『使用レンズと AF 測距について』を参照 
してください。 


測距エリア選択モード 

測距エリア選択モードを6種類の中から選ぶことができます。選択方法 
は、次ページを参照してください。 




寧 H ⑴ 


。(回 □ 0) 。°°° 


スポット1点 AF (任意選択） 

狭い部分にピントを合わせることができ 
ます。 


1点 AF (任意選択） 

ピント合わせに使う AF フレーム1点を 
選択します。 


領域拡大 AF (任意選択 +) 

任意に選択した1点〈口〉と、隣接する 
上下左右の AF フレームく。〉でピント合わ 
せを行います。 
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EE 測距エリアを選択する ■ 



領域拡大 AF (任意選択周囲） 

任意に選択した1点〈口〉と、隣接する 
周囲の AF フレームく。〉でピント合わせを 
行います。 


ゾーン AF (ゾーン任意選択） 

61点の AF フレームを、9つの測距ゾー 
ンに分けてピント合わせを行います。 


61点自動選択 AF 

すべての AF フレームを 使ってピント合 
わせを行います。〈匕 + 〉モードでは、この 
モードに自動設定されます。 


測距エリア選択モードを選ぶ 



測距エリア選択モードを選ぶ 

• < EE > ボタンを押します。 

• ファインダーをのぞきながら、 〈 M - Fn 〉 
ボタンを押します。 

峥 < M - Fn > ボタンを押すたびに、測距エリ 
ア選択モードが切り換わります。 


QI • [ AF 4: 測距エリア選択モードの限定] で、使用する測距エリア選択モードだけに限 
定することができます （ P .99)。 

• [ AF 4: 測距エリア選択モードの切換] を [圓—メイン電子ダイヤル] に設定すると、 

< EE > ボタンを押したあと、 く ㈣ で測距エリア選択モードを選ぶことがで 
きます ( p . lOO)o 
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EE 測距エリアを選択する ■ 


AF フレームを任意選択する 

AF フレーム、またはゾーンを任意選択することができます。なお、61点 
自動選択 AF 時は、 AI サーボ AF の開始位置を任意選択することができます。 

\ < EB > ポタンを押す 

岭 ファインダー 内に AF フレームが 表示 さ 
れます。 

• 領域拡大 AF のときは、隣接した有効に 
なる AF フレー厶も表示されます。 

• ゾーン AF のときは、選択されている 
ゾーンが表示されます。 




〇 


AF フレームを 選択する 

• <^>を操作すると、押した方向の AF フ 
レームが選択されます。〈-をまつす 
ぐに押すと、中央の AF フレーム（また 
は中央のゾーン）が選択されます。 

• <^>で横方向、〈〇> で縦方向の AF 
フレームを 選択することもできます。 

• ゾーン AF のときは、〈|^>または〈◎> 
を回すと、ゾーンが循環して切り換わり 
よ9 〇 


AF フレームの点灯/点滅について 

< EE > ボタンを押したときに、「点灯」している AF フレームは、高精度な 
ピント合わせができる「クロス測距点」です。「点滅」している AF フレーム 
は、横線を検出できる測距点です。詳しくは、78ページを参照してください。 


13參 〈 EE > ボタンを押したときに、表示パネルに表示される内容は、次の通りです。 
• 61点自動選択 AF 、 ゾーン AF (ゾーン任意選択）：[二] AF 
• スポット1点 AF 、 1点 AF 、 領域拡大 AF : SEL [] (中央） /SEL AF (中央以外） 

• [ AF 5: AF フレーム任意選択時の循環] で、 [しない（端で突き当たり）][する] を選ぶ 

ことができます （ P .102)。 
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測距エリア選択モードの内容 ■ — 


スポット1点 AF (任意選択) 



1点 AF と同じですが、選択した AF フレーム〈回〉 
で、より狭い部分にピントを合わせることができま 
す。ピンポイントでピントを合わせたいときや、おり 
の中の動物を撮影するときなどに効果的です。 

なお、スポット AF は測距範囲が狭いので、手持ち 
撮影のときや動きのある被写体に対しては、ピントが 
合いにくいことがあります。 


1点 AF (任意選択) 


ピント合わせに使う AF フレーム1点〈口〉を選択 
します。 


領域拡大 AF (任意選択.） 

任意に選択した AF フレーム〈口〉と、隣接する上下左右の AF フレーム 
<□> でピント合わせを行います。1点 AF では被写体の追従が難しい、動き 
のある被写体を撮影するときに有効です。 

AI サーボ AF のときは、初めに任意選択した AF フレーム <□> で被写体を 
捉える必要がありますが、ゾーン AF よりも狙った被写体にピントを合わせ 
やすい特性をもっています。 

ワンシヨット AF のときは、領域拡大した AF フレームでピントが合うと、 
任意選択した AF フレーム〈口〉に加えて、その AF フレーム〈口〉も表示さ 
れます。 
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測距エリア選択モードの内容 ■! 


領域拡大 AF (任意選択周囲） 

任意に選択した AF フレーム 〈口〉 と、隣接する周囲の AF フレームく。〉 
でピント合わせを行います。「領域拡大 AF (任意選択□§□)」より、さらに広 
い範囲でピント合わせを行います。1点 AF では被写体の追従が難しい、動 
きのある被写体を撮影するときに有効です。 

AI サーボ AF 、 ワンシヨット AF 時の動作は、領域拡大 AF (任意選択=§0 
と同じです （ P .75)。 


0 00 

回回 

回回回 

回0 [3 

0 0回 

關|| 

□回 

回回 回回' 

回□回 
回回010 




ゾーン AF (ゾーン任意選択） 

61点の AF フレー厶を、9つの測距ゾーンに分けてピント合わせを行いま 
す。選択したゾーンの全 AF フレームで自動選択 AF を行うため、1点 AF や領 
域拡大 AF よりもピントが合いやすく、動きのある被写体を撮影するときに 
も有効です。 

ただし、基本的に最も近距離にある被写体にピントを合わせるため、1点 
AF や領域拡大 AF よりも狙った被写体にピントが合いにくいことがありま 
す。 

ピントが合った AF フレー厶は、 <□> で表示されます。 


1 圍關 H 

回回回回 

回回回回 
回回回回 

1 回回回回 

3 回回回回卜 

回回回回 
回回回回〇^オ 

回 0 

關冒 

回回区 
回回区 
0 E 回 E 


回回' 0 回 df 回回 

回回回 

0 0 回 

回回回回 1 

回回回回 
回回回回 回 

ヨ回回 a 回回回回 区 

回回回回 

I I Ef 回回回回 叵 

3回！ 回回回回 
回回回回 
回回回 0 
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測距エリア選択モードの内容 


61点自動選択 AF 

すべての AF フレームを使用してピント合わせを行います。〈忠〉モード 
では、このモードに自動設定されます。 

ワンシヨツト AF のときは、シャツターボタンを半 
厂 ( ~^ 押しすると、ピントの合った AF フレーム〈口〉が表 

( : 示されます。複数の AF フレームが表示されるときは、 

L 、' 」 そのすべてにピントが合っています。基本的に最も近 

距離にある被写体にピントを合わせます。 

AI サーボ AF のときは、初めに任意選択 （ P .74) し 
た AF フレーム〈口〉でピントを合わせます。ピント 
が合った AF フレー厶は、 <□> で表示されます。 



^ • 61点自動選択 AF 、 またはゾーン AFT 、 AI サーボ AF に設定したときは、ピン 
卜合わせを行う AF フレーム〈口〉が被写体に追従して移動しますが、被写体 
が小さいなど、撮影条件によっては、追従しないことがあります。また、低 
温下では、追従応答性が遅くなります。 

• スポット1点 AF 設定時は、ストロボの AF 補助光でピントが合いにくいことが 
あります。 

• AF 補助光を備えた EOS 用外部スト□ボ使用時に、 AF 補助光でピントが合わ 
ないときは、測距エリア選択モードを1点 AF (任意選択）にして、中央の AF 
フレームを選んで AF を行ってください。 

• AF フレーム照明時に、ファインダー内の一部または全体が赤く見えることが 
ありますが、これは AF フレーム表示装置（液晶）の特性によるものです。 

• 低温下では、 AF フレーム表示装置（液晶）の特性上、 AF フレームの点滅表示 
( P .74) が見えにくくなります。 


01 • [AF4: 縦位置/横位置の AF フレーム設定] を [□□別々に設定] に設定すると、測距 
エリア選択モードと任意選択した AF フレーム（またはゾーン）を、縦位置撮 
影と横位置撮影で別々に設定することができます （ P .1 〇1 )。 

• [AF4: 任意選択可能な AF フレーム] で、任意選択できる AF フレームの数を変更す 
ることができます （ p .98)。 
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AF センサーについて 

このカメラの AF センサーは、測距点を61点備えています。各測距点に対 
する測距センサーのパターンは、図に示す通りです。開放絞り数値が F2.8 
までの明るいレンズを使用すると、ファインダー中央部で高精度な AF 測距 
を行うことができます。 

なお、 使用するレンズにより、使用可能な測距点の数や測距パターンが異 
なります。詳しくは、79〜84ページを参照してください。 


概念図 


匚 i 二:] 


匚：=:コ 

匚：=:コ 

匚：=:コ 

匚：二：] 


- F5.6 縦測距 


F4 横 + F5.6 縦 

クロス測距: 


F5.6 縦 + F5.6 横 


II 



匚===コ 

匚二=:コ 

匚二=ニコ 

匚:=:コ 

匚ニニコ 


デュアルクロス測距： 
F2.8 右斜め + F2.8 左斜め 
F5.6 縦 + F5.6 横 


開放絞り数値が F 2.8 までのレンズに対応した、より高精度なピ 
ント合わせを行うことができる測距センサーです。斜め配列で 
クロスしているため、ピントが合いにくい被写体が少なくなっ 
ています。ファインダー中央部の縦5点をカバーしています。 

開放絞り数値が F 4 までのレンズに対応した、高精度なピント 
合わせを行うことができる測距センサーです。横配列になって 
いるため、縦線を検出することができます。 


開放絞り数値が F 5.6 までのレンズに対応した測距センサーで 
す。横配列になっているため、縦線を検出することができます。 
フアインダー中央部の縦3列の測距点をカバーしています。 


開放絞り数値が F 5.6 までのレンズに対応した測距センサーで 
す。縦配列で61点すベての測距点をカバーしています。横線 
を検出することができます。 
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使用レンズと AF 測距について 


〇參このカメラは61点の AF フレーム（測距点）を備えていますが、 使用するレン 

ズにより、使用可能な測距点の数や測距パターンが異なり、 A 〜 H の8グルー 
プに分類されます。使用するレンズがどのグループに属しているか、確認し 
てください。 

• F 〜 H グループのレンズを使用したときは、測距点が少なくなります。 

H • < EE 〉 ボタンを押したときに、「口」で示した位置の AF フレームが点滅します 
(「■/■/□」は点灯)。 

•「Extender EF 1.4 x」[Extender EF 2 xJ __麵共通です。 

參 EOS 5 D Mark III 以降に発売された、新しいレンズのグループ属性について 
は、キヤノンのホームページなどで確認してください。 

參国や地域によっては、販売されていないレンズがあります。 


A グループ 

61点で AF 測距を行うことができます。すべての測距エリア選択モードを 
選ぶことができます。 

■:デュアルクロス測距点です。被写体捕 
捉能力に優れ、他の測距点よりも高精 
度なピント合わせを行うことができま 
す。 

■:クロス測距点です。被写体捕捉能力に 
優れ、高精度なピント合わせを行うこ 
とができます。 

□:横線を検出できる測距点です。 



■ ■■ 

] □ 

□ [ 


] □ 

□ [ 


] □ 

□ [ 


] □ 

□ ■■[ 

■ ■■ 1 

コ □ 


EF24mm F1.4L USM 

EF50mm FI.8 II 

EF200mm F1.8L USM 
+ Extender EF1.4x 

EF24mm F1.4L II USM 

EF85mm F1.2L USM 

EF200mm F2L IS USM 

EF28mm FI.8 USM 

EF85mm F1.2L II USM 

EF200mm F2L IS USM 
+ Extender EF1.4x 

EF35mm F1.4L USM 

EF85mm FI.8 USM 

EF200mm F2.8L USM 

EF35mm F2 

EFIOOmm F2 USM 

EF200mm F2.8L II USM 

EF50mm F1.0L USM 

EF135mm F2L USM 

EF300mm F2.8L USM 

EF50mm F1.2L USM 

EF135mm F2L USM 
+ Extender EF1.4x 

EF300mm F2.8L IS USM 

EF50mm FI.4 USM 

EF135mm F2.8 (Softfocus) 

EF300mm F2.8L IS II USM 

EF50mm FI.8 

EF200mm F1.8L USM 

EF400mm F2.8L USM 
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使用レンズと AF 測距について 


EF400mm F2.8L II USM 

EF16-35mm F2.8L USM 

EF28-70mm F2.8L USM 

EF400mm F2.8L IS USM 

EF16-35mm F2.8L II USM 

EF70-200mm F2.8L USM 

EF400mm F2.8L IS II USM 

EF17-35mm F2.8L USM 

EF70-200mm F2.8L IS USM 

TS-E45mm F2.8* 

EF20-35mm F2.8L 

EF70-200mm F2.8L IS II USM 

TS-E90mm F2.8* 

EF24-70mm F2.8L II USM 

EF80-200mm F2.8L 


手動ピント合わせ、ティルト/シフトなし時 


B グループ 

61点で AF 測距を行うことができます。すべての測距エリア選択モードを 
選ぶことができます。 

■ ■■ ■:デュアルクロス測距点です。被写体捕 

捉能力に優れ、他の測距点よりも高精 
度なピント合わせを行うことができま 

■:クロス測距点です。被写体捕捉能力に 
優れ、高精度なピント合わせを行うこ 
とができます。 

□:横線を検出できる測距点です。 


EF14mm F2.8L USM 

EF20mm F2.8 USM 

EF28mm F2.8 IS USM 

EF14mm F2.8L II USM 

EF24mm F2.8 

EF24-70mm F2.8L USM 

EF15mm F2.8 Fisheye 

EF24mm F2.8 IS USM 



C グループ 

61点で AF 測距を行うことができます。すべての測距エリア選択モードを 
選ぶことができます。 

■ ■■ ■:クロス測距点です。被写体捕捉能力に 


優れ、高精度なピント合わせを行うこ 
とができます。 

□:横線を検出できる測距点です。 


□□□□□ 

□□□□□ 

■■■■■ 

■■■■■ 

■■■■■ 

□□□□□ 

□□□□□ 
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使用レンズと AF 測距について 


EF50mm F2.5 Compact Macro 

TS-E24mm F3.5L* 

EF200mm F1.8L USM 
+ Extender EF2x 

EFIOOmm F2.8 Macro 

TS-E24mm F3.5L II* 

EF200mm F2L IS USM 
+ Extender EF2x 

EFIOOmm F2.8L Macro IS USM 

EF200mm F2.8L USM 
+ Extender EF1.4x 

EF8-15mm F4L Fisheye USM 

EF300mm F4L USM 

EF200mm F2.8L II USM 
+ Extender EF1.4x 

EF17-40mm F4L USM 

EF300mm F4L IS USM 

EF300mm F2.8L USM 
+ Extender EF1.4x 

EF24-105mm F4L IS USM 

EF400mm F4 DO IS USM 

EF300mm F2.8L IS USM 
+ Extender EF1.4x 

EF28-80mm F2.8-4L USM 

EF500mm F4L IS USM 

EF300mm F2.8L IS II USM 
+ Extender EF1.4x 

EF70-210mm F4 

EF500mm F4L IS II USM 

EF400mm F2.8L USM 
+ Extender EF1.4x 

EF70-200mm F4L USM 

EF600mm F4L USM 

EF400mm F2.8L II USM 
+ Extender EF1.4x 

EF70-200mm F4L IS USM 

EF600mm F4L IS USM 

EF400mm F2.8L IS USM 
+ Extender EF1.4x 

EF70-200mm F2.8L USM 
+ Extender EF1.4x 

EF600mm F4L IS II USM 

EF400mm F2.8L IS II USM 
+ Extender EF1.4x 

EF70-200mm F2.8L IS USM 
+ Extender EF1.4x 

TS-E17mm F4L* 

EF135mm F2L USM 
+ Extender EF2x 

EF70-200mm F2.8L IS II USM 
+ Extender EF1.4x 


* 手動ピント合わせ、テイルト/シフトなし時 


D グループ 

61点で AF 測距を行うことができます。すべての測距エリア選択モードを 
選ぶことができます。 

■ ■■ ■:デュアルクロス測距点です。被写体捕 

捉能力に優れ、他の測距点よりも高精 

度なピント合わせを行うことができま 
□ J ■ □ □ □ # 

■ ■■ 9 〇 

■:クロス測距点です。被写体捕捉能力に 
優れ、高精度なピント合わせを行うこ 
とができます。 

□:横線を検出できる測距点です。 


□ □ 
□ □ 
□ □ 
□ □ 
□ □ 


[EF28mm F2.8 
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使用レンズと AF 測距について 


E グループ 

61点で AF 測距を行うことができます。すべての測距エリア選択モードを 
選ぶことができます。 

■:クロス測距点です。被写体捕捉能力に 
優れ、高精度なピント合わせを行うこ 
とができます。 

□:横線を検出できる測距点です。 


□ □□□ 
□ □□□ 
□ □□□ 
□ □□□ 
□ □□□ 


EF50mm F2.5 Compact Macro 
+ LIFE SIZE Converter 

EF300mm F2.8L IS II USM 
+ Extender EF2x 

EF28-105mm F3.5-4.5 USM 

EFIOOmm F2.8 Macro USM 

EF400mm F2.8L USM 
+ Extender EF2x 

EF28-105mm F3.5-4.5 II USM 

EF400mm F5.6L USM 

EF400mm F2.8L II USM 
+ Extender EF2x 

EF28-135mm F3.5-5.6 IS USM 

EF500mm F4.5L USM 

EF400mm F2.8L IS USM 
+ Extender EF2x 

EF28-200mm F3.5-5.6 

EF300mm F4L USM 
+ Extender EF1.4x 

EF400mm F2.8L IS II USM 
+ Extender EF2x 

EF28-200mm F3.5-5.6 USM 

EF300mm F4L IS USM 
+ Extender EF1.4x 

EF500mm F4L IS II USM 
+ Extender EF1.4x 

EF28-300mm F3.5-5.6L IS USM 

EF400mm F4 DO IS USM 
+ Extender EF1.4x 

EF600mm F4L IS II USM 
+ Extender EF1.4x 

EF35-105mm F3.5-4.5 

EF500mm F4L IS USM 
+ Extender EF1.4x 

EF20-35mm F3.5-4.5 USM 

EF35-135mm F3.5-4.5 

EF600mm F4L USM 
+ Extender EF1.4x 

EF24-85mm F3.5-4.5 USM 

EF35-135mm F4-5.6 USM 

EF600mm F4L IS USM 
+ Extender EF1.4x 

EF28-90mm F4-5.6 

EF38-76mm F4.5-5.6 

EF200mm F2.8L USM 
+ Extender EF2x 

EF28-90mm F4-5.6 USM 

EF50-200mm F3.5-4.5 

EF200mm F2.8L II USM 
+ Extender EF2x 

EF28-90mm F4-5.6 II 

EF50-200mm F3.5-4.5L 

EF300mm F2.8L USM 
+ Extender EF2x 

EF28-90mm F4-5.6 II USM 

EF55-200mm F4.5-5.6 USM 

EF300mm F2.8L IS USM 
+ Extender EF2x 

EF28-90mm F4-5.6 III 

EF55-200mm F4.5-5.6 K USM 


□□□□□ 

□□□□□ 

□□□□□ 
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使用レンズと AF 測距について 


EF70-200mm F2.8L USM 
+ Extender EF2x 

EF70-300mm F4.5-5.6 DO IS USM 

EF80-200mm F4.5-5.6 

EF70-200mm F2.8L IS USM 
+ Extender EF2x 

EF75-300mm F4-5.6 

EF90-300mm F4.5-5.6 

EF70-200mm F2.8L IS II USM 
+ Extender EF2x 

EF75-300mm F4-5.6 USM 

EF90-300mm F4.5-5.6 USM 

EF70-200mm F4L USM 
+ Extender EF1.4x 

EF75-300mm F4-5.6 II 

EF100-200mm F4.5A 

EF70-200mm F4L IS USM 
+ Extender EF1.4x 

EF75-300mm F4-5.6 II USM 

EF100-300mm F4.5-5.6 USM 

EF70-210mm F3.5-4.5 USM 

EF75-300mm F4-5.6 III 

EF100- 300 mm F5.6 

EF70-300mm F4-5.6 IS USM 

EF75-300mm F4-5.6 III USM 

EF100-300mm F5.6L 

EF70-300mm F4-5.6L IS USM 

EF75-300mm F4-5.6 IS USM 

EF100-400mm F4.5-5.6L IS USM 


F グループ 

47点で AF 測距を行うことができます （61 点測距はできません)。すべて 
の測距エリア選択モードを選ぶことができます。なお、自動選択 AF 時の AF 
領域を表す外側の枠（エリア AF フレーム）は、61点自動選択時と異なりま 
す0 


□ □ 
□ □□ 
□ □□ 
□ □□ 
□ □ 



□ 

□ □ 
□ □ 
□ □ 


■:クロス測距点です。被写体捕捉能力に 
優れ、高精度なピント合わせを行うこ 
とができます。 

□:横線を検出できる測距点です。 

:使用できません（非表示)。 


EF800mm F5.6L IS USM 

EF28-80mm F3.5-5.6 III USM 

EF35-80mm F4-5.6 II 

EF22-55mm F4-5.6 USM 

EF28-80mm F3.5-5.6 IV USM 

EF35-80mm F4-5.6 III 

EF28-70mm F3.5-4.5 

EF28-80mm F3.5-5.6 V USM 

EF35-80mm F4-5.6 PZ 

EF28-70mm F3.5-4.5 II 

EF28-105mm F4-5.6 

EF35-80mm F4-5.6 USM 

EF28-80mm F3.5-5.6 

EF28-105mm F4-5.6 USM 

EF35-350mm F3.5-5.6L USM 

EF28-80mm F3.5-5.6 USM 

EF35-70mm F3.5-4.5 

EF80-200mm F4.5-5.6 II 

EF28-80mm F3.5-5.6 II 

EF35-70mm F3.5-4.5A 

EF80-200mm F4.5-5.6 USM 

EF28-80mm F3.5-5.6 II USM 

EF35-80mm F4-5.6 
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使用レンズと AF 測距について 


G グループ 

33点で AF 測距を行うことができます （61 点測距はできません)。すべて 
の測距エリア選択モードを選ぶことができます。なお、自動選択 AF 時の AF 
領域を表す外側の枠（エリア AF フレーム）は、61点自動選択時と異なりま 
す0 


□ 

□ □ 
□ 



□ 

□ □ 

□ □□ 
□ □ 


■:クロス測距点です。被写体捕捉能力に 
優れ、高精度なピント合わせを行うこ 
とができます。 

□:横線を検出できる測距点です。 

□:使用できません（非表示)。 


EF180mm F3.5L Macro USM 


EF180mm F3.5L Macro USM 
+ Extender EF1.4x 


EF1200mm F5.6L USM 


H グループ 

ファインダー中央の 1 点で AF 測距を行うことができます（多点測距はで 
きません)。測距エリア選択モードは、「1点 AF (任意選択)」、「スポット1 
点 AF (任意選択)」のみ選ぶことができます。 

■:クロス測距点です。被写体捕捉能力に 
優れ、高精度なピント合わせを行うこ 
とができます。 

:使用できません（非表示)。 


[EF35-105mm F4.5-5.6 ]EF35-105mm F4.5-5.6 USM I 


^ 開放絞り数値が F 5.6 よりも暗いレンズのときは、ファインダー撮影時に AF を行 
うことはできません。また、ライブビュー撮影、動画撮影時に AFE 13 で AF を行う 
ことはできません。 
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MENU 


被写体にあわせて Al サ-ポ特性を選ぶ 1 ® ■ 


撮影する被写体や、撮影シーンにあわせて、 「 Casel 」 〜 「 Case 6」 を 
選ぶだけで、被写体やシーンに適した AI サーボ AF 撮影を簡単に行うことが 
できます。この機能を 「 AF カスタム設定ガイド機能」といいます。 


a 玷 % ^ * 

I ■■■■ M1 :ATkhi(|^ 

卜 Ca^l 

1 fl 用性い基本的な設定 

1?被写体追從特性 
ず3度変化に対する追從性ん+ 
虎 ■ 匪点乘 y 移 y 特性 s - B - 

M ヘルプ [ SD 詳細拔定 


[AF1] タブを選ぶ 


ケースを選ぶ 

• <〇> を回してケース（マーク）を選び、 
く®〉を押します。 

岭選択したケースに設定されます。選択し 
たケースは青色で表示されます。 


各ケースの内容について 

「 Casel 」 〜 「 Case 6」 は、90〜92ぺージで説明する被写体追従特性、 
速度変化に対する追従性、測距点乗り移り特性の組み合わせを6種類用意し 
たものです。表の内容から、被写体やシーンに適したケースを選びます。 


ケース 

マーク 

内容 

撮影シーン例 

ページ 

Casel 


汎用性の高い基本的な設定 

動きのある被写体全般 

86 

Case 2 

k 

障害物が入るときや、被写 
体が AF フレームから外れや 
すいとき 

テニス、水泳のバタフライ、 
フリースタイルスキーなど 

86 

Case 3 

痛 

急に現れた被写体に素早< 
ピントを合わせたいとき 

自転車□ー ドレースのスター 
卜、アルペン滑降スキーなど 

87 

Case 4 

Tv 

被写体が急加速/急減速する 
とき 

サッカー、モータースポー 
ツ、バスケットボールなど 

87 

Case 5 

十 

被写体の上下左右の動ぎが 
大きいとき （1 点 AF 時無効） 

フイギュアスケートなど 

88 

Case 6 

or 

被写体の速度変化と上下左 
右の動きが大きいとき （1 点 
AF 時無効） 

新体操など 

89 
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EMD 被写体にあわせて Al サーボ特性を選ぶ ■ 


Casel :汎用性の高い基本的な設定 


a h v 〇 ★ 

■ k COdri^ tDO( 

SHF ㈣ i 

匕 ai 用性の高 ui 本的な sa 定 

、 被写体追 3 £特 ® 

ザ速度衮彳乜こ対する追 SE 性^^! 
饮 _臣点乘 y 移 y 特性 
EEI ヘルプ M 詳細設定 


初期設定 

• 被写体追従特性： [0] 

• 速度変化に対する追従性： [0] 
• 測距点乗り移り特性： [0] 


動きのある被写体全般に適応する、標準 
的な設定です。多くの被写体、撮影シーン 
に対応しています。 

障害物が AF フレームを横切るときや被 
写体が AF フレームから外れやすいとき、急 
に現れた被写体にピントを合わせたいと 
き、被写体の速度が急激に変わるとき、被 
写体が上下左右に大きく移動するときは、 
[Case 2] 〜 [ Case6] を選んでください0 


Case 2 : P 章害物が入るときや、被写体が AF フレームから外れやすいとき 


a AF 丨 E V .9. ★ 

“■■匿： («iri^ twK 

产 3 

[ Eir 醻塞«が入る匕きゆ、被写体が 
AF フレームか5外れやすいヒ3 
^被写体1蓰特 S 
^速度乜こ対する追從性 
价 _吞点乗 y 移 y 特性 a-M 

ra ヘルプ ™ 詳細設定 


初期設定 

• 被写体追従特性： [粘る: -1] 

• 速度変化に対する追従性： [0] 
• 測距点乗り移り特性： [0] 


障害物が AF フレームを横切ったときや、 
AF フレームが被写体から外れたときでも、 
できるだけ狙っている被写体にピントを合 
わせ続けようとする設定です。障害物や（ピ 
ント抜けで）背景にピントを合わせたくな 
いときに有効です。 


〇障害物が AF フレームに入り込んでいる時間、または AF フレームが被写体から外 
れている時間が長く、初期設定では狙った被写体からピントが外れてしまうとき 
は、 [被写体追従特性] を [粘る： - 2] に設定すると、改善することがあります （ p .90)。 
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mm 被写体にあわせて ai サーボ特性を選ぶ ■ 

Case3 :急に現れた被写体に素早くピントを合わせたいとき 



A Case 3 

k 角に ffiK た被写体 IC 1 草くビント 
[^ 結ね批いヒ3 


^被写体追9£特 a 
ず a 度変〗乜こ対する追從性 B ^ a^n 
饮 _匪点乗り移 y 特性 a-^a 

M ヘルプ M 詳細設定 


初期設定 

• 被写体追従特性： [俊敏： +1] 

• 速度変化に対する追従性: [+1] 
-測距点乗り移り特性： [〇] 


AF フレームで捉えた、距離の異なる被写 
体に、次々にピントを合わせることができ 
る設定です。狙っていた被写体の手前に、新 
たな被写体が入り込んだときは、新たな被 
写体にピントを合わせます。最も近い被写 
体にピントを合わせたいときにも有効で 
す0 


13急に現れた被写体により素早くピントを合わせたいときは、 [被写体追従特性] を 
[+2] に設定すると、改善することがあります （ p .90)。 


Case4 :被写体が急加速/急減速するとき 


Q Af a V 〇 , * 

_____ M V.M conha tool 

A [ Caie4 

iL 被写体ぴ患加速/ Sill 速するとき 

A IS 写体 il 從特 ffi 
f 速度変〗乜こ対する iiff 性 
欲 測匪点乗 y 移 y 特性 a-^a 

M ヘルプ m 詳細設定 


被写体の動く速さが瞬時に大きく変化し 
ても、その速度変化に追従してピントを合 
わせようとする設定です。 

急な動き出しや、急加速、急減速、急停 
止する被写体に適しています。 


初期設定 

• 被写体追従特性： [0] 

• 速度変化に対する追従性： [+1] 
-測距点乗り移り特性： [0] 


S 瞬時に変化する速さが非常に大きいときは、 [速度変化に対する追従性] を [+2] に 
設定すると、改善することがあります （ P .91)。 
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EMD 被写体にあわせて Al サーボ特性を選ぶ ■ 


Case 5 :被写体の上下左右の動きが大きいとき （1 点 AFB 寺無効) 



产 CaseS 

被写体の上下左右の®苎が大杏1> 


とき U 点奸時輯効} 

^被写体追從特 a 

B ： 速度変彳乜こ対する追從性£~^1^11 
饮 a 匪点乘 y 移 y 特性 a-^a 

ra ヘルプ 詳期 ia 定_ 


初期設定 

• 被写体追従特性： [0] 

• 速度変化に対する追従性： [〇] 
• 測距点乗り移り特性: [+1] 


狙っている被写体の上下左右の動きが大 
きくても、被写体の移動に合わせて、 AF フ 
レームを自動的に切り換えて、ピントを追 
従させる設定です。上下左右の動きが大き 
い被写体を撮影するときに有効です。 

この設定は、測距エリア選択モードが、 
領域拡大 AF (任意選択そ。）、領域拡大（任 
意選択周囲)、ゾーン AF (ゾーン任意選択)、 
61点自動選択 AF のときに機能します。 

スポット1点 AF (任意選択)、および1点 
AF (任意選択）時は機能しません。 


B 1 被写体の上下左右の動きが激しいときは、 [測距点乗り移り特性] を [+2] に設定す 
ると、改善することがあります （ P .92)。 
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mm 被写体にあわせて ai サーボ特性を選ぶ ■ 


Case 6 :暇体の雖跳と上下；£右の B きが大きいとき （1 点 AF 時無効) 



产 CaseS 

iL 襪写体の速度《化ヒ上下左右の® 
痛 大きいヒ5 U 点奸時輯効） 
〜 被写体追9£特 a 
t 速度変〗乜こ対する追 tt 性 

_匪点乗り移 y 特性 B-^a 

m ヘルプ ummm 


初期設定 

• 被写体追従特性： [〇] 

-速度変化に対する追従性： [+1] 
-測距点乗り移り特性: [+1] 


被写体の動く速さが瞬時に大きく変化し 
ても、その速度変化に追従してピントを合 
わせようとする設定です。また、狙ってい 
る被写体の上下左右の動きが大きく、ピン 
卜が合わせにくいときは、被写体の移動に 
合わせて、 AF フレームを自動的に切り換え 
ながら、ピントを合わせ続けます。 

この設定は、測距エリア選択モードが、 
領域拡大 AF (任意選択。§。）、領域拡大（任 
意選択周囲）、ゾーン AF (ゾーン任意選択)、 
61点自動選択 AF のときに機能します。 

スポット1点 AF (任意選択)、および1点 
AF (任意選択）時は機能しません。 


01 • 瞬時に変化する速さが非常に大きいときは、 [速度変化に対する追従性] を [+2] 
に設定すると、改善することがあります （ P .91)。 

• 被写体の上下左右の動きが激しいときは、 [測距点乗り移り特性] を [+2] に設定 
すると、改善することがあります （ P .92)。 


89 




EMD 被写体にあわせて Al サーボ特性を選ぶ ■ 


各特性について 

• 被写体追従特性 

AI サーボ AF 時の測距中に、障害物が AF 
フレームを 横切ったとき や、 AF フレームが 
被写体から外れたときの、被写体に対する 
追従性の設定です。 


[ 0 ] 

標準的な設定です。動いている一般的な被写体に適しています。 

[粘る： -2/ 粘る: -1] 

障害物が AF フレームを横切ったときや、 AF フレームが被写体から外れ 
たときでも、できるだけ狙っている被写体にピントを合わせ続けようとし 
ます。 一1 よりも一2のほうが、狙っている被写体を長く捉え続けようと 
します。 

その反面、意図しない被写体にピントが合ってしまったときは、狙っ 
ている 被写体に対するピント合わせに、やや時間がかかることがありま 
す0 



[俊敏：+2/俊敏： +1] 

AF フレームで捉えた、距離の異なる被写体に、次々にピントを合わせ 
ることができます。最も近い被写体にピントを合わせたいときにも有効で 
す。+1よりも+2のほうが、異なる被写体にスピーディーに反応します。 
その反面、意図しない被写体にピントが合いやすくなります。 


51[被写体追従特性] は、 EOS-1D Mark lll/IV' EOS-1 Ds Mark III、EOS 7D で [Al 
サーポ時の被写体追従敏感度] と呼んでいた機能です。 
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mm 被写体にあわせて ai サーポ特性を選ぶ ■ 


• 速度変化に対する追従性 



a 用性の高 u 基本的な ia 定 


ず速度衮彳乜こ対す5追從性5~^1^11 

_ぺルプ ■■初朗沒定_ 


被写体が急に動き出したときや、急に止 
まったときなど、速さが瞬時に大きく変化 
したときの、被写体に対する追従性の設定 
です。 


[〇] 

移動速度がほぼ一定の被写体に適しています。 

[+ 2 /+ 1 ] 

急な動き出し、急加速、急減速、急停止する被写体に適しています。被 
写体の速さが瞬時に大きく変化しても、狙っている被写体にピントを合わ 
せ続けます。例として、向かってくる被写体の急な動き出しに対しては 
「後ピン」、急な停止に対しては「前ピン」になりにくくなります。+1よ 
りも+2のほうが、大きい速度変化に追従することができます。 

その反面、被写体のわずかな動きに影響されやすくなり、ピントが一 
時的に不安定になることがあります。 
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EMD 被写体にあわせて Al サーボ特性を選ぶ ■ 


測距点乗り移り特性 


a af< a v 9 * 

mmmrnm Afq：Al COflPhL Eool 

A | 



SJi 箱性の® UI 本的な 19 定 

尨 

T 



酮匪点乗 y 移 y 特性 

\ wNiy & s 1 


被写体が上下左右に大ぎく移動したとぎ 
の、被写体に対する測距点 （AF フレーム） 
の乗り移り（切り換わり）による、追従性 
の設定です。 

測距エリア選択モードが、領域拡大 AF 
(任意選択。§。）、領域拡大（任意選択周囲)、 
ゾーン AF (ゾーン任意選択)、61点自動選 
択 AF のときに機能します。 


[〇] 

測距点の乗り移りが緩やかな、標準的な設定です。 


[+ 2 /+ 1 ] 

狙っている被写体が上下左右に大きく移動して、被写体が測距点から 
外れても、周囲の測距点に乗り移って、被写体にピントを合わせ続けま 
す。被写体移動の連続性と、コントラストなどを判断し、信頼性の高い測 
距点を選んで乗り移りが行われます。+1よりも+2のほうが、測距点が 
乗り移りやすくなります。 

その反面、広角レンズなど被写界深度の深いレンズを使用したときや、 
遠くにある小さい被写体を撮影すると、意図しない測距点でピント合わせ 
が行われることがあります。 
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mm 被写体にあわせて ai サーボ特性を選ぶ ■ 


各ケースの設定内容を変更する 


「Casel」 〜 「Case6」 に設定されている、「①被写体追従特性」、「②速 
度変化に対する追従性」、「③測距点乗り移り特性」を、好みに合わせて調整 
することができます。 



\ケースを選ぶ 

• 〈〇>を回して、調整したいケース（マー 
ク）を選びます。 

2 〈 rate 〉 ポタンを押す 

• 項目に紫色の枠が付きます。 

3項目を選ぶ 

• <〇> を回して調整したい項目を選び、 
<©) を押します。 

• 被写体追従特性を選んだとぎは、設定画 
面が表示されます。 

4調整する 

• <〇> を回して内容を設定し、く©〉を 
押します。 

岭調整した内容が保存されます。 

• 初期設定は、[琴]の薄いグレーで表示 
されます。 


■ 


5終了する 

•〈RATE〉 ボタンを押すと、手順1の状態 
に戻ります。 


13 • 手順2で < i > ボタンを押すと、ケースごとに①②③の設定を初期状態に戻す 
ことができます。 

• マイメニュー （ P .331) に①②③を登録することもできます。そのときは、選 
択しているケースの設定変更になります。 

參調整したケースで撮影するときは、調整したケースを選択してから撮影しま 
す。 
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MENU 


AF 機能のカスタマイズ 1 ® 



撮影スタイルや被写体に応じて、 [ AF 2] 
〜 [ AF 5] タブで、 AF に関連する機能を細 
かく設定することができます。 


AF 2 : Al Servo 


A けーポ AF 1 コマ目レリーズ 

AI サーボ AF+ 連続撮影で 1 コマ目を撮影するときの、 AF の作動特性とレ 
リーズタイミングを設定することができます。 


Ai サ_ポ《=1コマ i レ | J _ ズ 
バランス 


© 


レリ-: C » 先 ピント優先 

1□マ巨のレ u — ズ 
タイ s ングを設定しま？ 
mSB ヘルフ EOOK, 


□/<5):バランス重視 

ピントとレリーズタイミングのバランス 
をとった設定です。 

□:レリーズ優先 

シャッターボタンを押すと、ピントが 
合っていなくてもすぐに撮影されます。ピ 
ントよりも一瞬の撮影チャンスを優先した 
いときに有効です。 


® :ピント優先 

シャッターボタンを押しても、ピントが合うまで撮影されません。被写体 
にピントを合わせてから撮影したいときに有効です。 


94 









EMD AF 機能のカスタマイズ ■ 


サーポ AF 連続撮影中のレリーズ 

AI サーボ AF + 連続撮影で1コマ目を撮影したあと、連続撮影を続けてい 
るときの、 AF の作動特性とレ U— ズタイミングを設定することができます。 


サーボ ARSHtKW レリーズ 
パランス里視 

__ _ 

mmm ビント優先 

AI サーボ AF 、 

降®レ IJ - ズタイラングを設定します 
|£[£|AJ レブ KOOK 


^/® :バランス重視 

ピントと連続撮影速度のバランスをとつ 
た設定です。暗いときや低コントラストの 
ときは、連続撮影速度が遅くなることがあ 
ります。 


撮影速度優先 

ピントよりも連続撮影速度を優先します。連続撮影速度は低下しません。 
撮影間隔を一定に保って撮影したいときに有効です。 

®: ピント優先 

連続撮影速度よりもピントを優先します。ピントが合うまで撮影されませ 
ん。被写体にピントを合わせてから撮影したいときに有効です。 


■ 
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EMD AF 機能のカスタマイズ ■ 


AF3 : One Shot 


USM レンズ電子式手動フォーカス 

電子式のフォーカスリングを備えた以下のレンズを使用したときに、電子 
式手動フォーカスを行うかどうかを設定することができます。 


EF50mm F1.0 L USM 

EF300mm F2.8L USM 

EF600mm F4L USM 

EF85mm F1.2L USM 

EF400mm F2.8L USM 

EF1200mm F5.6L USM 

EF85mm F1.2L II USM 

EF400mm F2.8L II USM 

EF28-80mm F2.8-4L USM 

EF200mm F1.8L USM 

EF500mm F4.5L USM 



©■►on :ワンシヨット AF 作動後 • 可能 

AF 動作を行ったあと、シャッターボタン 
半押しを続けていれば、手動ピント合わせ 
ができます。 

©■►OFF :ワンシヨット AF 作動後 • 不可 

AF 動作を行ったあとの、手動ピント合わ 
せを禁止します。 

OFF : AF 時すベて不可 

レンズのフオーカスモードスイッチが [AF] に設定されているときは、手 
動ピント合わせを禁止します。 


USM レンス罨子式手動フオーカス 
ワンシヨッ_卜 Af 作助後■可能 ㈣ 
ワ>ンヨット■不可 ^ 
AF 詩すぺて不可 OFF 

レンズ®フオ_カス U ンクが I 子式の 
ヒく，能です 
IHE1AJ レブ 
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AF 補助光の投光 

EOS 用の外部スト□ボから、 AF 補助光の投光を行うかどうかを設定する 
ことができます。 


ON :する 

必要に応じて外部スト□ボから AF 補助 
光が投光されます。 

OFF :しない 

外部スト□ボから AF 補助光は投光され 
ません。 AF 補助光が他の人の迷惑になると| 
きなどに設定します。 

IR ： 赤外光方式の補助光のみ投光 
外部スト□ボの AF 補助光の中で、「赤外光方式」の AF 補助光だけを投光 
します。「スト□ボ発光方式の AF 補助光は投光したくない」というときに設 
定します。 

^外部ストロボのカスタム機能の [AF 補助光の投光] が [しない] に設定されていると 
きは、この設定内容に関わらず AF 補助光は投光されません。 


Afmmm 

す a oiT 

しない OFF 

■光方式 omtmm 投光 ir 

EOS 用外部スト□ポか^I助光 
を投光す5かビラかを19定します 
KEi AJ レブ 


ワンシヨット AF 時のレリーズ 

ワンシヨット AF で撮影するときの、 AF の作動特性とレリーズタイミング 
を設定することができます。 

® :ピント優先 

ピントが合うまで撮影されません。被写 
体にピントを合わせてから撮影したいとき 
に有効です。 

□:レリーズ優先 

ピントよりも撮影タイミングを優先しま 
す。一瞬の撮影チャンスを優先したいとき 
に有効です。 

ピントが合っていなくても撮影されます 
ので、注意してください。 


ワのレ 1 


レ U —先 ビント■先 
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AF4 


AF 測距不能時のレンズ動作 

AF でピントが合わせられなかったときに、続けて AF 動作を行うかどうか 
を設定することができます。 

ON :サーチ駆動する 

AF でピントが合わせられないときは、レ 
ンズを駆動させて、ピントの合う位置を探 
しよ9 〇 

OFF :サーチ駆動しない 

AF を開始するときにピントが大きくボ 
ケているときや、 AF でピントが合わせられ 
ないときは、レンズの駆動を停止します。 
サーチ駆動により、ピントが大きくボケる 
ことを防止します。 


AFM 不のレンス 

サーチ Bft す る OfT 

サー于 IB) し SU OFF 


AFr ピントが合わせかつたヒ 
き®レンズ動作を設定します 
IHEI ヘルプ 


B 1 超望遠レンズ使用時にサーチ駆動を行うと、ピントが大きくボケて、次のピント 
合わせに時間がかかることがあるため、[サーチ駆動しない]に設定することをおす 
すめします。 


任意選択可能な AF フレーム 

任意選択できる AF フレームの数を変更することができます。なお、 AF フ 
レーム自動選択時は、設定に関わらず61点で AF が行われます。 

1111 : 61点 

すべての AF フレームが任意選択できま 
す。 

:クロス測距点のみ 

クロス測距点のみ任意選択できます 。 AF 
フレームの数は、使用するレンズにより異 
なります。 


任*遘択坷能な AF フレーム 

卽点 1 

ク〇スのみ 

1 S 点 5則 


EEIAJ レブ 
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15 点 

主要な15点の任意選択ができます。 

ェ ： 9 点 

主要な9点の任意選択ができます。 


^使用レンズが F 〜 H グループのときは （ p .83、 84)、任意選択できる AF フレーム 
の数が少なくなります。 

13 • [61 点] 以外に設定しても、領域拡大 AF (任意選択。§=)、領域拡大 AF (任意選 
択周囲)、ゾーン AF (ゾーン任意選択）を行うことができます。 

• < EE > ボタンを押したときに、任意選択できない AF フレームは表示されませ 
ん〇 


測距エリア選択モードの限定 

測距エリア選択モードを、使用するモードだけに限定することができま 
す。〈◎>を回して項目を選び、〈©>を押して<>/>を付けます。 [0 K ] 
を選ぶと設定されます。 


薄明エ 1 J ア进択モートの®定 

スボッ M 点 Aft 任 Si 卵0 
ン / y y y y 

回 〇 + Si U 〇 

OIC キャン 1U レ 

(HS1 レブ 


回：スポット 1 点 AF (任意選択） 

1点 AF より狭い部分にピントを合わせ 
ることができます。 

□: 1 点 AF (任意選択） 

[任意選択可能な AF フレーム] で設定した AF 
フレームが1点選択できます。 


。§。：領域拡大 AF (任意選択 +) 


任意選択した AF フレームと、隣接する上下左右の AF フレームでピントを 
合わせます。 


E ： 領域拡大 AF (任意選択周囲） 

任意選択した AF フレームと、隣接する周囲の AF フレームでピントを合わ 


せます。 
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〔〕：ゾーン AF (ゾーン任意選択） 

61点の AF フレームを9つの測距ゾーンに分けてピントを合わせます。 
〔こ〕： 61点自動選択 AF 

すべての AF フレームを使用してピントを合わせます。 

^ •[1 点 AF (任意選択)] の<>/>を外すことはできません。 

• 使用レンズが H グループのときは （ p .84)、 [スポット1点 AF (任意選択)] [1 点 AF 
(任意選択)] 以外は選択できません。 


測距エリア選択モードの切換 

測距エリア選択モードの切り換え方法を設定することができます。 

KTiBJii :圓― ► M - Fn ポタン 

< EE > ボタンを押したあと、 〈 M - Fn > ボ 
タンを押すたびに測距エリア選択モードが 
切り換わります。 

:圓- ► メイン電子ダイヤル 
< EE > ボタンを押したあと、〈忽〇を回 
すと、測距エリア選択モードが切り換わり 
ます。 


臑■エ11ア1択モ_ド_ 

ポタン 

〇みメイン電子タイヤル 


IES1AJ レブ 


31[圓 — メイン電子ダイヤル] 設定時に、 AF フレームを横方向へ移動するときは、〈糸〉 
を操作してください。 
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縦位置/横位置の AF フレーム設定 

縦位置撮影と横位置撮影で、測距エリア選択モードと任意選択 AF フレー 
厶を、別々に設定することができます。 

□:同じ 

縦位置撮影、横位置撮影とち、同じ測距 
エリア選択モードと任意選択 AF フレーム 
(またはゾーン）になります。 

■ 


繙位 W 携位フレーム殺定 
H じ EJ 

KEi AJ レブ 


□日：別々に設定 

カメラの姿勢（①横位置状態、②グリップを上にした縦位置状態、③グ 
リップを下にした縦位置状態）ごとに、測距エリア選択モードと AF フレー 
ム（またはゾーン）を設定することができます。カメラがどの姿勢のときで 
も右寄りの AF フレームを使いたいときなどに有効です。 

①②③のそれぞれの姿勢で、測距エリア選択モードと AF フレーム（ゾー 
ン AF 時はゾーン）を任意選択すると設定されます。カメラの姿勢に応じて、 
設定した測距エリア選択モードと任意選択した AF フレーム（またはゾーン） 
に切り換わります。 

^カメラ設定初期化を行うと （P.56) 、設定が[同じ]になります。また、①②③ 
の姿勢で設定した内容が解除され、1点 AF (任意選択）で中央の AF フレームが 
選択された状態になります。 
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AF5 


AF フレーム任意選択時の循環 

AF フレーム任意選択時に、一番端の AF フレームで選択を止めるか、循環 
して反対側の AF フレームが選択できるようにするかを設定することができ 
ます。 61 点自動選択 AF (AI サーボ AF 時は有効）とゾーン AF 以外の測距エ 
リア選択モードで機能します。 

r 。 口 1 :しない（端で突き当たり） 

一番端の AF フレームを頻繁に使用する 
ときに有効です。 

□□□□ ■ 

一番端の AF フレームで止まらずに反対 
側の AF フレームが選択できます。 


AF フレ-ム田翻1 
する »〇； 


EEIAJ レブ 


測距時の AF フレーム表示 

① AF フレーム選択時、②撮影準備状態 （AF 測距前)、③ AF 測距中、④合 
焦時に AF フレームを表示するかどうかを設定することができます。 

□ A n F n :選択 AF フレーム （常時表示） 
選択した AF フレームが、常時表示されま 
す。 

:全 AF フレーム（常時表示） 

61点すベての AF フレームが、常時表示 
されます。 

给5:選択 フレーム （測距前/合焦時） 

選択した AF フレームが、①②④のときに表示されます。 

雄6: 選択 AF フレーム （合焦時表示） 

選択した AF フレームが、①④のときに表示されます。 

OFF :表示しない 

②③④のときは、選択した AF フレームは表示されません。 


■ II 時_ フレーム 表示 
ijRAf フレーム {常 爾止故 
全 AF フレーム{常特表示} sum 

进択フレーム （3 跑前ノ合1時）05 
1 JRAF フレーム {合焦两衷示}: セ 
表示し®い OFF 


IES1AJ レブ 
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13 [選択フレーム（測距前/合焦時)][選択 AF フレーム（合焦時表示)] 設定時は' AI サーボ AF 

でピントが合っても、 AF フレームは表示されません。 


ファインダー情報の照明 

ファインダー内に表示される AF フレームやグリッドを、 AF 合焦時に赤く 
照明するかどうかを設定することができます。 

AUTO :自動 

暗い場所では自動的に赤く照明します。 

ON :する 

明るさに関わらず、赤く照明します。 

OFF :しない 

赤い照明は行いません。 

^ここで設定した内容は、ファインダー内水準器表示 （ P .59) に対しては反映され 
ません。 

IS <EE> ボタンを押したときは、設定に関わらず赤く照明されます。 


フ7イングの睹明 

I 自抝 
する 
しない 


AF マイク□アジヤストメント 

AF でピントが合う位置を微調整することができます。詳しくは、104 
ページの 『AF による合焦位置を微調整する』を参照してください。 
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MENU 


AF による合焦位置を微調整する® — 


ファインダー撮影、またはライブビュー撮影のクイックモードで、 AF を 
行ったときの、ピントの合う位置を微調整することができます。この機能を 
「 AF マイク□アジャストメント」といいます。調整を行う前に、109ぺ一 
ジの 『 AF マイク□アジャストメント共通事項』をあわせてお読みください。 

通常はこの機能でピント合焦位置を調整する必要はありません。必要な 
場合のみ、調整を行ってください。なお、調整により適切なピントで撮 
影できなくなる恐れがありますので、十分に注意してください。 


全レンズー律調整 


「調整—撮影—確認」を繰り返して、調整値を手動で設定します。 AF 撮影 
のときは、使用するレンズに関わらず、常に調整値分、ピント合焦位置がシ 
フトします。 


CM AF B 


息 


AF フレーム任 慰遇 IRIKD 麗屬 


の Af フレーム表示 


フアイン 5— 憤嫌 0限明 

腳 

]AF マイク□アジヤストメント 

OFF 

AF マイク□アジヤストメント 


レンスの■類に関 is< ピソトを一律 

にしま？ 


しない 

1 ±〇 

レンズご t に HB W:±fl 

T:±0 

| EIEI 変更 括解除 


[AF マイク□アジヤストメント]を選/: S 
⑩ [ AF 5] タブの [AF マイク□アジヤストメン 

卜] を選び、く©〉を押します。 


[全レンズー律調整]を選ぶ 

• <〇> を回して [全レンズー律調整] を選び 
ます。 


< INF 0.> ポタンを押す 

4 [全レンズー律調整] 画面が表示されます。 
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4調整する 

• <〇> を回して調整値を設定します。調 
整範囲は±20ステップです。 

• 「一：舻」側に設定すると、合焦位置が 
基準から手前側（前方）に調整されます。 
• 「+ :▲」側に設定すると、合焦位置が 
基準から奥側（後方）に調整されます。 


Af マイク□アジヤストメント tL 

レンス®■顧に鬨係なくピントを一律 
tSS しま？ 

しない ^ 

全レ:律頃螯 +5 

レンズご!:に調 S w：±0 T:±0 

_変更 fl 一括解除 


• 調整が終わったら、く©〉を押します。 
• <〇> を回して [全レンズー律調整] を選び 
〈©>を押すと、メニューに戻ります。 



調整結果を確認する 

• 撮影を行い、画像を再生して （ P .244)、 
調整結果を確認します。 

• 撮影結果が狙った位置よりも手前にピ 
ントが合っているときは「+:▲」■、 
奥側にピントが合っているときは「_ : 
r 」 側に調整します。 

• 必要に応じて、調整を繰り返します。 


^ [全レンズー律調整] のときは、ズームレンズの広角側と望遠側で、別々に AF 調整を 
行うことはできません。 
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レンズごとに調整 

レンズごとに調整を行い、調整結果をカメラに登録することができます。 
登録できるレンズ本数は最大4◦本です。登録したレンズを使用して AF 撮影 
を行うと、常に調整値分、ピント合焦位置がシフトします。 

「調整—撮影—確認」を繰り返して、調整値を手動で設定します。使用レ 
ンズがズームレンズのときは、広角側 （ W ) 、望遠側 （ T ) の調整値を設定 
しよ 9 〇 

[レンズごとに調整]を選ぶ 

• <〇> を回して [レンズごとに調整] を選び 
ます。 


(INFO.) ポタンを押す 

岭[レンズごとに調整] 画面が表示されます。 


レンズ情報を確認/変更する 
レンズ情報の確認 
• ( INFO .) ボタンを押します。 

峥画面にレンズ名と10桁のシリアル番号 
が表示されます。シリアル番号が表示さ 
れているときは、 [0 K ] を選び手順4に 
進みます。 

• レンズのシリアル番号が認識できない 
ときは、「0000000000」と表示され 
ます。次の操作で番号を入力します。な 
お、番号の先頭に表示される「*」につ 
いては次ページを参照してください。 


AF マイク□アジヤストメント 払 

EF24-105mmf/4LISLJSM 
レンズ®_孩ごヒ [ Z ピント®禺轚ぴで 
きます 

しない 

全レンズー律±〇 
レンズご t 【こ通堅 w ：±0 T :±0 
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シリアル番号の入力 

• 〈〇> を回して入力する桁を選び、 <©> 

を押して〈¢1〉の状態にします。 

• <〇> を回して数値を入力し、く©〉を 
押します。 

• すべての桁の入力が終わったら、〈◎> 

を回して [0 K ] を選び、〈©>を押します。 

レンズのシリアル番号について 

• 手順3で10桁の番号の先頭に「*」が表示されたレンズは、同じ種類の I 
レンズを複数登録することはできません。なお、番号を入力しても「*」 

の表示は消えません。 

• レンズに記載されているシリアル番号と、手順3で表示されるシリアル 
番号が異なることがありますが、故障ではありません。 

• レンズのシリアル番号にアルファベットが含まれているときは、アル 
ファべットを除く数字を、手順3で入力してください。 

• シリアル番号が記載されている位置は、レンズによって異なります。 

• レンズによっては、シリアル番号がレンズに記載されていないことがあ 
ります。番号の記載がないレンズを登録するときは、手順3で任意の番 
号を入力してください。 


レンズ情報の B 認ヒ変更 

[00] EF 24-105 mm fML IS USM 
1010 0 0 0 0 0 0 0 0 

0*¢ キャンセル 


Ql • [レンズごとに調整] を選んだときに、エクステンダーを使用しているときは、「レ 
ンズ+エクステンダー」の組み合わせで登録されます。 

• すでに4◦本登録されているときは、メッセージが表示されます。上書き消去 
するレンズを選ぶと、登録することができます。 
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4調整する 

• ズームレンズのときは、〈〇> を回して、 
広角側 （ W ) または望遠側 （ T ) を選び 
ます。く©〉を押すと紫色の枠が消え、 
調整ができるようになります。 

• <〇> を回して調整値を設定し、〈©> 
を押します。調整範囲は±2◦ステップ 



AF マイク□アジヤストメント d 

£F24-105fliiin f/Al IS USM 
レン 70 S 類ごヒにビント031费が t 
きます 

ffiH 

全レン z_isgs ±0 

レンズごヒに as W:+1 T:-2 

_ g , 括解裤 


です。 

•「一 ： 妒」 側に設定すると、合焦位置が 
基準から手前側（前方）に調整されます。 

•「+:▲」側に設定すると、合焦位置が 
基準から奥側（後方）に調整されます。 

• ズームレンズのときは、手順4を繰り返 
して、広角側 （ W )、 望遠側 （ T ) の調整 
値をそれぞれ設定します。 

• 調整が終わったら、 〈 MENU 〉 ボタンを押 
して手順1の画面に戻ります。 

• <〇> を回して [レンズごとに調整] を選 
び、く®〉を押すと、メニューに戻りま 
す0 


5調整結果を確認する 

• 撮影を行い、画像を再生して （ P .244)、 
調整結果を確認します。 

• 撮影結果が狙った位置よりち手前にピ 
ントが合っているときは「+:▲」■、 
奥側にピントが合っているときは「一: 
r 」 側に調整します。 

• 必要に応じて、調整を繰り返します。 


B 1 ズームの中間（焦点距離）位置で撮影を行ったときは、広角側と望遠側の調整結 
果に基づいて自動的に補正されます。なお、片側だけ調整を行ったときも、中間 
位置に対して自動補正されます。 
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mm af による合焦位置を微調整する ■ 


AF マイク□アジヤストメントの一括解除 

画面の下に [卿一括解除] が表示されているときに、〈1> ボタンを押す 
と、 [全レンズー律調整][レンズごとに調整] で調整した内容をすべて解除するこ 
とができます。 


AF マイク□アジヤストメント共通事項 


U 參 AF による合焦位置は、被写体条件や明るさ、ズーム位置などの撮影条件によ 
り、わずかに変動します。そのため、この機能で調整を行っても、適切な位 
置でピントが合わないことがあります。 

• カメラ設定初期化を行っても （ P .56)、 調整した内容は保持されますが、設定 
は [しない] になります。 

0 • 実際に撮影する環境下で調整を行うことをおすすめします。より適確なピン 
卜調整を行うことができます。 

參調整を行うときは、三脚の使用をおすすめします。 

• 調整結果を確認するときは、記録画質遽 L で撮影することをおすすめします。 
• 1ステップあたりの調整幅は、使用するレンズの開放絞り数値によって異なり 
ます。「調整—撮影—確認」を繰り返してピント調整を行ってください。 

• ライブモード、 i •ライブモード（コントラスト AF) の AF 調整はできません。 



AF の苦手な被写体 

次のような特殊な被写体に対してはピント合わせができない（ファイン 
ダー内の合焦マーク〈籲〉が点滅する）ことがあります。 

ピントが合いに<い被写体 

• 明暗差（コントラスト）が極端に低い被写体 
(例：青空、単色の平面など） 

• 非常に暗い場所にある被写体 
• 極端な逆光状態にあり、かつ光の反射が強い被写体 
(例：反射光の強い車のボディ） 

• 遠いところと近いところにある被写体が、 AF フレームにかかっている場 
合（例：おりの中の動物） 

• 繰り返し模様の被写体 

(例：ビルの窓やパソコンのキーボードなど） 

これらの場合は次のいずれかの方法でピントを合わせます。 

(1) ワンシヨット AF のときは、被写体とほぼ同じ距離にあるものにピン 
卜を固定し、構図を決めなおして撮影する （ P .67)。 

(2) レンズの フオー カ スモー ドスイッチを < MF > にして手動ピント合わ 
せを行う （ P . 111)。 


51ライブビュー撮影時の [ライブモード] [: L •ライブモード] の AFT 、 ピントが合いに 
くい撮影条件については、211ページを参照してください。 
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AF の苦手な被写体 


MF : 手動ピント合わせ（マニュアルフォーカス） 

\レンズのフォーカスモードスイッチを 
< MF > にする 

岭表示パネルに 〈M FOCUS ) が表示され 

よ9 〇 

^ピントを合わせる 

• ファインダー内の被写体がはっきり見 
えるまで、レンズのフオーカスリングを 
回します。 



0 •シャッターボタンを半押ししながら手動ピント合わせを行うと、ピントが 
合ったときに合焦マークく#〉が点灯します。 

• 61点自動選択時は、中央の AF フレームでピントが合ったときに合焦 マーク 
〈參〉が点灯します。 
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gi ドライブモードの選択— 

ドライブモードには1枚撮影と連続撮影があります。 





< AF - DRIVE ) ポタンを押す(念 6) 


ドライブモードを選ぶ 

• 表示パネルを見ながら〈〇> を回しま 
す0 


□ :1枚撮影 

シャツターボタンを全押しすると、1枚だけ撮影します。 

Qih ： 高速連続撮影 （最高約6コマ/秒） 

Qj :低速連続撮影 （最高約3コマ/秒） 

シャッターボタンを全押しすると、押している間、連続して撮影しま 
す0 


□s :静音1枚撮影 

作動音が〈□>よりも静かな1枚撮影です。 
as :静音連続撮影 （最高約3コマ/秒） 

作動音が 〈 Q ! j > よりも静かな連続撮影です。 

f(S) :セルフタイマー：10秒/リモコン撮影 
言①2 :セルフタイマー： 2秒/リモコン撮影 

セルフタイマー撮影については次ページ、リモコン撮影については 
186ページを参照してください。 
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C $) セルフタイマー撮影 


^ • < ns > < QiS > 設定時は、シャッターボタンを全押ししてからシャッターが切 
れるまでのタイムラグが通常よりも長くなります。 

• 電池の残量が少なくなると、連続撮影速度が若干低下することがあります。 

• Qih :最高約6コマ/秒は、シャッター速度：1/5◦◦秒以上、絞り開放（レン 
ズの種類により異なる）の条件*で連続撮影したときの最高速度です。連続撮 
影速度は、シャッター速度や絞り数値、被写体条件、明るさ、レンズの種類、 
スト□ボ使用などにより低下することがあります。 

* EF 300 mm F4LIS USM 、 EF28-135mm F3.5-5.6 IS USM 、 EF75-300mm F4- 
5.6 IS USM 、 EF100- 400 mm F4.5-5.6L IS USM は、ワンシヨット AF 、 手ブレ補正 
機能 OFF で使用時 



公セルフタイマー撮影 ■ 

セルフタイマーは記念撮影などに使用します。 



( AF - DRIVE ) ポタンを押す(念 6) 


セルフタイマーを選ぶ 

• 表示パネルを見ながら〈〇> を回して 
選びます。 

S ( S ) :10秒後に撮影 
S ( S )2： 2秒後に撮影 


撮影する 

• ファインダーをのぞいてピントを合わ 
せ、シャッターボタンを全押しします。 
岭セルフタイマーランプと電子音、表示パ 
ネルに表示される秒数の減算表示で作 
動を確認することができます。 

峥撮影2秒前にセルフタイマーランプが点 
灯し、電子音が速く鳴ります。 
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①セルフタイマー 撮影 


^ファインダーから目を離してシャッターボタンを押すときは、ファインダーにア 
イピースカバーを取り付けてください （ p .185)。 ファインダーに光が入ると、適 
切な露出が得られないことがあります。 

51 • 〈|の 2 > は、三脚を使用した静物撮影や長秒時露光などで、撮影を開始する際、 
カメラから手を離しておきたい（カメラをぶらせたくない）ときに使用しま 
す。 

• セルフタイマー撮影した画像はその場で再生し、ピントや露出を確認するこ 
とをおすすめします ( p .244) 〇 

• 自分一人だけをセルフタイマーで写すときは、自分が入る位置とほぼ同じ距 
離にあるものにフォーカスロックして撮影します （ P .67)。 

參セルフタイマー撮影を開始してから途中で中止するときは、 < AF * DRIVE > ボタ 
ンを押します。 
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画像に関する設定 


この章では、記録画質、 ISO 感度、ピクチャースタイル、ホワイ 
トバランス、オートライティングオプティマイザ、周辺光量補正、 
色収差補正など、画像に関係する機能設定について説明していま 
す。 


• ページタイトル右のは、モードダイヤルが 〈 P / Tv / Av / 
M / B ) のときに使用できる機能であることを示しています。 

* <ぽ> モードでは使用できない機能です。 


MENU 


画像を記録•再生する力 _ ドを選択する ■ 

カメラに CF カード、または SD カードのどちらかが入っていれば、撮影 
することができます。カードを1枚だけ入れたときは、116〜118ぺージ 
の操作は必要ありません。 

CF 力ードと SD 力ードを入れたときは、次の手順で記録方法、記録•再生 
を行うカードを選択します。 


力ードを2枚入れたときの記録方法の設定 

[記録機能と力ード•フォルダ選択]を選ぶ 
• [ VI ]タブの [記録機能と力ード•フォルダ 

選択]を選び、<@>を押します。 


[記録機能]を選ぶ 

• 〈◎>を回して[記録機能]を選び、<@> 
を押します。 


記録方法を選ぶ 

• <〇> を回して記録方法を選び、く®〉 
を押します。 
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mm 画像を記録 • 再生する力ードを選択する 


_標準 

[記録 • 再生] で選択したカードに画像が記録されます。 

• カード自動切り換え 

[標準] と同じですが、記録先のカードの空き容量がなくなると、記録 
先が自動的にもう一方のカードに切り換わります。なお、自動切り換え 
の際は、新しいフォルダが作成されます。 

• 振り分け 

力ードごとに記録する記録画質を設定することができます （ P .1 19)。 
1回の撮影で CF カードと SD カードに、設定した記録画質の画像が記録 
されます。 JL と™]、 S 3 と MM 1 など、記録画質を自由に設定して撮 
影することができます。 

馨同一書き込み 

1回の撮影で CF 力ードと SD 力ードに同じ画像が記録されます。 RAW 
+ JPEG を選ぶこともできます。 


^ [振り分け] 設定時は、連続撮影可能枚数が大幅に少なくなります （ P .121)。 

13 [振り分け][同一書き込み] 設定時は、 CF 力ードと SD 力ードに同じ画像番号で記録 
されます。また、表示パネルには、撮影可能枚数が少ない方の力ードの枚数が表 
示されます。どちらかのカードの空き容量がなくなると、 [カード*がいつぱいです] 
が表示され、撮影できなくなります。そのときは、力ードを交換するか、記録機 
能の設定を [標準] または [カード自動切り換え] にして、空き容量のある力ードを 
選ぶと、撮影を行うことができます。 
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EMD 画像を記録 • 再生する力ードを選択する 


力ードを2枚入れたときの記録 • 再生力ードの選択 

[記録機能] を [標準][カード自動切り換え] に設定したときは、画像を「記 
録 • 再生」するカードを選択します。 

[振り分け][同一書き込み] に設定したときは、画像を「再生」する力ードを 
選択します。 


[標準][カード自動切り換え]設定時 

[記録•再生]を選ぶ 

• 〈〇> を回して [記録•再生] を選び、 <©> 
を押します。 

Q ] : CF 力ードに記録、 CF 力ードの画 
像を再生 

0 : SD 力ードに記録、 SD 力ードの画 
像を再生 

• 〈◎>を回して力ードを選び、〈@>を 
押します。 



[振り分け][同一書き込み]設定時 


ESBIit 力一卜、 フ オルタ 赛択 
WiiEi 能 fiy 分け 

IM _ s _I 

フオルタ IME0S5D 

ML il 

cans 。 


[再生]を選ぶ 

• <〇> を回して [再生] を選び、く©〉を 
押します。 

Q ] : CF カードの画像を再生 
0 : SD 力ードの画像を再生 

• <〇> を回して力ードを選び、く®〉を 
押します。 
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MENU 


記録画質を設定する 


記録する画素数と画質を選ぶことができます。 JPEG の記録画質は、 JL 、 
JL、JMs JM 、 JS 1、 JS 1、 S 2、 S 3 の8種類です。 RAW の記録画質は、 
Ml、MBs SMl の3種類です （ p .122)。 


mmn 



Kl 国味の問 

m 


牟子 S 

入 


カードなしレ 1 J ーズ 


OH 

レン Z 先宇 SUE 



外部スト□ボ _ 



ミラ-アップ 嫌影 


OFF 


[記録画質]を選ぶ 

• [^1] タブの [記録画質] を選び、 <©> 
を押します。 


[標準/カード自動切換え/ 
同一書き込み]設定時 


i 準 

IL 今 UJ 

FIAWS 嵌設定 « 


2 



記録画質を設定する 

• RAW の記録画質は〈^>、 JPEG の言己 
録画質は〈〇> を回して選びます。 

• 画面の数字 「**M (百万画素） **** X****J 
は記録画素数、[_巧は撮影可能枚数 
(9999 まで表示）を示しています。 

• <©> を押すと設定されます。 



[振り分け]設定時 


画 ® タイプ / サイズ ^ 

mm 

H IL 1 5141 

[ED 

j. i 


JL ： 


CSEB 


• [ VI : 記録画質と力ード•フォルダ選択] の [記 
録機能] が [振り分け] に設定されている 
ときは、〈〇> を回して 〈 m > または 
<( D > を選び、く®〉を押します。 
表示された画面で、〈〇> を回して記録 
画質を選び、く®〉を押します。 
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EMD 記録画質を設定する 


記録画質の設定例 


JL のみ 



it JWWWiJMM 5M| 

RAWg 谁段定 « 

— mss 


JPE 嫩蛇 _ 

- JM JM む 1 JS1 S2 S3 


Cffl+JL 


E 細 )! 


—QI 湖 ^3^ 

*il ^n^JWJS 5UJ 

RAWg 谁投定 « 

~ \B 

M 画 s 卿 

刑嘛败 

+ 

m 

™ jlliiL 1M 

iU ISI JS1 SI S3 


ES 3 のみ 



㈣ mUWiJWM 5t*i 


RAWS® 投定 « 

— 卿 Hffli 5 卿 

JPEGB« 蛇 + _ 

li il JM iH iSI JS1 S2 S3 


SB+JM 


mmv ea 

»<*■?»)£ srts 
HAWg 谁投定 « 



jpEG^tias _ 

- 11 fL |M iU iSI iSI S2 SB 


51• RAW と JPEG の設定を両方 [—] にしたときは、 JL に設定されます。 
• 表示パネルに表示される撮影可能枚数は、1999までです。 
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EMD 記録画質を設定する 


記録画質を選ぶときの目安（約) 


記録画質 

記録 

印刷 

ファイル 

撮影可能 

連続撮影 

画素数 

サイズ 

サイズ （ MB ) 

枚数 

可能枚数 


ML 

22 M 

A 2 以上 

7.0 

1010 

65 (16270) 


ML 

3.7 

1930 

1930 (30990) 


MM 

9.8 M 

A 3 以上 

3.8 

1860 

1860 (29800) 

JPEG 

MM 

2.0 

3430 

3430 (55000) 

MSI 

5.5 M 

A 4 以上 

2.5 

2810 

2810 (45140) 


MSI 

1.3 

5240 

5240 (83980) 


S 2* 1 

2.5 M 

L 判程度 

1.4 

5030 

5030 (80520) 


S 3* 2 

0.3 M 

— 

0.3 

19520 

19520 (312420) 



22 M 

A 2 以上 

27.1 

260 

13 (18) 

RAW 

M (9 

10 M 

A 3 以上 

19.1 

370 

10 (11) 


S 

5.5 M 

A 4 以上 

15.1 

480 

12 (15) 

RAW 

+ 

JPEG 

M 

JL 

22 M 

22 M 

A 2 以上 
A 2 以上 

27.1+7.0 

210 

7 (7) 

M (9 

JL 

10 M 

22 M 

A 3 以上 
A 2 以上 

19.1+7.0 

270 

7 (7) 

S 

JL 

5.5 M 

22 M 

A 4 以上 
A 2 以上 

15.1+7.0 

320 

7 (7) 


*1 : S 2 は、市販のデジタルフォトフレームでの再生にも適しています。 

*2 : S 3 は、電子メールで画像を送るときや、ホー厶ページでの使用などに適しています。 



參 S 2、 S 3 は、どちらも廬（ファイン）の画質です。 

• ファイルサイズ、撮影可能枚数、連続撮影可能枚数は、当社試験基準 8 GB の CF カー 
ドを使用し、当社試験基準（アスペクト比3: 2、 ISO 100,ピクチャースタイル： 
スタンダード設定時）で測定したものです。 これらの数値は、被写体やカードの銘 
柄、アスペクト比、 ISO 感度、ピクチャースタイル、カスタム機能などの設定によ 
り変動します。 

• 連続撮影可能枚数（バースト枚数）は、 < gjiH > 高速連続撮影時の数値です。なお、 
() 内の数値は、当社試験基準 Ultra DMA ( UDMA ) モード7対応、1 28 GB 力一 
ド使用時の枚数です。 
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EMD 記録画質を設定する 


QI • RAW と JPEG の両方を選んだときは、1回の撮影で、設定した記録画質の画 
像がカードに記録されます。2つの画像は、同じ画像番号（拡張子は JPEG : 
. JPG、RAW : . CR 2) で記録されます。 

•記録画質の読み方は、 M ) (ロウ）、 mh ) (ミドル□ウ ）、 sm (スモール 
ロウ ）、 JPEG (ジェイペグ)、遽（ファイン ）、 J (ノーマル ）、 L (ラージ）、 
M (ミドル )、 S (スモール）です。 


RAW について 

カードに記録される RAW 画像は、撮像素子から出力されたデータをデジ 
タル変換してそのまま記録した「生（ロウ）データ」で、 Ml、MBs 
S Ml から選ぶことができます。 

で撮影した画像は、 [El: RAW 現像 ] ( p .282) で現像処理を行い、 
JPEG 画像として保存することができます （ MM 1、 SM はカメラで現像 
処理できません)。なお、 RAW 画像そのものは何も変化しませんので、現像 
条件を変えた JPEG 画像を何枚でも作ることができます。 

また、すべての RAW 画像は、付属ソフトウェアの Digital Photo 
Professional ( p .394) で、使用目的に応じたさまざまな画像調整を行っ 
たあと、その調整を反映させた JPEG 画像、 TIFF 画像などを生成すること 
ができます。 


0市販のソフトウェアでは、撮影した RAW 画像を表示できないことがあります。付 
属ソフトウェアの使用をおすすめします。 
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imih 記録画質を設定する 


ワンタッチ記録画質切り換え 

操作ボタンカスタマイズ機能で、 〈 M - Fn > ボタン、または絞り込みボタン 
に、記録画質を一時的に切り換える機能を割り当てることができます。 
< M - Fn > ボタン、または絞り込みボタンに[ワンタッチ記録画質切換]を割り当 
てると、記録画質を素早く切り換えて撮影することができます。 

詳しくは、『操作ボタンカスタマイズ』 （ P .321) を参照してください。 


^ [ VI : 記録機能とカード•フォルダ選択] が [振り分け] のときは、ワンタッチ記録画質 
切り換えはできません。 


連続撮影可能枚数（バースト枚数） 

ファインダー内の右下の数値で、連続撮 
影できる枚数の目安が確認できます。 

「99」と表示されているときは、連続し 
て99枚以上撮影できることを示していま 
す0 



^連続撮影可能枚数は、力ードが入っていないときにも表示されますので、力ード 
が入っていることを確認してから撮影してください。 


QI • 連続撮影可能枚数が、ファインダー内で「99」と表示されているときは、99 
枚以上の連続撮影ができます。98枚以下になると、表示されている数値が 
減っていき、内部メモリーがいっぱいになると、ファインダー内と表示パネ 
ルに 「 buSY 」 が表示され、一時的に撮影ができなくなります。撮影を中断す 
ると、数値が増えていきます。撮影した画像がすべて力ードに書き込まれる 
と、121ページの表に示した枚数の連続撮影ができるようになります。 

參 UDMA 対応の CF 力ードを使用しても、ファインダー内の連続撮影可能枚数の 
表示は変わりませんが、121ページの表の （） 内に示した枚数の連続撮影が 
でぎます。 
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ISO : 旧〇感度を設定する ■ 

IS ◦感度（撮像素子の感度）は、撮影場所の明るさに応じて設定します。 
<[Af> モードでは、旧◦感度が自動設定されます （P.125)。 

なお、動画撮影時の IS ◦感度については、221、224ページを参照して 
ください。 



< iso - ea > ポタンを押す (66) 


iso 感度を設定する 

• 表示パネルまたはファインダー内を見 
ながら〈@>を回します。 

• ISO 100〜2560◦の範囲で、1/3段ス 
テツプで設定することができます。 

_ 「 A 」 は 「 IS ◦才一卜」を表しています。 
旧◦感度が自動設定されます （P.125)。 


ISO 感度 

撮影シーン 

(ストロボなし） 

スト□ボ撮影できる距離 

1、1 00-400 

晴天時の屋外 

旧◦感度の数値が大きいほど、 

スト□ボ撮影できる距離が長く 
なります。 

400-1600 

曇り空、夕方 

160〇〜25600、 HI 、 H 2 

暗い屋内、夜景 


* ISO 感度の数値が大きい（高 ISO 感度）ほど、画像のザラツキ感が増します。 


^ • [03: 高輝度側•階調優先] を [する] に設定すると、 「 L 」（ IS 050 相当)、 

ISO 100/125/160、 「 HI 」（ IS 0512 ◦◦相当)、 「 H 2」（ ISO 1024◦◦相 
当）は選択できなくなります （ P .146)。 

• 高温下で撮影すると、画像のザラツキ感がやや増すことがあります。さらに、 
長秒時露光の条件で撮影を行うと、画像に色ムラが発生することがあります。 
• 高 ISO 感度で撮影すると、ノイズ（輝点、縞など）が目立つことがあります。 
• 高 IS ◦感度、高温、長秒時露光の組み合わせなど、ノイズが非常に多くなる条 
件で撮影したときは、正常な画像が記録できないことがあります。 
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ISO : ISO 感度を設定する ■ 


❶ • HI ( IS 0512 ◦◦相当)、 H 2 ( ISO 1024◦◦相当）は拡張 ISO 感度のため、 
通常よりもノイズ（輝点、縞）や色ムラが多くなり、解像感も低下します。 

• 高 IS ◦感度で近距離の被写体をスト□ボ撮影すると、露出オーバーになること 
があります。 

• [ ISO 感度設定範囲] の [上限値:2560 0] 設定時に' ISO 16000/20000/25600 
に設定した状態で動画撮影にすると、 IS 0128 ◦◦に切り換わります（動画マ 
ニユアル露出撮影時)。静止画撮影にしても、元の感度には戻りません。 

•① L (50)、② H 1(51200) , H 2 (102400) 設定時に動画撮影にする 
と、 IS ◦感度が① ISO 1◦◦、©!■! (25600) に切り換わります（動画マ 
ニュアル露出撮影時)。静止画撮影にしても、元の感度には戻りません。 


0 • [02: ISO 感度に関する設定] の [ ISO 感度設定範囲] で、 ISO 感度の設定範囲を 
IS 05 ◦相当 （ L ) 〜 IS 01024 ◦◦相当 ( H 2) まで拡張することができます 
( P .126)。 

• 拡張旧0感度 （ L , HI , H 2) を設定したときに、ファインダー内に〈①〉を 
表示することができます （ P .318)。 


ISO オートについて 



ISO 感度の設定が 「 A 」( AUTO ) のとき 
にシャッターボタンを半押しすると、実際 
に設定される IS ◦感度が表示されます。 

旧◦感度は、撮影モードに応じて下記の 
ように自動設定されます。 


撮影モード 

ISO 感度設定 


IS 〇100〜12800自動設定 

P / Tv / Av/M 

ISO 100〜256〇0 +1 自動言受定 

B 

旧〇400ホ 1 固定 

スト□ボ撮影時 

isckoct 1 * 2 * 3 固定 


*1 : [ ISO オートの範囲] の [下限値][上限値] による 

*2 :日中シンク□で露出オーバーになる場合は、最低 ISO 10◦となる 

*3 : <(aj + > <p> モードで外部ストロボをバウンスしたときは、 IS 04 ◦◦〜16◦◦自動 


三几中 

5又疋 


125 
















mm 旧 o 感度の範囲を設定する 

手動で設定できる旧◦感度の範囲（下限値/上限値）を設定することが 
できます。下限値は L ( IS 050 ) 〜 HI ( IS 051200)、 上限値は旧〇100 
〜 H 2 (ISO 102400) の範囲で設定することができます。 


mumm SrPDOTl 

鼷出 B 正/ MB 設定 

iso 场度 I こ閩する設定 

オートライテインクオブテイマイ两 i 

ホワイトバランス m 

MW _ 選択 

| WBffilE/BKT^ 〇 , 〇/±〇 

色空問_ 5 RGB 

ISO 應度Iこ閧する19定 
\somm オート 

ISO 感度設定®囲 100-25600 

ISO 才ート⑦甬囲 100-1 2300 

| 1»オート低速限界オート 


[旧0感度に関する設定]を選ぶ 
[02] タブの [ ISO 感度に関する設定] を 

選び、く®〉を押します。 


[ ISO 感度設定範囲]を選ぶ 

• [ ISO 感度設定範囲] を選び、く©〉を押し 
ON 9 〇 


辦，囲 

mm 

上限_ 

下限値を設定する 

• 下限値の枠を選び、〈@>を押します。 

LC 50) 

25600 

• <〇> を回して旧〇感度を選び、く®〉 



を押します。 

iso 應度設定範囲 

mm 

上限 i 

J 上限値を設定する 

• 上限値の枠を選び、〈@>を押します。 

L (50) 

H 2 t 102400) 

• <〇> を回して旧〇感度を選び、く@> 


を押します。 


5 


設定を終了する 

• <〇> を回して [0 K ] を選び、く®〉を 
押します。 

峥メニューに戻ります。 









ISO: ISO 感度を設定する ■ 


旧〇才 


ISO オート時の自動設定範囲を設定する 

〕才_卜時に自動設定される感度を、 ISO 100〜256◦◦の範囲で設定 
することができます。下限値は旧0100〜128◦◦の範囲、上限値は 
IS 〇200〜256◦◦の範囲で、1段ステップで設定することができます。 

j [ISO 才一卜の範囲]を選ぶ 

• [ ISO 才一卜の範囲]を選び、 <©> を押し 
よ9 〇 


iso * 度 I こ閧する設定 
iso 縱辦 才ート 

iso 獅 100 -25600 

ISO オートの_ 100-1 2800 

ISO オート低速限界オート 


ISG オートの®!囲 

mm 

上脚 

100 

mm 

0K 

キャンセル 

EEI ヘルブ 


下限値を設定する 

• 下限値の枠を選び、く©〉を押します。 
• <〇> を回して旧〇感度を選び、く©〉 
を押します。 


■ 


iso オー mm 

jm 

上脚 

100 

r^ooi 

0K 

キャンセル 

ESI ヘルプ 


上限値を設定する 

• 上限値の枠を選び、〈©>を押します。 
• <〇> を回して旧〇感度を選び、く©〉 
を押します。 


4 


設定を終了する 

• <〇> を回して [0 K ] を選び、く©〉を 
押します。 

峥メニューに戻ります。 


S [下限値][上 P 艮値] は、 ISO 感度でセイフテイシフト （P.317) が行われたときの 
下限/上限感度も兼ねています。 
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ISO : ISO 感度を設定する 1 ^ 


旧〇才 


ISO オート時のシャッター速度の低速限界を設定する 

〕才_卜設定時に、シャッター速度が自動的に遅くならないように、低 
速限界（下限速度）を1/250秒〜1秒の範囲で設定することができます。 
この機能は 〈P〉<Av> モードで、広角レンズを使用して、動いている 


被写体を撮影するときに効果的です。手ブレを抑えながら、被写体ブレも軽 
減することができます。 


I ISO 感度に閩 t る設定 I 


才-卜 

ISO 棘跪®囲 

100-25600 

ISO オート©箱囿 

100-1 2800 

■ ISO オー-卜低速限界 

オー! 14 


CSHS ^ 


iso オート低速限界 

シャッター速度 
才-卜 

tm vm um 

i/3o i/i5 tys m 
0^ V 


[ ISO オート低速限界]を選ぶ 
• [ISO 才一卜低速限界] を選び、く©〉を押 

します。 


低速限界を設定する 

• <〇> を回してシャツター速度を選び、 
く®〉を押します。 

岭メニューに戻ります。 


^ • [ISO オートの範囲] で設定した上限感度で適切な露出が得られないときは、標準 
露出で撮影できるように 、 [ISO オート低速限界] で設定した速度よりも遅い 
シャッター速度が設定されます。 

•スト□ボ撮影時は 、 [ISO オート低速限界] は機能しません。 
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ピクチヤースタイルを選択する 1 ® ■ 


ピクチャースタイルは、写真表現や被写体にあわせて、用意された項目を 
選ぶだけで効果的な画像特性が得られる機能です。 

< CaT > モードでは〈國〉（オート）に自動設定されます。 




四 l _ J 翻现涵 

卿咖_阳网 


を選ぶ 

• <〇> を回して1»]を選び、く©〉を 
押します。 

4スタイル選択画面が表示されます。 


スタイルを選ぶ 

• <〇> を回してスタイルを選び、く©〉 
を押します。 

岭スタイルが設定され、撮影準備状態に戻 
ります。 



0 [03: ピクチャースタイル]から設定することもできます。 


129 















ピクチャースタイルを選択する 1 ® 111 


各スタイルの画像特性について 

_ オー ト 

撮影シーンに応じて、色あいが自動調整されます。特に自然や屋外 
シーン、夕景シーンでは、青空、緑、夕景が色鮮やかな写真になります。 

_スタンダード 

鮮やかで、くっきりした写真になります。通常はこの設定でほとんど 
のシーンに対応できます。 

I ぶ:; PI ポートレート 

肌色がきれいで、ややくっきりした写真になります。人物をアップで 
写すときに効果的です。 

132ページの[色あい]を変えると、肌色を調整することができます。 

ド:; U 風景 

青空や緑の色が鮮やかで、とてもくっきりした写真になります。印象 
的な風景を写すときに効果的です。 

IH 1 N ] ニュー トラル 

パソコンで画像処理するかた向けの設定です。自然な色あいで、メリ 
八リの少ない控えめな写真になります。 

K :; F | 忠実設定 

パソコンで画像処理するかた向けの設定です。 5200 K (色温度）程 
度の太陽光下で撮影した写真が、測色的に被写体の色とほぼ同じになる 
ように色調整されます。メリ八 U の少ない控えめな写真になります。 


B 1 [オート]で好みの色あいにならなかったときは、他のスタイルに変更して撮影し 
てください。 
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ピクチャースタイルを選択する ■ 


モノクロ 

白黒写真になります。 


^ JPEG 画質で撮影した画像を、カラー写真に戻すことはできません。[モノクロ]に 
設定したまま、カラー写真のつもりで撮り続けないように注意してください。な 
お、[モノクロ]設定時は、表示パネルに 〈 B / W > が表示されます。 

B 1 [モノクロ]設定時に、ファインダー内に〈①〉を表示することができます （ P .3 18)。 

HEI ] ユーザー設定1〜3 

[ポートレート] や [風景]、 ピクチャースタイルファイルなどの基本スタ 
イルを登録し、好みにあわせて調整することができます （ P .135) 。登 
録されていないときは、 [スタンダード] の初期設定と同じ特性で撮影され I 
ます。 


記号について 

スタイル選択画面の記号は、 [シャープネス][コントラスト] などを表してい 
ます。数値は、各スタイルに設定されている [シャープネス][コントラスト] な 
どの設定値を示しています。 



❹ 

シャープネス 

C 

コントラスト 

〇〇 

色の濃さ 


色あい 

% 

フイルター効果（モノクロ） 

0 

調色（モノクロ） 


131 










ピクチャースタイルを調整する 1 ® ■ 

それぞれのピクチャースタイルは、好みにあわせて設定内容 （[シャープネ 
ス][コントラスト] など）を初期設定から変更（調整）することができます。 
効果については、試し撮りを重ねて確認してください。 [モノクロ] の調整に 
ついては、134ページを参照してください。 

く囟〉ポタンを押す 


2 


[-：-] を選ぶ 

• 〈◎>を回して [$>] を選び、く©〉を 
押します。 

岭スタイル選択画面が表示されます。 


ビクチヤースタイル 

ポートレ—卜 
0 ?『€> 0在〇，€ 0 
现题 [1^1 趣卿 
涵關岡网忍 

<9〇^ 詳 _ 設定〉 EOOK 


詳抽設定 

1 <1りヤーフネス 

巫0ボ-トレ- 

-卜 

C コントラスト 



品色^さ 


H 3 

€色獻、 


H 3 

mssts ： 

CUDS り | 


スタイルを選ぶ 

• 〈〇> を回してスタイルを選び、 ( INFO .) 
ボタンを押します。 


4項目を選ぶ 

• 〈◎>を回して [シャープネス] などの項 
目を選び、く®〉を押します。 
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ピクチャースタイルを調整する ■ 


内容を設定する 

• <〇> を回して効果の度合いを設定し、 
<©> を押します。 

• ( MENU ) ボタンを押すと、調整した内容 
が保存され、スタイル選択画面に戻りま 
す。 

岭初期設定から変更した数値が青色で表 
示されます。 


© シャープネス 

0:輪郭強調 • 控えめ 

+7 :輪郭強調 • 強め 

C コントラスト 

-4 :明暗差•弱 

+4 :明暗差.強 

色の濃さ 

-4 :薄い 

+4 : 濃し、 

❿色あい 

-4 :肌色が赤め 

+4 :肌色が黄色め 



設定内容とその効果 


QI • 手順4で[初期設定]を選ぶと、スタイルごとに設定した内容を初期状態に戻 
すことができます。 

• 調整したスタイルで撮影するときは、調整したスタイルを選択してから撮影 
します。 
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ピクチャースタイルを調整する 1 ® 111 


閥 モノクロの調整 

前のページで説明した [シャープネス] と [コントラスト] の他に、 [フイルター 
効果][調色] を設定することができます。 


费)フイルター効果 

フイルター効果を使うと、同じモノクロ 
画像でも、白い雲や木々の緑を強調した画 
像にすることができます。 


フイルター 

効果例 

N 

なし 

フィ レター効果なしの通常の白黒画像になります。 

Ye 

黄 

青空がより自然に再現され、白い雲がはっきりと浮かび上がります。 

Or 

オレンジ 

青空が少し暗くなります。夕日の輝きがいっそう増します。 

R 

赤 

青空がかなり暗くなります。紅葉の葉がはっきりと明るくなります。 

G 

緑 

人物の肌色や唇が落ち着いた感じになります。木々の緑の葉がはっき 
りと明るくなります。 


B 1 [コントラスト] をプラス側に設定して撮影すると、フイルター効果がより強調され 
ます。 



0調色 


關貌 

_モノク〇 


IN:^C 


S : セビア 



0思色 

P : 紫 


Grg 


調色を設定して撮影すると、色のついた 
モノクロ画像にすることができます。より 
印象的な画像を撮影したいときに有効で 
す。 

[ N : なし] [ S : セピア]旧：青] [ P ：^] [ G ： 
緑]から選ぶことができます。 
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ピクチャースタイルを登録する ■ 

[ポートレート] や [風景] などの基本スタイルを選択し、好みにあわせて調 
整して、 [ユーザー設定 1] から [ユーザー設定 3] に登録することができます。 

シャープネスやコントラストなどの設定が異なる、複数のスタイルを用意 
しておきたいときに使用します。 

また、付属ソフトウェアの EOS Utility ( p .394) からカメラに登録した 
スタイルをここで調整することもできます。 


<[^>ポタンを押す 


2 


[-：-] を選ぶ 

• <〇> を回して1»]を選び、く©〉を 
押します。 

岭スタイル選択画面が表示されます。 




[ユーザー設定]を選ぶ 

• <〇> を回して [ユーザー設定*] を選び、 
〈 INFO .〉 ボタンを押します。 



A 〈©〉を押す 

• [ピクチャースタイル] が選ばれた彳犬態で 
〈@>を押します。 


基本にするスタイルを選ぶ 

• <〇>を回して基本にするスタイルを選 
び、く®〉を押します。 

• 付属ソフトウエアの EOS Utility から登 
録したスタイルを調整するときは、この 


操作で選択します。 
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ピクチャースタイルを登録する 1 ® 111 


mm 疫1]-ザー脆 t 

ビクチヤースタイル風景 
, 〇シヤ_ブネス @ I I IT I I c 

C コントラスト 0- t -+- t ^4-4- l -0 

息色® ■さ 〇+++^-+-1-〇 


關赖 飼ユーザ-職1 

ビクチヤースタイル埋景 
I 〇シヤーブネス EH .. T,：c 



5 項目を選ぶ 

• <〇> を回して [シャープネス] などの項 
目を選び、く©〉を押します。 


7 内容を設定する 

• <〇> を回して効果の度合いを設定し、 
く®〉を押します。 

詳しくは、『ピクチャースタイルを調整 
する』 （ P . 132〜 134) を参照してくだ 
さい。 

•〈 MENU 〉 ボタンを押すと内容が登録され、 
スタイル選択画面に戻ります。 

岭[ユーザー設定*] の右に、基本にしたスタ 
イルが表示されます。 


〇參[ユーザー設定*]にスタイルがすでに登録されているときは、手順5で基本にす 
るスタイルを変更すると、登録されているスタイルの設定内容が無効になり 
ます。 

• [カメラ設定初期化] ( P .56) を行うと、[ユーザー設定*]に設定した内容はすべて 
初期状態に戻ります。なお、付属のソフトウェアの EOS Utility から登録した 
スタイルは、設定した内容のみ初期化されます。 


BI • 登録したスタイルで撮影するときは、登録した[ユーザー設定*]を選択してか 
ら撮影します。 

• ピクチャースタイルファイルのカメラへの登録方法については 、 EOS Utility 
使用説明書 （ p .396) を参照してください。 
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WB : ホワイトバランスの設定 1 ® — 

ホワイトバランス （WB) は、白いものを白く写すための機能です。通常 
は <EME> (才一卜）で適切なホワイトバランスが得られます。 <EME> で 
自然な色あいにならないときは、光源別にホワイトバランスを選択したり、 
白い被写体を撮影して手動で設定します。 

<CaT> モードでは、 〈 EEB> に自動設定されます。 

<[U-WB> ポタンを押す （る 6) 

ホワイトバランスを選ぶ 

• 表示パネルを見ながら〈◎>を回しま 
す0 


表示 

モード 

色温度（約 • K :ケルビン） 

rmn \ 

オー ト 

3000-7000 

桊 

太陽光 

5200 

行 k 

日陰 

7000 

毳 

くもり、薄暮、夕やけ空 

6000 

本 

白熱電球 

3200 


白色蛍光灯 

4000 


スト□ボ使用 

自動設定# 

IvSd 

マニュアル （ p .138) 

2000-10000 

13 

色温度 ( P .139) 

2500-10000 


* 色温度情報通信機能を備えたスト□ボ使用時。それ以外は約 6 CHD 0 K 固定 

ホワイトバランスについて 

人間の目には、照明する光が変化しても、白い被写体は白に見えるという 
順応性があります。デジタルカメラでは、ソフトウェア的に色温度を調整し 
て、色の基準となる白を決め、白を基準に色の補正が行われます。これによ 
り、自然な色あいで撮影することができます。 



0 [02: ホワイトバランス] から設定することもできます。 
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WB : ホワイトバランスの設定 1 ® 


^マニュアルホワイトバランス 

マニュアルホワイトバランス （ MWB ) は、撮影場所の光源にあわせてホ 
ワイトバランスを厳密に設定するときに使用します。必ず撮影する場所の光 
源下で一連の操作を行つてください。 


1白い被写体を撮影する 

• スポット測光範囲の領域全体に、白い無 
地の被写体がくるようにします。 

• 手動でピントを合わせ、白い被写体が標 
準露出になるように撮影します。 

• ホワイトバランスはどの設定でも構い 
ません。 

】 [ MWB 画像選択]を選ぶ 

• [02] タブの [MWB 画像選択] を選び、 
<©) を押します。 

岭 MWB 画像選択画面が表示されます。 


ホワイトバランスデータを取り込む 

• <〇> を回して手順1で撮影した画像を 
選び、〈©>を押します。 

岭表示されるメッセージ画面で [0 K ] を選 
ぶとデータが取り込まれます。 

• メニューに戻ったら、 〈 MENU 〉 ボタンを 
押してメニューを終了します。 

^ 〈囹 * * WB > ポタンを押す (66) 


マニュアル WB を選ぶ 

• 表示パネルを見ながら〈〇> を回して、 
<^>を選びます。 




スポット測光範囲 


ft AF [£] V * 

mmmm imou 

»出 )I 正 web 設定 

iso 感度に閧する設定 

オートライティンクオブテイマイ®! 

ホワイトバランス 咖 

MWB 1 像連枳 

WBM 正 / BKU9® 0„0/*0 


■ ぃ : す | 


IMENUM 


138 














WB : ホワイトバランスの設定 ■ 


^ • 手順1で撮影した画像の露出が、標準露出から大きく外れていると、正確なホ 
ワイ トバランスが設定されないことがあります。 

• ピクチャースタイルを[モノクロ]に設定して撮影した画像、多重露出画像、他 
のカメラで撮影した画像は、手順3で選択できません。 

0 • 白い被写体の代わりに、市販のグレーチャートや18%標準反射板を撮影する 
と、より正確なホワイトパランスにすることができます。 

參付属のソフトウェアから登録するカスタムホワイトバランスは、 〈 lD に登 
録されます。なお、手順3の操作を行うと、登録したカスタムホワイトパラン 
スのデータは消去されます。 


ta 色温度を直接設定する 

色温度指定は、ホワイトパランスの色温度を数値で設定する、上級者向け 
の機能です。 



SHMT2 


S 出正 / AEB 設定 

ISO 提度に閧する39定 

オートライティン;7オブテイマイ 味 i 

ホワイトバランス_ S 2 D 

w_ 正 / 0,0/±D 
色空間 _ sRCB _ 




[ホワイトバランス]を選 /: S 

• [02] タブの [ホワイトバランス] を選び、 

<©> を押します。 


色温度を設定する 

暑 <〇> を回して [ 13 ] を選びます。 

• <^>を回して色温度を設定し、く©〉 
を押します。 

• 設定できる色温度範囲は、約25〇0〜 
10000 K (100 K ステップ）です。 


^ • 人工光源の色温度を設定するときは、必要に応じて WB 補正（マゼンタ/グ 
リーン寄り）を行ってください。 

• 市販のカラーメ_夕_で測定した色温度数値を〈〇〉に設定するときは、事 
前にテスト撮影を行い、カメラとカラーメ_夕_間の誤差を補正した数値を 
設定してください。 
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m ホワイトバランスを補正する— 

設定しているホワイトバランスを補正することができます。この機能を使 
うと、市販の色温度変換フィルターや、色補正用フィルターと同じような効 
果を得ることができます。補正幅は各色 9 段です。 

特に色温度変換フィルターや、色補正用フィルターの役割と効果を理解さ 
れた、上級者向けの機能です。 


ホワイトバランス補正 


O ’ AF 旧 

»出)|正/ AEB 設定 

ICD 成 rfTl-BB-d - ス中 

V .. 空，食 

SMOOTJ 

m 冬 uj 

オートライテインクオブテイマイ两 i 
ホワイトバランス m 

w_ 正■設定 

0 4 0/±0 

色空問 

SRGB 


[ WB 補正/ BKT 設定]を選ぶ 
• [02] タブの [WB 補正/ BKT 設定] を選 

び、く©〉を押します。 




設定例： A 2, G 1 


ホワイトバランスを補正する 

• 〈-糸〉を操作して、画面上の「■」を希望 
する位置に移動します。 

• 巳はブルー、 A はアンバー、 M はマゼン 
夕、 G はグリーンの意味です。移動方向 
寄りの色に補正されます。 

• 画面右の 「 SHIFT 」 に補正方向と、補正 
量が表示されます。 

• 〈1> ボタンを押すと [WB 補正/ BKT 設定] 
の設定が一括解除されます。 

• <©> を押すと設定が終了し、メニュー 
に戻ります。 


BI • WB 補正時は、表示パネルに〈靶〉が表示されます。 

• WB 補正時に、ファインダー内に〈①〉を表示することができます （ p .318)。 
• ブルー/アンバー方向の1段は、色温度変換フィルターの約5ミレッドに相当 
します（ミレッド：色温度変換フィルターの濃度を表すときなどに使用され 
る色温度の単位)。 


140 









m ホワイトバランスを補正する ■ 


ホワイトバランスを自動的に変えて撮る 

1回の撮影で色あいの異なる3枚の画像を記録することができます。設定 
されているホワイトバランスの色温度を基準に、ブルーとアンバー寄りの色 
あい、またはマゼンタとグリーン寄りの色あいに補正した画像が記録されま 
す。この機能をホワイトバランスブラケティング （ WB - BKT ) 撮影といい 
ます。設定できる補正幅は、1段ステップ±3段です。 



補正幅を設定する 

• 『ホワイトバランス補正』の手順2で 
<〇> を回すと、画面上の「■」が 
「■■_」! (3 点）に変わります。 

右に回すと、 B / A 方向、左に回すと M / 
G 方向のブラケティングになります。 

岭画面右の 「 BKT 」 にブラケティング方向 
と、補正幅が表示されます。 

• 〈1〉ボタンを押すと [WB 補正/ BKT 設定] 
の設定が一括解除されます。 

• <©> を押すと設定が終了し、メニュー 
に戻ります。 


記録される順番について 

①基準ホワイトバランス②ブルー （ B ) 寄り③アンバー （ A ) 寄り、ま 
たは①基準ホワイトバランス②マゼンタ （ M ) 寄り③グリーン （ G ) 寄り 
の順に画像が記録されます。 


QI • WB ブラケティング撮影時は、連続撮影可能枚数が少なくなり、撮影可能枚数 
も約1/3になります。 

• WB 補正や AEB 撮影と組み合わせることができます。 AEB 撮影と組み合わせ 
たときは、合計9枚の画像が記録されます。 

• 1回の撮影で3枚の画像を記録するため、通常の撮影よりもカードに画像を記 
録する時間が長くなります。 

• WB ブラケティング設定時は、ホワイトパランスのマークが点滅します。 

春 WB ブラケティング時の記録枚数を変更することができます （ p .316)。 

•「 BKT 」 は 、 Bracketing :ブラケティングの略です。 
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MENU 


明るさ•コントラストを自動補正する 1 ® ■ 

撮影結果が暗いときやコントラストが低いときに、明るさ • コントラスト 
を自動的に補正することができます。この機能を「オートライティングオプ 
ティマイザ」といいます。初期状態では、[標準]に設定されています 。 JPEG 
画像は撮影時に補正されます。 

(( aJ ) モードでは、 [標準] に自動設定されます。 


〇 1 AF EI 

V 空， ★ 

mmrnm 

SNOOTJ 

•出 _ 正/ AEB 設定 


に関する設定 


]_ トライテインクオブテイマイザ吸： 

ホワイトバランス 

園 

MW_ 選択 


WB1 正/ BK 雕 

0,0/±0 

色空閡 

SRGB 


オートライティングオプティマイザ 

m 

取恥肌|恥 

fSSS y マニュアル B 出特は OFF 


[オートライティングオプティマイザ]を選ぶ 
• [02] タブの [オートライティングオプティ 

マイザ] を選び、く©〉を押します。 


I 補正内容を設定する 

• <〇> を回して内容を選び、〈©>を押 
しよ9 〇 

撮影する 

• 必要に応じて、明るさ • コントラストが 
補正された画像が記録されます。 


〇參 [03: 高輝度側•階調優先] を [する] に設定すると、才ートライティングオプ 
ティマイザが [しない] に自動設定され、設定変更ができなくなります。 

• 撮影条件により、ノイズが増えることがあります。 

參[しない] 以外の設定では、露出補正、スト□ボ調光補正で露出を暗めにする設 
定を行っても、明るく撮影されることがあります。設定したとおりの明るさ 
で撮影したいときは、 [しない] に設定してください。 

• HDR モード （ p .173)、 多重露出撮影 （ p .177) 設定時は、才一トライティ 
ングオプティマイザが自動的に [しない] になります。 HDR モードと多重露出 
撮影を解除すると、元の設定に戻ります。 


B 1 手順2で 〈 INFO .〉 ボタンを押して [マニュアル 露出時は OFF ] の<>/〉を外すと、 
< M > モードでもオートライティングオプティマイザ機能が設定できるようにな 
ります。 
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MENU 


ノイズ低減機能の設定— 


高感度撮影時のノイズ低減 

画像に発生するノイズを低減することができます。すべての旧◦感度で作 
動しますが、特に高 is ◦感度撮影時に有効です。低旧〇感度撮影時は、低輝 
度部（暗部）のノイズをさらに低減することができます。 


〇 1 AF B V . 空.食 

SHOOTS 

ビクチャースタイルオート 
1秒時 B 光のノイス低減 OFF 

苒隐のノイス低滅 H 


023311 


mm»+mo> バス mt 

m s 

m i 成 

しない Off 

画像に発生す s ノイス: を低滅し 
特に高 eostii 時に有効で t 


2 


[高感度撮影時のノイズ低減]を選ぶ 
• [03] タブの[高感度撮影時のノイズ低減] 

を選び、く®〉を押します。 


レベルを設定する 

• <〇> を回して低減レベルを選び、 <©> 
を押します。 

岭設定が終了し、メニューに戻ります。 


■ 


撮影する 

• ノイズ低減処理が行われた画像が記録 
されます。 


B 1 M ) 画像をカメラで再生すると、高感度撮影時のノイズ低減効果が小さくなるこ 
とがあります。ノイズ低減効果の確認は、付属ソフトウェアの Digital Photo 
Professional ( p .394) で行つてください。 
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EMD ノイズ低減機能の設定- 


長秒時露光のノイズ低減 


露光時間1秒以上で撮影した画像に対して、ノイズを低減することができ 
ます。 


O ' AF EI V - 9 !, 

★ 

SPPOOT 3 

ビクチャースタイルオ 


長抒時 B 先のノイズ低滅 

OFF 

ummmMxm 

.1 

高酿 M ■關優先 

OFF 

タストテ ij — トテータ 


多 IR 出 し&い 


HDR モード HDR オフ 



時 sm ノイズ m 


1しない 

~ ofT ~| 

自 Hp 

AUTO 

する 

ON 

3光時間〗抄以上®ヒ31こ低減処埋び 
行われます 

I2G3A ■ルブ 


[長秒時露光のノイズ低減]を選ぶ 
• [。3]タブの [長秒時露光のノイズ低減] を 

選び、く®〉を押します。 


低減内容を設定する 

• 〈◎>を回して内容を選び、く®〉を押 
します。 

岭設定が終了し、メニューに戻ります。 


• [自動] 

露光時間1秒以上で撮影した画像に対し、長秒時露光特有のノイズが 
検出された場合に自動低減処理が行われます。通常は、この設定で十分 
な効果が得られます。 


• [する] 

露光時間1秒以上で撮影した画像に対し、常に低減処理が行われま 
す。 [自動] で検出できないノイズがあったときに [する] で撮影すると、 
ノイズを低減できることがあります。 


撮影する 

• ノイズ低減処理が行われた画像が記録 
されます。 
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EMD ノイズ低減機能の設定 ■ 


^ • [自動][する] 設定時は、撮影後、ノイズ低減処理のために露光時間と同じ時 
間が必要となることがあります。なお、低減処理中でもファインダー内の連 
続撮影可能枚数が n 」 以上のときは、続けて撮影することができます。 

• ISO 16 ◦◦以上の感度で撮影すると、 [しない][自動] 設定時よりも [する] 設 
定時の方が画像のザラつきが多くなることがあります。 

參[する] 設定時に、ライブビュー表示の状態から長秒時露光を行うと、ノイズ 
低減処理中は、 「 BUSY 」 が表示され、処理が終了するまでライブビュー表示 
は行われません（次の撮影はできません)。 


■ 
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MENU 


高輝度側 • 階調優先の設定 


画像の八イライト部分の白飛びを緩和することができます。 


〇 ^ 


★ 

SHoan 

ビクチヤースタイル 

才-卜 


長秒時 B 光のノイス低減 

OFF 

高酿別 綱のノイス®?! 

.■a 



OFF 

ダスト TlJ— トテータ取用 


多 1 R 出 

し&い 


HDR モード 

HDR オフ 


I 1 

し ない 


OFF 

Lts 


D+ 1 


高 B 度（八イライト}償® RjS 表現性 
が 向上し ます 
ima ヘルブ 


[高輝度側•階調優先]を選ぶ 
• [03] タブの [高輝度側•階調優先] を選 

び、く©〉を押します。 


[する]を選ぶ 

• <〇> を回して [する] を選び、く©〉を 
押します。 

• 高輝度（八イライト）側の階調表現性が 
向上します。適正露出（18%グレー） 
から高輝度限界までの範囲が拡張され、 
グレーから八イライトまでの階調がよ 
り滑らかになります。 


撮影する 

• 高輝度側 • 階調優先による処理が行われ 
た画像が記録されます。 


^ • [する] 設定時は、オートライティングオプティマイザ （P.142) が [しない] 
に自動設定され、設定変更ができなくなります。 [高輝度側•階調優先] を [しな 
し、] に設定すると、オートライティングオプティマイザが元の設定に戻ります。 
• [する] 設定時は、 [しない] 設定時よりもノイズが若干増えることがあります。 

B1 [する] 設定時は、 IS ◦感度の設定範囲が IS 02 ◦◦〜256◦〇(動画撮影時は 
1 2800) になります。また、ファインダー内と表示パネルに、高輝度側•階調 
優先の設定中を示す 〈 D +> が表示されます。 
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MENU 


レンズの周辺光量/色収差を補正する— 


レンズの特性によって画像の四隅が暗くなる現象を「周辺光量の低下」、 
被写体の輪郭部分に現れる色のにじみを「色収差」といいますが、これらの 
現象を補正することができます。初期状態では、ともに補正 [する] に設定 
されています。 


周辺光量補正 


O 1 AF [E] V 〇 * 

画質 

剛㈣細問 

m 


5子音 

入 


カー K なしレリース 


ON 





レンズ光 


EF 241051 rra 1 /il IS USH 
H 正デー 

_边光霪埔正 麻 

し叫 

HUB 。 


2 


[レンズ光学補正]を選ぶ 
• [^1] タブの [レンズ光学補正] を選び、 
<©> を押します。 


補正内容を設定する 

• 装着レンズの [補正データあり] が表示さ 
れていることを確認します。 

• <〇> を回して [周辺光量補正] を選び、 
(©) を押します。 

• [する] を選びく©〉を押します。 

• [補正データなし] が表示されているとき 
は、149ページの『レンズの補正デー 
夕について』を参照してください。 


■ 


撮影する 

• 周辺光量が補正された画像が記録され 
ます。 


^撮影条件により、画像周辺部にノイズが発生することがあります。 

IS • 付属ソフトウェアの Digital Photo Professional で最大補正を行ったときよ 
りもやや控えめに補正されます。 

• ISO 感度が高くなるほど、補正量が少なくなります。 
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MD レンズの周辺光量/色収差を補正する 


色収差補正 


1レンズ光字補正 

— 

EFZ 4- UJ 5 U * f /4 L IS USH 

■正データあ y 



|►す S . 

色取智龜正 

し SU 

| 


補正内容を設定する 

• 装着レンズの [補正データあり] が表示さ 
れていることを確認します。 

• 〈〇>を回して [色収差補正] を選び、 <©> 
を押します。 

• [する] を選びく©〉を押します。 

• [補正データなし] が表示されているとき 
は、次ページの『レンズの補正データに 
ついて』を参照してください。 


撮影する 

• 色収差が補正された画像が記録されま 
す0 


^色収差補正を行って撮影した画像を再生すると、補正されていない状態で表 
示されます。色収差補正の確認は、付属ソフトウェアの Digital Photo 
Professional ( p .394) で行つてください。 
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MD レンズの周辺光量/色収差を補正する 


レンズの補正データについて 

カメラにはあらかじめ、周辺光量補正、色収差補正を行うためのデータが 
レンズ約25本分登録されています。補正 [する] を選んでおくと、補正デー 
夕が登録されているレンズを装着したときに、自動的に周辺光量補正、色収 
差補正が行われます。 

付属ソフトウェアの EOS Utility を使用すると、登録されているレンズの 
種類が確認できます。また、未登録レンズの補正データをカメラに登録する 
こともできます。詳しくは、ソフトウェア使用説明書 （ CD - ROM ) の EOS 
Utility 使用説明書 （ p .396) を参照してください。 


■ 


周辺光量補正、色収差補正の共通事項 


U 參補正 [しない] に設定して撮影した JPEG 画像を、後から補正することはでき 
ません。 

• 他社製のレンズ使用時は、 [補正データあり] と表示されていても、補正 [しない] 
に設定することをおすすめします。 

• ライブビュー撮影時に拡大表示を行ったときは、周辺光量補正、色収差補正 
の効果は映像に反映されません。 

01 • 補正の効果が分かりにくいときは、撮影後、画像を拡大して確認することを 
おすすめします。 

• エクステンダー装着時も補正が行われます。 

• 補正データがカメラに登録されていないレンズで撮影したときは、補正 [しな 
し、] と同じ撮影結果になります。 

• 距離情報を持たないレンズを使用したときは、補正量が少なくなります。 
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MENU 


フオルダの作成と選択 


画像を保存するフォルダを任意に作成/選択することができます。 

なお、この操作を行わなくても、画像を保存するフォルダは自動で作成さ 
れ、そのフォルダに画像が保存されます。 


フォルダの作成 

[記録機能と力ード•フォルダ選択]を選ぶ 
• [ VI ]タブの [記録機能と力ード•フォルダ選 

択] を選び、く®〉を押します。 


[フオルダ]を選ぶ 

_ • 〈◎>を回して [フォルダ] を選び、<@> 
を押します。 


[フォルダ作成]を選ぶ 

• <〇> を回して [フォルダ作成] を選び、 
<©> を押します。 


4フォルダを作成する 

• 〈◎>を回して [0 K ] を選び、く©〉を 
押します。 

岭番号が1つ繰り上がった、新しいフオル 
ダが作成されます。 





画皤 運弓 

通し柄 

ファイル名の雄定 


mMmmm 

する〇罾 

カード M 匕 
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EMD フォルダの作成と選択 


フオルダの選択 


最小番号画像 
フォルダ内画像数 



フオルダ名 

最大番号画像 


• フォルダ選択画面が表示された状態で、 
<〇> を回してフォルダを選び、く®〉を 
押します。 

岭画像を保存するフォルダが選択されま 
す。 

• 撮影を行うと、選択したフォルダに画像 
が記録されます。 


■ 


フォルダについて 

フォルダ名は、 「100 EOS 5 D 」 のように先頭3桁の数字（フォルダ番号）と、5文字 
の英数字で構成されています。1つのフォルダには、画像が最大9999枚保存され 
ます（画像番号0〇〇1〜9999)。フォルダ内の画像がいっぱいになると、番号が1 
つ繰り上がったフォルダが自動的に作成されます。また、強制リセット （ P .155) 
を行ったときもフォルダが自動的に作成されます。フォルダは100〜999まで作成 
することができます。 


バソコンを使ったフォルダ作成 

カードを開いたところに 「 DCIM 」 という名前のフォルダを作ります。次に DCIM 
フォルダを開いたところに、画像を記録するフォルダを必要な数だけ作ります。フォ 
ルダ名は、 riOOABC_Dj のように、必ず100〜999までの3桁の番号に続けて、5 
文字の英数字を付けます。使用できる文字は、半角アルファベット A 〜 Z (大文字、 
小文字混在可)、半角の「_」（アンダーパー)、および数字です。スペースは使用で 
きません。また、同じフォルダ番号（例： 100 ABC _ D 、 1 00 W _ XYZ ) を付けた 
ときも、カメラがフォルダを認識できません。 
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MENU 


ファイル名を変更する 


ファイル名は、先頭4文字の英数字、4桁の画像 
番号 （ p .154)、 拡張子で構成されています。先頭日日 0001 JPG 

4文字の初期設定は、工場出荷時に決められた、力 - 

メラ固有の英数字になっていますが、これを任意 
に変更することができます。 

ユーザー設定1は、任意の4文字を登録することができます。ユーザー設 
定2は、任意の3文字を登録して撮影すると、先頭から4文字目に画像サイ 
ズが自動的に付加されます。 


ファイル名の登録•変更 




[ファイル名の設定]を選ぶ 

• [ VI ] タブの [ファイル名の設定] を選び、 

〈@>を押します。 

[ユーザー設定の変更]を選ぶ 

• <〇> を回して [ユーザー設定*の変更] を 
選び、く®〉を押します。 

任意の英数字を入力する 

• ユーザー設定1は4文字、ユーザー設定 
2は3文字入力します。 

• <1> ボタンを押して、不要な文字を消 
ムしよ d 〇 

• 〈回〉ボタンを押すと、文字パレツトの 
枠に色が付き、文字入力ができるように 
なります。 

• <〇/|^>または〈糸〉を操作して口 
を移動し、希望する文字を選び、く©〉 
を押すと入力されます。 
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EMQ ファイル名を変更する 


4終了する 

• 所定の文字数を入力し、 〈 MENU 〉 ボタン 
を押します。 

岭登録したファイル名が保存され、手順2 
の画面に戻ります。 


1フ P イル名棚淀 1 

「ファ偏 

BE3B 

] 

IMG+S ■サイス 

カメう酉有設定 

B£3B 

ユーザー卿 

1 3 -ザ-脑 

5DM3 

IMG+ 画摩サイズ I 


imm 


設定内容 


登録したファイル名を選ぶ 

• 〈〇>を回して [ファイル名] を選び、く©〉 
を押します。 

• <〇>を回して登録したファイル名を選 
び、〈©>を押します。 

• ユーザー設定2に登録したときは、「(登 
録した3文字） *_ + 画像サイズ」を選び 


ます。 


0 ユーザー設定 2 について 

ユーザー設定2で登録した「***+画像サイズ」を選択して撮影すると、そのとき 
設定されていた記録画質 （1 文字）が、ファイル名の先頭から4文字目に自動的 
に付加されます。付加される文字の意味は次のとおりです。 

r***Lj = 廬 1_ 、 Ml, m 「 ***M 」 =JM 、 JM、MB 

「 ***S 」 =1S1 、 JS1、SB r***Tj = S2 
「林 * U 」 =S3 

パソコンに画像を取り込んだときに、自動付加された4文字目を読み取ることで、 
画像を開かずに画像サイズを判別することができます。なお、 RAW 画像 、 JPEG 
画像は、拡張子から判別することができます。 

〇「_」（アンダーパー）を1文字目に指定することはできません。 

0 • 拡張子は、 JPEG 画像は 「. JPG 」、 RAW 画像は 「. CR 2」、 動画弍 「. MOV 」 に 
なります。 

• ユーザー設定2で動画を撮影すると、ファイル名の先頭から4文字目が「_」 
(アンダーパー）になります。 
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MENU 


画像番号の付け方を設定する _ 


4桁の画像番号は、フィルムのコマ番号に相当す 

るもので、撮影した順に〇0〇1〜9999の画像番“ 列彳 BE 3 B 0001 JPG 

号が付けられ、1つのフォルダに保存されます。画 - 

像番号は、用途に応じて番号の付け方を変えること 
ができます。 



[画像番号]を選ぶ 

⑩[ VI ]タブの[画像番号]を選び、〈©> 
を押します。 


画像番号の付け方を選ぶ 

• <〇> を回して内容を選び、〈©>を押 
します。 


通し番号 

カード交換やフォ)レダ作成を行っても連番で保存したいとき 

力ード交換やフォルダ作成、 力ー ドの変更（例： Q ]-[ D ) を行っても、画 
像番号9999の画像ができるまで、連続した番号が付けられ、保存されま 
す。複数のカード、またはフォルダにまたがった0001〜9999までの画像 
を、パソコンで1つのフォルダにまとめて保存したいときなどに有効です。 

ただし、交換•変更したカードや、作成したフォルダにすでに画像が保存 
されているときは、その画像に付けられた番号の続き番号になることがあり 
ます。画像を通し番号で保存したいときは、初期化したカードを使用してく 
ださい。 


カードを交換 • 変更した場合 フォルダを作成した場合 


f 力ード A ( m)i f 力ード巳（卽1 ( 力ード a 



続ぎの画像番号 
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EMD 画像番号の付け方を設定する 


オートリセット 

カード交換やフォルダ作成で、画像番号を0001にしたいとき 

力ード交換やフォルダ作成、力ードの変更（例： m -( D ) を行うと、画 
像番号0001から順に番号が付けられ、保存されます。カード単位、または 
フォルダ単位で画像を分類したいときなどに有効です。 

ただし、交換•変更したカードや、作成したフォルダにすでに画像が保存 
されているときは、その画像に付けられた番号の続き番号になることがあり 
ます。0001から順に保存したいときは、初期化した力ードを使用してくだ 
さい。 

カードを交換 • 変更した場合 フォルダを作成した場合 


<力_ド A ( m)l 力ード巳（卽) ( 力ード a 



画像番号リセット 


強制リセツト 


任意に画像番号を0001にしたり、新しいフォルダで画像番号0001から撮 
影したいとき 

この操作を行うと、自動的に新しいフォルダが作られ、そのフォルダに画 
像番号0001から順に番号が付けられ、保存されます。 

前の日に撮影した画像と、今日撮影する画像を別々のフォルダに保存した 
いときなどに有効です。操作を行ったあとは、通し番号、またはオートリ 
セツトの設定に戻ります（強制リセットの確認表示は行われません)。 


^フォルダ番号999のフォルダに画像番号9999の画像が保存されると、力ードに 
空き容量があっても撮影できなくなります。力ードの交換を促すメッセージが表 
示されますので、新しいカードに交換してください。 
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MENU 


著作権情報を設定する. 


著作権情報の設定を行うと、その内容が Exif (イグジフ）情報として画像 
に記録されます。 


カスタム讲影芒ード （ ci - ca ) 
カメラ!^™ ft ； 


ファームウ: t ア OVer - 100 



作成 t 名入力 
XXKXXr XXKKxj 


3 


§-_/：： !7〇 E] 001234567 S9 
abcdEfghi jklmnapqrstiJvN^z 
ABCOEFGHIJKLMMPPQRSTLVVXY? 

1133キヤンセル grum ok 


[著作権情報]を選ぶ 

_ [ V 4] タブの [著作権情報] を選び、<@> 
を押します。 


設定する項目を選ぶ 

• <〇> を回して [作成者名入力] または [著 
作権者名入力] を選び、<@>を押します。 


文字を入力する 

• 〈回〉ボタンを押すと、文字パレツトの 
枠に色が付き、文字入力ができるように 
なります。 

• <〇/|^>または〈糸〉を操作して口 
を移動し、希望する文字を選び、く©〉 
を押すと入力されます。 

• 最大63文字入力することができます。 

• 〈1〉ボタンを押すと、1文字消去され 
ます。 


4設定を終了する 

• 文字の入力が終わったら、 〈 MENU 〉 ボタ 
ンを押します。 

設定した内容が保存され、手順2の画面 
に戻ります。 
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iMig 著作権情報を設定する ■ 


著作権情報の確認 



前ページの手順2で [著作権请報の表示] を 
選ぶと、入力した [作成者][著作権者] の情 
報を確認することができます。 


著作権情報の消去 

手順2で [著作権情報の消去] を選ぶと、 [作成者][著作権者] の情報が消去さ ■ 
れます。 


S 付属ソフトウェアの EOS Utility ( p .394) から、著作権情報を設定•確認する 
こともできます。 
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MENU 


色空間を設定する® 


再現できる色の範囲（色域特性）のことを、色空間といいます。このカメ 
ラでは、撮影する画像の色空間を sRGB (エスアールジービ _) 、 Adobe 
RGB (アドビアールジービ ー） から選ぶことができます。なお、一般的な 
撮影のときは、 sRGB をおすすめします。 

<( aj + > モードでは、 sRGB に自動設定されます。 


$ [色空間]を選ぶ 

• [02] タブの [色空間] を選び、く©〉 
を押します。 



色空間を設定する 

• [sRGB] または [Adobe 

<©) を押します。 


RGB] を選び、 


Adobe RGB について 

主に商用印刷などの業務用途で使用します。画像処理と Adobe RGB 、 
DCF 2.0 (Exit 2.21 以上）についての知識がない方にはおすすめできませ 
ん。 sRGB のパソコン環境や、 DCF 2.0 (Exif 2.21 以上）に対応していな 
いプリンターでは、とても控えめな感じに仕上がるため、撮影後、パソコン 
のソフトウェアなどで画像処理を行う必要があります。 


BI • 色空間を Adobe RGB に設定して撮影した静止画才、ファイル名の先頭文字が 
「_」（アンダーパー）になります。 

• ICC プ□ファイルは付加されません。 ICC プ□ファイルについては、ソフトウェ 
ア使用説明書 （ CD - ROM / p .396) を参照してください。 
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撮影目的にあわせた 
応用撮影 


P / Tv / Av / M/B の撮影モードで 
は、シャッター速度や絞り数値を選択 
したり、露出を自分の好みに変えるな 
ど、カメラの設定を思いどおりに変え 
ることで、さまざまな撮影ができます。 


• ページタイトル右のは、モードダイヤルが 〈 P / Tv / Av / 
M / B ) のときに使用できる機能であることを示しています。 

* <( Aj + > モードでは使用できない機能です。 

• シャッターボタンを半押ししたあとで指を離しても、タイマー 
の働きにより、ファインダー内と表示ノ V ° ネルに露出値が4秒間 
(64) 表示されます。 

• 各撮影モードで設定できる機能は、346ページを参照してくだ 
さい0 



L gp > あらかじめ < LOCK ^> スイッチを左側にしてください。 









P ： プログラム AE 撮影 

被写体の明るさに応じて、カメラがシャッター速度と絞り数値を自動的に 
設定します。これをプ□グラム AE といいます。 

* < P > は 、 Program (プ□グラム）の略です。 

* AEUs Auto Exposure (才ートェクスポージヤ ー） の略で自動露出のことです。 



モードダイヤルを 〈 P 〉 にする 



ピントを合わせる 

• ファインダーをのぞいて、 AF フレーム 
を被写体に合わせ、シャッターボタンを 
半押しします。 

岭ピントが合うと、ファインダー内右下に 
合焦マーク〈籲〉が点灯します。 

(ワンシヨット AF 時） 

岭シャッター速度と絞り数値が自動的に 


決まり、ファインダー内と表示パネルに 


表 7 R されます。 




fiV 气 

^5 5.SD 

画 

ONE SHOT 


卿 B 

]E) 

□ 

■3..2. 


LAJ 

4™] 


表示を確認する 

• シャッター速度と絞り数値が点滅して 
いなければ、標準露出です。 


4撮影する 

• 構図を決め、シャッターボタンを全押し 
します。 
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P ： プ□グラム AE 撮影 





• シャッター速度の「30"」と小さな絞り数値が点滅すると 
きは、被写体が暗すぎます。 

旧◦感度を上げるか、ストロボを使用してください。 

• シャッター速度の「8000」と大きな絞り数値が点滅すると 
きは、被写体が明るすぎます。 

旧◦感度を下げるか、減光用の ND フィルター（別売）を 
使用してください。 


0 〈 P 〉 と <(1 j + 〉 モードの違いについて 

< tAj + > モードでは、失敗を防ぐために、 AF モードや測光モードなど、多くの機能 
が自動的に設定され、変更できる機能が限定されています。それに対して 〈 P > 
モードでは、自動的に設定されるのはシャッター速度と絞り数値だけで、 AF モー 
ドや測光モードなどの機能を自由に設定することができます （ P .346)。 

プ□グラムシフトについて 

• プ□グラム AE のときは、自動的に設定されたシャッター速度と絞り数値の組 
み合わせ（プ□グラム）を、同じ露出のままで自由に変えることができます。 
これをプ□グラムシフトといいます。 

• プ□グラムシフトは、シャッターボタンを半押ししてから、希望するシャッ 
夕一速度、または絞り数値が表示されるまで<@>を回します。 

拳プ□グラムシフトは、撮影すると自動的に解除されます。 

拳スト□ボを使用したときは、プ□グラムシフトはできません。 
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Tv : シャッター速度を決めて撮る 

シャッター速度を設定すると、被写体の明るさに応じてカメラが標準露出 
に必要な絞り数値を自動的に設定します。これをシャッター優先 AE といい 
ます。シャッター速度を速くすると、動きの速い被写体の瞬間をとらえるこ 
とができます。逆にシャッター速度を遅くすると、流動感を表現することが 
できます。 

*〈 Tv > は、 Time value (タイムバリュー）の略で時間量のことです。 




流動感のある写真 
(遅いシャッター速度： 1/30 秒) 


動きを止めた写真 

(速いシャッター速度：1/2000秒) 



モードダイヤルを 〈 Tv 〉 にする 


シャッター速度を設定する 

• 表示パネルを見ながら〈@>を回しま 
す0 


3ピントを合わせる 

• シャッターボタンを半押しします。 
岭絞り数値が自動的に決まります。 



4 


表示を確認して撮影する 

• 絞り数値が点滅していなければ標準露 


出です。 
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Tv : シャッター速度を決めて撮る 


小さな絞り数値が点滅するときは、露出アンダー（露出不 
足）です。 

絞り数値の点滅が止まるまで〈忽〇を回してシャッター速 
度を遅くするか、 ISO 感度を上げます。 

大きな絞り数値が点滅するときは、露出オーバー（露出過 
度）です。 

絞り数値の点滅が止まるまで〈@>を回してシャッター速 
度を速くするか、 ISO 感度を下げます。 

51シャッター速度の表示 

「8000」から「4」までは分数の分母を表しています。例えば「125」は 1/125 秒 
を表しています。また、「0"5」は 0.5 秒を、「15"」は 15 秒を表しています。 

■ 
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Av : 絞り数値を決めて撮る 

絞り数値を設定すると、被写体の明るさに応じてカメラが標準露出に必要 
なシャッター速度を自動的に設定します。これを絞り優先 AE といいます。 
絞り数値を大きくする（絞りを閉じる）と、ピントの合う範囲が前後に広く 
なります。逆に絞り数値を小さくする（絞りを開く）と、ピントの合う範囲 
が狭くなります。 

* < Av > は 、 Aperture value (アパーチヤーバリュ ー） の略で開口量のことです。 



背景をぼかした写真 背景にもピントが合った写真 

(小さい絞り数値： F 5.6) (大きい絞り数値： F 32) 



3ピントを合わせる 

• シャッターボタンを半押しします。 

岭シャッター速度が自動的に決まります。 




表示を確認して撮影する 

• シャッター速度が点滅していなければ 
標準露出です。 
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Av : 絞り数値を決めて撮る 


◎ 




シャッター速度の「 30 "」が点滅するときは、露出アンダ— 
(露出不足）です。 

シャッター 速度の点滅が止まる まで〈^〉 を回して絞り数 
値を小さくする（絞りを開く）か、 ISO 感度を上げます。 




シャッター速度の「8000」が点滅するときは、露出オーバー 
(露出過度）です。 

シャッター速度の点滅が止まるまで〈1^>を回して絞り数 
値を大きくする（絞りを閉じる）か、 IS ◦感度を下げます。 


S 絞り数値の表示 

数値が大きくなるほど、レンズの絞り径は小さくなります。表示される絞り数値 
はレンズによって異なります。カメラにレンズが付いていないときは、表示が 
「00」になります。 


■ 


ピントの合う範囲を確認する ®SD 

レンズの絞りは、撮影する瞬間だけ絞りの大きさ（開口量）が変わり、撮 
影しない状態では、絞りが開いた状態になっています。そのため、ファイン 
ダーやライブビュー映像で見えるピントの合う範囲は、常に狭く（浅く） 
なっています。 



絞り込みボタンを押すと、そのとき設定 
されている絞り数値でレンズの絞り込みが 
行われ、実際にピントの合う範囲（被写界 
深度）を確認することができます。 


0 •絞り数値が大きいほど、ピントの合う範囲は前後に広くなりますが、フアイ 
ンダーは暗くなります。 

• ライブビュー映像を見ながら絞り数値を変えて、絞り込みボタンを押すと、被 
写界深度の効果がよくわかります （ P .198)。 

• 絞り込みボタンを押すと、露出が固定された （ AE □ック）状態になります。 
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M : 露出を自分で決めて撮る 

自分でシャッター速度や絞り数値を決めて撮影するときに設定します。露 
出は、ファインダー内の露出レベル表示を参考にしたり、市販の露出計を利 
用して自分で任意に決めます。これをマニュアル露出といいます。 

*〈 M 〉 は 、 Manual (マニュアル）の略です。 




EDO & 侧3〕 

ONE SHOT 

-3..2. 

iso j：f d) 

□ 

>l™l 


モードダイヤルを 〈 M 〉 にする 


シャッター速度と絞り数値を設定する 

• シャッター速度は、〈忽〇を回して設定 
します。 

• 絞り数値は、〈〇> を回して設定します。 
• 設定できないときは、 〈 L 0 CK _> スイッ 
チを左側にしてから〈忽1>または〈◎> 
を回します。 


標準露出指標 3 


露出レベル マーク 


ピントを合わせる 

• シャッターボタンを半押しします。 

岭ファインダー内と表示パネルに露出値 
が表示されます。 

• 露出レベルマーク〈_>で、標準露出か 
らどのくらいずれているか、確認するこ 
とができます。 



/ 6£3 SSUSSB) 

ONE SHOT 

3..2. 

ISO ,nn OJ H) 

□ 

囹 


4 


露出を決めて撮影する 

#露出レベル表示を確認し、任意のシャツ 
ター速度、絞り数値を設定します。 

• 標準露出から±3段を超えるときは、露 
出レベル表示の端が〈〇または〈卜〉の 
表 7 R になります0 


^ ISO オート設定時は、設定したシャッター速度と絞り数値に対して標準露出にな 
るように IS ◦感度が変動するため、意図した露出で撮影できないことがあります。 
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匚®]測光モードの選択 ■ 


QI • [02: オートライティングオプティマイザ] で [マニュアル露出時は OFF ] の 〈 vO を外 

すと、 〈 M 〉 モードでもオートライティングオプティマイザ機能が設定できる 
ようになります （ P .142)。 

• ISO オート設定時に <*> ボタンを押すと、 ISO 感度を固定（ロック）するこ 
とができます。 

• <*> ボタンを押して構図を変えると、〈*>ボタンを押したときとの露出差 
を露出レベル表示 （ p .22、23) で確認することができます。 


[®] 測光モードの選択 ® 

被写体の明るさを測る機能の特性を4種類の中から選ぶことができます。 
<[ Af > モードでは、評価測光に自動設定されます。 



11 〈囹 ’ WB 〉 ポタンを押す （る 6) 

測光モードを選ぶ 

• 表示パネルを見ながら〈@>を回しま 
す。 

匚®]: 評価測光 

匚〇]: 部分測光 

[•] :スポット測光 

匚]: 中央部重点平均測光 



111 


囹評価測光 

逆光撮影を含む一般的な撮影に適しています。撮影 
シーンに応じてカメラが露出を自動補正します。 


[ C ] 部分測光 

逆光などで被写体の周辺に強い光があるときに有効 
です。ファインダー中央部の約6.2%の範囲を測光し 
ます。 
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匚®]測光モードの選択 ■ 


[•] スポット測光 

被写体の特定の部分を測光するとぎに有効です。 
フアインダー中央部の約1.5%の範囲を測光します。 


[] 中央部重点平均測光 

ファインダー中央部に重点を置いて、画面全体を平 
均的に測光します。 


S 1<[•]> 設定時に、ファインダー内に〈①〉を表示することができます （ p .318)。 
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自分の好みに露出を補正する ■ 

カメラが決めた標準的な露出に対して、明るめ（プラス補正）にしたり、 
暗め（マイナス補正）にして撮影することを露出補正といいます。 

P / Tv/Av モードのときに露出補正を行うことができます。補正できる 
範圆よ1/3段ステップ±5段ですが、ファインダー内と表示パネ;レの露出補 
正表示は±3段までです。±3段を超える設定は、クイック設定 （ P .49) 、 
または次べージの [ 02 : 露出補正/ AEB 設定] で行ってください。 


\露出表示を確認する 

• シャッターボタンを半押しして4)、 
露出レベル表示を確認します。 


明るく（プラス）補正 j 補正量を設定する 

• ファインダー内、または表示パネルを見 
ながら〈◎>を回します。 

• 設定できないときは、 〈 L 0 CK _〉 スイッ 
チを左側にしてから〈◎>を回します。 



暗く（マイナス）補正 



撮影する 

• 露出補正を解除するときは、補正量の設 
定を〈〗> の位置に戻します。 


^ [02: オートライティングオプティマイザ] ( p .142) が、 [しない] 以外に設定されて 
いるときは、暗めにする露出補正を行っても、明るく撮影されることがあります。 

01 • 設定した補正量は、電源スイッチを <0 FF > にしても記憶されています。 

• 補正量を設定してから 〈 LOCKk 〉 スイッチを右側にすると、補正量が不用意 
に変わることを防止することができます。 

• 露出補正量が ±3 段を超えるときは、露出レベル表示の端が〈◊または〈►> 
表示になります。 
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%露出を自動的に変えて撮る/ AEB 撮影® ■ 

1/3段ステップ±3段の範囲で、自動的にシャッター速度、または絞り数 
値を変えながら3枚の画像を撮影することができます。これを AEB 撮影とい 
います 0 * AE 巳は 、 Auto Exposure Bracketing (才ートエクスポージャーブラ ケ 
テイング）の略です。 



[露出補正/ AEB 設定]を選ぶ 
⑩ [02] タブの [露出補正/ AEB 設定] を選 

び、く©〉を押します。 


I 霾出埔正 / aeb 設定 I 


明る< 


1.14 

S I 

# 

1 "^：- a 


C 310 K 


AE 巳レべ J レ 


AEB レベルを設定する 

• <^>を回して AEB レベルを設定しま 
す。〈〇> を回すと露出補正量が設定で 
ぎます。 

• 〈©>を押すと設定されます。 

岭メニューを終了すると、表示パネルに 
<%>と AEB レベルが表示されます。 



3 EU [謂 

ONE SHOT 

■3..2. 

iso jnn KjJ a 

■: i . 2t3 L 

□ 


撮影する 

• 設定しているドライブモードに従って、 
標準露出—マイナス補正—プラス補正 
の順に撮影されます。 

• AEB 撮影は自動解除されません。解除す 


るときは、手順2の操作で AEB レベルの 


表示を消します。 


0 • AEB 撮影中は、ファインダー内の〈*>と表示パネルのく％〉が点滅します。 
• ドライブモードが〈口〉〈ロリのときは、3回撮影してください。 〈 Qjih 〉 
< Qji > < QiS > のときは、シャッターボタンを全押ししたままにすると、3枚 
連続撮影して自動的に停止します。 < f ( S )> 〈|の 2 〉のときは、1◦秒後または 
2秒後に3枚連続撮影されます。 

• 露出補正と組み合わせて、 AEB 撮影を行うこともできます。 

參 AEB レベルが±3段を超えるときは、露出レベル表示の端が〈〇または〈►> 
表示になります。 

• バルブ撮影時、およびスト□ボ使用時は、 AEB 撮影できません。 

• 電源スイッチ 〈 OFF 〉、 ストロボ充電完了で、 AEB 設定が自動解除されます。 
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关露出を固定して撮る/ AE ロック撮影® — 

ピントと露出を別々に決めたいときや、同じ露出で何枚も撮影するときに 
使用します。〈*>ボタンを押して露出を固定したあと、構図を変えて撮影 
します。これを AE □ック撮影といいます。逆光下の撮影などで有効です。 

\ピントを合わせる 

• シャッターボタンを半押しします。 

岭露出値が表示されます。 

2 <*> ポタンを押す （念 4) 

岭ファインダー内に〈*>が表示され、露 
出が固定 （ AE ロック）されます。 

• <*> ボタンを押すたびに、そのときの 
露出が AE □ックされます。 


構図を決めて撮影する 

• 連続して AE □ック撮影をするときは、 
<*> ボタンを押しながら、シャッター 
ボタンを押します。 


AE ロックの効果 



測光モード 

AF フレーム 選択 （ p .74) 

( P -167) 

自動選択 

任意選択 


ピントを合わせた AF フレームを 

選択されている AF フレームを中 

中心にした露出値で AE □ック 

心にした露出値で AE □ック 

匚 c ] H [] 

中央の AF フレームを中心にした露出値で AE □ック 


レンズの フォーカ スモードスイッチが <MF> のとき は、 中央の AF フレームを 中心に 
した露出値で AE ロックされます。 


0バルブ撮影時は、 AE □ックできません。 
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B : 長時間露光（バルブ）撮影— 

シャッターボタンを押している間、シャッターが開いたままになり、 
シャッターボタンから指を離すと閉じます。これをバルブ撮影といいます。 
夜景や花火、天体の撮影など長時間の露光が必要なときに設定します。 



モードダイヤルを 〈 B 〉 にする 


2 

3 


露光経過時間 



buih 1 /( E) 

ONE SHOT 


150 '-iOS ^ 0 

□ 

囹 

[ (™] 



絞り数値を設定する 

• 表示パネルを見ながら〈公> または 
<〇> を回します。 

撮影する 

• シャッターボタンを全押ししている間、 
露光が行われます。 

岭表示パネルに露光経過時間が表示され 
ます。 


^長時間のバルブ撮影を行うと、画像に含まれるノイズが多くなります。 

BI • [03: 長秒時露光のノイズ低減] を [自動][する] に設定すると、長秒露光時に発 
生するノイズを低減することができます （ P .144)。 

• バルブ撮影を行うときは、三脚とリモートスイッチ RS -80 N 3 (別売)、ま 
たはタイマーリモートコント□—ラー TC -80 N 3 (別売）の使用をおすすめ 
します （ p .185)。 

• リモコン（別売/ P .186) を使ってバルブ撮影を行うこともできます。リモ 
コンの送信ボタンを押すと、 （2 秒後またはすぐに）バルブ撮影が始まり、も 
う一度押すと終了します。 
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HDR:HDR (ハイダイナミックレンジ）撮影 ■ ■ 

白とびや黒つぶれを緩和した広ダイナミックレンジな写真や、絵画のよう 
な写真を撮影することができます。風景などの静物撮影に適しています。 

HDR 撮影では、1回の撮影で露出の異なる3枚の画像（標準露出/露出ア 
ンダー/露出オーバー）を撮影して、自動的に画像合成を行います。撮影し 
た HDR 画像は、 JPEG 画質で記録されます。 

* HDR は 、 High Dynamic Range (ハイダイナミックレンジ）の略です。 


HDR 撮影をする 



<[^>ポタンを押す 


HDR モードを選ぶ 


• <〇> を回して [ HDR ] を選び、 <©> 
を押します。 

岭 HDR モ_ドの画面が表示されます。 

[ D レンジ調整]を設定する 

• ダイナミックレンジの調整幅を選び、 
く®〉を押します。 

• [自動] を選ぶと、撮影画面全体の明暗差 
に応じて調整幅が自動設定されます。 

• 数値が大きいほどダイナミックレンジ 


HDFtt- ド 

効里 

けチ: 15 ル 1 


粒_1擇準 


グラフィック S 
臓調 

ビンテージ a 



が広い写真を撮影することができます。 
• HDR 撮影をやめるときは、 [ HDR オフ] を 
選びます。 

[仕上がり効果]を設定する 

• 仕上がり効果を選び、く©〉を押します。 



^ • AEB 、 WB ブラケティング、多重露出が設定されているときや、バルブ撮影、 
動画撮影時は、 HDR モードの設定はできません。 

• HDR 撮影時は、スト□ボは発光しません。 


173 
















HDR: HDR (ハイダイナミックレンジ）撮影 


仕上がり効果について 

• ナチュラル 

明暗差の大きいシーンで、通常は白飛びしてしまう部分や、黒くつぶ 
れてしまう部分の描写が補正され、白飛びや黒つぶれが緩和された写真 
になります。 

_絵画調標準 

[ナチュラル] よりも白とびや黒つぶれが緩和された写真になりますが、 
コントラストを抑えたフラットな階調のため、絵画のような仕上がりに 
なります。被写体の輪郭部分に明るい（または暗い）縁取りが付きます。 

• グラフィック調 

[絵画調標準] よりも鮮やかでありながら、コントラストを抑えたフラッ 
卜な階調で、グラフィックアートのような仕上がりになります。 

• 油彩調 

最も鮮やかで被写体の立体感を強調した、油絵のような仕上がりにな 
ります。 

• ビンテージ調 

鮮やかさと明るさを抑えながら、コントラストをさらに抑えたフラッ 
卜な階調で、色あせた古めかしい感じの仕上がりになります。被写体の 
輪郭部分に明るい（または暗い）縁取りが強めに付きます。 



絵画調標準 

グラフィック調 

油彩調 

ビンテージ調 

彩度 

標準 

局し、 

より局し、 

低い 

輪郭強調 

標準 

弱い 

強し、 

より強い 

明るさ 

標準 

標準 

標準 

暗い 

階調 

フラット 

フラット 

フラツト 

よりフラット 


51各仕上がり効果とも、設定されているピクチャースタイルを基本にした画像特性 
で撮影されます。 
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HDR: HDR (ハイダイナミックレンジ）撮影 1 ® 



[ HDR 撮影の継続]を設定する 

•[1 回で終了] または [繰り返し] を選び、 
<©) を押します。 

•[1 回で終了] を選んだときは、撮影が終 
了すると、 HDR 撮影が自動的に解除さ 
れます。 

• [繰り返し] を選んだときは、手順 3 で 
[HDR オフ] を選ぶまで HDR 撮影が続き 


ます。 



[画像位置自動調整]を設定する 

• 手持ち撮影を行うときは [する]、 三脚な 
どを使用するときは [しない] を選び、 
<©) を押します。 

保存する画像を指定する 

• 撮影した 3 枚の画像と、合成した HDR 画 
像を保存するときは、 [全画像] を選び、 
<©) を押します。 

• HDR 画像だけを保存するときは、 [HDR 
画像のみ] を選びく©〉を押します。 

撮影する 

• ファインダー撮影、ライブビュー撮影 
で、 HDR 撮影を行うことができます。 

峥表示パネルに 〈 HDR 〉 が表示されます。 

• シャッターボタンを全押しすると、 3 枚 
連続撮影され、 HDR 画像がカードに記 
録されます。 



^ • 拡張 ISO 感度で HDR 撮影を行うことはできません （ ISO 1〇◦〜256◦◦の範 
囲で HDR 撮影ができます)。 

• [画像位置自動調整] を [する] に設定して撮影したときは、 AF フレーム表示用の 
情報 （P.247)、 およびダストデリートデータ （p.291) は画像に付加されま 
せん。 
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HDR : HDR (ハイダイナミックレンジ）撮影 


^ • 三脚の使用をおすすめします。また、手持ち撮影をするときは、高速シャッ 
ターで撮影することをおすすめします。 

• 動いている被写体を撮影すると、被写体の移動が残像のように写るため、お 
すすめできません。静物撮影をおすすめします。 

# HDR 撮影はシャッター速度を自動的に変えて 3 枚の画像を撮影します。その 
ため、 Tv 、 M モードでも設定したシャッター速度を基準に、速度が変化しま 
す。 

參 手ブレを抑えるため、通常よりも ISO 感度が高く設定されることがあります。 

參 [画像位置自動調整] を [する] に設定して手持ち撮影を行うと、画像の周辺部分 
がわずかにトリミングされ、解像感が若干低下します。また、手ブレなどに 
より画像のズレ量が大きいと、自動位置合わせが行われないことがあります。 
なお、極端に明るい/暗い露出設定で撮影すると、自動位置合わせが適切に行 
われないことがあります。 

• [画像位置自動調整] を [しない] に設定して手持ち撮影を行うと、 3 枚の画像が 
ズレて、 HDR の効果が十分に得られないことがあります。 

• 格子模様、ストライプ模様のような繰り返しパターンや、画面全体が平坦で 
単調なときは、自動位置合わせが正常に行われないことがあります。 

• 空や白壁のようなシーンのグラデーションが滑らかに再現されなかったり、 
ムラやノイズが発生することがあります。 

• 蛍光灯や LED 電球などの光源下で HDR 撮影を行うと、照明されている部分が 
適切な色で再現されないことがあります。 

拳 HDR 撮影は撮影後に画像を合成するため、通常の撮影よりもカードに画像が 
記録されるまでの時間が長くなります。画像処理中は 「 BUSY 」 が表示され、 
処理が終わるまで次の撮影はできません。 

拳 HDR モードを設定したときは、メニュー画面にグレーで表示されている項目 
は設定できません。なお、 HDR モード設定時は、才ートライティングオプティ 
マイザが自動的に [しない] になります。 HDR モードを解除すると、元の設定 
に戻ります。 

BI • RAW 画質で撮影したときは、 HDR 画像は遽 L の画質で記録されます。 

RAW+JPEG 画質で撮影したときは、 HDR 画像は設定した JPEG 画質で記録 
されます。 

• [03: HDR モード] から設定することもできます。 
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m 多重露出撮影 1313 

複数の画像 （2 〜9枚）を重ね合わせた写真を撮影することができます。 
ライブビュー撮影 （ P .197) を併用すると、画像の重なり具合を確認しな 
がら撮影することができます。 



\ <[^>ポタンを押す 

多重露出を選ぶ 

• <〇> を回して [画] を選び、く©〉を 
押します。 


4多重露出の設定画面が表示されます。 


I 多匿 S 出 I 

多重 S 出嘬圯 

しない 


作 B (先 


脚敝，先 


[多重露出撮影]を設定する 

• [機能•操作優先] または [連続撮影優先] を 

選び、〈©>を押します。 

• 多重露出撮影をやめるときは、 [しない] 
を選びます。 



• 機能 • 操作優先 

画像の確認を行いながら、じっくり多重露出撮影を行いたいときに適 
しています。連続撮影時は連続撮影速度が大幅に遅くなります。 

_連続撮影優先 

動いている被写体を連続して重ね合わせるときに設定します。連続撮 
影することができますが、撮影途中に「メニュー画面の表示」「ライブ 
ビュー表示」「撮影直後の画像確認」「画像再生」「撮影のやり直し 
( P .182)」 はできません。 

また、撮影画像は多重露出画像のみ保存されます（多重露出画像を生 
成するために撮影した画像の保存はできません)。 


^ • WB ブラケティング、 HDR モードが設定されているときや、動画撮影時は、多 
重露出撮影の設定はできません。 

• [連続撮影優先] の設定でライブビュー撮影を行ったときは、1枚目を撮影する 
とライブビュー機能が自動的に終了します。2枚目以降はファインダーを見な 
がら撮影してください。 
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画]多重露出撮影 1301 


多 1 R 出 
多 is 出詞》 


—晒_ 

flW 平均 

mm) 

臟 ■ 


[多重露出制御]を設定する 

• 露出の重ね合わせ方を選び、〈©>を押 
します。 


• 加算 

撮影した画像の露出を加算して重ね合わせます。 [重ねる枚数] に応じ 
て、マイナス補正を行ってください。露出補正量の目安は以下のとおり 
です。 

重ねる枚数と露出補正量の目安 

「2枚： - 1段」「3枚：—1 .5 段」「4枚： —2 段」 


^ [機能•操作優先]+ [加算]の設定で撮影途中に表示される画像は、ノイズが多 
い状態で表示されることがありますが、設定した枚数の撮影が終わると、ノ 
イズ低減処理が行われ、撮影途中に表示されたときよりもノイズが少ない状 
態で多重露出画像が記録されます。 


• 加算平均 

[重ねる枚数] に応じて自動的にマイナス補正を行いながら、画像を重 
ね合わせます。なお、同じ構図で撮影したときは、被写体の背景が標準 
露出になるように自動露出制御が行われます。1枚ごとに露光量を変え 
たいときは [加算] を選びます。 


• 比較（明）/比較（暗） 

ベースになる画像と重ね合わせる画像を同じ位置で明るさ（暗さ）比 
較して、明るい（暗い）部分を残します。重なる色によっては、明るさ 
(暗さ）の割合に応じて、色が混ざり合うことがあります。 

5 [重ねる枚数]を設定する 

• <〇> を回して枚数を選び、く©〉を押 
します。 

• 2〜9枚の範囲で設定することができま 
す0 


多出 

I ねる校技 
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画]多重露出撮影 1301 



保存する画像を指定する 

• 重ね合わせる画像と、多重露出画像の両 
方を保存するときは、 [全画像] を選び 
く®〉を押します。 

• 多重露出画像だけを保存するときは、 
[多重画像のみ] を選びく©〉を押します。 


[多重露出撮影の継続]を設定する 

•[1 回で終了] または [繰り返し] を選び、 
<©) を押します。 

•[1 回で終了] を選んだときは、撮影が終 
了すると、多重露出撮影が自動的に解 
除されます。 

• [繰り返し] を選んだときは、手順3で [し 
ない] を選ぶまで多重露出撮影が続きま 


す0 




残り撮影枚数 


8 


1枚目を撮影する 

岭[機能•操作優先] 設定時は、撮影した画像 
が表示されます。 

岭 〈画]〉 が点滅します。 

•多重露出撮影の残り枚数は、ファイン 
ダー内または画面に表示される□内 
の数値で確認することができます。 

• < E > ボタンを押すと、撮影した画像を 
確認することができます （ P .182)。 


^ • オートライティングオプティマイザ、高輝度側•階調優先、周辺光量補正、色 
収差補正は、 [しない] 設定で撮影されます。 

• 記録画質、 ISO 感度、ピクチャースタイル、高感度撮影時のノイズ低減、色空 
間などは、1枚目と同じ設定で2枚目以降も撮影されます。 

• ピクチヤースタイルが [オート] に設定されているときは、 [スタンダード] で撮 
影されます。 
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画]多重露出撮影 1301 


2枚目以降を撮影する 

岭[機能•操作優先]設定時は、撮影した画像が重なって表示されます。 

• ライブビュー撮影のときは、そのときまでに撮影した画像が重なって 
表示されます。 〈 INFO .〉 ボタンを押すと、ライブビュー映像だけを表 
示することができます。 

• 設定した枚数を撮影すると、多重露出撮影が終了します。連続撮影時 
は、シャツターボタンを押し続けると、設定した枚数を連続撮影して 
停止します。 


^ • 多重露出撮影では、重ねる枚数が多いほど、ノイズ、色ムラ、縞が目立つよ 
うになります。また、 ISO 感度が高くなるほどノイズが増えるため、低 ISO 感 
度で撮影することをおすすめします。 

• [加算]設定時は、多重露出撮影を終了したときに画像処理に時間がかかりま 
す（アクセスランプが通常よりも長く点灯します)。 

• [機能•操作優先]+ [加算]の設定でライブビュー撮影を行ったときは、多重露 
出撮影終了時にライブビュー機能が自動的に終了します。 

• 手順 9 でライブビュー撮影時に重なって表示される画像の明るさやノイズな 
どは、最終的に記録される多重露出画像とは異なります。 

• [連続撮影優先]設定時は、設定した枚数の撮影が終わったらシャッターボタン 
から指を離してください。 

• 多重露出の設定を行ったあと、電源スイッチ 〈OFF〉、 電池交換を行うと、多 
重露出撮影が解除されます。 

• 撮影途中に撮影モードを〈ぽ>〈团/困/®〉にすると、多重露出撮影が終 
了します。 

• 多重露出を設定したときや、多重露出撮影中は、メニュー画面にグレーで表 
示されている項目は設定できません。 

• カメラにパソコン、またはプリンターを接続しているときは、多重露出撮影 
はできません。 

0 • [機能•操作優先]のときは、撮影途中で<0>ボタンを押すと、そのときまで 
に撮影した画像を確認したり、直前に撮影した画像を消去することができま 
す （ P .182)。 

• [03: 多重露出]から設定することもできます。 
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画]多重露出撮影 1301 


力ードに記録されている画像に重ね合わせる 

力ードに記録されている画像を1枚目に指定して、多重露出撮影を行うこ 
とができます。選択した画像の元画像はそのまま残ります。 

指定できるのは画像のみです。 MM / SIM 画像、および JPEG 画像 
は選択できません。 


多 1 S 出 

多 13 出檐能 ■ 揉作■先 

多电&±薄》 m 

wmm 3 

贼田％械存 全酣 

^ Mrn^oym ，回で終了 
i ねるを遇枳 


\ [重ねる画像を選択]を選ぶ 

• [重ねる画像を選択] を選び〈©>を押し 
よ9 〇 

岭 力ー ド内の画像が表示されます。 


画像を選ぶ 

• <〇> を回して、1枚目に設定する画像 
を選び、く®〉を押します。 

• <〇> を回して [0 K ] を選びます。 


4選択中の画像番号が、画面下に表示され 



よ9 〇 


撮影する 

• 画像を選択すると、残り撮影枚数は [重 
ねる枚数] で設定した枚数よりも1枚少な 
くなります。例えば、 [重ねる枚数] が 3 枚 
のときは、2枚撮影します。 


^ • 高輝度側 • 階調優先を [する] に設定して撮影した画像、アスぺクト比が3 : 
2以外の画像 （p.204)、 トリミング情報が付加された画像 （p.320) は、1 
枚目に指定できません。 

• オートライティングオプティマイザ、周辺光量補正、色収差補正は、1枚目に 
指定した Ml 画像の設定に関わらず、 [しない] 設定で撮影されます。 

參 ISO 感度、ピクチャースタイル、高感度撮影時のノイズ低減、色空間などは、 
1枚目に指定した画像と同じ設定で撮影されます。 

拳1枚目に指定した M) 画像のピクチャースタイルが [オート] のときは、 [スタ 
ンダード] で撮影されます。 

• 他のカメラで撮影した画像は選択できません。 
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画] 多重露出撮影 1301 


BI • 多重露出撮影を行った M ) 画像を選ぶこともできます。 
• [画像選択解除] を選ぶと、指定が解除されます。 


撮影途中の画像確認と画像消去について 

[機能•操作優先] 設定時に、設定した枚数 
の撮影が完了する前に〈0〉ボタンを押す 
と、撮影途中の（多重）画像が表示され、重 
なり具合や、露出などを確認することがで 
きます（[連続 撮影優先] 時不可)。 

この状態で〈1〉ボタンを押すと、撮影 
途中に操作できる項目が表示されます。 



項目 

内容 

亡前の画面に戻る 

項目を消して〈1〉ボタンを押す前の画面に戻ります。 

唑1枚戻る 

直前に撮影した画像を消去します（撮影のやり直し)。残り撮 
影枚数が1枚増えます。 

\ 3 保存して終了 

[撮影画像の保存：全画像] 設定時は、途中まで撮影した全画像 
と、多重露出画像を保存して終了します。 

[撮影画像の保存：多重画像のみ] 設定時は、多重露出画像だけを保 
存して終了します。 

泛保存しないで終了 

途中まで撮影した全画像を保存しないで終了します。 


^多重露出撮影中は、多重露出画像以外の再生はできません。 
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画]多重露出撮影 1301 


胃こんなときは 

• 記録画質に制限はありますか？ 

JPEG は全記録画質を選択できます。 MM / SM 1 のときは、多重露 
出画像は Ml で記録されます。 


記録画質設定 

重ね合わせる画像 

多重露出画像 

JPEG 

JPEG 

JPEG 




MHI/SH) 

MHi/SHi 

ESS 

國 + JPEG 

HI +JPEG 

HI +JPEG 

M n/s U + JPEG 

MH)/SH)+JPEG 

國 +JPEG 


• カードに記録されている画像に重ね合わせたい 

[重ねる画像を選択] で、多重露出1枚目の画像を選択することができま I 
す （ P .181) 。なお、カードに記録されている画像どうしを重ね合わせ 
ることはできません。 

• ライブビュー撮影でも多重露出ができますか？ 

[機能•操作優先] 設定時は、ライブビュー撮影でも多重露出を行うこと 
ができます （ P .197) 。ただし、 [04: アスペクト比] は [3:2] に固定 
されます。 

• 多重露出画像の画像番号はどうなりますか？ 

全画像を保存する設定のときは、多重露出画像を生成するために撮影 
した最終画像の続き番号で保存されます。 

• 多重露出撮影中にオートパワーオフ機能は作動しますか？ 

[ V 2: 才一トパワーオフ] が [しない] 以外に設定されているときは、オー 
トパワーオフで電源が自動的に切れるまでの時間が30分になります。 

オートパワーオフが働くと多重露出撮影が終了し、多重露出の設定も解 
除されます。 

なお、多重露出撮影を始める前は、カメラで設定した時間通りにオー 
トパワーオフが働き、多重露出の設定が解除されます。 
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K 7 ミラーアップ撮影 013 

セルフタイマー撮影や、リモートスイッチを使用した撮影でも、カメラブ 
レ防止に十分な効果がありますが、超望遠レンズを使用した撮影のときや、 
近接（マクロ）撮影のときに、機械的な振動（ミラーショック）が気になる 
ときは、ミラーアップ撮影という方法を使います。 


1[ミラーアップ撮影]を[する]に設定する 

• [。1]タブの [ミラーアップ撮影] を選び、 <©> を押します。 
• [する] を選び〈©>を押します。 

2ピントを合わせ、シャッターポタンを全押しする 

峥ミラーが上がり、表示パネルの〈<7> が点滅します。 

もう一度シャッターボタンを全押しする 

岭撮影が行われ、ミラーが下がります。 


^ • 晴天の真夏の海岸や、スキー場のように極端に明るいところでミラーアップ 
撮影を行うときは、ミラーアップ安定後、速やかに撮影してください。 

• レンズを太陽に向けないでください。太陽の熱でシャッター幕が焼けて損傷 
する恐れがあります。 

參バルブ撮影とセルフタイマーを併用してミラーアップ撮影を行うときは、 
シャッターボタンを全押しし続けてください（タイマー作動秒時+バルブ撮 
影時間)。タイマー作動中に、シャッターボタンから指を離すと、シャッター 
が切れたような音がしますが、実際は撮影されていません。 

春ミラーアップ中は、撮影機能の設定、メニュー操作などはできません。 

BI • ドライブモードが連続撮影に設定されていても、 1 枚撮影になります。 

• セルフタイマーを併用することもできます。 

• ミラーアップしてから3◦秒経過すると、ミラーが自動的に下がります。再度 
シャッターボタンを全押しすると、ミラーアップします。 

• ミラーアップ撮影を行うときは、三脚とリモートスイッチ RS -80 N 3 (別 
売)、またはタイマーリモートコント□—ラー TC -80 N 3 (別売）の使用を 
おすすめします （ P .185)。 

• リモコン（別売/ p .186) を併用することもできます。リモコンのスイッチ 
を「2秒後」に設定することをおすすめします。 
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アイピースカバーの使い方 

セルフタイマー撮影やバルブ撮影のときなど、ファインダーをのぞかずに 
撮影すると、ファインダーから入った光の影響で暗い写真になることがあり 
ます。このようなときは、ストラップに付いているアイビースカバー （ P .27) 
を使います。 

なお、ライブビュー撮影と動画撮影のときは、アイピースカバーを取り付 
ける必要はありません。 



アイカップを取り外す 

• アイカップの両脇をつまんだまま引き 
上げて取り外します。 



アイ ピースカバーを 取り付ける 

• ファインダー接眼部の溝に沿って、アイ 
ピースカバーを取り付けます。 



ft リモートスイッチ撮影 

リモートスイッチ RS -80 N 3 (別売）や、タイマーリモートコント□— 
ラー TC -80 N 3 (別売）など、 N 3 タイプの端子を備えた EOS 用アクセサ 
リーをカメラに取り付けて撮影することができます （ P .356)。 

アクセサリーの操作方法については、各アクセサリーの使用説明書を参照 
してください。 
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端子カバーを開ける 

リモコン端子にブラグを取り付ける 

• 図のように取り付けます。 

• 取り外すときは、プラグの銀色の部分を 


つまんで引き抜きます。 
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f ■」 モコン撮影 



リモートコント□—ラー RC -6 (別売）を使用すると、 
カメラから最大約 5 m 離れてリモコン撮影することがで 
きます。「すぐに撮影」と「2秒後撮影」ができます。 

リモートコント□—ラー RC -1 と RC -5 を使用するこ 
とちできます。 


\ピントを合わせる 


^レンズのフォーカスモードスイツチを 
< MF > にする 

• < AF > で撮影することもできます。 
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( AF - DRIVE ) ポタンを押す（る 6) 


セルフタイマーを選ぶ 

• 表示パネルを見ながら〈〇> を回して、 
<| Ci )> または 〈 f 公2> を選びます。 


リモコンの送信ポタンを押す 

• リモコンの送信部をカメラの受信部に 
向けて、送信ボタンを押します。 

岭セルフタイマーランプが点灯して撮影 
されます。 


^蛍光灯や LED 電球などが近くにあると、光源の影響でカメラが誤作動して、意図 
せずにシャッターが切れることがあります。できるだけカメラを光源から離して 
ください。 
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ストロボ撮影 


この章では、 EOS 用の EX スピードライト（別売）や、汎用スト 
□ボを使った撮影方法、カメラのメニュー画面からスト□ボの機 
能を設定する方法について説明しています。 
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令ストロボを使った撮影 

EOS 用 EX シリーズスピードライト 

EX スピードライト（別売）を使用すると、スト□ボなしの撮影と同じ感 
覚で、簡単にスト□ボ撮影を行うことができます。 

操作方法については、 EX スピードライトの使用説明書を参照してくださ 

い。なお、このカメラは、 EX スピードライトの全機能が使用できる、 A 夕 
イプカメラに属しています。 

カメラのメニュー画面から、ストロボの機能や、スト□ボのカスタム機能 
を設定する方法については、191〜196ページを参照してください。 

，他^ 

クリップオンタイプスト□ポ マクロスト□ボ 


• FE □ック 

被写体の任意の部分に適正調光させるスト□ボ撮影方法です。被写体 
をファインダーの中央に置いて、カメラの < M - Fn > ボタンを押してから 
撮影します。 

• スト□ポ調光補正 

露出補正と同じ感覚で、スト□ボの発光量を調整することができま 
す。補正できる範囲は、1/3段ステップ±3段です。 

カメラの OSO - E 0) ボタンを押したあと、ファインダー内、または表 
示パネルを見ながら〈〇〉を回します。 


^ [02: オートライティングオプティマイザ] ( p .142) が [しない] 以外に言受定されてい 
るときは、暗めにする調光補正を行っても、明るく撮影されることがあります。 

0 AF でピントが合わせにくいときは、必要に応じて EOS 用外部ストロボから AF 
補助光が自動投光されます。 
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h ストロボを使った撮影 


EX シリーズ以外のキヤノン製スピードライト 

• EZ/E/EG/ML/TL スピードライトを A-TTL または TTL 自動調光モー 
ドに設定して撮影すると、 常時フル発光します。 

カメラの撮影モードを 〈 M > (マニュアル露出)、または 〈 Av > (絞り優 
先 AE ) に設定して、絞り数値を変えて撮影してください。 

• マニュアル発光機能を搭載したスピードライト使用時は、マニュアル発 
光モードで撮影してください。 

汎用ストロボを使った撮影 

同調 シャッター 速度 

小型の汎用スト□ボは1/200秒以下で同調します。スタジオ用の大型ス 
卜□ボは、小型の汎用ストロボに比べ閃光時間が長く、機種により閃光時間 
が異なるため、1/60〜1/30秒程度を目安に、あらかじめストロボが正し 
<同調するかどうか、確認してから撮影してください。 


• シンク□端子を利用して、シンク□コー 
ド付きのスト□ボを使用することがで 
きます。端子には、コードの抜け落ちを 
防止するロックねじが付いています。 

• シンク□端子には極性はありません。シ 
ンク□コードの極性に関わらず、そのま 
ま使用することができます。 


シンク□端子について 



ライブビュー撮影時の注意 

汎用ストロボを使用してライブビュー撮影を行うときは、 [04:LV 静音撮 
影]を[しない]設定にしてください （P. 206)。[モード 1] [モード 2] に設定 
されていると、スト□ボが発光しません。 
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h スト□ボを使った撮影 


^ • 他社製の特定カメラ専用のスト□ボ、およびスト□ボ用付属品を使用すると、 
カメラが正常な機能を発揮しないばかりでなく、故障の原因になります。 

參シンク□端子に25 0 V 以上の電圧がかかるスト□ボを使用しないでくださ 
い0 

• 高圧スト□ボをアクセサリーシューに取り付けて使用しないでください。発 
光しないことがあります。 

B 1 アクセサリーシューとシンク□端子にそれぞれストロボを接続して、同時に使用 
することちできます。 
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MENU 


ストロボの機能を設定する 1 ® 


スト□ボ機能設定に対応した EX シリーズスピードライトを使用すると、 
カメラのメニュー画面から、ストロボの機能を設定したり、スト□ボのカス 
タム機能を設定することができます。 設定を行う前に、スト□ポをカメラに 
取り付け、スト□ポの電源を入れておきます。 

スト□ボの機能については、各スピードライトの使用説明書を参照してく 
ださい。 



画嵌の睹玖時間 

m 


電子音 

入 


力_ドなしレリース 


ON 

レンズ光学■正 



外 SB スト U ボ制卸 | 

5ラーアップ謙® 


OFF 


外部スト□ボ觸期 

スト□ボの発光 する 

E-TTL II 項光方式 評 01 光 

Av モート時のスト〇ポ届調速度 AUTO 
スト□ボ M 陡設定 
スト□ボ《能設定初期化 
スト D ボカスタム，晓設定 
スト□ボカスタム«能一括_険 


[外部ストロボ制御]を選ぶ 

• [^1] タブの [外部スト□ポ制御] を選び、 

<@>を押します。 

岭外部スト□ボ制御画面が表示されます。 


2項目を選ぶ 

• 設定する項目を選び、く®〉を押します。 



[スト□ポの発光] 



スト□ボ撮影を行うときは、 [する] に設 
定します。スト□ボの AF 補助光だけを利用 
したいときは、 [しない] に設定します。 


通常は、標準的なスト□ボ露出が得られ 
る [評価調光] に設定します。 [平均調光] に 
設定すると、測光領域全体を平均的に測光 
します。状況に応じてスト□ボ調光補正が 
必要です。上級者向けの設定です。 
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EUID スト□ボの機能を設定する ■ 


[ Av モード時のスト□ポ同調速度] 



絞り優先 AE ( Av ) モードでスト□ボ撮 
影を行うときのスト□ボ同調速度を設定す 
ることができます。 


• AUTO ： 自動 

明るさに応じてシャッター速度が1/200〜30秒の範囲で自動設定 
されます。八イスピードシンク□を行うこともできます。 

• = A :1/200- 1/60 秒自動 

暗い場所でシャッター速度が自動的に遅くならないようになります。 
被写体ブレや手ブレを防止したいときに有効です。ただし、被写体はス 
卜□ボ光により標準露出になりますが、被写体の背景が暗くなることが 
あります。 

• 1/200： 1/200秒固定 

シャッター速度が1/200秒に固定されるため、 [1/200-1/60 秒自動] 
よりも被写体ブレや手ブレを抑えることができます。ただし、暗い場所 
では [1/200-1/60 秒自動] よりも被写体の背景が暗くなります。 


^ [1/200- 1/60 秒自動] [1/200 秒固定] 設定時は、 〈 Av 〉 モードで八イスピードシン 
ク□を行うことはできません。 
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CMID スト□ポの機能を設定する ■ 


[スト□ポ機能設定] 

画面に表示される内容や設定できる項目は、スト□ポの機種や現在設定さ 
れているスト□ポの発光モード、スト□ポカスタム機能の設定状態などによ 
り異なります。 

使用するスト□ボが対応している機能については、スピードライトの使用 
説明書を参照してください。 


表示例 


ワイヤレス機能 



ストロボ機能設定 


発光モード- 

— ETTL OFF 誦 

-ズーム（照射角) 

シンク□設定- 


- FE 巳 


L 

-調光補正 


E-mrt 



• 発光モード 

撮影目的に応じて発光モードを選択します。 



[ E - TTLII ] は、ストロボの自動撮影がで 
きる、 EX シリーズスピードライトの標準的 
なモードです。 

[マニュアル発光] は、スト□ボの [発光量] 
を自分で決めて撮影するモードです。 

その他の発光モードについては、その発 
光モードに対応したスト□ボの使用説明書 
を参照してください。 
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EMD スト□ポの機能を設定する ■ 


ワイヤレス機能 


ワイヤレス： OFF 


• ズーム（照射角) 




電波通信、または光通信によるワイヤレ 
ス（多灯）スト□ボ撮影を行うことができ 
ます。詳しくは、ワイヤレススト□ボ撮影 
に対応したスピードライトの使用説明書を 
参照してください。 


ズーム機能を内蔵したスト□ボ使用時 
に、発光照射角を設定することができます。 
通常は、撮影レンズの焦点距離に応じて照 
射角をカメラが自動設定する [ AUTO ] に設 
定します。 


通常は、撮影開始直後にスト□ボが発光 
する[先幕シンクロ]に設定します。 


[後幕シンクロ]に設定すると、シャッターが閉じる直前にストロボが発光 
します。遅いシャッター速度と組み合わせると、走行中の車のライトなどの 
軌跡を自然な感じで写すことができます。なお、後幕シンク□では、シャッ 
ターボタンを全押ししたときと撮影終了直前の計2回、スト□ボが発光しま 
す。 

[八イスピード]に設定すると、すべてのシャッター速度でスト□ボ撮影を 
行うことができます。特に日中シンク□によるポートレート撮影を、絞りを 
優先して行いたいときに有効です。 
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EMD スト□ポの機能を設定する ■ 


⑩調光補正 




188ページの『スト□ボ調光補正』と同 
じ設定を行うことができます。 

詳しくは、ストロボの使用説明書を参照 
してください。 


スト□ボの発光量を自動的に変えながら 
3枚の撮影を行うことができます。 

詳しくは、 FE 巳 (Flash Exposure 
Bracketing ) に対応したスト□ボの使用 
説明書を参照してください。 


■ 


^後幕シンク□で撮影するときは、シャッター速度を1/25秒以下の遅い速度に設 
定してください。1/3◦秒以上の速い速度のときは、 [後幕シンクロ] に設定してい 
ても、自動的に先幕シンク□撮影になります。 

01 • [スト□ポ機能設定初期化] を選ぶと、設定した内容を初期状態に戻すことができ 
ます。 

• スト□ボ機能設定に対応していない EX スピードライト使用時は、 [スト□ポの発 
光] [ E-TTL II 調光方式]、 および [ストロボ機能設定] の [調光補正] のみ設定でき 
ます（一部の EX スピードライトでは、 [シンク□設定] も設定可能)。 

• スト□ボ側で調光補正を設定したときは、カメラ側から調光補正を行うこと 
はできません ( OSO - ES ) ボタン、ストロボ機能設定）。なお、同時に設定さ 
れているときは、スト□ボ側の設定が優先されます。 
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EUID スト□ボの機能を設定する ■ 


ストロポカスタム機能設定 


スト□ボのカスタム機能については、スピードライトの使用説明書を参照 
してください。 


外部スト□ボ關御 

スト□ポ©発光 する 

E-TTL II 項光方式 評面涓光 

Av モート時©スト〇ポ囿調速度 AUTG 
スト□ボ B 陡設定 
スト□ボ■能設初閉化 
スト□ボカスタム»除設定 
スト□ボカスタム，能一括!？除 


スト D ボカスタム機能設定 
soli 表示 

〇: メートル(啲表示 
1:フイー Mft 廊 


[1： 


[ストロボカスタム機能設定]を選ぶ 
• [ストロボカスタム機能設定] を選びく©〉を 
押します。 


機能を設定する 

• <〇> を回して番号を選び、〈©>を押 

0 cK 9 〇 

• <〇> を回して項目を選び、く©〉を押 
します。 


ストロポカスタム機能一括解除 

[スト□ポカスタム機能一括解除] を選ぶと、スト□ボに設定されているカスタ 
厶機能がすべて解除されます （[ C . Fn -〇〇:距離表示] を除く）。 


^ EX スピードライト使用時に、スト□ボカスタム機能の [調光方式] を [ TTL ] (自 
動調光）に設定したときは、常時フル発光します。 

51[外部スト□ポ制御] の画面から、ストロボのパーソナル機能 （ P . Fn ) の設定•解除 
はできません。スト□ボを直接操作して設定してください。 
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液晶モニターを見なが 5 
撮影する（ライプビュー撮影) 


カメラの液晶モニターに表示される 
映像を見ながら撮影することができま 
す。この撮影方法を「ライブビュー撮 
影」といいます。 

ライブビュー撮影/動画撮影スイッ 
チを 〈j〉 にすると、ライブビュー撮 
影ができるようになります。 

ライブビュー撮影は、被写体との距離が変わらない「静物撮影」 
に有効です。 

カメラを手に持って液晶モニターを見ながら撮影すると、手ブ 
レにより、鮮明な画像が得られないことがあります。そのような 
ときは、三脚などの使用をおすすめします。 



0リモートライブビュー撮影について 

付属ソフトウェアの EOS Utility (p.394) がインス!ルされたパソ 
コンにカメラを接続すると、パソコンの画面を見ながらリモート撮影す 
ることができます。詳しくは、ソフトウェア使用説明書 （ CD - ROM / 
P.396) を参照してください。 
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a 液晶モニターを見ながら撮影する 



ライブビュー撮影/動画撮影スイッチ 
を 〈 j 〉 にする 



ライブビュー映像を表示する 

• < s 滞?〉ボタンを押します。 

岭液晶モニターに映像が表示されます。 

暑ライブビュー映像は、実際の撮影結果に 
近い明るさで表示されます。 

ピントを合わせる 

• シャッターボタンを半押しすると、設定 
されている AF モード ( p .207) でピン 
卜合わせが行われます。 


撮影する 

• シャツターボタンを全押しします。 

岭撮影が行われ、液晶モニターに撮影した 
画像が表示されます。 

峥表示が終わると、自動的にライブビュー 
撮影に戻ります。 


•〈 s 甜?〉ボタンを押すとライブビュー撮影 
が終了します。 


BI • 映像の視野率は、約100% (記録画質 JPEG 遽 L 時）です。 

• 測光モードはライブビュー撮影用の評価測光に固定されます。 

• <P/Tv/Av/M/B> モードでは、絞り込みボタンを押すと、被写界深度を 
確認することができます。 

• 連続撮影時は、1枚目の露出で2枚目以降が撮影されます。 

• リモコン（別売/ p .186) を使ってライブビュー撮影を行うこともできます。 
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a 液晶 モニター を見ながら撮影する 


ライプビュー撮影ができないときは 


■ 〇' ： AF Z] % 〇 , * 

圓 ■■:: StliDOTHrLV Pune 

ライフビユ ー W 彰丨する 
し叫 


[。4: ライブビュー撮影] を [する] に設定 

します。 

〈匕+> モードでは、[な 2] に表示されま 
す0 


ライプビュー 撮影 時の 撮影 可能枚数の目安 [約•枚] 


温度 

常温(+23 〇 〇 

低温 （ o ° c ) 

撮影可能枚数 

200 

180 


• 上記の撮影可能枚数は、フル充電のバッテリーパック LP-E6 使用、 CIPA (カメラ 
映像機器工業会）の試験基準によります。 

• フル充電のバッテリーパック LP-E6 でライブビュー撮影できる時間は、常温 （+23 
° C ) :合計約1時間30分です。 

■ 


U 參ライブビュー撮影時は、レンズを太陽に向けないでください。太陽の熱で力 
メラの内部が損傷する恐れがあります。 

• ライブビュー撮影全般に関する注意事項は、215、216ページにまとめて記 
載しています。 

0 • ピント合わせは、 〈 AF -0 N 〉 ボタンで行うこともできます。 

拳スト□ボ撮影時は、シャッターが2回切れたような音がしますが、撮影枚数は 
1枚です。 

• カメラを操作しない状態が続くと、 [V2: オートパワーオフ] の設定時間で電源 
が自動的に切れます （ P.55 )。 なお、設定が [しない] のときは、 3 ◦分でライ 
ブビュー機能が自動的に終了します（電源は切れません)。 

• 付属のステレオ AV ケーブルや、別売の HDMI ケーブルを使用すると、ライブ 
ビュー映像をテレビに表示することができます （ p .268、 271)。 
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a 液晶モニターを見ながら撮影する 


情報表示について 


• ( INFO .) ボタンを押すと、押すたびに情報表示内容が切り換わります。 


AF モー ドー 
_ af 國： ライブモード 
• AF X :顔優先ライブモード 
- AF _3: クイックモード 


_オートライティングオプティマイザ 
一 Eye - Fi カード通信状態 
— AF フレーム（ライブモード) 



J 取影モート 


スト□ボ充電完了 


ヒストグラム 


GPS 接続表示 


FE 巳撮影 


拡大倍率 • 位置 


露出シミュ 
レー シヨン 


電池チェック 


ドライブモー 
ホワイトバラン“ 
ピクチャースタイル 
記録 • 再生カードー 
記録画質 
スト□ボ調光補正 
AE □ック 


シャッター速度 一 
HDR 撮影/多重露出撮影— 
絞り数値—— 
露出レベル表示 一 


1 -高輝度側 • 階調優先 
- AEB 撮影 
— ISO 感度 
一 電子コンパス 


一撮影可能枚数 


151 參ヒストグラムは、[露出 Simulation :する] (p.205) のときに表示することがで 
ぎます。 

• ( INFO .) ボタンを押すと、水準器を表示することができます （ P.60 )。 なお、 
AF モードが[: i ： ライブ モード] のときと、カメラとテレビを HDMI ケーブルで 
接続したときは、水準器は表示されません。 

• < H 1> が白く表示されているときは、実際の撮影結果に近い明るさでライブ 
ビュー映像が表示されています。 

• < SM 1> が点滅しているときは、低輝度、高輝度条件下で映像が適切な明るさ 
で表示されていないことを示しています。ただし、撮影を行うと、露出設定 
どおりに記録されます。 

• ストロボ使用時、バルブ設定時は、 〈 M > とヒストグラムが灰色で（参考） 
表示されます。なお、低輝度、高輝度条件下ではヒストグラムが適切に表示 
されないことがあります。 
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a 液晶モニターを見ながら撮影する 


ファイナルイメージシミュレーションについて 

ファイナルイメ ージシミュレーションは、ピクチャースタイルやホワイト 
バランスなどの効果をライブビュー映像で確認できる機能です。 

撮影時にライブビュー映像を表示すると、下記に示した機能の設定効果 
が、自動的に反映されて表示されます。 

ライブビュー撮影時のファイナルイメージシミュレーション機能 

• ピクチャースタイル 

* シャープネス、コントラスト、色の濃さ、色あいなどの全設定が反映されます。 
• ホワイトバランス 
•ホワイトバランス補正 
• 露出 ([露出 Simulation : する] 設定時） 

• 被写界深度（絞り込みボタン ON 時） 

• オートライティングオプティマイザ 
• 周辺光量補正 
• 高輝度側 • 階調優先 
• アスぺクト比（撮影範囲確認） 



撮影機能の設定 

ISO/ 豳 /AF/DRIVE/WB/EE/ ぶ:； 設定 

ライブビュー映像が表示された状態で <IS0-ea> / 〈 AF• DRIVE〉 / 
〈囹 WB 〉 / <EE> / <[^>ボタンを押すと、液晶モニターに設定画面が 
表示され、 〈@> または〈〇 > で撮影機能の設定を行うことができます。 

af_3 設定時に〈囝> ボタンを押すと、測距エリア選択モードと、 AF フ 
レームを選択することができます。操作方法は、ファインダー撮影時と同じ 
です。なお、 〈[®]> 測光モードは設定できません。 

回 クイック設定 

ライブビュー映像が表示された状態で〈回〉ボタンを押すと、オートラ 
イティングオプティマイザ、カード選択、記録機能、記録画質の設定を行う 
ことができます。 

〈回〉ポタンを押す 

岭設定できる項目が表示されます。 


機能を選んで設定する 

• 〈糸〉で機能を選びます。 

岭選んだ機能の設定内容が、画面下側に表 
示されます。 

• 〈◎>または〈怒〇を回して設定します。 
• 記録機能の設定を行うときは、く®〉を 
押したあと〈〇>〈1^>を回して設定 
します。 
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MENU 


メニュー機能の設定 


I a AF .ZJ 

■■■» 

%■.空.食 I 

St«OOT4:mufic 

1 ライブヒユする 

AF モード 

ライプモード 

グリッド 

表ホし如 

アスペクト比 

3:2 

StESImuiatlor 

する 

LV|f 盲》影 

t- ド t 

滿光タイマー 



ライブビュー撮影特有の機能設定につい 
て説明します。メニューの[。4]タブで 
表示される各項目の内容は、203〜206 
ページのとおりです。〈(!？>モードでは、 
[02] に表示されます。 

このメニュー画面で設定できる機能は、 
ライブビュー撮影時のみ有効です。フアイ 
ンダー撮影時は無効になります。 


• ライブビュー撮影 

ライブビュー撮影 [する][しない] を選択することができます。 

• AF モード 

[ライブモード] ( P . 207)、[: i ： ライブモード] ( p .208)、 [クイックモード] 
( P .212) が選択できます。 

• グリッド 

[9 分割#] または [24 分割 纖]で格子線を表示して、水平、垂直の 
傾きを確認しながら撮影することができます。また、 [9 分割+対角 M] で I 
は、格子線と対角線が表示され、水平、垂直の傾きの確認だけでなく、 
交点を被写体に合わせることで、バランスの良い構図で撮影することが 
できます。 
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EMD メニュー機能の設定 


• アスぺクト比 

画像のアスペクト比（横縦比率）を [3:2] [4:3] [16： 9][1:1] 
から選択することができます。 [4:3] [16:9] [1:1] のときは、撮影 
範囲外が黒くマスキングされた状態でライブビュー映像が表示されま 
す。 

JPEG 画像は、設定したアスペクト比で保存されます。 RAW 画像は、 
常に [3:2] のアスペクト比で保存されます。 RAW 画像には、設定した 
アスぺクト比情報が付加され、カメラや付属ソフトウェアで現像する際 
に、撮影時に設定したアスぺクト比で画像を生成することができます。 

19.3： トリミング情報の付加] が [しない] 以外に設定されているときは、 
アスぺクト比が3 : 2になります（アスぺクト比は変更できません)。 


記録画質 

アスぺク ト 比と画素数（約） | 

3:2 

4:3 

16:9 

1:1 

L 

5760 X 3840 

5120 X 3840 

5760 X 3240 

3840 X 3840 


(22 10万） 

(1970 万） 

(1870 万） 

(1470 万) 

M 

3840 X 2560 

3408 X 2560* 

3840 X 2160 

2560 X 2560 


(980 万） 

(870 万） 

(830 万） 

(66 ◦万) 

M 

3960 X 2640 

3520 X 2640 

3960 X 2228* 

2640 X 2640 

(1050万） 

(930 万） 

(880 方) 

(70 ◦万） 

S 1 

2880 XI 920 

2560 XI 920 

2880 XI 624* 

1920 XI 920 

(550 万) 

(490 万） 

(47 ◦万) 

(370 万） 

SH ) 

2880 XI 920 

2560 XI 920 

2880 XI 620 

1920 XI 920 

(550 万） 

(49 ◦万） 

(470 万) 

(370 万） 

S 2 

1920 XI 280 

1696 X 1280* 

1920 XI 080 

1280 XI 280 

(25 ◦万) 

(220 万） 

(2 10万) 

(16 ◦万） 

S 3 

720 X 480 

640 X 480 

720 X 400* 

480 X 480 

(35 万） 

(31 万） 

(29 万) 

(23 万） 
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(miq メニュー機能の設定 


^ • r*j 印の付いた記録画質とアスペクト比は、正確な比率になりません。 

• r*j 印が付いたアスぺクト比の撮影範囲表示は、実際に撮影される範囲よりも 
わずかに広い範囲が表示されます。撮影結果を確認しながら撮影してくださ 
い。 

• アスペクト比1:1で撮影した画像を、他のカメラでダイレクトプリントする 
と、正常に印刷されないことがあります。 

13 [.9.2: ライブビュー撮影範囲表示] で撮影範囲の表示方法を設定することができます 
(P.318 )。 


• 露出 Simulation ■ 

露出 Simulation (シミュレーション）は、実際の撮影結果（露出）に 
近い明るさをシミュレートして映像を表示する機能です。 

• する （ USE !) 

実際の撮影結果（露出）に近い明るさで表示されます。露出補正を 
行うと、補正量に応じて映像の明るさが変わります。 

• ra 絞り込み中 

通常は、ライブビュー映像が見やすいように、標準的な明るさで表 
示されます。絞り込みボタンを押している間だけ、実際の撮影結果（露 
出）に近い明るさで表示されます。 

• しない （E31) 

ライブビュー映像が見やすいように、標準的な明るさで表示されま 
す。露出補正を行っても、標準的な明るさで表示されます。 


01 • [iso 感度設定範囲] で [上 p 艮値] を初期設定から拡張すると、より暗い場所でも 
ライブビュー撮影ができるようになります。 

• ISO 感度を低く設定しても、暗い場所ではライブビュー映像にノイズが多く表 
示されることがありますが、撮影を行うとノイズの少ない画質で撮影されま 
す（ライブビュー映像と撮影した画像の画質は異なります)。 
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(miq メニュー機能の設定 


• LV 静音撮影 IB 
• モード1 

通常撮影よりも作動音が静かになります。連続撮影を行うこともで 
きます。なお、 <Qih> 設定時は、最高約6コマ/秒の連続撮影を行うこ 
とができます。 


• モード2 

シャッターボタンを全押しすると1枚 だけ 撮影し、全押しを続けて 
いる間、カメラの作動を停止します。半押し状態に戻したときにカメ 
ラが作動するため、撮影する瞬間の音を最小限に抑えることができま 
す。なお、連続撮影に設定していても1枚撮影になります。 

• しない 

TS - E レンズ（〇に記載したレンズを除く）を使用して 上下方向のシ 
フ トを行うときや、エクステンヨンチューブを使用するときは、必ず 
[しない] に設定してください。 [モード 1] [モード 2] に設定すると、標 
準露出にならなかったり、露出ムラが発生することがあります。 


^ • スト□ボ撮影時は、 [ LV 静音撮影] の設定に関わらず、静音撮影はできません。 

拳汎用ストロボを使用するときは、 [しない] に設定してください。 [モード 1] [モー 
ド 2] に設定されていると、スト□ボが発光しません。 

• [モード 2] の設定でリモコン撮影 （ P .186) を行ったときは、 [モード 1] と同 
じ動作になります。 

51 TS - E 17 mmF 4 L 、 TS - E 24 mm F 3.5 UI は、 [モード 1] [モード 2] で使用する 
ことができます。 

• 測光タイマー ■!! 

露出値の表示時間 (AE ロック時の保持時間）を変えることができます。 


0 [03: ダストデリートデータ取得] [ V 3: センサークリーニング] [ V 4: カメラ設定初期化] 
[ V 4: ファームウ I ア] を選んだときは、ライブビュー機能が終了します。 
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AF でピントを合わせる 


AF モードを選ぶ 

AF モー ドには、 [ライブモード]、[: i： ライブモード] (顔優先 / P .208)、 [ク 
イックモード] ( P .212) があります。 

なお、厳密にピントを合わせたいときは、レンズのフオーカスモードス 
イッチを 〈 MF > にしたあと、映像を拡大して手動ピント合わせを行ってく 
ださい （ P .214)。 


O AF Z ] 

V * I 

S4HOOT4i：LV Husic: 

L ___ 

AF モ 

J ライフモー K 1 


i ； ライブモード 
クイックモー K 


AF モードを選ぶ 

⑩ [04] タブの [ AF モード] で選びます。 
<( aj + > モードでは、 [02] に表示され 
ます。 

• ライブビュー映像表示中に 〈 AF*DRIVE 〉 
ボタンを押して、表示される設定画面で 
AF モードを選ぶこともできます。 


ライプモード： AFR 

撮像素子を使ってピント合わせを行います。ライブビュー表示のまま AF 
できますが、クイックモードよりもピント合わせに時間がかかります。ま 

た、クイックモードよりもピントが合いにくいことがあります。 



ライブビュー映像を表示する 

•〈 s 滞?〉ボタンを押します。 

岭液晶モニターに映像が表示されます。 

岭 AF フレーム <□> が表示されます。 

AF フ レームを 動かす 

•ピントを合わせたい場所に、〈-で動 
かします（画面の一番端までは動きませ 
ん ）0 


• 〈糸〉をまっすぐに押すと、 AF フレー厶 
が画面中央に戻ります。 
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AF でピントを合わせる 



ピントを合わせる 

• AF フレームを被写体に合わせ、シャツ 
ターボタンを半押しします。 

岭ピントが合うと AF フレームが緑色に変 
わり、「ピピツ」と電子音が鳴ります。 

岭ピントが合わないときは、 AF フレーム 
がオレンジ色に変わります。 



撮影する 

• ピントと露出を確認し、シャッターボタ 
ンを全押しして撮影します （ P .198)。 


V (顔優先）ライプモード ： AFX 

ライブモードと同じ AF 方式で、人の顔を検知してピント合わせを行いま 
す。写される人は、顔をカメラに向けてください。 



ライブビュー映像を表示する 

• < s 甜?〉ボタンを押します。 

岭液晶モニターに映像が表示されます。 
•顔を検知すると、ピント合わせを行う 
<：：>が顔の部分に表示されます。 

• 複数の顔を検知しているときは« » 
が表示されます。ぐ糸〉でピントを合わ 
せたい顔に〈< >> を合わせます。 
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AF でピントを合わせる 



ピントを合わせる 

• シャッターボタンを半押しすると、〈[ ]> 
の顔にピント合わせが行われます。 

峥ピントが合うと AF フレームが緑色に変 
わり、「ピピッ」と電子音が鳴ります。 

岭ピントが合わないときは、 AF フレーム 
がオレンジ色に変わります。 

• 顔が検知できないときは、 AF フレーム 
<□> が表示され、中央の位置でピント合 
わせが行われます。 



撮影する 

• ピントと露出を確認し、シャッターボタ 
ンを全押しして撮影します （ P .198)。 


■ 


^ • ピントが大きく外れていると、顔を検知できません。レンズのフォーカスモー 
ドスイッチが 〈AF> のまま手動ピント合わせができるレンズのときは、フォー 
カスリングを回して、おおまかにピント合わせを行うと、顔を検知して画面 
にく：]〉が表示されます。 

• 顔以外の被写体を顔として検知することがあります。 

參「顔が画面に対して極端に小さい/大きい」、「顔が明るすぎる/暗すぎる」、 
「顔が横や斜めを向いている」、「顔の一部が隠れている」ときは、顔を検知で 
きません。 

• ピント合わせを行う C]> が、顔全体ではなく、顔の一部分にだけ表示され 
ることがあります。 

0 • 〈糸〉をまっすぐに押すかく®〉を押すと、ライブモード （p.207) に切り 
換わり、〈糸〉で AF フレームを移動することができます。もう一度〈糸〉を 
まっすぐに押すかく©〉を押すと、： t： (顔優先）ライブモードに戻ります。 

• 画面の端のほうで検知された顔は AF できないため、く：：〉が灰色で表示され 
ます。その状態でシャッターボタンを半押しすると、画面中央の AF フレーム 
<[1 でピント合わせが行われます。 
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AF でピントを合わせる 


ライブモードと i (顔優先）ライブモードに関するおことわり 


AF の動作について 

• ピント合わせには、多少時間がかかります。 

• ピントが合った状態でも、シャッターボタンを半押しすると、再度ピン 
卜合わせが行われます。 

• AF 中と AF 後で、映像の明るさが変わることがあります。 

• ライブビュー映像表示中に光源（照明光）が変化すると、画面がちらつ 
し、てピントが合いにくいことがあります。その場合は、ライブビュー撮 
影を一旦終了し、撮影する光源下で AF を行ってください。 

• ライブモードで 〈 C 0 ボタンを押すと、 AF フレームの部分が拡大表示 
されますが、拡大表示でピントが合いにくいときは、通常表示に戻して 
AF を行ってください。なお、 AF の速度は、通常表示と拡大表示で異な 
ることがあります。 

• ライブモードの通常表示で AF を行ったあと、拡大表示すると正確にピン 
卜が合っていないことがあります。 

• : i ： ライブモードのときは、 〈 CO ボタンを押しても拡大表示されません。 


BI • ライブモード、： t： (顔優先）ライブモードで、画面の端のほうにある被写体 
を撮影したときに、わずかにピントがズレているときは、被写体 （AF フレー 
厶）を画面の中央寄りにして、再度ピント合わせを行ってから撮影してくだ 
さい。 

• 外部スト□ボから AF 補助光は投光されません。ただし、 LED ライト付き EX ス 
ピードライト（別売）使用時は、ライブモード、： t： (顔優先）ライブモード 
時に、必要に応じて AF 補助用のライトが自動点灯します。 
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AF でピントを合わせる 


ピントが合いにくい撮影条件 

• 青空、単色の平面など、明暗差（コントラスト）のない被写体 
• 暗い場所にある被写体 

• 縞模様など、水平方向のコントラストしかない被写体 
• 明るさや色、パターンが変化する光源 
• 夜景など、点状の光源 

• 蛍光灯や LED 電球などの光源下で、映像がちらついている場合（フリツ 
力一） 

• 被写体が極端に小さい場合 
• 画面の端のほうにある被写体 
• 光を強く反射している被写体 

• 近くと遠くにある被写体が、 AF フレームの中に入っている場合（おりの 
中の動物など） 

• 手ブレや被写体ブレで、 AF フレーム内の被写体が揺れ動いて、静止しな 
い場合 

• 近づく、または遠ざかる被写体 
• 大きくピンボケした状態から AF を行った場合 
• ソフト フォー カスレンズで、ソフト フォー カス撮影する場合 
• 特殊効果フィルターを使用している場合 


^以下のレンズで AF を行うときは、 [クイックモード] をおすすめします。 [ライブモー 
ド][: t ： ライブモード] で AF を行うと、ピントが合うまでの時間が長くなつたり、適 
切なピント合わせができないことがあります。 

EF24mm F2.8、EF35mm F2、EF5 〇 mm F2.5 Compact Macro、 

EF1 ◦〇 mm F2.8 Macr 〇、 EF135mm F2.8 (Softfocus)、EF28-90mm 
F4-5.6 III、EF55-200mm F4.5-5.6 USM、EF90-3 〇 Omm F4.5-5.6、 
EF90-300mm F4.5-5.6 USM 
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AF でピントを合わせる 


クイックモード ： AFH 

フアインダー撮影時と同じ AF 方式で、専用の AF センサーを使ってワン 
ショット AF ( p .70) でピント合わせを行います。 

ピントを素早く合わせることができますが、 AF 中はライブビュー表示が 

一時的に中断されます。 

測距エリア選択モードが61点自動選択モード以外のときは、 AF フレーム 
を任意選択することができます。なお、 〈 C ^+> モードでは、61点自動選択 
AF に自動設定されます。 


ライブビュー映像を表示する 

• < s 滞?〉ボタンを押します。 

岭液晶モニターに映像が表示されます。 

• 測距エリア選択モードが61点自動選択 
AF のときは、画面にエリア AF フレーム 
が表示されます。 

• それ以外のモードのときは、 AF フレー 
ムが小さい枠で表示されます。 

• 大きい四角い枠は、拡大表示枠です。 

測距エリア選択モードを選ぶ 

• < EE > ボタンを押します。 

• < M - Fn > ボタンを押すたびに、測距エリ 
ア選択モードが切り換わります。 
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AF でピントを合わせる 



□ □1 
□ □1 

□[ 

] = 

；]□ 

DL 


匚 

□ □ 
□ □1 

□[ 

□ I 

]□ 

]□ 





〇 


AF フレームを 選ぶ 

• <®> を操作すると、押した方向の AF フ 
レームが選択されます。〈-来〉をまつす 
ぐに押すと、中央の AF フレーム（また 
は中央のゾーン）が選択されます。 

• 〈忽〇と〈〇> で選択することもでき 
ます。〈超〇で横方向、〈〇> で縦方向 
の AF フレームを選択することができま 
す0 




ピントを合わせる 

• AF フレームを被写体に合わせ、 シャツ 
ターボタンを半押しします。 

岭ライブビュー映像が消えてミラーが下 
がり、 AF が行われます（撮影は行われ 
ません)。 

岭ピントが合うと「ピピツ」と電子音が鳴 
り、ライブビュー表示に戻ります。 

峥ピント合わせに使用した AF フレームが 
緑色で表示されます。 

岭ピントが合わないときは、 AF フレーム 
がオレンジ色で点滅します。 




撮影する 

• ピントと露出を確認し、シャッターボタ 
ンを全押しして撮影します （ P .198)。 


S AF 中は撮影できません。ライブビュー映像が表示された状態で撮影してくださ 
い。 
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手動でピントを合わせる 

映像を拡大表示して、手動で厳密にピントを合わせることができます。 



2 


拡大表示枠 


レンズのフォーカスモードスイッチを 
< MF > にする 

• レンズのフォ_カスリングを回して、お 
おまかにピントを合わせておきます。 


拡大表示枠を移動する 

• ピントを合わせたい位置に、〈*^>で拡 
大表示枠を移動します。 

• 〈糸〉をまっすぐに押すと、画面中央に 
戻ります。 



映像を拡大する 

• < Q > ボタンを押します。 

岭枠内が拡大表示されます。 

•〈 C 0 ボタンを押すたびに、次のように 
画面が切り換わります。 



AE □ック 


拡大表示位置 


約5倍—約1◦倍—通常表示 


手動でピントを合わせる 

• 拡大された映像を見ながら、レンズの 
フォーカスリングを回してピントを合 
わせます。 

• ピント合わせが終わったら、 〈 CO ボタ 
ンを押して通常表示にします。 


拡大率 


5 


撮影する 

• ピントと露出を確認し、シャッターボタ 
ンを全押しして撮影します （ P .198)。 


214 




































w ライブビュー撮影全般に関する注意事項 

画質について 

• 高 IS ◦感度で撮影すると、ノイズ（輝点、縞など）が目立つことがあります。 

• 高温下で撮影すると、ノイズや色ムラが発生することがあります。 

• ライブビュー撮影を長時間継続すると、カメラ内部の温度が上昇して、画質 
が低下することがあります。撮影しないときは、こまめにライブビュー撮影 
を終了してください。 

• カメラ内部の温度が上昇した状態で長秒時露光を行うと、画質が低下するこ 
とがあります。ライブビュー撮影を一旦終了し、数分間経ってから撮影して 
ください。 

カメラ内部の温度上昇にともなう、白い〈0〉と赤い〈關〉表示について 

• ライブビュー撮影を長時間行ったり、高温下でライブビュー撮影を行うと、力 
メラ内部の温度が上昇し、白い〈□>が表示されます。このマークが表示さ 
れた状態で撮影すると、画質が低下することがありますので、カメラ内部の 
温度が下がるまで、ライブビュー撮影を一時休止することをおすすめします。 

• 白い〈0>が表示された状態からカメラ内部の温度がさらに上昇すると、赤 
し、〈晒〉が点滅します。このマークは、もうすぐライブビュー撮影が自動的 
に終了することを示しています。そのときは、カメラ内部の温度が下がるま 
で、撮影ができなくなりますので、一旦電源を切り、しばらく休止してくだ 
さい。 

• 高温下でライブピュー撮影を長時間行うと、〈0>と 〈瞷> が表示されるタイ 
ミングが早くなります。撮影しないときは、こまめに電源を切ってください。 

• 白い〈0>が表示される手前でも、カメラ内部の温度が上昇している状態で 
高旧0感度撮影、長秒時露光を行うと、画質が低下することがあります。 

撮影 結果について 

• 拡大表示の状態で撮影すると、意図した露出で撮影されないことがあります。 
通常表示に戻して撮影してください。なお、拡大表示中は、シャッター速度 
と絞り数値がオレンジ色で表示されます。なお、拡大表示の状態で撮影して 
も、通常表示の範囲が撮影されます。 

• [02: オートライティングオプティマイザ] (P. 142) が、 [しない] 以夕 M こ設定され 
ているときは、暗めに露出補正/スト□ボ調光補正を行っても明るく撮影さ 
れることがあります。 

• TS-E レンズを使用して上下方向のシフトを行ったり、エクステンション 
チューブを使用すると、標準露出にならなかったり、露出ムラが発生するこ 
とがあります。 
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w ライブビュー撮影全般に関する注意事項 

ライブビュー0央像について 

• 低輝度、高輝度条件下では、映像が撮影結果に近い明るさで表示されないこ 
とがあります。 

• 表示中に光源（照明光）が変化すると、画面がちらつくことがあります。そ 
の場合は、ライブビュー撮影を一旦終了し、撮影する光源下でライブビュー 
撮影を再開してください。 

• カメラの向きを変えると、映像が一瞬適切な明るさで表示されないことがあ 
ります。適切な明るさに安定するのを待ってから撮影してください。 

• 極端に明るい光源が画面内にあると、明るい部分が黒っぽくつぶれたように 
表示されることがあります。ただし、撮影すると、その部分は明るい状態で 
正しく記録されます。 

• 暗い場所で [ V 2: 液晶の明るさ] を明るい設定にすると、ライブピュー映像に 
ノイズや色ムラが発生することがあります。ただし、このノイズや色ムラは 
撮影画像には記録されません。 

• 映像を拡大表示すると、シャープネスが実際の設定よりも強くかかって見え 
ることがあります。 

カスタム機能について 

• ライブビュー撮影では、設定が無効になるカスタム機能があります （ P.31 4 )。 

レンズとスト□ボについて 

• 2011年下期以降に発売されたフォーカスプリセット機能を備えた（超）望 
遠レンズ使用時のみ、ライブビュー撮影時にフォーカスプリセットを行うこ 
とができます。 

• 外部スト□ボ使用時に FE □ック、モデリング発光はできません。 
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8 

動画を撮影する 



ライブビュー撮影/動画撮影スイッ 
チをぐ-〉にすると、動画を撮影する 
ことができます。記録形式は MOV 形式 
です。 


^動画が記録できるカードについて 

⑩動画を撮影するときは、書き込み/読み取り速度が下表の速度以上 
で、大容量のカードを使用してください。 


圧縮形式 （ P .231) 

CF カード 

SD 力ード 

IPB 

1 OMB/ 秒以上 

6MB/ 秒以上 

ALL-1 (l-only) 

30MB/ 秒以上 

20MB/ 秒以上 


• 動画撮影時に書き込み速度が遅いカードを使用すると、動画が正常 
に記録できないことがあります。また、動画再生時に読み取り速度 
が遅いカードを使用すると、動画が正常に再生できないことがあり 
ます。 

• 動画撮影中に静止画を撮影するときは、さらに高速な力ードが必要 
です。 

• 力ードの書き込み/読み取り速度については、力ードメーカーのホー 
ムぺージなどで確認してください。 













1 -動画を撮影する 

自動露出撮影 

撮影モードが〈ぱ> < P > < B > のときは、明るさに応じて自動露出制御 
が行われます。なお、露出制御の内容は、どの撮影モードでも同じです。 


^^3 


2 


モードダイヤルを〈匕+〉 < p > 

< B > のいずれかにする 

ライブビュー撮影/動画撮影スイッチ 
を <*■> にする 

岭ミラーが動く音がしたあと、液晶モニ 
ターに映像が表示されます。 



ピントを合わせる 

• 動画撮影を始める前に、 AF または手動 
でピントを合わせます （ p . 207〜 
214)。 

• シャッターボタンを半押しすると、設定 
されている AF モードでピント合わせが 
行われます。 



動画を撮影する 

• < S S ?> ボタンを押すと、動画撮影が始ま 
ります。 

4動画撮影中は画面右上に「•」が表示さ 
れます。 


動画撮影中 


• もう一度〈潑5?>ボタンを押すと、動画 
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動画を撮影する 


シャッター優先 AE 撮影 

撮影モードを 〈 Tv 〉 に設定すると、任意にシャッター速度を設定して、 
動画撮影を行うことができます。なお、旧◦感度、絞り数値は、標準露出に 
なるように、明るさに応じて自動設定されます。 



モードダイヤルを < Tv > にする 


^ライブビュー撮影/動画撮影スイッチ 
を <*■> にする 



シャッター速度 


シャッター速度を設定する 

• 液晶モニターを見ながら〈公〉を回し 
ます。設定できるシャッター速度は、フ 
レームレート〈撝> により異なります。 
- m IFTs m :1/4〇〇0〜1/30秒 
- Wo Iffo :1/4000〜1/60秒 



ピントを合わせて撮影する 

• 『自動露出撮影』の手順3, 4と同じです 

( p .218 )o 


^ • 動画撮影中にシャッター速度の変更を行うと、露出変化が記録されるため、お 
すすめできません。 

• 動きのある被写体を動画撮影するときは、1/3◦〜1/125秒程度のシャッ 
夕一速度をおすすめします。シャッター速度を速くするほど、被写体の動き 
が滑らかに再現されなくなります。 

• 蛍光灯や LED 電球などの光源下で動画撮影を行っているときに、シャッター 
速度を変更すると、画面のちらつきが記録されることがあります。 


219 









動画を撮影する 


絞り優先 AE 撮影 

撮影モードを 〈 Av > に設定すると、任意に絞り数値を設定して、動画撮 
影を行うことができます。なお、旧〇感度、シャッター速度は、標準露出に 
なるように、明るさに応じて自動設定されます。 


モードダイヤルを 〈 Av > にする 



^ライブビュー撮影/動画撮影スイッチ 
を <*■> にする 




ピントを合わせて撮影する 

• 『自動露出撮影』の手順3, 4と同じです 

( p .218 )o 


^動画撮影中に絞り数値の変更を行うと、絞りの駆動による露出変化が記録される 
ため、おすすめできません。 
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動画を撮影する 


[ IJ モード時の ISO 感度について 

• 匕 + モード時は、旧010◦〜12800の範囲で自動設定されます。 


P / Tv / Av / B モード時の ISO 感度について 

• ISO 100〜12800の範囲で自動設定されます。 

• P / Av/B モードで [。2: ISO 感度に関する設定] の [ ISO 感度設定範囲] の 
[上限値] を [25600/ H ] に設定すると （p.126) 、 自動設定範囲の上限 
が拡張され H (IS 〇25600相当）になります。なお、 [上限値] を [25600] 
に設定したときは、上限は ISO 128◦◦のまま拡張されません。ご注意く 
ださい。 

• [03: 高輝度側•階調優先] を [する] に設定したときは （p.146)、 旧〇感 
度がく IS 〇200〜12800にな D ます。 

•動画撮影時は、 [ 02 : ISO 感度に関する設定] の [ ISO 才一卜の範囲] [ ISO 才一 

卜低速限界] は設定できません （P.127、 128)。また、 Tv モー ドでは、 
[旧〇感度設定範囲] は設定できません。 


■ 


^ [ ISO 感度設定範囲] の [下限値] が [ L (50) ] 、[上限値] が [HI (51200) ] [ H 2 
(102400)] に設定されている状態で、静止画撮影から動画撮影に切り換えたとき 
は、動画撮影における自動設定範囲の下限が IS 01 ◦〇、上限が H ( ISO 25600 
相当/ぽ / Tv モードを除く）になります。 IS 05 ◦相当、および IS 051200/ 
1024◦◦相当の ISO 感度拡張はできません。 
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動画を撮影する 


自動露出、シャッター優先 AE 、 絞り優先 AE 撮影の共通事項 


IS 拳〈*>ボタンを押すと、露出を固定 （ AE □ック）することができます（匕+ 
モードを除く/ P . 171)。動画撮影中に AE □ックを行ったときは、〈田〉ボ 
タンを押すと、 AE □ックを解除することができます « EE > ボタンを押すま 
で保持されます)。 

•〈 LOCIO > スイッチを左側にして〈〇> を回すと、露出補正を行うことができ 
ます （ C 1 J ■モードを除く）。 

• シャッターボタン半押しで画面下に表示される、 ISO 感度、シャッター速度 
は、静止画撮影用の露出値です （ P .225)。 動画撮影の露出値は表示されませ 
ん。なお、動画の撮影露出と、静止画の撮影露出は異なることがあります。 


LED ライト付き EX スピードライト（別売）について 

このカメラは、区 f / P / Tv / Av/B モードで動画を撮影する際、暗い場 
所で LED ライトが自動的に点灯する機能に対応しています。詳しくは 、 EX 
スピードライトの使用説明書を参照してください。 
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動画を撮影する 


マニュアル露出撮影 

任意にシャッター速度、絞り数値、 ISO 感度を設定して、動画撮影を行う 
ことができます。なお、動画のマニュアル露出撮影は上級者向けの機能です。 



モードダイヤルを < M > にする 


ライブビュー撮影/動画撮影スイッチ 
を <*■> にする 



ISO 感度を設定する 

• ( ISO - E 0) ボタンを押します。 

岭液晶モニターに ISO 感度の設定画面が 
表 7 R されます0 

• <^>を回して IS ◦感度を設定します。 

• IS ◦感度については、次ページを参照し 
てください。 



シャッター速度と絞り数値を設定する 

• シャッターボタンを半押しして、露出レ 
ベル表示を参考に設定します。 

• シャッター速度は、〈忽|>を回して設定 
します。設定できる速度は、フレーム 
レート〈撝〉により異なります。 

- m IFTs m :1/4〇〇0〜1/30秒 
- Wo Iffo :1/4000〜1/60秒 
• 絞り数値は、〈◎>を回して設定します。 
• 設定できないときは、 〈 L 0 CK _> スイッ 
チを左側にしてから〈忽〇または〈◎> 
を回します。 

ピントを合わせて撮影する 

• 『自動露出撮影』の手順3、4と同じです 

( p .218 )o 
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動画を撮影する 


マニュアル露出撮影時の ISO 感度について 

• [Auto] (A) のときは、旧0100〜12800の範囲で自動設定されます。 
•手動設定のときは、 ISO 100〜12800の範囲で、1/3段ステップで設 

定することができます。 [02: 旧0感度に関する設定] の [ISO 感度設定範囲] 
の [上 P 則!] を [25600/H] に設定すると、手動設定範囲の上限が拡張さ 
れ H ( IS 0256 ◦◦相当）になります。なお、 [上 P 臓] を [25600] に設 
定したときは、上限は旧012800のまま拡張されません。ご注意くださ 
い0 

• [。3:高輝度側•階調優先] を [する] に設定したときは （p.146)、 旧 ◦感 
度が IS 02 ◦◦〜 128◦◦になります （[ISO 感度設定範囲] の設定による）。 

籲動画撮影時は、 [02: ISO 感度に関する設定] の [ISO オートの範囲][旧〇オー 

卜低速限界] は設定できません （ P .127、 128)。 


籲動画撮影時の旧016〇〇〇/2〇〇〇〇/256◦◦は、ノイズが多いことがあるた 
め拡張 IS ◦感度になります （「 H 」 表示)。 

• [ISO 感度設定範囲] の [下限値] が [ L (50)]、 [上 P 臓] が [ HI (51200)] [ H 2 
(102400)]に設定されている状態で、静止画撮影から動画撮影に切り換えた 
ときは、動画撮影における手動設定範囲の下限が ISO 100.上限が H 
( IS 0256 ◦◦ネ目当）になります。 IS 05 ◦ネ目当、および IS 05 12〇0/102400 
相当の ISO 感度拡張はできません。 

參動画撮影中にシャッター速度や絞り数値の変更を行うと、露出変化が記録さ 
れるため、おすすめできません。 

• 動きのある被写体を動画撮影するときは、1/3◦〜1/125秒程度のシャッ 
夕一速度をおすすめします。シャッター速度を速くするほど、被写体の動き 
が滑らかに再現されなくなります。 

• 蛍光灯や LED 電球などの光源下で動画撮影を行っているときに、シャッター 
速度を変更すると、画面のちらつきが記録されることがあります。 

BI • IS ◦才一卜設定時に〈*>ボタンを押すと、 IS ◦感度を固定（ロック）するこ 
とができます。 

• <*> ボタンを押して構図を変えると、く*〉ボタンを押したときとの露出差 
を露出レベル表示 （ p .22、225) で確認することができます。 

• (INFO.) ボタンを押すと、ヒストグラムを表示することができます。 
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動画を撮影する 


情報表示について 

• ( INFO .) ボタンを押すと、押すたびに情報表示内容が切り換わります。 



AF モード- 

- af 圆：ライブモード 
- AFX :顔優先ライブモード 
- AFM : クイックモード 
撮影モード 


ドライブモード 
ホワイトパランス 
記録 • 再生カード 
記録画質 
動画記録サイズ 
録音レベル • 手動設定 
AE □ック 


フレーム レー ト 


シャッター速度一 


圧縮形 iC — 


—ピクチヤースタイル 
—オートライティングオプティマイザ 


—タイムコード 

一 AF フレーム（ライブモード) 
動画撮影中 


Eye-Fi 力ード 
通信状態 


GPS 接続表示 


電子コンパス 


拡大倍率 • 位置 


電池チェック 


撮影モード 
a 自動露出_ 
Efl :シャッタ-優先 AE 
〇):絞り優先 AE 
謂：マニュアル露出 


絞り数値一 

動画撮影可能時間—— 
撮影経過時間 


L 高輝度側 • 階調優先 
—— ISO 感度 
-撮影可能枚数 
-レベル メーター 


-露出レベル表爪 


* 1回の撮影可能時間です。 


01 • (INFO.) ボタンを押すと、水準器を表示することができます （ P .60)。 

• AF モードが[: i ： ライブモード] のときと、カメラとテレビを HDMI ケーブルで 
接続 （ P .268) したときは、水準器は表示されません。 

參カードが入っていないときは、「動画撮影可能時間」が赤く表示されます。 

• 「動画撮影可能時間」は、撮影が始まると「撮影経過時間」に変わります。 
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動画を撮影する 


動画撮影時共通事項 


^ • ビデオカメラのように、自動的にピントを合わせ続ける機能は搭載していま 
せん。 

• 動画撮影中に AF を行うと、一時的にピントが大きくボケたり、露出変化が生 
じることがあります。 

• 動画撮影時は、レンズを太陽に向けないでください。太陽の熱でカメラの内 
部が損傷する恐れがあります。 

• [ VI :記録機能とカード•フォルダ選択] の [記録機能] を [同一書き込み] に設定して 
も （ P .1 16)、動画を CF 力ード < m > と SD 力ード 〈 m 〉 に同時記録すること 
はできません。なお、 [振り分け][同一書き込み] に設定されているときは、 [再 
生] に設定されている力ードに動画が記録されます。 

參 〈 EME > で動画撮影中に、 ISO 感度や絞り数値が変わると、ホワイトパランス 
が変化することがあります。 

• 蛍光灯や LED 電球などの光源下で動画を撮影すると、画面にちらつきが発生 
することがあります。 

• 動画撮影中にレンズのズーム操作を行うことはおすすめできません。ズーム 
操作により開放絞り数値が変化するレンズ、変化しないレンズに関わらず、露 
出変化が記録されることがあります。 

• 動画撮影全般に関する注意事項は、241、242ページにまとめて記載してい 
ます。 

• 必要に応じて215、216ページの『ライブビュー撮影全般に関する注意事項』 
もお読みください。 

0 • メニューの [ CI 4] [05] タブで、動画撮影に関する設定を行うことができ 
ます （ p .239)。 〈ぱ> モード時は、 [ 02 ] [ d 31 タブです。 

參1回撮影するごとに、1ファイルが記録されます。ファイルサイズが 4 GB を超 
えるときは、約 4 GB ごとに新たなファイルが作成されます。 

參映像の視野率は、約100% (動画記録サイズ 丽〇 時）です。 

• ( AF - ON ) ボタンでピントを合わせることもできます。 

• 動画撮影中にピント合わせを行うときは、 〈 AF - ON 〉 ボタンを押してくださ 
し、シャッターボタンでピント合わせはできません。 

參 [05: 動画撮影ポタン] で[克/ 國] を選ぶと、シャッターボタンの全押しで、 
動画撮影を開始/終了することができます （ p . 240)。 

• 音声は、カメラに内蔵されたマイク （ p .218) でモノラル録音されます。 

• 外部マイク入力端子 （p.19) に、ミニプラグ （03.5mm) を備えた市販の 
ステレオマイクを接続すると、ステレオ録音することができます。 
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動画を撮影する 


動画撮影時共通事項 


QI • ヘッドフォン端子 （ p .19) に、ミニプラグ （03.5 mm ) を備えた市販のス 
テレオへッドフォンを接続すると、動画撮影時の音声を聴くことができます。 

• リモートコント□—ラー RC -6 (別売/ p .186) を使用すると、ドライブモー 
ドが〈〗の〉と < I « S ) 2 > のときに、動画撮影の開始/停止を行うことができま 
す。撮影タイミングスイッチを〈2〉 （2 秒後撮影）の位置にして、送信ボタン 
を押します。く#〉（すぐに撮影）の位置のときは、静止画撮影になります。 

• フル充電のバッテリーパック LP - E 6 で動画撮影できる時間は、常温 （+23 
° C ) :合計約1時間3◦分、低温 （ CTC ) :合計約1時間20分です。 

• 2011年下期以降に発売された、パワーフォーカス機能を備えた（超）望遠 
レンズ使用時は、動画撮影時にパワーフォーカスを行うことができます。 


ファイナルイメージシミュレーションについて 

ファイナルイメージシミュレーションは、ピクチャースタイルやホワイト 
ノ（ランスなどの効果を映像で確認できる機能です。 

動画撮影時に映像を表示すると、下記に示した機能の設定効果が、自動的 
に反映されて表示されます。 

動画のファイナルイメージシミュレーション機能 

• ピクチャースタイル 

* シャープネス、コントラスト、色の濃さ、色あいなどの全設定が反映されます。 
• ホワイトバランス 
•ホワイトバランス補正 
• 露出 
• 被写界深度 

• オートライティングオプティマイザ 
• 周辺光量補正 
• 色収差補正 
• 高輝度側 • 階調優先 
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動画を撮影する 


静止画を撮影する 



シャッターボタンを全押しすると、動画 
撮影中でも静止画を撮影することができま 
す0 


動画時の静止画撮影について 

• 動画撮影中に静止画撮影を行うと、動画の中に静止状態の映像が約1秒 
間記録されます。 

• 静止画がカードに記録され、ライブビュー映像が表示されると自動的に 
動画撮影が再開します。 

• カードには、動画ファイルと静止画ファイルが別々に記録されます。 

• [記録機能] ( P .116) が [標準][力ード自動切り換え] のときは、動画と静 
止画は同じ力ードに記録されます。 [振り分け][同一書き込み] のときは、 
動画は [再生] に設定されている力ード、静止画はそれぞれのカードに対 
する記録画質の設定通りに記録されます。 

• 静止画撮影特有の機能は下記のようになります。その他の機能は動画撮 
影と同じです。 


機能 

設定内容 

記録画質 

[立1:記録画質] 設定のとおり 

動画記録サイズ [1920X1080] [1280X720] 設定時は16: 9、 
[640X480] 設定時は4 : 3のアスぺクト比で撮影 

ISO 感度* 

. 〈ぱ / P / Tv / Av / B 〉 ： 100-12800 
• < M > : 224ページ『マニュアル露出撮影時の ISO 感度について』 
参照 

露出値 

• 〈ぱ / P / B 〉 ：自動設定されたシャッター速度、絞り数値 

• < Tv > :手動設定したシャッター速度、自動設定された絞り数値 

• < Av > :手動設定した絞り数値、自動設定されたシャッター速度 

• < M > :手動設定したシャッター速度、絞り数値 


高輝度側 • 階調優先設定時は、 IS 020 ◦〜となる 
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動画を撮影する 


^ • AEB 撮影はできません。 

參外部ストロボを使用しても発光しません。 

• 動画撮影中に静止画を連続撮影することができますが、連続撮影中は映像が 
表示されません。なお、静止画の記録画質や、連続撮影する枚数、カードの 
性能などにより、動画撮影が自動的に停止することがあります。 

參 [05: 動画撮影ポタン] が [^/ H ] のときは、静止画撮影はできません。 

13 •動画撮影中に静止画を連続撮影するときは、高速タイプのカードの使用をお 
すすめします。また、静止画の記録画質を低くしたり、連続撮影する枚数を 
少なくすることをおすすめします。 

• すべてのドライブモードで撮影できます。 

• セルフタイマーは動画撮影開始前に有効です。動画撮影中は1枚撮影に切り換 
わります。 


■ 
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撮影機能の設定 

AF / DRIVE / WB / ISO / EE / ぶ:‘設定 

液晶モニターに映像が表示された状態で 〈 AF • DRIVE 〉 / 〈 H > WB > / 
< iso - ea > / < ee > / <^>ボタンを押すと、液晶モニターに設定画面が 
表示され、〈超〇または <〇> で撮影機能の設定を行うことができます。 

AF _3 設定時に〈囝> ボタンを押すと、測距エリア選択モードと、 AF フ 
レームを選択することができます。操作方法は、ファインダー撮影時と同 
じです。マニュアル露出撮影時 （ p .223) に < iso * ea > ボタンを押すと、 
旧〇感度を設定することができます。 

なお、〈[: ®]> 測光モード、〈£0〉調光補正、 〈 HDR > HDR モード、〈哩 ]> 
多重露出は設定できません。 

回 クイック設定 

液晶モニターに映像が表示された状態で 〈回〉 ボタンを押すと、オート 
ライティングオプティマイザ、カード選択、記録機能、記録画質（静止画)、 
動画記録サイズ、録音レベル （[録音：マニュアル] 設定時）の設定を行うこと 
ができます。 

1〈回〉ポタンを押す 

岭設定できる項目が表示されます。 

機能を選んで設定する 

• 〈糸〉で機能を選びます。 

4選んだ機能の設定内容が、画面下側に表示されます。 

• 〈◎>または〈忽〇を回して設定します。 

• 力ード選択、記録機能の設定を行うときは、く©〉を押したあと、 
<〇>〈容> を回して設定します。 


B 1 動画撮影中は、シャッター速度、絞り数値、旧◦感度、露出補正、録音レベルの 
設定ができます（撮影モード、 [録音] の設定により、設定できる内容が異なりま 
す）。 
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MENU 


動画記録画質の設定 


nwni iff _ 

momto softs 

i V-M 




咏极涵 


面画 


祝 ？! b 画 



[04: 動画記録サイズ] で、動画の画像サ 
イズ、フレームレート （1 秒間に何コマ記録 
するか)、圧縮形式を設定することができま 
す。なお、フレーム レー トは、 [V3: ビデオ 
出力方式] の設定により、自動的に切り換わ 
ります。 

〈ぱ> モードのときは、 [02] に表示さ 
れます。 


• 画像サイズ 

11920 [1920X1080] :フル八イビジョン (Full HD) 画質で記録します。 
画面の横縦比は16 : 9です。 

11280 [1280X 720] :八イビジョン ( HD) 画質で記録します。画面の横 
縦比は16 : 9です。 

1640 [640X480] :標準画質で記録します。画面の横縦比は 4: 3 です。 

• フレームレート （fps : frame per second) 

m/m :テレビの映像方式が 「NTSC」 の地域（北米、日本、韓国、メ 
キシコなど）で設定します。 

m/m :テレビの映像方式が 「 pal 」 の地域（ヨーロッパ、□シア、中 
国、オーストラリアなど）で設定します。 

疗4 :主に映画関連で使用します。 

• 圧縮形式 

画] IPB :複数のフレーム単位で効率的に圧縮して記録しま 

す。 ALL-I よりもファイルサイズが小さくなるた 
め、撮影できる時間が長くなります。 

B ALL-1 (l-only) :1フレーム単位で圧縮して記録します。 IPB よりも 
ファイルサイズが大きくなりますが、撮影後の編 
集作業に適しています。 
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EMD 動画記録画質の設定 


動画の総記録時間と1分間あたりのファイルサイズの目安 


動画 記録 
サイズ 

総記録 時間 （約） 

ファイルサイズ 
(約） 

4 GB カード 

8 GB カード 

16 GB カード 


U 30 ITT 5 〇4 

圓 

16 分 

32 分 

1 時間 4 分 

235 M 巳/分 

11920 

¢30 ff 25 

國 

5 分 

11分 

22分 

685 M 巳/分 



國 

18 分 

37 分 

1 時間 14 分 

205 M 巳/分 

11280 



6 分 

12分 

25 分 

610 M 巳/分 

1640 


圓 

48 分 

1 時間 37 分 

3 時間 14 分 

78 M 巳/分 


• ファイルサイズが 4GB を超える動画撮影について 

1回の撮影でファイルサイズが 4 GB を超える場合でも、一時中断する 
ことなく、動画撮影を続けることができます。 

動画撮影を開始してから、ファイルサイズが 4 GB に達する約30秒前 
になると、動画撮影画面に表示されている撮影経過時間、またはタイム 
コードが点滅します。そのまま撮影を継続し、 4 GB を超えると、新しい 
動画ファイルが自動的に作成され、点灯表示に戻ります。 

なお、再生時は、動画ファイルごとの再生になります。動画ファイル 
を自動で連続再生することはできません。再生が終わったら、続きのファ 
イルを選んで再生してください。 

• 撮影時間の制限について 

1回に撮影できる時間は、最長29分59秒です。29分59秒に達した 
時点で動画撮影が自動的に終了します。〈翌ぼ〉ボタンを押すと、動画撮 
影を再開することができます（新規ファイルとして記録されます)。 
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EMD 動画記録画質の設定 


^ • カメラ内部の温度上昇により、前ページの表に示した時間よりも早く動画撮 
影が終了することがあります （ P .241)。 

• [記録機能] を [カード自動切り換え] に設定していても、動画撮影中はカードの自 
動切り換えは行われません。 


■ 


BlFull HD 1080について 


Full HD 108◦は、垂直画素（走査線）数：108◦画素（本）の 
HD (High Definition : ハイディフィニション）映像に対応して 
いることを示しています。 
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MENU 


録音の設定 ■ 


録音 

m ~1FF 


ウィ:/ドカツト K 

-dB 40 12 



録音/録音レベル 


内蔵のモノラルマイク、または市販のス 
テレオマイクを使用して、動画撮影を行う 
ことができます。また、録音レベルを任意 
に調整することもできます。 

[04: 録音] で録音に関する設定を行い 
ます。 〈 dj + > モードのときは、 [02] に表 
示されます。 


[オート] :録音レベルが自動調整されます。音の大きさに応じて、オー 

トレベルコント□ール機能が自動的に働きます。 

[マニュアル] :上級者向けの機能です。録音レベルを64段階で任意に調整す 
ることができます。 

[録音レベル] を選び、レベルメーターを見ながら〈◎〉を回 
すと、録音レベルを調整することができます。音量が大きい 
ときに、レベルメーターの|"12」 (-12 dB ) の右側が、時々 
点灯するように、ピークホールド機能 （3 秒間）を参考にし 
て調整します。「0」を超えると音が割れます。 

[しない] :録音は行われません。 


ウインドカツト 

[入] に設定すると、屋外で撮影する際、風の影響により発生する「ボコ 
ボコ」という音を低減することができます。内蔵マイク使用時のみ機能しま 
す。 

ただし、 [入] に設定すると、低い音の一部も低減されるため、風の影響 
を受けない場所では [切] に設定することをおすすめします。 [入] のときよ 
りも自然な音で録音されます。 
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■im’l" 録音の設定 


• マイクについて 

通常は内蔵マイクでモノラル録音されます。外部マイク入力端子 
(P.19) に、ミニプラグ （03.5 mm ) を備えた市販のステレオマイクを 
接続すると、外部マイクが優先され、ステレオ録音することができます。 

• へッドフォンについて 

ヘッドフォン端子 （ p .19) に、ミニプラグ （03.5 mm ) を備えた市 
販のステレオへッドフォンを接続すると、動画撮影時の音声を聴くこと 
ができます。外部ステレオマイク使用時は、ステレオで聴くことができ 
ます。 

なお、動画再生時もへッドフォンを使用することができます。 


■ 


^ヘッドフォンに出力される音声は、ノイズ低減処理は行われていません。そのた 

め、実際に動画に記録される音声とは異なります。 

QI • 撮影モードが 〈ぱ> のときは、 [録音]:[する/しない] になります。なお、 [す 
る] に設定したときは、録音レベルが自動調整され （[オート] と同じ）、ウィ 
ンドカットが行われます。 

• ヘッドフォンの音量調節を行うときは、〈回〉ボタンを押したあと、 〈 RATE 〉 
ボタンを押しながら 〈落*〉 を上下に操作します。なお、音量調節の表示は画 
面に表示されません。へッドフォンの音声を聴きながら調整してください。 

• L/R (左/右）の音量バランスを調整することはできません。 

• L / R ともに、サンプリング周波数 48 kHz /〗 6 bit で記録されます。 

• [05: 動画サイレント設定] を [©有効] にすると （ p .236)、 動画撮影中にく©〉 
(十字タッチパッド）を使って操作音を抑えながら録音レベルを調整すること 
ができます。 
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MENU 


動画サイレント設定 


動画撮影中に操作音を抑えながら、 iso 感度や録音レベルなどの設定を変 
更したいときに有効です。 


»团サイレント 



[05: 動画サイレント設定] を [⑪有効] に 

設定すると、サブ電子ダイヤルの内側にあ 
る、〈⑪〉（十字タッチパッド）が機能する 
ようになります。 

〈匕 + > モードのときは、[。3]に表示さ 


©有効 ©難 


れます。 




〈⑪〉の上下左右に触れるだけで静かに 
操作することができます。 

動画撮影中に〈回〉ボタンを押して、ク 
イツク設定状態にすると、〈 ㊁ 〉で以下の機 
能の設定を変更することができます。 


変更可能項目 

撮影モード 

P/B 

Tv 

Av 

M 

①シャッター速度 

- 

〇 

- 

〇 

②絞り数値 

- 

- 

〇 

〇 

③ IS ◦感度 

— 

— 

— 

〇 

④露出補正 

〇 

〇 

〇 

— 

⑤録音レベル 

〇 

〇 

〇 

〇 


^ • [05: 動画サイレント設定] を [©有効] に設定したときは、動画撮影中に〈〇> 
(サブ電子ダイヤル）で録音レべ>1レを調整することはできません。 

• <©> で静かに絞り数値を変更しても、絞りの駆動音は動画に記録されます。 

• く©〉に水や汚れなどが付くと、動作しないことがあります。そのときは、布 
などできれいにふき取ってください。ふき取っても動作しないときは、しば 
らく経ってから操作してください。 

IS 動画撮影開始前は、クイック設定および [録音レベル] の設定で、 〈❾〉 を使って 
録音レベルの調整を行うことができます。 
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MENU 


タイムコードの設定 


1タイム].-ド 1 

i カウントアップ 

レックラン 

ス5— 卜時間設足 


»面妃8カウント 

mm 

»_再生カウ:/卜 

ES 時間 

KD クブ7レーム 

する 

□3 hb ^) | 


タイムコードとは、動画撮影時に映像- 
音声に同期して自動的に記録される時間軸 
のことです。「時/分/秒/フレーム」の単 
位で常時記録されます。主に撮影した動画 
を編集するときに利用します。 

[05: タイムコード] でタイムコードの設 
定を行います。〈(！？>モードのときは、 
[03] に表示されます。 


カウントアップ 

[レックラン] :動画撮影しているときだけ、タイム コー ドのカウントが 
進みます。 

[フリーラン] :動画撮影をしていないときも、タイムコードのカウント 
が進みます。 

スター ト時間設定 

タイムコードの起点（スタート時間）を設定することができます。 

[手動入力設定] :「時：分：秒：フレーム」を任意に設定することがで ■ 

ぎます。 

[リセット] :[手動入力設定][カメラ時間に設定] で設定した時間が U 

セットされ、「〇〇 : 00 : : ◦◦」になります。 

[カメラ時間に設定]: カメラに設定されている「時：分：秒」に設定されま 
す。「フレーム」は「00」に設定されます。 

動画記録カウント 

動画撮影画面に表示する内容を選ぶことができます。 

[記録時間] :動画撮影時に撮影開始からの経過時間が表示されます。 

[タイムコード] :動画撮影時にタイムコードが表示されます。 


^ • 動画撮影中に静止画を撮影すると、実時間とタイムコードに差が生じます。 

• [フリーラン] 設定時に時刻/エリア/サマータイムの設定を変更すると （ P .36)、 
タイムコードに影響が生じます。 
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ESUD タイムコードの設定 


B 1 タイム コー ドは、 [動画記録カウント] の設定に関わらず、動画ファイルに常時記録 
されます。 

動画再生カウント 

動画再生画面に表示する内容を選ぶことができます。 

[記録時間] :動画再生時に撮影時間または再生時間が表示されます。 

[タイム コード] :動画再生時にタイムコードが表示されます。 


[タイム コード] 設定0寺 



動画撮影時 



動画再生時 


BI • [〇5 ( 動画）：タイムコード] の [動画再生カウント] と [ ra 3: 動画再生カウント] は、 

設定が連動して切り換わります。 

• 動画撮影時、および動画再生中は、「フレーム」は表示されません。 


ドロップフレーム 


フレームレートが 、 in (29.97 fps )、 喵 (59.94 fps ) のときに、タイ 
ムコードでフレームをカウントすると、実際の時間とタイムコードで差が生 
じます。この差を自動的に補正することができます。この機能をドロップフ 
レームといいます。 

[する] :タイムコードを間引く補正が自動的に行われます。 

[しない] :補正は行われません。 


0フレームレートが Iir 4(23.976 fps ) のときは、ドロップフレームは行われません。 
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MENU 


メニュー機能の設定 


[04] メニュー 


tt 1 AF E 

% s?. ★ 

AFt-K 

ラわ毛-ド ] 

グ U ツド 

表示し OtU 


咏饺適 

m 

オ _ 卜 

LV 扼■影 

モード T 

m タイ v- 

m 


ライブビュー撮影/動画撮影スイッチを 
ぐ-〉にすると、メニューの [。4] [05] 
タブが、動画撮影特有の項目として表示さ 
れます。各項目の内容は下記のとおりです。 

〈匕 + >モードのときは、 [02] [03] に 
表示されます。 


• AF モード 

207-21 3ページで説明している AF モードと同じです。 [ライブモー 
ド][: i ： ライブモード][クイックモード] が選択できます。なお、動いている 
ものにピントを合わせ続けることはできません。 

なお、 AF モードを [クイックモード] に設定していても、動画撮影中は 
[ライブモード] に切り換わります。 

• グリッド 

[9 分割#] または [24 分割 雪]で格子線を表示して、水平、垂直の 
傾きを確認しながら撮影することができます。また、 [9 分割 + 対角 M ] で 
は、格子線と対角線が表示され、水平、垂直の傾きの確認だけでなく、 
交点を被写体に合わせることで、バランスの良い構図で撮影することが 
できます。 

⑩動画記録サイズ 

動画記録画質（画像サイズ、フレームレート、圧縮形式）を設定する 
ことができます。詳しぐよ、231〜233ページを参照してください。 

• 録音 

録音に関する設定を行うことができます。詳しくは、234、235ベー 
ジを参照してください。 
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(miq メニュー機能の設定 


• LV 静音撮影 IB 

静止画撮影用の機能です。詳しくは、206ページを参照してください。 

• 測光タイマー IE 

露出値の表示時間 ( AE ロック時の保持時間）を変えることができます。 


[05] メニュー 


〇 " AF B 

V 〇 ★ 

■ ■■■胃： 


タイムコード 


16 画サイレント設定 


B 画ポタン 

■ 


#タイムコード 

タイ厶コードを設定することができます。詳しくは、237、238ペー 
ジを参照してください。 

❿動画サイレント設定 

[◎有効]にすると、動画撮影中のクイック設定時に、十字タッチパッ 
ド〈 ㊁ 〉を使って、操作音を抑えながら設定を変更することができます。 
詳しくは、236ページを参照してください。 

⑩動画撮影ポタン 

[先/國]に設定すると、〈離?〉ボタンだけでなくシャッターボタン 
の全押し、またはリモートスイッチ RS -80 N 3 (別売）や、タイマーリ 
モートコント□—ラー TC -80 N 3 (別売）で、動画撮影を開始/終了す 
ることができます （ P .185)。 ただし、[克/國]に設定したときは、静 
止画撮影 （ P .228) はできません。 
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w 動画撮影全般に関する注意事項 

カメラ内部の温度上昇にともなう、白い〈0〉と赤い〈圔〉表示について 

• 動画撮影を長時間行ったり、高温下で動画撮影を行うと、カメラ内部の温度 
が上昇し、白い〈0>が表示されます。このマークが表示された状態で動画 
撮影をしても、動画の画質はほとんど低下しません。ただし、静止画を撮影 
すると、静止画の画質が低下することがありますので、カメラ内部の温度が 
下がるまで、静止画撮影を一時休止することをおすすめします。 

• 白い〈□>が表示された状態からカメラ内部の温度がさらに上昇すると、赤 
い 〈瞷> が点滅します。このマークは、もうすぐ動画撮影が自動的に終了す 
ることを示しています。そのときは、カメラ内部の温度が下がるまで、撮影 
ができなくなりますので、一旦電源を切り、しばらく休止してください。 

• 高温下で動画撮影を長時間行うと、〈0>と 〈關〉 が表示されるタイミングが 
早くなります。撮影しないときは、こまめに電源を切ってください。 

記録と画質について 

參手ブレ補正機能を搭載したレンズ使用時は、シャッターボタンを半押ししな 
くても、常時手ブレ補正機能が作動します。そのため、電池が消耗し、撮影 
条件により動画撮影時間が短くなったり、撮影可能枚数が少なくなることが 
あります。三脚使用時など、補正の必要がないときは、手ブレ補正スイッチ 
を 〈 OFF 〉 にすることをおすすめします。 

• カメラに内蔵されたマイクにより、撮影中の操作音やカメラの作動音なども 
一緒に録音されます。なお、市販の外部マイクを使用すると、これらの音を 
録音しないように（低減）することができます。 

• 外部マイク入力端子に、外部マイク以外は接続しないでください。 

• 極端に明るい光源が画面内にあると、明るい部分が黒っぽくつぶれたように 
表示されることがあります。動画撮影時は、表示された映像とほぼ同じ状態 
で記録されます。 

春暗い場所では映像にノイズや色ムラが発生することがあります。動画撮影時 
は、表示された映像とほぼ同じ状態で記録されます。 
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w 動画撮影全般に関する注意事項 

記録と画質について 

春書き込み速度が遅いカードを使用すると、動画撮影中に画面の右 
側に5段階のインジケーターが表示されることがあります。イン 
ジケーターは、力ードにまだ書き込まれていないデータ量（内蔵 
メモリーの空き容量）を表し、遅いカードほど、段階が早く上 
がっていきます。インジケーターがフルになると、動画撮影が自 
動的に停止します。 

書き込み速度が速い力ードは、インジケーターが表示されない 
か、表示されても段階はほとんど上がりません。そのため、事前 
にテスト撮影を行うことで、動画撮影に適した力ードかどうかを 
判断することができます。 

動画撮影時の静止画撮影について 

• 静止画撮影の画質については、215ページの『画質について』を参照してく 
ださい。 

再生とテレビ接続について 

• 自動露出撮影、シャッター優先 AE 撮影、絞り優先 AE 撮影で動画撮影中に明る 
さが変化すると、その場面の映像が一瞬止まって見えることがあります。こ 
のようなときは、マニュアル露出で撮影してください。 

參カメラとテレビを接続 （P.268、271) して動画撮影を行うと、撮影中テレ 
ビから音は出ません。ただし、音声は正常に記録されます。 


T 

インジ 

ケーター 
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画像の再生 


この章では、撮影した画像や動画をカメラで再生 • 消去する方 
法や、テレビで見る方法など、撮影画像の再生に関連する内容に 
ついて説明しています。 


他の機器で撮影 • 記録された画像について 

他のカメラで撮影された画像や、このカメラで撮影したあとにパソコンな 
どで画像を加工したり、ファイル名を変更した画像は、カメラで正常に表 
示できないことがあります。 
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H 画像を再生する 


1枚表示 



画像を再生する 

• < E > ボタンを押します。 

4最後に撮影した画像、または最後に再生 
した画像が表示されます。 



画像を選ぶ 

• <〇> を左に回すと、最後に撮影した画 
像から新しい順に画像が表示されます。 
右に回すと、古い画像から順に新しい画 
像が表示されます。 

• ( INFO .) ボタンを押すたびに、表示形式 
が切り換わります。 



情報表示なし 


ヒストグラム表示 


簡易情報表示 


撮影情報表示 


P DO 取 - 1 fi SJ400 (h 

ia _ 5200 WR2 - G1 0 , 0 

miM. SRG6 

20tZ/HUH I3;JO;00 
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E 画像を再生する 


再生を終了する 

• < H > ボタンを押すと再生が終了し、撮 
影準備状態に戻ります。 


mm グリッド表示について 


〇 AF E 

V 〇 ★ 

再生時®グ _J-y ド 

袤示しない ~~ 1 


邮 1 




粉! 


1枚表示、2枚表示 （ p .253) のときに、 
再生画像に重ねて格子線を表示することが 
できます。 

[ IZ ]3: 再生時のグリッド] で [9 分割#] [24 

分割 _] [9 分割+対角 M ] から選ぶことがで 
ぎます。 

撮影画像の水平、垂直の傾ぎや、構図を 
確認するときに便利です。 


■ 


0動画再生時にグリッドは表示されません。 
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INFO .: 撮影情報の内容 

静止画の例 


AF マイク□アジヤストメント_ 
露出補正量 一! 
スト□ボ調光補正量 一 I 


-画像プ□テクト 
レーテイング 


絞り数値 


シャッター速度 


測光モード 


撮影モード^ 


ホワイト- 
バランス I 
記録画質 ——I 

再生番号/ 

総記録画像数 

<13> 設定時の一 1 
色温度数値 

Eye - Fi 転送 



フォルダ番号一画像番号 
カード 
ヒストグラム 
(輝度/ RGB ) 

ピクチャースタイル/ 
設定内容 
ISO 感度 

高輝度側 • 階調優先 

色空間 
撮影日時 


ホワイトバランス補正量 


ファイルサイズ 


* RAW + JPEG の設定で撮影した画像は、 RAW 画像のファイルサイズが表示されます。 
* 調光補正なしでストロボ撮影を行ったときは、 〈0〉 が表示されます。 

* HDR モードで撮影した画像は、 〈 HDR > とダイナミックレンジの調整幅が表示されま 
す。 

* 多重露出で撮影した画像は、 〈画]〉 が表示されます。 

* 動画撮影時に撮影した静止画のときは、 <.--□> が表示されます。 

* RAW 現像、リサイズを行った画像は、<囚> が表示されます。 
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INFO .: 撮影情報の内容 


動画の例 


撮影時間 • 再生時間/ 
タイムコード 



フレーム レー ト—— 1 I ——圧縮形式 


再生- HE ! 


撮影モード- 
動画記録サイズ- 


-if [] VI25 8.0 03400 

QS200 咬 p. G, 0, 0 

-昭〇 ■ 國 6S.&M8 - SR6B — 

3/24 2012/01/11 13:30:00 


シャッター速度 
絞り数値 

動画ファイルサイズ 


• 八イライト警告表示について 

[03: 八イライト警告表示] を [する] に設定すると、露出才ーパーで白 
飛びした部分が点滅表示します。階調を再現させたい部分が点滅してい 
るときは、露出をマイナス補正して、もう一度撮影すると良い結果が得 
られます。 


• AF フレーム 表示について 

[ IZ ]3 :AF フレーム表示] を [する] に設定すると、ピント合わせを行つ 
た AF フレームが赤い枠で表示されます。なお、 AF フレーム自動選択の 
ときは、 AF フレームが複数同時に表示されることがあります。 
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INFO .: 撮影情報の内容 


• ヒストグラムについて 

ヒストグラムには、露出レベルの傾向と全体の階調を確認できる輝度 
表示と、色の飽和と階調を確認できる RGB 表示があります。表示の切り 
換えは、 [ S 3: ヒストグラム] で行います。 


[輝度]表示 

このヒストグラムは、横軸に明るさ（左：暗、 
右：明）、縦軸に明るさごとの画素数を積み上げた 
グラフで、画像の輝度分布を表しています。画面の 
中の「暗い成分」ほどグラフの左寄りに積み上げら 
れ、「明るい成分」ほどグラフの右寄りに積み上げ 
られて表示されます。横軸の左端に積み上げられた 
成分は黒くつぶれ、右端に積み上げられた成分は白 
く飛びます（八イライト）。その他の成分は階調が 
再現されます。再生画像とそのヒストグラムを見る 
ことで、露出レベルの傾向と全体の階調を確認する 
ことができます。 


ヒストグラム例 



暗い成分が多い 


普通の明るさ 



明るい成分が多い 


[ RGB ] 表示 

このヒストグラムは、横軸に色の明るさ（左：暗、右：明）、縦軸に 
色の明るさごとの画素数を積み上げたグラフで 、 R (赤 ） /G (緑）/巳 
(青）別に色の輝度分布を表しています。画面の中の「暗く薄い色」ほど 
グラフの左寄りに積み上げられ、「明るく濃い色」ほどグラフの右寄りに 
積み上げられます。横軸の左端に積み上げられた成分は色の情報がなぐ 
右端に積み上げられた色は飽和して階調がありません。 RGB のヒストグ 
ラムを見ることで、色の飽和と階調の状態や、ホワイトバランスの傾向 
を確認することができます。 
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H 見たい画像を素早く探す 

H 一度に複数の画像を表示する（インデックス表示） 

見たい画像を素早く見つけることができる、インデックス表示といわれる 
再生方法で、一度に4枚、または9枚の画像を表示することができます。 



< Q > ポタンを押す 

• 画像を再生した状態で、 〈 C 0 ボタンを 
押します。 

岭画面右下に [@ QJ が表示されます。 



インデックス表示にする 

• <1^>を左に回していきます。 

岭4枚表示になります。選択されている画 
像に青色の枠が付きます。 

• <^1>をさらに左に回すと、9枚表示に 
なります。〈忽〇を右に回すと、9枚— 
4枚 — 1枚表示になります。 




画像を選ぶ 

• <〇> を回して青色の枠を移動させ、画 
像を選びます。 

• < Q > ボタンを押して [ iSiQJ の表示 
を消した状態で〈忽〇を回すと、1画 
面分先、または前の画像が表示されま 


す0 


• インデックス表示の状態でく©〉を押 
すと、選んだ画像が1枚表示されます。 
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E 見たい画像を素早く探す 


® 画像を飛ばして表示する（ジャンプ表示） 

1枚表示のときに〈@>を回すと、指定した方法で前後に画像を飛ばして 
表示することができます。 


\ での画像送り]を選ぶ 

• [ E 2] タブの での画像送り] を選 

び、く©〉を押します。 

2ジャンプ方法を選ぶ 

• <〇> を回して、ジャンプ方法を選び、 
く®〉を押します。 

rl :1枚ずつ画像表示 
:1〇枚飛びに画像表示 
硫：100枚飛びに画像表示 
宓：撮影日を切り換えて画像を表示 
包：フォルダを切り換えて画像を表示 
角：動画だけを表示 
r 3 :静止画だけを表示 
d :指定したレーティング （ P .255) 

の画像を表示 
〈公> を回して選びます。 

画像送りをする 

• < H > ボタンを押して画像を再生しま 
す。 

• 1枚表示の状態で〈公〉を回します。 

再生位置 




BI • [撮影日] は、撮影した日付で画像を探したいときに選びます。 

• [フォルダ] は、フォルダを指定して画像を探したいときに選びます。 

• [動画][静止画] は、力ードの中に動画と静止画が混在しているときに、動画、 
静止画のどちらかだけを表示したいときに選びます。 

• [レーティング] で対象となる画像がないときは、〈1^>を回しても画像送りは 
行われません。 


250 







Q 拡大して見る 

撮影した画像を、約1 .5 倍〜10倍に拡大して表示することができます。 



拡大表示位置 


画像を拡大する 

• 画像再生中 （1 枚表示)、撮影直後の画像 
表示中、撮影準備状態から拡大すること 
ができます。 

• < Q > ボタンを押します。 

4拡大表示になります。画面右下に拡大位 
置と [^ QJ が表示されます。 

• 〈忽|>を右に回すごとに拡大します。約 
10倍まで拡大することができます。 

• 〈超〇を左に回すごとに縮小します。さ 
らに回していくと、インデックス表示 
(P.249) になります。 



表示位置を移動する 

• <^>を操作した方向に表示位置が移動 
します。 

• < Q > ボタンまたは 〈 H > ボタンを押す 
と、拡大表示が終了し、1枚表示になり 
ます。 



151 • 拡大表示中に <〇> を回すと、拡大表示のまま画像が切り換わります。 
• 撮影直後に表示された画像を拡大表示することもできます。 

• 動画は拡大表示できません。 
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Q 拡大して見る 


mm 拡大開始倍率/拡大開始位置を設定する 



[ S 3] タブの[拡大倍率設定（約)]を選ぶ 
と、拡大表示を開始したときの、表示倍率、 
拡大位置を設定することができます。 


擊1倍（拡大なし） 

拡大表示は行われません。1枚表示の状態で拡大表示が始まります。 

• 2倍/4倍/8倍/10倍（中央から） 

選択した倍率で画面中央から拡大表示が始まります。 

• 等倍（任意選択合焦点から） 

記録画像の画素を約 100% で表示します。合焦した AF フレームの 位 
置から拡大表示が始まります。なお、手動ピント合わせで撮影した画像 
は、画面中央から拡大表示が始まります。 

• 前回と同じ倍率（中央から） 

前回、〈0> 〈 CO ボタンを押して拡大表示を終了したときと同じ倍 
率で、画面中央から拡大表示が始まります。 


51[ライブモード][: i： ライブモード] (P.207) で撮影した画像は、画面中央から拡大表 
示が始まります。 


252 




m 画像を比較する （2 枚表示） 

撮影した画像を、左右に並べて表示することができます。 



2枚表示にする 

• 画像を再生した状態で、〈[1>亞> ボタン 
を押します。 

岭2枚表示になります。選択されている画 
像に青色の枠が付きます。 



比較する画像を選ぶ 

• <©> を押すと、青色の枠が切り換わり 
よ9 〇 

• <〇> を回して画像を選びます。 

• 手順2を繰り返して、左右の画像を選び 
よ9 〇 


• 〈回〉ボタンを押すと、左右の画像の拡 
大倍率、拡大位置を同じにすることがで 
きます（青色の枠が付いていない画像と 
同じ拡大設定になります)。 

• < H > ボタンを押している間、青色の枠 
が付いている画像を1枚表示にすること 
ができます。 


• ( m - a ) ボタンを押すと、1枚表示に戻 
ります。 



01 • 拡大表示、ジャンプ表示、レーティング、画像プ□テクト、画像消去を行う 
ことができます。 

• ( INFO .) ボタンを押すと、情報表示を切り換えることができます。 

• 2枚表示の状態から動画を再生することはできません。 
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国回転させる 

画像が表示される向きを変えたいときに、この方法で回転させます。 



\ [画像回転]を選ぶ 

• [ H 1] タブの [画像回転] を選び、〈©> 
を押します。 


画像を選ぶ 

• <〇>を回して回転する画像を選びま 
す。 

• インデックス表示 （ P .249) にして選ぶ 
こともできます。 


画像を回転する 

• く©〉を押すたびに、時計方向に回転 
(90° —270° 一0° ) します。 

• ほかに回転したい画像があるときは、手 
順2、3を繰り返します。 

• ( MENU ) ボタンを押すと、メニューに戻 


ります。 


0 • [ V 1 :縦位置画像回転表示] を [する 〇圍] ( p .280) に設定して撮影すると、こ 
の機能で画像を回転する必要がなくなります。 

• 回転した画像が、再生時に回転した向きで表示されないときは、[ VI : 縦位置 
画像回転表示] を [する 〇圍]に設定します。 

• 動画は回転できません。 
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お気に入りのレベルを設定する 

撮影した画像（静止画/動画）に、5種類のお気に入りマーク （[★]/[★★]/ 
[/*]/[：：]/[：*：]) を付加することができます。この機能をレーティングといいま 
す。 

* レーティングは、「評価」や「等級」などの意味です。 

〈 RATE 〉 ポタンで設定する 

\画像を選ぶ 

• 画像を再生した状態で〈〇〉を回して、 
お気に入りマークを付ける画像を選び 

Os 5^ 〇 

• インデックス表示にして設定すること 
もできます （ P .249)。 

お気に入り情報を付ける 
• ( RATE ) ボタンを押すたびに、お気に入 
り マークが 切り換わります （[★]/[★★]/ 
K 1/ C 3/ K ]/ なし)。 

• 他にお気に入りを設定する画像がある 
ときは、手順1、2を繰り返します。 



01 • [ V 3: C 0 B ポタンの機能] を [プ□テクト] に設定してし)るとぎは、 [レーティング] 
に変更してください。 

• [ V 3： CHO ポタンの機能] で [レーティング] を選んで〈回〉ボタンを押すと、 
( RATE ) ボタンを押したときに選択できる（使用する）お気に入りマークを 
設定することができます。 



mm メニューから設定する 



[レーテイング]を選ぶ 
• [ H 2] タブの[レーテイング]を選び、 
く®〉を押します。 
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お気に入りのレベルを設定する 



画像を選ぶ 

• <〇> を回して、お気に入りマークを付 
ける画像を選びます。 

•〈 C 0 ボタンを押して、〈公> を左に回 
していくと、3画像表示にして選ぶこと 
ができます。〈忽〇を右に回すと、1枚 


表民ります0 



お気に入り情報を付ける 

• <©> を押すと、 [ an ] マークが 消え 
ます。 

• <〇> を回して、お気に入りマークを選 
びます。 

岭お気に入りマークを付けると、そのマー 
クの横にある数値がカウントされます。 
• 他にお気に入りを設定する画像がある 
ときは、手順2、3を繰り返します。 

• ( MENU ) ボタンを押すと、メニューに戻 


ります。 


0お気に入りマークの横にある数値は、3桁 （999 枚）までしか表示されません。 
1000枚を超えると、 [###] と表示されます。 

お気に入り情報の利用方法 

• [ E 2： ^ での画像送り] で、特定のお気に入りマークを付けた画像だけを表 
示することができます。 

• [02: スライド ショー] で、特定のお気に入りマークを付けた画像だけを再生 
することができます。 

• 付属ソフトウェアの Digital Photo Professional ( p .394) で、特定のお気 
に入りマークを付けた画像だけを選択することができます。 

• Windows 7 、 Windows Vista では、ファイルの詳細表示や、標準装備され 
た画像表示機能で再生したときに、「評価」という項目でお気に入りマークを 
確認することができます。 
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回再生時のクイック設定 

再生時に〈回〉ボタンを押すと、再生しながら [0 : 画像プロテクト/ 
国：画像回転/★: レー ティング /龄，： RAW 現像 （ RAW 画像のみ）/ 
a :リサイズ （ jpeg 画像のみ） / m - 八イライト警告表示/七 N : AF フ レー 
ム表示/戌： での画像送り] の設定を行うことができます。 

なお、動画のときは、太字の項目のみ設定できます。 

\ 〈回〉ポタンを押す 

• 画像を再生した状態で〈回〉ボタンを 
押します。 

岭クイック設定の項目が表示されます。 


項目を選んで設定する 

• 〈糸〉を上下に押して、項目を選びます。 

4選んだ項目と設定内容が、画面下側に表 
示されます。 

• <〇> を回して設定します。 

• RAW 現像とリサイズは、さらにく©〉 
を押して設定を行います。詳しくは、 
RAW 現像 （ p .282) とリサイズ 
( P .287) のページを参照してくださ 
い。キャンセルするときは、 〈 MENU 〉 ボ 
タンを押します。 



5設定を終了する 

• 〈回〉ボタンを押すと、クイック設定が 
終了します。 
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回再生時のクイック設定 


W 画像回転を行うときは、[ VI : 縦位置画像回転表示] を [する 〇 画] に設定してくだ 
さい。[ VI : 縦位置画像回転表示] が [する 團] [しない] に設定されているときは、 
[圔 画像回転] で選んだ内容は画像に記録されますが、カメラで回転表示は行われ 
ません。 

01 • インデックス表示中に〈回〉ボタンを押すと、1画面表示に切り換わり、ク 
イック設定状態になります。再度〈回〉ボタンを押すと、インデックス表示 
に戻ります。 

• 他のカメラで撮影した画像は、選択できる項目が制限されることがあります。 


258 



-撮った動画の楽しみ方 

撮影した動画は、主に次の3つの方法で再生して楽しむことができます。 


テレビに接続して再生する （ p 268、271) 



付属の AV ケーブル、または別売の HDMI 
ケーブル HTC -10 ◦でカメラとテレビを接 
続して、撮影した動画や静止画をテレビで 
再生することができます。 

フル八イビジョン （Full HD : 192 Ox 
1080), または八イビジョン （ HD : 1280 
X 720) 画質で撮影した動画は、 HDMI ケー 
ブルで八イビジョン対応のテレビに接続す 
ると、より高画質な映像を楽しむことがで 
ぎます。 


^ • 動画が入ったカードは、 MOV 形式の動画ファイルの再生に対応した機器以外 
では再生できません。 

•八ードディスクレコーダーは、 HDMI 入力端子を備えていないため 、 HDMI 
ケーブルでカメラとレコーダーを接続することはできません。 

• USB ケーブルでカメラと八ードディスクレコーダーを接続しても、動画や静 
止画を再生 • 保存することはできません。 


カメラの液晶モニターで再生する 


( P .261 〜 267) 


■ 



カメラの液晶モニターで動画を再生する 
ことができます。また、動画の前後部分を 
カツト（簡易編集）したり、カードに記録 
されている静止画と動画を、スライド 
ショーで自動再生することもできます。 


^パソコンで編集した動画をカードに書き戻して、カメラで再生することはできま 
せん。 
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撮った動画の楽しみ方 


パソコンで再生•編集する ( p .394) 



力ードに記録されている動画ファイルを 
パソコンに取り込んで、付属ソフトウェア 
の ImageBrowser EX で再生することがで 
ぎます。 


^ • 撮影した動画をパソコンで滑らかに再生するには、高性能なパソコンが必要 
です。動作環境については、 ImageBrQwserEX ガイド （ PDF ) を参照して 
ください。 

• 市販のソフトウェアで再生•編集するときは、 MOV 形式の動画に対応したソ 
フトウェアを使用してください。市販のソフトウェアについては、ソフトウェ 
アメーカーにお問い合わせください。 
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^動画を再生する 



画像を再生する 


• < E > ボタンを押して画像を表示しま 
す0 



動画を選ぶ 

• <〇>を回して再生する動画を選びま 
す。 

• 1枚表示のときに、画面左上に〈: H 0 H > 
が表示されている画像が動画です。 

• インデックス表示のときは、画面左側に 
縦帯の付いた画像が動画です。インデッ 

クス表示からは再生できませんので、 
<@>を押して1枚表示にします。 


1枚表示の状態で〈©〉を押す 

岭画面の下に動画再生パネルが表示され 

よ9 〇 


動画を再生する 

• 〈〇>を回して [►]( 再生）を選び、く©〉 



スピーカー 


を押します。 

岭動画再生が始まります。 

• 再生中にく©〉を押すと、再生が一時 
停止します。 

• 〈@>を回すと、再生中でも音量を調整 
することができます。 

• 再生操作に関する詳しい内容は、次ペー 
ジを参照してください。 



^ヘッドフオンで動画の音声を聴くときは、耳を痛めないように、音量を下げてか 
ら取り付けてください。 
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動画を再生する 


項目 

再生内容 

Id 終了 

1 枚表示の状態に戻ります。 

► 再生 

く®〉を押すたびに再生/停止を繰り返します。 

!► ス□一再生 

<〇> を回すとス□一再生の速さを変えることができます。画面 
右上に速さの度合いが表示されます。 

Hi 先頭 フレーム 

動画の先頭画面を表示します。 

<11フレーム 戻し 

く®〉を押すたびに 1 コマ戻します。く®〉を押し続けると、早 
民しします。 

!!► フレーム 送り 

く®〉を押すたびに 1 コマ送ります。く©〉を押し続けると、早 
送りします。 

►W 最終 フレーム 

動画の最終画面を表示します。 

K 編集 

編集画面を表示します （ P .263)。 


再生位置 

mnrT ss ” 

再生時間 （ mm ’ ：分、 ss ” ：秒/ [動画再生カウント：記録時間] 設 
定時） 

hh : mm : ss:ff 

タイムコード （hh :時 、 mm :分 、 ss :秒 、 ff :フレーム/ [動 

画再生カウント：タイムコード] 設定時） 

11111 日:量 

〈造〇 を回すと、内蔵スピーカー （ p .261) の音量を調整する 
ことができます。 


SI 參フル充電のバッテリーパック LP - E 6 で連続再生できる時間は、常温 (+23 
° C ) で約3時間30分です。 

• ヘッドフォン端子 （ p .19) に、ミニプラグ （03.5 mm ) を備えた市販の 
ヘッドフォンを接続すると、動画の音声を聴くことができます （ P .235)。 

參カメラをテレビに接続して動画を再生するときは （ P .268、 271)、テレビ 
側で音量の調整を行ってください«1^>を回しても音量は変わりません)。 
• 動画撮影中に静止画を撮影した場面では、約1秒間、静止した映像が表示され 
ます。 
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K 動画の前後部分をカツトする 

撮影した動画の前後部分を約1秒単位で削除することができます。 



動画再生画面で[ぎ]を選ぶ 

岭画面の下に動画編集パネルが表示され 

よ9 〇 


2 



削除する範囲を指定する 

• [«0](前部を削除）か、[咖](後部を 
削除）を選んで く を押します。 

• 〈糸〉を左右に押すと、フレームが送ら 
れます。押したままにすると、早送りに 
なります。〈〇> を回すと、1フレー厶 
ずつ送られます。 

• 肖 U 除する範囲が決まったら、 <©> を押 
します。画面上部の青色で表示された範 
囲が残ります。 



編集内容を確認する 

• [►] を選んでく®〉を押すと、青色で 
表示された範囲が再生されます。 

• 削除する範囲を変更するときは、手順2 
の操作を行います。 

•編集を中止するときは、[勺]を選び 


く©〉を押します。 
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§ c 動画の前後部分をカツトする 



4保存する 

• [ G ] を選んでく©〉を押します。 

岭保存画面が表示されます。 

• 別画像として保存するときは [新規保存]、 
編集前の動画を残さないときは [上書き 
保存] を選択して、〈©>を押します。 


• 確認画面で [0 K ] を選びく©〉を押す 


と、編集した動画が保存され、動画再生 


画面に戻ります。 


^ • 約1秒単位（[ X ]が表示される位置）で削除されるため、実際にカツトされ 
る位置が指定した位置と異なることがあります。 

• カードの空き容量が少ないときは、[新規保存]は選択できません。 
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MENU 


自動再生する（スライドシヨー) 


カードに記録されている画像を自動的に連続再生します。 



[スライドショー]を選ぶ 

• [ E 2] タブの [スライドショー] を選び、 
〈@〉を押します。 



再生する枚数 


2 


再生する画像を選ぶ 

• <〇> を回して図に示した項目を選び、 
く©〉 を押します。 

[全画像/動画/静止画] 

• <〇> を回して [ Q ] 全画像パ-動画/〇静 

止画] のいずれかを選び、〈@>を押し 
ます。 


[日付/フォルダ/レーテイング] 


• <〇> を回して[園 日付/_フォルダ/ 
★レーティング] のいずれかを選びます。 
•〈_ p >> が明るく表示された状態で、 
〈 INFO .〉 ボタンを押します。 

• 〈◎>を回して内容を選び、〈@>を押 
します。 
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EMD 自動再生する（スライドシヨー) 


項目 

再生内容 

Q 全画像 

カード内のすべての静止画、動画を再生します。 

圆 日付 

選んだ撮影日の静止画、動画を再生します。 

_フォルダ 

選んだフォルダ内にある静止画、動画を再生します。 

サ動画 

力ー ド内の動画だけを再生します。 

〇静止画 

カード内の静止画だけを再生します。 

★レーティング 

選んだお気に入りマークが付いた静止画、動画を再生 
します。 



再生間隔とリビートを設定する 

• <〇> を回して [設定] を選び、く©〉を 
押します。 

• 静止画の [再生間隔] と [リピート] (繰り 
返し再生）の設定を行い、 〈 MENU 〉 ボタ 
ンを押します。 


S 生間隔] 



[リピート] 
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mm 自動再生する（スライドショー) 



スライドショーを開始する 

• <〇> を回して[スタート]を選び、 <©> 
を押します。 

岭[画像読み込み中…]が表示されたあと、ス 
ライドシヨーが始まります。 


5スライドショーを終了する 

•〈 MENU 〉 ボタンを押すと、スライドショー 
が終了し、設定画面に戻ります。 


■ 


QI • 一時停止したいときはく®〉を押します。一時停止中は画像の左上に [■■] 
が表示されます。再度く®〉を押すと、再開します。 

• 自動再生中に 〈 INFO .〉 ボタンを押すと、静止画の表示形式を切り換えること 
ができます （ P .244)。 

• 動画再生中にくを回すと、音量を調節することができます。 

• 自動再生中、または一時停止中に〈〇> を回すと、画像が切り換わります。 
• 自動再生中、オートパワーオフ機能は働きません。 

• 画像により表示時間が異なる場合があります。 

• テレビでスライドシヨーを見るときは、268、271ページを参照してくださ 
い。 
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八イビジョン （ HD ) テレビで見る 

別売の HDMI ケーブル HTC -100 が必要です。 


0 


HDMI ケーブルをカメラに接続する 

• プラグの 〈▲HDMI MINI 〉 がカメラの 
前面に向くようにして 、 〈HDMI OUT 〉 
端子に差し込みます。 


，テレビに HDMI ケーブルを接続する 

• HDMI ケーブルを、テレビの HDMI 入力 
端子に接続します。 


テレビの電源を入れ、テレビの入力切 
り換えで接続した端子を選ぶ 

A カメラの電源スイッチを〈01\1>にす 
る 



テレビで見る 

撮影した静止画や動画を、テレビなどで見ることができます。 

I 參動画再生時の音量は、テレビ側で調整します。カメラ側から音量の調整はで 
きません。 

• ケーブルの取り付け/取り外しを行うときは、カメラとテレビの電源を切っ 
た状態で行ってください。 

• 使用するテレビにより、表示内容の一部が欠けて表示されることがあります。 
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テレビで見る 



< E > ポタンを押す 

岭画像がテレビに表示されます（液晶モニ 
ターには何も表示されません)。 

• 接続したテレビに合わせて、自動的に最 
適な解像度で画像が表示されます。 

• ( INFO .) ボタンを押すと、表示を切り換 
えることができます。 

• 動画の再生方法は、261ページを参照 
してください。 


^ ( HDMIOUT ) 端子と < A / VOUT > 端子から、映像を同時に出力することはでき 
ません。 


QI • カメラの < HDMIOUT > 端子に、他の機器からの出力を入力しないでくださ 
し、故障の原因になります。 

• テレビとの相性により、撮影した画像を再生できないことがあります。その 
ときは、付属の AV ケーブルで接続してください。 


HDMI CEC 対応のテレビについて 

HDMI 機器制御機能 （HDMI CEC *) 対応のテレビとカメラを HDMI ケー 
つ') レで接続すると、テレビのリモコンで再生操作ができます。 

* HDMI 規格で決められた相互機器制御機能のことです。 



[ HDMI 機器制御]を[入]にする 

• [ S 3] タブの [ HDMI 機器制御] を選び、 

く®〉を押します。 

•[入] を選びく©〉を押します。 
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テレビで見る 


2テレビとカメラを接続する 

• HDMI ケーブルでテレビとカメラを接 
続します。 

岭自動的にテレビの入力がカメラを接続 
した HDIVH 端子に切り換わります。 

カメラの 〈 EEI 〉 ポタンを押す 

岭テレビに画像が表示され、テレビのリモ 
コンで画像が再生できるようになりま 
す。 

4画像を 選ぶ 

• リモコンをテレビに向けて— /— ボタン 
を押すと、画像を選ぶことができます。 


静止画再生メニュー 



動画再生メニュー 


困§喚 IHFQ 


5リモコンの決定ポタンを押す 

峥メニューが表示され、左図に示す再生を 
行うことができます。 

• ボタンで項目を選び、決定ボタン 

を押します。スライドシヨー選択時は、 


亡 

.争 

INFO . 


戻る 

9枚インデックス表示 
動画再生 
スライド シヨー 
撮影情報の切り換え 


TAL ボタンを押して項目を選び、決定ボ 
タンを押します。 

• [戻る] を選択し、決定ボタンを押すと、 
メニューが消え、ボタンで画像が 
選べるようになります。 


国 


画像回転 


^ 2枚表示のときは （ p .253)、 テレビのリモコンで再生操作はできません。 ( m - a ) 
ボタンを押して、1枚表示にしてから操作してください。 

BI • テレビによっては、 HDMI 機器制御機能を有効にする必要があります。詳しく 
はテレビの使用説明書を参照してください。 

• HDMI 機器制御機能に対応したテレビでも、正しく操作できないことがありま 
す。そのときは、 [ S 3: HDMI 機器制御] を [切] にして、カメラ側で操作して 
ください。 


270 







テレビで見る 


八イビジョン （ HD ) 非対応のテレビで見る 



付属の AV ケーブルをカメラに接続す 
る 

• プラグの ( Canon ) □ゴが、カメラの背 
面に向くようにして、 〈 A / VOUT 〉 端子 
に差し込みます。 






音声 

0」 L 

©映像 


2 


テレビに AV ケーブルを接続する 

• AV ケーブルを、テレビの映像入力端子 
と、音声入力端子に接続します。 


テレビの電源を入れ、テレビの入力切 
り換えで接続した端子を選ぶ 


4カメラの電源スイッチを 〈0 N > にす 



< E > ポタンを押す 

岭画像がテレビに表示されます（液晶モニ 
夕一には何も表示されません)。 

• 動画の再生方法は、261ページを参照 
してください。 



^ • 付属の AV ケーブル以外は使用しないでください。画像が表示されないことが 
あります。 

• テレビ方式と異なるビデオ出力方式が設定されていると、画像が正しく表示 
されません。そのときは、 [ V 3: ビデオ出力方式] で方式を切り換えてください。 
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0 保護する（プロテクト） 

大切な画像をカメラの消去機能で誤って消さないように、プ□テクトをか 
ける（保護する）ことができます。 


画像を選択して1枚ずつプロテクト 

[画像プ□テクト]を選ぶ 

鲁 [ H 1] タブの [画像プロテクト] を選び、 
<©> を押します。 


[画像を選択]を選ぶ 

+ • [画像を選択] を選び〈@>を押します。 
岭画像が表示されます。 



〜画傈プ□テクト 

m 

[ MHE 

フォルタ内■全 S* 

フォルタ内■全 R 除 
カート内，主画抜 

-_ I 

_1 

カード内■全 R 除 



プ□テクト表示 




プ□テクトをかける 


• <〇> を回してプ□テクトをかける画像 
を選び、く®〉を押します。 

峥画像がプ□テクトされ、画面の上に 
<0>が表示されます。 

• もう一度〈@>を押すと、プロテクト 
が解除され〈0>が消えます。 

• 他にプ□テクトをかけたい画像がある 


ときは、手順3を繰り返します。 


• ( MENU ) ボタンを押すと、メニューに戻 


ります。 
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0 保護する（プ□テクト) 


mm フオルダ内/力ード内全画像プロテクト 


フォルダ内、またはカード内のすべての画像をまとめてプ□テクトするこ 
とができます。 


〜画®プロテクト E 

wmR 

_2_ォルダ内 ■ 生 ii 
フォルダ内■全 SW 
カード内■全_ 

力ード内，至_ 

CEUB^d 


[ El :画像プロテクト] で [フォルダ内•全画 
像] または [力ード内•全画像] を選ぶと、そ 
の中のすべての画像にプ□テクトがかかり 
ます。 

解除するときは [フォルダ内•全解除] また 
は [力ード内•全解除] を選びます。 


〈 RATE 〉 ポタンで設定する 

再生時に 〈 RATE 〉 ボタンでプ□テクトをかけることができます。 

• [ V 3: _ ポタンの機能] を [プロテクト] 

に設定します。 


• 画像を再生し、プ□テクトする画像を選 
びます。 

•〈 RATE 〉 ボタンを押すと画像がプ□テク 
卜され、画面の上に〈0〉が表示され_ 
ます。 

• もう一度 ( RATE ) ボタンを押すと、プ 
□テクトが解除され〈0>が消えます。 



^カードを初期化すると （ P .53)、 プ□テクトされた画像も消去されます。 

0 •動画もプ□テクトすることができます。 

• プ□テクトをかけた画像は、カメラの消去機能で消去できません。画像を消 
去するときは、プ□テクトを解除してください。 

• 必要な画像にプ□テクトをかけてから全画像消去 （ P .278) を行うと、プロ 
テクトをかけた画像以外はすべて消去されます。不要な画像を一度にまとめ 
て消去するときに便利です。 
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@ コピーする 

力ード内に記録されている画像を、もう一方の力ードにコピー（複製保 
存）することができます。 


画像を1枚ずつ選んでコピーする 

[画像コピー]を選ぶ 

• [ H 1] タブの [画像コピー] を選び、 <©> 
を押します。 


[画像選択]を選ぶ 

⑩コピー元と、コピー先の空き容量を確認 
します。 

• <〇> を回して [画像選択] を選び、 <©> 
を押します。 

フォルダを選ぶ 

• <〇> を回してコピーしたい画像が入つ 
ているフォルダを選び、く©〉を押しま 
す。 

• 画面右側に表示される画像を参考にし 
て、フォルダを選びます。 

岭選択したフォルダ内の画像が表示され 
ます。 



最小番号画像 
フォルダ内画像数 



フオルダ名 

最大番号画像 


B 1 コピー元は、 [ vi : 記録機能とカード•フォルダ選択] の [記録•再生]([再生]) で選択 
されているカードです。 
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総指定枚数 



コビー先は力ード2 r す* 

コビー先フオルタを《识して <ださ U 


コピーする画像を 選ぶ 

• <〇> を回してコピーする画像を選び、 
<@>を押します。 

岭画面左上に 〈 n /> が表示されます。 

• < Q > ボタンを押して、〈^>を左に回 
していくと、3画面表示になります。 
<^>を右に回すと、1枚表示に戻りま 
す。 

• 他にコピーしたい画像があるときは、手 
順4を繰り返します。 

(RATE) ポタンを押す 

• 画像を選び終わったら、 ( RATE ) ボタン 
を押します。 

[0K] を 選ぶ 

• コピー先の力ードを確認し、〈©>を押 
します。 


s コビー 先フオルタ i 

1ME0S5D 1? 


コピー先のフォルダを選ぶ 

• 〈◎>を回して画像をコピー保存する 
フォルダを選び、く©〉を押します。 

• [フォルダ作成] を選ぶと、新しいフオル 
ダを作成することができます。 
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@コピーする 


咖コビ¬ 
コ ビー 元 m 100EDS5D 

3 校 13 7 MB 

コピー先 0. 1 G 1 E 0 S 5& 

空き容髓 7.72 GB 
函嫌を コビーし ます 
キャンセル I 0 K ] 




コビーしました 


コビ-対象枚致 

3 

□ビーした枚致 

1 

：] ビーし a かつた枚费 


0 K I 



8 


[0 K ] を 選ぶ 

⑩コピー元とコピー先の情報を確認しま 
す。 

• <〇> を回して [0 K ] を選び、く©〉を 
押します。 

4コピーが始まり、コピー状況が表示され 
よ9 〇 

• コピーが終了すると、結果が表示されま 
す。 

⑩ [0 K ] を選ぶと、手順 2 の画面に戻りま 
す0 


«フォルダ内/力ード内全画像をコピーする 

フォルダ内、またはカード内のすべての画像をまとめてコピーすることが 
できます。 [ H 1 : 画像コピー] で [_ 選択] または [全画像] を選ぶと、その 
中のすべての画像がコピーされます。 


0 • オリジナルの画像と同じファイル名でコピーされます。 

• [画像選択] のときに、複数フォルダ内の画像を、同時にコピーすることはでき 
ません。フォルダごとに画像を選んでコピーしてください。 

• コピー先のフォルダ/力ードに、同じ画像番号の画像が記録されているとき 
は、 [スキップしてコピー][上書きコピー][コピー中止] が表示されます。コピー方 
法を選んでく®〉を押します。 

• [スキップしてコピー] :画像番号が重複する画像だけコピーされません 
• [上書きコピー] :画像番号が重複する画像は、コピー画像に書き換えられます 
(プ□テクト画像を含む） 

なお、印刷指定 （p.305) されている画像に対して、上書きコピーを行った 
ときは、再度指定してください。 

• 印刷指定情報、画像転送情報はコピーされません。 

參コピー実行中は撮影できません。 [キャンセル] を選んでから、撮影してくださ 
い0 
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f 消去する 

不要な画像を1枚ずつ選んで消去したり、まとめて消去することができま 
す。なお、プ□テクト （ P .272) をかけた画像は消去されません。 

消去した画像は復元できません。十分に確認してから消去してくださ 
し、。また、大切な画像は、誤って消去しないようプ□テクトをかけてく 
ださい。 RAW + JPEG で撮影した画像は、両方消去されます。 


1枚ずつ消去 

消去したい画像を再生する 


<1> ポタンを押す 

岭画面の下に消去メニューが表示されま 
す。 

消去する 

• <〇> を回して [消去] を選び、〈©>を 
押すと、表示されている画像が消去され 
よ9 〇 


13 [.¢.3:画像消去の初期設定] を [[消去]を選択] に設定すると' 画像を素早く消去す 
ることができます （ P .320)。 



mm チェック<>/〉を付けてまとめて消去 

消去したい画像にチェックを付けて、まとめて消去することができます。 


〇 AF V 身. ★ 

爾後70 f クト 

mtm 

mm 

_コビ™ 

KAW 現 ® 


[画像消去]を選ぶ 

• [ H 1] タブの [画像消去] を選び、 <©> 
を押します。 
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f 消去する 


1 画® 消去 

洱択して消蒸 
フオルダ内■主面® 
力ード内■全_ 


[選択して消去]を選ぶ 

• [選択して消去] を選び、く©〉を押します。 
岭画像が表示されます。 

•〈 C 0 ボタンを押して、〈公> を左に回 
していくと、 3 画像表示になります。 
〈忽〇を右に回すと、1枚表示に戻りま 
す0 



消去したい画像を選ぶ 

• <〇> を回して消去したい画像を選び、 
<©) を押します。 

岭画面の左上に〈>/>が表示されます。 

• 他に消去したい画像があるときは、手順 
3 を繰り返します。 


e 

1沢した画»を埔去します 


4消去する 

• 〈1〉ボタンを押します。 

• [0 K ] を選びく©〉を押します。 
岭選択した画像が消去されます。 


キャンせ/レ I 0 K 


mm フォルダ内/力ード内全画像消去 

フォルダ内、またはカード内のすべての画像をまとめて消去することがで 
きます。 [ E 1: 画像消去] で [フォルダ内•全画像] または [力ード内•全画像] を 
選ぶと、その中のすべての画像が消去されます。 


BI • プ□テクトがかけられた画像も含めてすべて消去するときは、カード初期化 
を行います （ P .53)。 

• [カード内•全画像] を選んだときに画像を消去するカードは、[ VI : 記録機能と 
カード•フォルダ選択] の [記録•再生]([再生]) で選択されている力ードです。 
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再生に関する機能の設定を変更する _ 

mm 液晶モニターの明るさを調整する 

液晶モニターは、見やすい明るさに自動調整されます。なお、自動調整時 
の明るさ（明るめ/暗め）を設定したり、手動で明るさを調整することもで 
ぎます。 



[液晶の明るさ]を選ぶ 
• [ V 2] タブの [液晶の明るさ] を選び、 <©> 
を押します。 


[自動]または[手動]を選ぶ 

• <1^>を回して選びます。 


明るさを調整する 

• グレーチヤートを参考にして、〈〇> を 
回して調整し、く©〉を押します。 

• [自動] は3段階、 [手動] は7段階に調整 
することができます。 



■ 


^ [自動]のときは、液晶モニターの下側にある丸い部分（外光センサー / P .20) を 
指などでふさがないようにしてください。 

S 撮影した画像の露出を確認するときは、ヒストグラム （ p .248) で確認すること 
をおすすめします。 
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再生に関する機能の設定を変更する 


mm 縦位置で撮影した画像の自動回転表示の設定 

縦位置で撮影した画像は、カメラで再生するときや、 
パソコンの画面で見るときに、被写体が横向きで表示 
されないように、自動回転して見やすい向きで表示さ 
れますが、この設定を変更することができます。 


\ [縦位置画像回転表示]を選ぶ 

• [ VI ]タブの[縦 位置画像回転表示] を選 

び、く©〉を押します。 

回転表示を設定する 

暑内容を選び、く©〉を押します。 

• する 

カメラで再生するときとパソコン画面で見るときに、自動回転させた 
いとき 

• する團 

パソコン画面で見るときだけ自動回転させたいとき 

• しない 

自動回転させたくないとき 


I af 位 鼴触 離餘, 

1する_ 



^ [しない] で撮影した画像は、 [する] に設定して再生しても、自動回転表示されま 
せん。 

IS 參撮影直後に表示される画像は、自動回転表示されません。 

• カメラを上や下に向けて撮影すると、自動回転表示が正しく行われないこと 
があります。 

• パソコンの画面で自動回転しないときは、使用しているソフトウェアが回転 
表示に対応していません。付属ソフトウェアの使用をおすすめします。 
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io 

撮影した画像を加工する 


RAW 画像をカメラで現像したり、 JPEG 画像をリサイズ（画素 
数を少なく）することができます。 

• ぺージタイトル右の I ® は、モードダイヤルが 〈 P / Tv / Av / 
M / B ) のときに使用できる機能であることを示しています。 

* <( Aj + > モードでは使用できない機能です。 


W 參他のカメラで撮影した画像は、加工できないことがあります。 

• HDR 撮影、多重露出撮影を設定しているときや、カメラとバソコ 
ンを ( DIGITAL ) 端子で接続しているときは、この章で説明してい 
る画像の加工はできません。 



j R P ^i RAW 画像をカメラで現像する® — 

( ffl で撮影した画像をカメラで現像処理を行い、 JPEG 画像として保存す 
ることができます。 RAW 画像そのものは撮影時のまま、何も変わりません 
ので、現像条件を変えた JPEG 画像を何枚でも作ることができます。 

なお 、 MBs SMl で撮影した画像はカメラで現像処理できません。付 
属ソフトウエアの Digital Photo Professional ( p .394) で現像処理を 
行ってください。 



[ RAW 現像]を選ぶ 

• [ E 1] タブの [ RAW 現像] を選び、 <©> 
を押します。 

岭 Ml で撮影された画像が表示されます。 


画像を選ぶ 

• 〈◎>を回して現像処理を行う画像を選 
びます。 

•〈 CO ボタンを押して<^>を左に回 
していくと、インデックス表示にして選 
ぶことができます。 



現像処理を行う 

• 〈©>を押してしばらくすると、現像処 
理の項目が表示されます （ p .284 〜 
286) 〇 

• 〈糸〉で項目を選び、〈◎>を回すと、 
内容が切り換わります。 

峥「明るさ補正」や「ホワイトバランス」な 
どは、その内容が反映された画像が表示 
されます。 

• ( INFO .) ボタンを押すと、撮影時の設定 


に戻ります。 
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j R P ^i RAW 画像をカメラで現像する ■ 



設定画面表示について 

• 〈@>を押すと、設定画面が表示されま 
す。〈◎>または〈1^>を回して設定 
を変更します。 <©> を押すと設定され、 
手順3の画面に戻ります。 


4保存する 

•旧](保存）を選び、 <©> を押します。 
• [0 K ] を選び保存します。 

• 表示される保存先のフォルダと画像番 
号を確認して [0 K ] を選びます。 

• 他に現像処理を行いたい画像があると 
きは、手順2〜4を繰り返します。 


• ( MENU ) ボタンを押すと、メニューに戻 


ります。 


拡大表示について 


手順3で 〈 CO ボタンを押すと、画像を拡大することができます。拡大率 
は 、 [RAW 現像] で設定している [記録画質] の画素数によって異なります。 
<®> で拡大表示位置を変えることができます。 

もう一度 〈 CO ボタンを押すと、拡大表示が終了します。 


アスぺクト比を設定した画像について 


ライブビュー撮影のアスペクト比で、 [4:3] [16:9] [1:1] で撮影し 
た画像は、設定したアスぺクト比の画像が表示されます。また、 JPEG 画像 
も設定したアスぺクト比で保存されます。 
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j R P ^i RAW 画像をカメラで現像する ■ 


現像処理の項目について 


•来±0明るさ補正 

1/3段ステップで、±1段の明るさ補正を行うことができます。設定 
内容が反映された画像が表示されます。 

• %0ホワイトバランス （ P .137) 

ホワイトバランスを選ぶことができます。 [13] を選んだときは、設 
定画面で〈@>を回して色温度数値を設定します。設定内容が反映さ 
れた画像が表示されます。 

• ピクチャースタイル （ P .129) 

ピクチャースタイルの種類を選ぶことができます。シャープネスなど 
の設定を行うときは、く©〉を押して設定画面を表示します。〈怒！〉を 
回してスタイルを選びます。〈〇> を回して調整する項目を選び、〈忽〇 
を回して内容を設定します。く©〉を押すと設定が保存され、手順3の 
画面に戻ります。設定内容が反映された画像が表示されます。 

• _ D オートライティングオプティマイザ （ p .142) 

オートライティングオプティマイザの内容を設定することができま 
す。設定内容が反映された画像が表示されます。 

• NR ..i 高感度撮影時のノイズ低減 ( P .143) 

ノイズ低減の内容を設定することができます。設定内容が反映された 
画像が表示されます。効果が分かりにくいときは、 〈 CO ボタンを押し 
て拡大表示で確認します（もう一度 〈 CO ボタンを押すと元に戻ります)。 

• IL 記録画質 （ P .119) 

JPEG 画像に変換する際の、記録画質を設定します。表示される [_M 
™ x ™] などの数値は、アスぺクト比3 : 2のものです。アスペクト比 
ごとの画素数は、288ページの表を参照してください。 
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• SRGB 色空間 （ p .158) 

sRGB と Adobe RGB が選択できます。カメラの液晶モニターは 
Adobe RGB に対応していないため、どちらを選んでも画像の見えかた 
はほとんど変わりません。 

• noFF 周辺光量補正 （ p . 1 47) 

[する]を選ぶと、補正された画像が表示されます。効果が分かりにく 
しへときは、 < Q > ボタンを押して拡大表示で画面の四隅を確認します（も 
う一度 〈 QJ ボタンを押すと元に戻ります）。なお、付属ソフトウェア 
の Digital Photo Professional で行う周辺光量補正よりも、控えめに補 
正されるため、補正効果が確認できないことがあります。そのときは、 
Digital Photo Professional で周辺光量補正を行ってください。 

• Moff 歪曲補正 

[する]を選ぶと、レンズの特性によって起こる画像の「ゆがみ」を補 
正することができます。[する]を選ぶと、補正された画像が表示されま 
す。なお、画像処理の都合上、画像の周辺部がカットされます。 

解像感が少し低下することがありますので、必要に応じてピクチャー 
スタイルのシャープネスで調整してください。 


■ 


^ [歪曲補正]を[する]に設定して現像を行ったときは、 AF フレーム表示用の情報 
( P .247)、 およびダストデリートデータ （ p .291) は画像に付加されません。 
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• ^ OFF 色収差補正 

[する] を選ぶと、レンズの特性によって起こる色収差（被写体の輪郭 
部分に現れる色ズレ）を補正することができます。 [する] を選ぶと、補 
正された画像が表示されます。効果が分かりにくいときは、 〈 C 0 ボタ 
ンを押して拡大表示で確認します（もう一度 〈 CO ボタンを押すと元に 
戻ります)。 


W 周辺光量補正と歪曲補正、色収差補正について 

周辺光量補正、歪曲補正、色収差補正を行うには、撮影時に使用したレンズの 
データがカメラに登録されている必要があります。登録されていないときは、付 
属ソフトウェアの EOS Utility ( p .394) を使用して、レンズデータの登録を行つ 
てください。 

® カメラで行う RAW 現像の結果と 、 Digital Photo Professional で行う RAW 現 
像の結果は、完全に同じにはなりません。 
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a リサイズ 

撮影した画像の画素数を少なくするリサイズ処理を行い、別画像として保 
存することができます。なお、リサイズ処理は、 JPEG の L / M / S 1/ S 2 で 
撮影した画像で行うことができます。 JPEG の S3 と RAW で撮影した画像 
は、リサイズ処理を行うことはできません。_ 

[リサイズ]を選ぶ 

• [ E 2] タブの [リサイズ] を選び、 <©> 

を押します。 

岭画像が表示されます。 

画像を選ぶ 

• <〇>を回してリサイズ処理を行う画像 
を選びます。 

• < Q > ボタンを押して〈超〇を左に回 
していくと、インデックス表示にして選 
ぶことができます。 

画像サイズを選ぶ 

• <©> を押すと、画像サイズが表示され 
ます。 

• <〇>を回してリサイズする画像サイズ 
を選び、く®〉を押します。 

■ 



リサイズするサイズ 



保存する 

• [0 K ] を選ぶと、 U サイズされた画像が 
保存されます。 

• 表示される保存先のフォルダと画像番 
号を確認して [0 K ] を選びます。 

• 他に U サイズ処理を行いたい画像があ 
るときは、手順2〜4を繰り返します。 


• ( MENU ) ボタンを押すと、メニューに戻 
ります。 
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a リサイズ 


撮影時の記録画質と、リサイズできるサイズ 


撮影時の記録画質 

| リサイズできるサイズ 

M 

S 1 

S 2 

S 3 

L 

〇 

〇 

〇 

〇 

M 


〇 

〇 

〇 

S 1 



〇 

〇 

S 2 




〇 


画像サイズについて 

前ページの手順3で表示される pM ^ wx ****] などの数値は、アスぺク 
卜比3 : 2のものです。アスぺクト比ごとの画像サイズは表のとおりとなり 
ます。 

なお、「*」印の付いた記録画質とアスペクト比は、正確な比率になりませ 
ん。また、画像がわずかに卜 U ミングされます。 


記録画質 


アスぺクト比と画素数 


3:2 

4:3 

16:9 

1:1 

M 

3840 X 2560 

3408 X 2560* 

3840 X 2160 

2560 X 2560 


(98 ◦万） 

(87 ◦万) 

(83 ◦万) 

(66 ◦万) 

S 1 

2880 XI 920 

2560 XI 920 

2880 XI 624* 

1920 XI 920 

(55 ◦万) 

(490 万） 

(470 万） 

(370 万） 

S 2 

1920 XI 280 

1696 X 1280* 

1920 XI 080 

1280 XI 280 

(250 万） 

(220 万） 

(21 ◦万） 

(16 ◦万） 

S 3 

720 X 480 

640 X 480 

720 X 400* 

480 X 480 

(35 万） 

(31 万） 

(29 万） 

(23 万） 
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撮像素子の清掃 


このカメラは、撮像素子の前面（□—パスフイルター）に付い 
たゴミを自動的に取り除く、セルフクリーニングセンサーユニッ 
卜を搭載しています。 

また、ダストデリートデータ（ゴミ消し情報）を画像に付加す 
る機能により、除去しきれなかったゴミを、付属ソフトウェアの 
Digital Photo Professional ( p .394) で、自動的に消去するこ 
とができます。 


撮像素子の前面に付着する汚れについて 

撮像素子の前面には、外部から入り込むゴミの他に、ごくまれにカメ 
ラ内部の潤滑剤などが付着することがあります。撮像素子の自動清掃後 
に汚れが画像に写り込むときは、できるだけ別紙の修理受付窓口に撮像 
素子の清掃をお申し付けください。 


0セルフクリーニングセンサーユニットの作動中でも、シャッターボタ 
ンを半押しすると、清掃作業が中止され、すぐに撮影することができま 
す。 
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^撮像素子の自動清掃 

このカメラは、電源スイッチを〈01\1>にしたときと、 〈 OFF 〉 にしたと 
きに、撮像素子前面に付いたゴミを自動的に取り除く、セルフクリーニン 
グセンサーユニットが作動するようになっています。通常はこの機能を意 
識する必要はありませんが、任意に作動させたいときや、このユニットを作 
動させたくないときは、次のようにします。 


任意に作動させて清掃する 

[センサークリーニング]を選ぶ 
• [ V 3] タブの [センサークリーニング] を選 

び、く©〉を押します。 


y [今す ぐ クリーニングを選ぶ 
■ • [今す ぐ クリーニング を選び、〈©>を 

押します。 

• メッセージ画面で [0 K ] を選び、く©〉 
を押します。 

岭クリーニング中を示す画面が表示され、 
清掃が行われます。清掃中にシャッター 
の作動音がしますが、撮影は行われませ 
ん〇 



IS • 効果的なゴミの除去を行うため、机の上などにカメラを置いて（底面が机に 
付いた状態で）清掃してください。 

• 繰り返し清掃を行っても、効果は大きく変わりません。清掃終了直後は、 [今 
すぐクリ ー ニング ] が一時的に選べなくなります。 


自動清掃を行わないようにする 

• 手順 2 で [自動クリーニング + 匕] を選び、 [しない] を選びます。 

峥電源スイッチを 〈0 N > にしたときと、 〈 OFF 〉 にしたときに、清掃が 
行われなくなります。 
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MENU 


ゴミ消し情報を画像に付加する®— 


通常は、セルフクリーニングセンサーユニットで、画像に写り込む可能 
性があるほとんどのゴミを除去することができます。しかし、除去できな 
かったゴミがある場合に備え、ゴミを消すための情報（ダストデ u — トデー 
夕）を画像に付加することができます。付加された情報は、付属ソフトウェ 
アの Digital Photo Professional ( p .394) で、自動ゴミ消し処理を行う 
ときに使われます。 


事前準備 

• 白い無地の被写体（白紙など）を用意する。 

• レンズの焦点距離を 50 mm 以上にする。 

• レンズのフォーカスモードスイッチを < MF > にして、無限遠（〇〇)に設 
定する。距離目盛のないレンズは、正面から見てフォーカスリングを時 
計方向に突き当たるまで回します。 

ダストデ U — トデータを取得する 

[ダストデリートデータ取得]を選ぶ 
⑩[亡 3] タブの [ダストデリートデータ取得] 

を選び、 く©〉 を押します。 


[0 K ] を選ぶ 

• [0 K ] を選び く©〉 を押すと、撮像素子 
の自動清掃が行われたあと、説明画面が 
表示されます。清掃中にシャッターの作| 
動音がしますが、撮影は行われません。 


タストデ 1 J 一 トデータ取得 

革でさ伫らシヤツターポタンを 
全呷しし t < ださ u 


ft AF B V 9, ★ 

StPOOIJ 

ビクチャースタイルオート 

f 抒时ノイス低減 OFF 

/ mmmj } ノイズ m 

高味度 a ■ mm off 

5ストテ 1 J 一トテータ&街_ 


タストデリ-トデ-夕取得 

VフトウIアでゴ S 在消す ための 
テ_?夜糊しまも 
S 用説明■を畚照してくださ U 

更新日時 00/00/00 00:00 


キャンセル 0 K 
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( miq ゴミ消し情報を画像に付加する ■ 


真っ白な無地の被写体を撮影する 

• 20〜 30 cm の距離で、（模様などがな 
しへ）真っ白な無地の被写体を画面いっぱ 
いに入れて撮影します。 

岭絞り優先 AE 、 絞り数値 F 22 で撮影され 

• 醜は保存されませんので、力-ドが 
入っていなくてもデータを取得するこ 
とができます。 

岭撮影を行うと、データの取得が始まりま 
す。取得が終わると、完了画面が表示さ 
れます。 

[0 K ] を選ぶと、メニューに戻ります。 
• データが取得できなかったときは、その 
内容の画面が表示されます。前ページの 
『事前準備』の内容を確認し、 [0 K ] を選 
んだあと、もう一度撮影します。 


ダストデリートデータについて 

ダストデリートデータを取得すると、そのあとで撮影したすべての JPEG 
画像、 RAW 画像にデータが付加されます。大切な撮影をするときは、撮影 
の直前にデータの再取得（更新）を行ってください。 

なお、付属ソフトウェアの Digital Photo Professional Cp .394) によ 
る自動ゴミ消し処理については、ソフトウェア使用説明書 ( CD - ROM / 
P .396) を参照してください。 

画像に付加されるダストデリートデータの容量は、ごく小さいため、画像 
のファイルサイズにはほとんど影響しません。 


タストデ 1 J 一 トデータ取得 
データの取得しました 

09 ¢ 


未使用のコピー用紙など、必ず真っ白な無地の被写体を撮影してください。被写 
体に模様などがあると、その模様がゴミ情報として記録され、付属ソフトウェア 
使用時に、正常なゴ S 消し処理が行われないことがあります。 
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MENU 


手作業で撮像素子を清掃する® ■ 


撮像素子の自動清掃で取りきれないゴミやほこりがあったときに、市販品 
のブロアーなどを使用して、自分で清掃することができます。清掃を始める 
前にレンズを取り外してください。 

撮像素子は非常にデリケートな部品です。直接清掃が必要なときは、でき 
るだけ別紙の修理受付窓口にお申し付けください。 


ビテオ出力方式 NTSC 

バッテリー糊 

isa ポタンで表示す5内容 

レー ティング 




手作業でク 1 ニング 

ミラーアップします* 

手作業でク LI _ニンヴ萑行つ匕 
1 S スイヴ于をぐ OFf > に 

し 

キ v ン切レ[7~〇 «~~I 


2 


[センサークリーニング]を選ぶ 
• [ V 3] タブの [センサークリーニング] を選 

び、く©〉を押します。 


[手作業でクリーニング]を選ぶ 
• [手作業でクリーニング] を選び <©> を押 

します。 


[0 K ] を選ぶ 

• [0 K ] を選びく©〉を押します。 

峥一瞬の間をおいたあと、ミラーが上がり 
シャッターが開きます。 

• 表示パネルに fCLnJ が点滅します。 


4撮像素子を清掃する 

5清掃を終了する 

• 電源スイッチを 〈 OFF 〉 にします。 


^電池を使うときは、必ずフル充電した電池を使用してください。なお、バッテ 
リ—グリップを装着して、電源に単3形電池を使用しているときは、手作業で撮 
像素子の清掃はできません。 

0電源には、 AC アダプターキット ACK - E 6 (別売）の使用をおすすめします。 
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( miq 手作業で撮像素子を清掃する ■ 


^ • 清掃中は、絶対に次のことを行わないでください。電源が切れてシャッター 
が閉じ、シャッター幕や撮像素子が損傷する恐れがあります。 

•電源スイッチを <OFF> にする 
•電池を取り出す/入れる 

• 撮像素子の表面は非常にデリケートな部分です。細心の注意を払って清掃し 
てください。 

• ブロアーは、ブラシの付いていないものを使用してください。ブラシが撮像 
素子に触れると、撮像素子の表面に傷が付くことがあります。 

• ブロアーは、レンズマウント面より内側に入れないでください。電源が切れ 
ると、シャッターが閉じ、シャッター幕やミラーを破損する原因になります。 

• 高圧の空気やガスを吹き付けて清掃しないでください。圧力により撮像素子 
が破損したり、吹き付けたガスが凍結することで、撮像素子の表面に傷が付 
くことがあります。 

• 撮像素子の清掃中に電池の残量が少なくなると、警告のため電子音が鳴りま 
す。作業を中止し、清掃を終了してください。 

參ブロアーで除去できない汚れがあったときは、別紙の修理受付窓口に撮像素 
子の清掃をお申し付けください。 
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12 

画像の印刷と 
パソコンへの転送 


• 印刷 （ P .298) 

カメラとプリンターを直接つないで、力ードに記録されてい 
る画像を印刷することができます。このカメラは、ダイレクト 
プリント標準規格の 「^ PictBridge 」 に対応しています。 


• 画像を印刷指定する/ DPOF ( p .305) 

力ー ドに記録されている画像の中から、印刷したい画像と印 
刷枚数などを指定することができる DPOF (Digital Print 
Order Format ) に対応しています。複数の画像を一度に印刷 
したいときや、写真店に印刷注文する際に使います。 

• パソコンに画像を送る （ p .309) 

カメラとパソコンをつないで、カメラを操作するだけで、 
カードに記録された画像をパソコンに送ることができます。 



カメラとプリンターを接続する 

\ カメラの電源スイッチを 〈 OFF 〉 に 
する 


プリンターの準備をする 

• 詳しくは、プリンターの使用説明書を参 
照してください。 

J カメラとプリンターを接続する 

• カメラに付属のインターフェースケー 
ブルを使用します。 

• カメラ側を接続するときは、プラグの 
〈七> が、カメラの前面に向くようにし 
て、 〈 DIGITAL 〉 端子に差し込みます。 

• プリンター側の接続方法については、プ 
リンターの使用説明書を参照してくだ 
さい0 


4プリンターの電源を入れる 

C カメラの電源スイッチを〈01\1>にす 
る 

岭プリンターの機種により、電子音が「ピ 
ピッ」と鳴ることがあります。 



m 

る_ 



印刷の準備をする 

ダイレクトプリントの操作は、カメラの液晶モニターに表示される操作画 
面を見ながら、すべてカメラ側で行います。 
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印刷の準備をする 



C ( PictBridge 


6 


画像を再生する 

• < E > ボタンを押します。 

岭画像が表示され、画面左上にプリンター 
が接続されていることを示すマーク 
< ro が表示されます。 


^ • 動画は印刷できません。 

•「 CP ダイレクト」または 「Bubble Jet ダイレクト」のみに対応したプリン 
ターは使用できません。 

• 付属のインターフェースケーブル以外は使用しないでください。 

• 手順5で電子音が「ピーピーピー」と長く鳴ったときは、プリンターに問題が 
発生しています。表示されるエラーメッセージに対応した処置を行ってくだ 
さい （ p .304)。 

參 HDR モード設定時は印刷できません。 

QI • このカメラで撮影した RAW 画像も印刷できます。 

• カメラの電源に電池を使用するときは、フル充電してから使用してください。 

フル充電した電池で約4時間印刷できます。 

• ケーブルを取り外すときは、カメラとプリンターの電源を切ってから、ブラ 
グの側面を持って引いてください。 

• ダイレクトプリントを行うときは、カメラの電源に AC アダプターキット 
ACK - E 6 (別売）の使用をおすすめします。 


■ 
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グ印刷する 

使用するプリンターによって表示される内容や、設定できる内容が異なり 

ます。また、設定そのものができないことがあります。詳しくは、プリン 
ターの使用説明書を参照してください。 

印刷する画像を選ぶ 

• 液晶モニターの左上に〈ダ〉が表示さ 
れていることを確認します。 

• 〈〇> を回して印刷する画像を選びます。 

•> く©〉を押す 

4印刷設定画面が表示されます。 



印刷設定画面 


u フォト 
s フチ&し 


!囹標準設定 

功1 枚 

卜1)三ングー 

用 班 is 定 

r キヤ：/セル+ 

m 




-印刷効果を設定します ( P .300) 

日付や画像番号を入れて印刷するかどうか 


J を設定します 
一何枚印刷するかを設定します 
一印刷範囲を設定します （ p .303) 

一用紙のサイズ、タイプとレイアウトを設定 
1します 

L 手順1の画面に戻ります 
一印刷を開始します 


設定されている用紙のサイズ、タイプ、レイアウトの情報が表示されます 


* プリンターの機撞により、日付/画像番号印刷やトリミングなど、一部の設定項目 
が選択できないことがあります。 



[用紙設定]を選ぶ 

• [用紙設定] を選びく©〉を押します。 
4用紙設定画面が表示されます。 
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r ( 印刷する 


□ J 用紙サイズの設定 



_ j 用紙タイプの設定 



圓 j レイアウトの設定 


Rj ® T レイアウト 

フ于糾 

フテなし 1 

フ于あ LJH 


• プリンターにセツトされている用紙の 
サイズを選び、く©〉を押します。 

4用紙タイプの設定画面が表示されます。 


• プリンターにセツトされている用紙の 
タイプを選び、 く©〉 を押します。 

岭レイアウトの設定画面が表示されます。 


• 印刷レイアウトを選びく©〉を押しま 
す。 

岭印刷設定画面に戻ります。 


フチあり 

用紙の周りに余白を付けて印刷します。 

フチなし 

余白なしで用紙いっぱいに印刷します。「フチなし」印刷できないプ 
リンターでは、「フチあり」で印刷されます。 

フチあり B 

L サイズ以上の用紙の余白に撮影情報* 1 を印刷します。 

XX 面配置 

用紙1枚に画像を小さく、2/4/8/9/16/2◦画面印刷します。 

20面配置 H 
35面配置 □ 

20画像または35画像単位で、 A 4 サイズの用紙に縮小印刷します* 2 。 

• [20 面配置 B] では、撮影情報* 1 を印刷します。 

標準設定 

プリンターの機種や設定により、印刷レイアウトが異なります。 


*1 : Exif 情報の中から、カメラ名、レンズ名、撮影モード、シャツター速度、絞り数値、 
露出補正量、 IS ◦感度、ホワイトバランスなどを印刷します。 


*2 :『画像を印刷指定する/ DPOF 』( p .305) で印刷指定を行ったあと、『印刷指定画 
像のダイレクトプリント』 ( p .308) で印刷することをおすすめします。 


^用紙の縦横比と、画像のアスペクト比が異なる条件でフチなし印刷を行うと、大 
きくトリミングされることがあります。また、トリミングされる分、印刷に使用 
する画素数が少なくなるため、解像度が低い写真になることがあります。 
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r ( 印刷する 



印刷効果を設定する 

• 必要に応じて設定します。設定しないと 
きは、手順5に進みます。 

• 表示される内容は、プリンターの機種に 
より異なります。 

• 項目を選びく©〉を押します。 

• 印刷効果を選びく©〉を押します。 

• < M > 横の〈固〉が明るく表示されて 
いるときは、印刷効果の調整を行うこと 
もできます （P. 302)。 


項目 

印刷内容 

S 入 

プリンターの標準色で印刷されます。画像の Exif 情報を活用して、 
自動的に補正が行われます。 

B 切 

自動補正は行われません。 

BVIVID 

海や空の青、植物の緑などが、いっそう色鮮やかに印刷されます。 

SNR 

画像のノイズ低減処理が行われ印刷されます。 

B/W 白黒 

純黒調の白黒で印刷されます。 

B/W 冷黒調 

クールな印象の青っぽい（冷黒調）白黒で印刷されます。 

B/W 温黒調 

温かい印象の黄色っぽい（温黒調）白黒で印刷されます。 

〇ナチュラル 

画像本来の色やコントラストを活かした印刷が行われます。自動色 
調整は行われません。 

〇ナチュラル M 

印刷特性は「ナチュラル」と同じです。「ナチュラル」よりも細か 
い印刷調整を行うことができます。 

^標準設定 

プリンターの機種により、印刷内容が異なります。プリンターの使 
用説明書を参照してください。 


印刷効果の設定を変更すると、画面左上に表示されている画像に設定内容が反映され 
ます。ただし、実際の印刷結果とは多少異なることがあるため、目安としてとらえて 
ください。302ページの[明るさ補正]と[レベル補正]も同様です。 


^ ISO 感度 HI 、 H 2 で撮影した画像の撮影情報を印刷すると、 ISO 感度が適切な値 
で印刷されないことがあります。 
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r ( 印刷する 



日付/画像番号印刷を設定する 

• 必要に応じて設定します。 

〈勿〉を選び〈©>を押します。 
印刷内容を選びく©〉を押します。 



糊 
D フォト 
D フチ S し 


勿兩方 
嗵1 tt 
卜浪ンヴ 
用咖定 


^印刷枚数を設定する 

• 必要に応じて設定します。 

• < a > を選び〈©>を押します。 

• 印刷枚数を選びく©〉を押します。 


17 印刷する 

• [印刷] を選びく©〉を押します。 


151 • 同じ設定で別の画像を印刷するときは、画像を選んで、〈:〇亞〉ボタンを押 
すだけで「かんたん印刷」ができます。なお、「かんたん印刷」のときは、1 
枚ずつ印刷されます（印刷枚数は指定できません)。また、トリミングの設定 
( p .303) は反映されません。 

• 印刷効果などの選択肢にある [標準設定] は、プリンターメーカーが独自に設 
定する印刷内容のことです。 [標準設定] の内容は、プリンターの使用説明書を 
参照してください。 

• 印刷する画像のファイルサイズや記録画質により、 [印刷] を選んでから実際 
に印刷が始まるまで、しばらく時間がかかることがあります。 

• 画像の傾き補正 （ p .303) を行うと、印刷に時間がかかることがあります。 

• 印刷を途中で中止するときは、 [中止] が表示されている間にく©〉を押して 
[0 K ] を選びます。 

• [ V 4: カメラ設定初期化] ( p .56) を行うと、設定した内容がすべて初期状態に 
戻ります。 
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r ( 印刷する 


固印刷効果の調整について 



300ページの手順4で項目を選び、 
< M > の横に〈固〉が明るく表示されて 
いるときに、 〈 INFO .〉 ボタンを押すと、印 
刷効果の調整を行うことができます。調整 
できる（表示される）内容は、手順4の選 
択内容により異なります。 


• 明るさ補正 

画像の明るさを調整することができます。 

• レベル補正 

[手動] を選ぶと、ヒストグラムの分布を変更し 
て、画像の明るさとコントラストを調整すること 
ができます。 

レベル補正画面で 〈 INFO .〉 ボタンを押すと、 

<1>の位置が切り換わります。〈◎>を回すと、 

シャドウレベル （0 〜127)、八イライトレベル 
(128 〜 255) を任意に調整することができます。 

• i 明るく補正 

逆光などで被写体の顔が暗くなった画像で効果的です。 [入] に設定す 
ると、顔が明るく印刷されます。 



• 赤目補正 

スト□ボ撮影で被写体の目が赤くなった（赤目現象が発生した）画像 
で効果的です。 [入] に設定すると、目の赤みが緩和されて印刷されます。 

01 • [ぐ左明るく補正] と [赤目補正] の効果は、画面で確認できません。 

• [詳細設定] を選ぶと、 [コントラスト][色の濃さ][色あい][カラーバランス] を調整 
することができます。なお、 [カラーバランス] の調整は、〈糸〉で行います。 巳 
はブルー、 A はアンパー、 M はマゼンタ、 G はグリーンの意味です。移動方向 
寄りの色に補正されます。 

• [初期化] を選ぶと、設定した印刷効果の内容がすべて初期状態に戻ります。 
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トリミンク（印刷範囲）の設定 



傾ぎ補正 


画像を部分的に拡大したり、構図を変え 
たような感じで印刷することができます。 

トリミングの設定は、印刷する直前に 
行ってください。 トリミングを行ったあと 
で印刷設定の内容を変更すると、トリミン 
グの再設定が必要になることがあります。 


1印刷設定画面で[トリミング]を選ぶ 

2トリミング枠の大きさ、位置、縦横を設定する 

• 枠で囲まれた範囲が印刷されます。枠の形状（縦横比）は、 [用紙設定] 
の設定で変わります。 

枠の大きさを変える 

<^>を回すと、枠の大きさが変わります。枠を小さくするほど拡 
大して印刷されます。 

枠を移動する 

<®> を操作すると、枠が上下左右に移動します。好みの構図にな 
るように枠を移動します。 

枠を回転する 

〈 INFO .〉 ボタンを押すと、枠が縦長、横長に変わります。横位置で 
撮影した画像を、縦位置で撮影したように印刷することもできます。 

画像の傾きを補正する 

<〇> を回すと、 0.5 度単位±1◦度の範囲で画像を回転することが 
できます。回転を行うと、画面上の〈公> が青色に変わります。 

3 〈©>を押してトリミングを終了する 

岭印刷設定画面に戻ります。 

• 印刷設定画面の左上で印刷範囲を確認することができます。 
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^ • プリンターの機種により、枠のとおりに印刷されないことがあります。 

• 枠を小さくするほど印刷の画質が粗くなります。 

• トリミングは、カメラの液晶モニターを見ながら行ってください。画像をテ 
レビに表示しながらトリミングを行うと、枠が正しく表示されないことがあ 
ります。 

0プリンターエラー発生時の操作について 

プリンターに関するエラー（インク切れ、用紙切れなど）を解決したあと、 [続行] 
を選んでも印刷が再開されないときは、プリンター側を操作して印刷を再開してく 
ださい。印刷の再開方法については、プリンターの使用説明書を参照してください。 

エラーメッセージについて 

印刷中に問題が発生したときは、カメラの液晶モニターにエラーメッセージが表 
示されます。く©〉を押して印刷を中止し、問題を解決してから再度印刷してく 
ださい。プリンターの問題解決方法については、プリンターの使用説明書を参照 
してください。 

用紙 エラー 

用紙が正しくセットされているかどうか確認してください。 

インク エラー 

インク残量や、インク吸収体の状態を確認してください。 

八ードウェアエラー 

用紙、インク以外の問題が発生していないか確認してください。 

ファイル エラー 

選択した画像は PictBridge で印刷できません。別のカメラで撮影した画像や、 
パソコンに取り込んで加工した画像は、印刷できないことがあります。 
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画像を印刷指定する / DPOF — 

印刷タイプや日付、画像番号の入/切といった印刷内容の設定を行いま 
す。この設定は、印刷指定したすべての画像に対して、一律に適用されます 
(1 画像ごとに別々の設定はできません)。 


[印刷指定]を選ぶ 

• [ H 1] タブの [印刷指定] を選び、 <©> 
を押します。 


[設定]を選ぶ 

_ • [設定] を選びく©〉を押します。 


3項目の内容を設定する 

• [印刷タイプ]田付][画像番号] の内容を 

設定します。 

• 項目を選びく®〉を押します。内容を 
選びく®〉を押します。 

[印刷タイプ] [日付] [画像番号] 
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i > 画像を印刷指定する/ DPOF 


印刷タイプ 

® 

スタンダード 

用紙1枚に1画像を印刷します。 


インデックス 

用紙1枚に縮小画像を複数印刷します。 

© 

両方 

スタンダードとインデックスの両方を印刷し 
ます。 

日付 

入 

[入] にすると、撮影画像に記録されている日付情報を入 
れて印刷します。 

切 

画像番5 

入 

[入] にすると、画像番号を付けて印刷します。 

切 


4設定を終了する 

• ( MENU ) ボタンを押します。 

岭印刷指定画面に戻ります。 

• 次に印刷指定画面の [画像選択] [_ 指定] 
[全画像] で、印刷する画像を指定します。 


^ • 旧付][画像番号] を [入] にしても、印刷タイプの設定や、プリンターの機種 
により、印刷されないことがあります。 

• [インデックス] に設定したときは、 旧付] と [画像番号] を同時に [入] にできません。 

• 印刷するときは、印刷指定を行ったカードを使用してください。画像データ 
だけを力ードから抜き出して印刷すると、指定した内容で印刷できません。 

參 DPOF に対応したプリンターの機種や、写真店の機器により、指定内容が反 
映されないことがあります。プリンターの場合は、プリンターの使用説明書 
を参照してください。写真店の場合は、事前にお店に確認してください。 

拳他のカメラで印刷指定した画像を、このカメラに入れて再度印刷指定しない 
でください。印刷指定されている内容が、意図せずにすベて書き換えられる 
ことがあります。また、画像の種類により、印刷指定できないことがあります。 


51 RAW 画像と動画は印刷指定できません。 RAW 画像は 、 PictBridge ( p .296) で 
印刷することができます。 
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i> 画像を印刷指定する/ DPOF 


□スタンタード 
窃インデックス 

un 

mm 

_通択 ■ 


⑽_脆 E 


印刷する画像を指定する 

• 画像選択 



指定枚数 


総指定枚数 


チェックマーク 

インデックス マーク 


画像を1枚ずつ選んで指定します。 

〈 CO ボタンを押して〈谷> を左に回し 
ていくと、3画像表示になります。〈公〉を 
右に回すと、元の表示に戻ります。 

( MENU ) ボタンを押すと、指定した内容 
がカードに保存されます。 

[スタンダード][両方] 

<©> を押すと、表示されている画像が 
1枚印刷指定されます。続けて〈〇> を回 
すと、枚数を最大99枚に設定することがで 
ぎます。 

[インデックス] 

く©〉を押して〈>/〉を付けた画像が、 
インデックス印刷用の画像として指定され 
ます。 


_指定 

[フォルダ内の全画像を指定] を選び、フォルダを選択すると、フォルダ内 
のすベての画像が、1画像1枚で印刷指定されます。なお、 [フォルダ内の 
全画像指定を解除] を選び、フォルダを選択すると、フォルダ内の印刷指定 
がすべ て解除されます。 

全画像 

[カード内の全画像を指定] を選ぶと、力ードに記録されているすべての画 
像が、1画像1枚で印刷指定されます。なお、 [カード内の全画像指定を解除] 
を選ぶと、力ード内の印刷指定がすべて解除されます。 


^ • •指定、全画像指定を行っても、 RAW 画像と動画は印刷指定されません。 

• PictBridge で印刷するときは、一度に印刷指定する画像の数を4◦◦画像以下 
にしてください。それ以上指定すると、すべての画像を印刷できないことが 
あります。 


□7 
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rt 印 K 指定 

□スタンダード 
m インデックス 

un 

mm 


印刷指定画像のダイレクトプリント 


印刷指定した画像を、 PictBridge 対応の 
プリンターで簡単に印刷することができま 
す0 


1印刷の準備をする 

• 296ページを参照してください。 

『カメラとプリンターを接続する』の手順5まで行います。 

2 [刚タブの[印刷指定]を選ぶ 

3 [印刷]を選ぶ 

• [印刷] は、カメラとプリンターが接続され、印刷できる状態になって 
いないと表示されません。 

4 [用紙設定]の内容を設定する （ p .298) 

• 印刷効果 （ p . 30 0) は必要に応じて設定します。 

5 [0K] を選ぶ 


U 參印刷するときは、必ず用紙サイズの設定を行ってください。 

• プリンターの機種により、画像番号が印刷できないことがあります。 

• [フチあり] にすると、プリンターの機種により、日付がフチにかかることがあ 
ります。 

參日付の背景が明るいときや、日付がフチにかかるときは、プリンターの機種 
により、日付が薄く印刷されることがあります。 

IS 參 [レベル補正] の [手動] は選択できません。 

拳印刷を中止したあと、残りの画像を印刷するときは、 [再開] を選びます。た 
だし次のときは、印刷の再開はできません。 

• 再開する前に印刷指定の内容を変更したり、指定した画像を削除したとき 
• インデックス設定時、再開する前に用紙設定を変更したとき 
• 印刷を中断したときに、カードの空き容量が少なかったとき 
• 印刷中に問題が発生したときは、304ページを参照してください。 
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画像転送の準備 

\ カメラの電源スイッチを 〈 OFF 〉 に 
する 

カメラとパソコンを接続する 

• カメラに付属のインター フエー スケー 
ブルを使用します。 

• カメラ側を接続するときはプラグの 
〈令〉が、カメラの前面に向くようにし 
て、 〈 DIGITAL 〉 端子に差し込みます。 
• パソコンの USB 端子にプラグを差し込 
みます。 


■ 



[&バソコンに画像を送る 

カメラとパソコンをつないで、力ードに記録された画像をパソコンに送る 
ことができます。この機能をダイレクト画像転送といいます。 

画像転送の操作は、カメラの液晶モニターに表示される画面を見ながら、 
カメラ側で行います。 

パソコンに送られた画像は、 [ピクチャ] または [マイピクチャ] フオルダに、 
撮影日ごとのフオルダに分けられて保存されます。 

〇カメラとパソコンを接続する前に、付属のソフトウェア (EOS 
DIGITAL Solution Disk / CD - ROM ) をパソコンにインス I ルし 

てください。 付属ソフトウェアのインス!ル方法は、395ページを 
参照してください。 
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[&パソコンに画像を送る 



カメラの電源スイッチを〈01\1>にす 
る 

• パソコンに、プ□グラムを選択する画面 
が表示されたときは 、 [EOS Utility ] を選 
びます。 

岭パソコンに EOS Utility の画面が表示さ 
れます。 


^ EOS Utility の画面が表示されたあと 、 EOS Utility を操作しないでくださし、。 

EOS Utility の先頭画面以外が表示された状態では、312ページの手順5で [ダイ 
レクト転送] が表示されません（パソコンへの画像転送ができません)。 

BI • EOS Utility の画面が表示されないときは、ソフトウェア使用説明書 (CD- 
ROM/p.396) を参照してください。 

• ケーブルを取り外すときは、カメラの電源を切ってから、プラグの側面を持つ 
て引いてください。 


mm raw + jpeg で撮影した画像を転送するとき 


1 画探転送 1 

' FWW+JPEG 転送 

—iMW 為 i 


刪 m 


RAW+JPEG 


CHBDtJ 


RAW+JPEG で撮影した画像は、どの画 
像を転送するかを設定することができま 
す。次べージの手順 2 で [ RAW+JPEG 転送] 
を選び 、 [JPEG のみ] [RAW のみ] [ RAW + JPEG ] 

から選びます。 


310 








[&パソコンに画像を送る 


( HD 転送する画像を選択する 

• 画像選択 





[画像転送]を選ぶ 

• [ E 2] タブの [画像転送] を選び、く©〉 
を押します。 


[画像選択/転送]を選ぶ 

_ [画像選択/転送] を選びく©〉を押します。 

[画像選択]を選ぶ 

• [画像選択] を選びく©〉を押します。 

転送する画像を選ぶ 

• <〇> を回して転送する画像を選び、 
<©> を押します。 

• <〇> を回して画面の左上に〈>/>を表 
示させ、く©〉を押します。 

• < Q > ボタンを押して、〈1^>を左に回 
していくと、3画像表示になります。 
<^>を右に回すと、1枚表示に戻りま 
す。 

• 他に転送したい画像があるときは、手順 
4を繰り返します。 

• ( MENU ) ボタンを押すと、手順3の画面 
に戻ります。 



QI • [画像選択] を選んだときに、画面の左上に表示されるマークで転送履歴を確認 
することができます（マークなし：未選択画像 、V :転送する画像 、 x :転 
送失敗画像、〇：転送済み画像)。 

• 310ぺージの [ RAW + JPEG$S 送]、 および手順1〜4の操作は、カメラとバソコ 
ンが接続されていない状態でも行うことができます。 
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[&パソコンに画像を送る 


> 画 ®进択/転送 

E 

ノ ft 送する S ® 

7 

X転送失敗 画像 

C 

〇 転送洛棚懞 

0 

Sffi 遇识 _ 遇识 

全 画像 

1 乡彳レクト^~ 1 

irn?tos 


画像を転送する 

• パソコンの画面に EOS Utility の先頭画 
面が表示されていることを確認します。 
• [ダイレクト転送] を選びく©〉を押します。 
• 確認画面で [0 K ] を選ぶと、画像がパソ 
コンに転送されます。 

• [ M 選択][全画像] で選択した画像も、 
この操作で転送します。 


• _選択 

[謹選択] を選び、 [フォルダ内の未転送画像を選択] を選びます。フォルダ 
を選択すると、そのフォルダに入っている、パソコンに転送していない 
すべての画像が選択されます。 

[フォルダ内の転送失敗画像を選択] を選ぶと、選択したフォルダに入って 
いる、転送に失敗した画像が選択されます。 

[フォルダ内の転送履歴をクリア] を選ぶと、選択したフォルダに入ってい 
る画像の転送履歴が消去されます。転送履歴を消去してから、 [フォルダ内 
の未転送画像を選択] を選ぶと、フォルダに入っているすべての画像をもう 
一度転送することができます。 

⑩ 全画像 

[全画像] を選び、 [カード内の未転送画像を選択] を選ぶと、力ードに記録 
されている、パソコンに転送していないすベての画像が選択されます。 

[カード内の転送失敗画像を選択][カード内の転送履歴をクリア] の内容は、「》 
選択」 を参考にしてください。 


◎ 


パソコンの画面に EOS Utility の先頭画面以外が表示されているときは、 [ダイ 
レクト転送] は表示されません。 

画像転送中は、操作できないメニュー項目があります。 


IS 參動画を転送することもできます。 

• 一度に9999画像まで転送することができます。 
• 画像転送中も、撮影を行うことができます。 
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13 

カメラをカスタマイズする 


撮影スタイルに応じて、カメラの機能を細かく変更することが 
できます。これをカスタム機能といいます。 

また、現在使用しているカメラの設定内容を、モードダイヤル 
の〈圇〉〈困〉〈困〉に登録することができます。 

なお、この章で説明する機能は、 P / Tv / Av / M / B モードで設 
定、機能します。 
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MENU 


カスタム機能一覧 1301 


■S. 1: Exposure (露出) 

jLV 撮影 

動画 撮影 

露出設定ステップ 

P .315 

〇 

〇 

ISO 感度設定ステップ 

〇 

M 時 

ブラケティング自動解除 

〇 

(静止画： 

WB-BKT 

時） 

ブラケティング順序 

P .316 

〇 

ブラケティング時の撮影枚数 

〇 

セイフティシフ ト 

P .317 

〇 



P.2 : Disp./Operation (表示 • 操作） 


ファインダー内〇警告の項目 

P .318 



ライブビュー撮影範囲表示 

〇 


Tv/Av 値設定時のダイヤル回転 

P .319 

〇 

〇 

マルチ電子ロック 

〇 

〇 

操作ボタンカスタマイズ 

設定により異なる 


P.3 : Others (その他) 


トリミング情報の付加 

P .320 

〇 


画像消去の初期設定 

(再生時) 


PA : Clear (解除) 

[.9.4: カスタム機能 （ C.Fn) — 括解除 ] を選ぶと、設定されているカスタム機能 
がすべて解除されます。 


BI • が付いたカスタム機能は、ライブビュー ( LV ) 撮影時、または動画撮影 

時は機能しません（設定が無効になります)。 

•カスタム機能の一括解除を行っても、 [.9.2: 操作ポタンカスタマイズ ] の設定内 
容は解除されません。 
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MENU 


カスタム機能で変更できる内容 1301 ■ 


〇 af a v * 〇 

■ ■■» t / m ： 

■ * 

U 誠枋ッフ v > 1 

ISO 感度圾定ステツブ 

V3 

プラケチィンク疇除 

CN 

フラケテ〇ク_序 

0- + 

ブラケティング時© BB 5 枚数 

3 

セイフティシフト 

OFF 


撮影スタイルに応じて、 [ A .] タブで力 
メラの機能を細かく設定することができま 
す。初期設定から変更した内容は、設定値 
が青色で表示されます。 


C . Fnl : Exposure (露出） 



1/3:1 /3段 
1/2:1 /2段 

シャッター速度と絞り数値、および露出補正、 AEB 、 スト□ボ調光補正 
などの設定ステップを1/2段ステップにすることができます。1/3段ス 
テツプの設定では細かすぎるというときに有効です。 


[1/2 段]設定時は、ファインダー内と表示パネルの露出レベル表示は図のよう 
になります。 


r ~3**2««1**|??|**2*.! 


ISO 感度設定ステップ 


1/3:1 /3段 
1/1:1段 



ング自動解除 


ON : する 

電源スイッチを 〈 OFF 〉 にすると、 AEB 、 WB ブラケティングの設定が 
解除されます。また、スト□ボ充電完了、動画撮影への切り換えで AE 巳の 
設定が解除されます。 

OFF : しなし、 

電源スイッチを 〈 OFF 〉 にしても、 AEB 、 WB ブラケティングの設定が 
解除されないようになります。（ストロボ充電完了、動画撮影への切り換え 
で AE 巳は一旦解除されますが、設定した AEB レベルは記憶されています。） 
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( miq カスタム機能で変更できる内容 ■ 


ブラケティング順序 


AE 巳の撮影順序と、 WB ブラケティング撮影時の画像の記録順序を変更するこ 
とがでぎます。 

0-+ : 0— 一一 ►+ 

一0+ : —一 -0-►+ 

+ 0 - : +— 0 — — 


AE 巳 

WB ブラケティング 

B/A 方向設定時 

M/G 方向設定時 

0 :標準露出 

0 :基準ホワイトバランス 

0 :基準ホワイトバランス 

一：マイナス補正 

一： ブルー 寄りに補正 

一：マゼンタ寄りに補正 

+:プラス補正 

+:アンパー寄りに補正 

+:グリーン寄りに補正 


ブラケティング時の撮影枚数 


AEB 、 および WB ブラケティング時の撮影枚数を通常の3枚から、2枚/5枚/ 
7枚に変更することができます。 

[ブラケティング順序： 0—- —+] 設定時は、下表のように撮影されます。 

3 : 3枚 
2 : 2枚 
5 : 5枚 
7 : 7枚 

(1 段ステップ設定時) 



0 [2 枚]設定時は、 AEB レベルを設定するときに補正方向 （+ または一）を選 
ぶことができます。 
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mm カスタム機能で変更できる内容 ■ 



OFF :しない 


Tv/Av : Tv 値/ Av 値 

シャッター優先 AE ( Tv )、 絞り優先 AE ( Av ) モードで機能します。被 
写体の明るさが変化して、自動露出で標準露出が得られる範囲を超えると、 
手動設定値をカメラが自動的に変更して、標準露出で撮影することができ 
ます。 

ISO : ISO 感度 

プログラム AE ( P ) 、シャッター優先 AE ( Tv ) 、絞り優先 AE ( Av ) 
モードで機能します。被写体の明るさが変化して、自動露出で標準露出が 
得られる範囲を超えると、手動設定した ISO 感度をカメラが自動的に変更し 
て、標準露出で撮影することができます。 

@ • [02: ISO 感度に関する設定] で、 [ISO 感度設定範囲] [ISO オート低速限界] が初期状 

態から変更されていても、標準露出が得られないときは、セイフティシフト 
が優先されます。 

• IS ◦感度でセイフティシフトが行われたときの下限/上限感度は、 [ISO オートの 
範囲] の設定によります （ P .127)。 ただし、手動設定されている ISO 感度が 
[ISO オートの範囲] を超えているときは、手動設定した感度までの範囲でセイフ 
ティシフトが行われます。 

• [Tv 値/ Av 値] [ISO 感度] 設定時は、ストロボ撮影時も状況に応じてセイフテイ 
シフトします。 


■ 
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( miq カスタム機能で変更できる内容 ■ 


■ 


C . Fn 2 : Disp./Operation (表示 • 操作) 


ファインダー内〇警告の項目 


以下の機能が設定されているときに、ファインダー視野内の右下に〈①〉を 
表示することができます （ P .23)。 

警告表示を行う対象を選び、〈(0〉を押して〈>/>を付けて、 [0 K ] を選びます。 

_モノクロ設定時 

ピクチャースタイルが [モノクロ] ( P .131) に設定されているときに、警 
告表示を行います。 

ホワイトバランス補正時 

ホワイトバランス補正 （ P .140) が設定されているときに、警告表示を 
行います。 

ワンタッチ記録画質切り換え時 

ワンタッチ記録画質切り換え機能 （ p .328) で、記録画質が変更されて 
いるときに、警告表示を行います。 

拡張 ISO 感度時 

ISO 感度が、 L (50)、 H 1 (51200)、 H 2 (102400) に手動設定さ 
れているときに （ P .125)、 警告表示を行います。 

スポット測光設定時 

_測光モードが [スポット測光] ( P .168) に設定されているときに、警告表 
爪を打います0 


一撮影範囲表示 


ライブビュー撮影でアスペクト比を、 [4:3] [16： 9][1:1] に設定したと 
きの （ p .204)、 撮影範囲の表示方法を設定することができます。 

□ マスクで表示 


〇線で表示 
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mm カスタム機能で変更できる内容 ■ 


Tv/Av 値設定時のダイヤル回転 


~ r < t 通常 

+ハー設定方向を反転 

シャッター速度、絞り数値設定時のダイヤルによる設定方向を反転する 
ことができます。 

撮影モードが 〈 M > のときは〈公〉〈〇>、それ以外の撮影モードでは 
〈忽〇の設定方向が反転します。 〈 M > モード時と露出補正時の <〇> の 
設定方向が同じになります。 

<LOCK^> スイッチを右側にすると、 く <〇>〈糸〉による不用意な設定 
の変更を防止することができます。 

ロックしたときに操作を禁止する部材を選び、く©〉を押して<>/>を付け 
て、 [0K] を選びます。 

公メイン電子ダイヤル 
〇サブ電子ダイヤル 
糸マルチコン ト□ーラー 


151 • ロックした状態で禁止した部材を操作すると、ファインダー内と表示パネル 
に 〈 L 〉、 撮影機能の設定状態 （ P .48) の画面に ( LOCK ) が表示されます。 
• 初期状態でロックしたときは、〈〇> がロックされます。 

• 〈〇> に 〈 vO を付けてロックしても、〈❾〉（十字タッチパッド）による操 
作はロックされません。 


操作ポタンカスタマイズ 


よく使う機能を、自分が操作しやすいボタンやダイヤルに割り当てることが 
できます。詳しくは、321ページを参照してください。 


■ 
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( miq カスタム機能で変更できる内容 ■ 


C . Fn 3 : Others (その他) 


トリミング情報の付加 


トリミング情報の設定を行うと、ライブビュー撮影時に、設定した比率に応 
じた縦線が画面に表示され、 6 x 6 cm 、4 X 5 inch など、中判/大判カメラと同 
じ構図で撮影することができます。 

撮影を行うと、付属ソフトウェアでトリミングを行うための縦横比の情報が、 
画像に付加されます（トリミングされた画像が、カードに記録されるわけでは 
ありません)。 

パソコンに画像を取り込み、付属ソフトウェアの Digital Photo 
Professional ( p .394) を使用すると、撮影時に設定した縦横比で簡単に卜 
リミングすることができます。 


OFF :しない 6:7 :比率6 : 7 

6:6 :比率6 : 6 5:6 :比率5 : 6 (四切） 

3:4 :比率3 : 4 5:7 :比率5 : 7 

4:5 :比率4 : 5 (六切） 

^ • [04: アスペクト比] が [3:2] 以外に設定されているときは、トリミング情 
報を画像に付加することはできません。 

參トリミング情報が付加された H 1 画像を、カメラの RAW 現像機能でトリミン 
グすることはできません。 


画像消去の初期設定 


画像再生時や撮影直後の画像表示中に〈1> ボタンを押すと、消去メニュー 
が表示されますが （ P .277)、 そのときに [キャンセル] と [消去] のどちらが選 
択されているかを設定することができます。 

[消去] に設定したときは、く©〉を押すだけで画像を素早く消去することが 
できます。 

[キャンセル]を選択 
f [消去]を選択 


^ [消去] に設定したときは、画像を誤って消去しないように注意してください。 
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P 2: 操作ポタンカスタマイズ 

よく使う機能を、自分が操作しやすいボタンやダイヤルに割り当てること 
ができます。 



[.9.2:操作ポタンカスタマイズ]を選ぶ 
• [. P .2] タブの [操作ポタンカスタマイズ] を 

選び、く©〉を押します。 

4操作部材の選択画面が表示されます。 


操作部材を選ぶ 

• <〇> を回して操作部材を選び、く©〉 
を押します。 

峰操作部材の名称と、割り当てできる機能 
が表示されます。 


機能を割り当てる 

• <〇> を回して機能を選び、く©〉を押 
します。 

• 画面左下に [EIS1] マークが表示され 
る機能は、 〈 INFO .〉 ボタンを押すと、さ 
らに関連項目の設定を行うことができ 
ます （ p .324 〜330)。表示される画面 
で項目を選び、〈©>を押します。 


4設定を終了する 

• <©> を押して設定が終了すると、手順 
2の画面に戻ります。 

• ( MENU ) ボタンを押して設定を終了しま 
す0 


B 1 手順2の画面で〈1> ボタンを押すと、設定した内容を解除することができます。 

なお、 [.9.2:操作ポタンカスタマイズ] の設定は、 [.¢.4:カスタム機能 （ C . Fn ) —括解除] 

を選んでも解除されません。 
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.9.2: 操作ポタンカスタマイズ 


操作部材に対して割り当てできる機能の一覧 


機能 

参照頁 



S3 

A 

F 

[®]AF 

測光 • AF 開始 

324 

〇 

〇* 1 

〇* 1 

AF-OFF 

AF 停止 

325 


〇 

〇 

AFo 

登録 AF 機能に切り換え 




ONESHOL. 

Al SERVO 

ワンシヨット ， AI サーボ 




♦ 

□ 口 HP 

登録 AF フレームに移動 
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EE 

AF フレームダイレクト選択 




露 

出 

匚®] 

測光開始 

326 

〇 



* 

AE □ック 


〇 

〇 

* 

AE □ック（押している間） 

〇 




AE □ック（ホールド） 


〇 

〇 

FEL 

FE □ック 
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〇 

〇 

IS0± 

旧〇感度設定（押しながら:^) 




ISO® 

旧0感度設定（測光中⑱） 




Tv 

M モード時、シャッター速度変更 




Av 

M モード時、絞り数値変更 




画 

像 

RAW 

JPEG 

ワンタッチ記録画質切換 
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RAW U 

JPEG m 

ワンタッチ記録画質切換（ホールド） 




命 

記録画質選択 




ぶ:； 

ピクチャースタイル選択 




操 

作 

O 

絞り込み 
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_ 

手ブレ補正機能作動 




o 

ファインダー内水準器表示 




MENU 

メニュー表示 
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E 

画像の再生 




Q 

拡大/縮小 （ SET ボタン+汽） 




OFF 

無効 


〇 

〇 
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.9.2: 操作ボタンカスタマイズ 




* AF ストップボタン （ HUB ) は、手ブレ補正機能付きの超望遠レンズに装備されてい 
ます。 
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.9.2: 操作ポタンカスタマイズ 


m :測光. af 開始 

この機能を割り当てたボタンを押すと、測光と AF を行います。 

*1 : ( AF - ON ) ボタンと <*> ボタンでは、 [測光 *AF 開始] 機能を割り当てるときに、 
登録 AF フレームへの切り換え機能を付加すると、登録した AF フレームに瞬時に切 
り換えることができます。この機能を有効にするためには、321ページの手順3で 
( INFO .) ボタンを押し、 [AF 開始位置] の選択画面で [登録 AF フレーム] を選びます。 

• AF フレームの登録方法と使用方法 

① 測距エリア選択モードを、スポット1点 AF /1 点 AF / 領域拡大 AF (任 
意選択）/領域拡大 AF (任意選択周囲）/61点自動選択 AF の中から選 
びます（ゾーン AF は登録できません)。 

② AF フレー厶を任意選択します （ p .74)。 

③ 〈囝〉ボタンを押しながら〈奋〉ボタンを押すと、“ピッ”という音が 
して AF フレームが登録されます。測距エリア選択モードが、61点自動 
選択 AF 以外のときは、登録した AF フレームが点滅します。 

[ AF 4: 縦 位置/横位置の AF フレーム設定] を [別々に設定] に設定していると 
きは、縦位置撮影（グリップ上/下)、横位置撮影に使用する AF フレー 
ムを別々に登録することができます。 

④ この機能を割り当てた 〈 AF - ON 〉 ボタン、または〈*>ボタンを押 
すと、登録したときの測距エリア選択モード、任意選択した AF フレー 
厶に切り換わります。 

なお、登録した AF フレームを解除するときは、 〈 EE 〉 ボタンを押し 
ながら < IS 0*£ a > ボタンを押します。 [ V 4: カメラ設定初期化] を選んだ 
ときも、登録した AF フレームが解除されます。 


BI • AF フレーム登録時に、表示される内容は、次の通りです。 

•61 点自動選択 AF : [二] HP 

• スポット1点 AF 、 1点 AF 、 領域拡大 AF : SEL [] (中央 ） /SEL HP (中央以外) 
• SEL[]、SEL HP で登録したときは、登録した AF フレームが点滅します。 
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.9.2: 操作ボタンカスタマイズ 


AF - OFF ： AF 停止 

この機能を割り当てたボタンを押している間、 AF を停止します。 AI サー 
ボ AF 中にピントを固定したいときなどに有効です。 


AF 〜 登録 AF 機能に切り換え 

「測距エリア選択モード （ P .72)」、 「被写体追従特性 （ P .90)」、 「速度変 
化に対する追従性 （ P .91)」、 「測距点乗り移り特性 （ p .92)」「 AI サーボ1コ 
マ目レリーズ （ P .94)」、 「サーボ AF 連続撮影中のレリーズ （ p .95)」 を設 
定し、この機能を割り当てたボタンを押している間だけ、その設定内容で 
AF を行うことができます。 AI サーボ AF 中に AF 特性を変えたいときに有効 
です。 

*2 : 321ページの手順3で 〈 INFO .〉 ボタンを押すと、 

「登録 AF 機能に切り換え」の設定画面が表示され 
ます。〈〇〉または<1^>を回して、登録する 
項目を選び、く©〉で〈>/>を付けます。項目名 
を選びく®〉を押すと、機能の内容を設定する 
ことができます。 

< i > ボタンを押すと、設定を初期状態にするこ 
とができます。 


登 gAf 機能1こ切換え 


期荏エリア通识モード 

D 

0 被写体追從特性 & 

ふ。 

速度変彳ねこ対する追從性4 
渊西点乗 1 」移特性 & 

- H 0 ■—〇 

サーボ1コマ目レリーズ 

口海 

”ーボ連班■影中レリーズ 

功/© 

置， H ) 職定 画。 


滥&: ワンシヨットご AI サーポ 

AF モードを切り換えることができます。ワンショット AF 時に、この機能 
を割り当てたボタンを押すと、押している間だけ AI サーボ AF になり、 AI サー 
ボ AF 時に押すと、 押している間だけワンショット AF になります。移動/停 
止を繰り返す被写体で、ワンシヨット AF 、 AI サーボ AF を交互に切り換えた 
いときに有効です。 


■ 
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.9.2: 操作ポタンカスタマイズ 


□: hp ： 登録 AF フレームに移動 

測光タイマー作動中に、この機能を割り当てたボタンを押すと、324ペー 
ジで登録した AF フレームに移動することができます。 

*3 : 321ページの手順3で 〈 INFO .〉 ボタンを押すと、 [押している間だけ切り換え][もう一 
度押すまで切り換え保持] を選択することができます。 


EE ： AF フレームダイレクト選択 

測光タイマーが作動中であれば、 〈 EE > ボタンを押さずに、〈〇> または 
<^>で直接 AF フレームを選択することができます。なお〈〇> では、横 
方向の AF フレー厶を選択することができます（ゾーン AF 時は循環)。 

*4: 〈糸〉のときは、321ぺージの手順3で 〈 INFO .〉 ボタンを押すと、〈糸〉の中央 
押しで [中央 AF フレームに移動][登録 AF フレームに移動] を選択することができます。 


[®] :測光開始 

シャッターボタンを半押しすると、測光のみ行います。 


关： AE □ック 

この機能を割り当てたボタンを押すと、測光タイマーが作動している間、 
露出が固定されます （ AE □ック）。ピントと露出を別々に決めたいときや、 
同じ露出で何枚も撮影するときに有効です。 


关： AE ロック（押している間） 

シャッターボタンを押している間、露出が固定されます （ AE □ック）。 


关 h:AE □ツク（ホールド） 

この機能を割り当てたボタンを押すと、露出が固定されます ( AE □ツク）。 
もう一度、この機能を割り当てたボタンを押すまで、 AE □ツクが継続しま 
す。ピントと露出を別々に決めたいときや、同じ露出で何枚も撮影するとき 
に有効です。 


〇 [ AE ロック（押している間)] をシャッターボタンに割り当てたときは、 [ AE ロック ] [AE 
□ック（ホールド)] を割り当てたボタンも [ AE □ック（押している間)] で動作します。 
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.9.2: 操作ボタンカスタマイズ 


FEL : FE □ック 

スト□ボ撮影時にこの機能を割り当てたボタンを押すと、スト□ボがプリ 
発光して撮影に必要な発光量を記憶 （ FE □ック）します。 


ISO 全： iso 感度設定（押しながら#〇 

く©〉を押しながら〈公>を回すと、 IS ◦感度を設定することができます。 
IS ◦オートのときに操作すると、 IS ◦感度手動設定になります。旧◦オー 
卜には設定できません。なお、 < M > モードのときにこの機能を使用すると、 
設定したシャッター速度、絞り数値を保持したまま、 IS ◦感度による露出調 
整を行うことができます。 


IS 0 CC : ISO 感度設定（測光中⑱） 

測光タイマー作動中に <〇> を回すと、 ISO 感度を設定することができ 
ます。旧◦オートのときに操作すると、旧◦感度手動設定になります。旧〇 
オートには設定できません。なお、 < M > モードのときにこの機能を使用す 
ると、設定したシャッター速度、絞り数値を保持したまま、旧◦感度による 
露出調整を行うことができます。 

Tv ： M モード時、シャッター速度変更 

< M > マニュアル露出時に、〈1^>または〈◎>でシャツター速度を設 
定することができます。 


Av ： M モード時、絞り数値変更 

< M > マニュアル露出時に、〈公〉または〈◎>で絞り数値を設定する 
ことができます。 


■ 
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.9.2: 操作ポタンカスタマイズ 


鍇：ワンタツチ記録画質切換 

この機能を割り当てたボタンを押すと、ここで設定した記録画質に切り換 
えて撮影することができます。切り換え中は、表示パネルの記録画質が点滅 
します。撮影が終了すると、切り換えが自動解除され、元の記録画質に戻り 
よ 9 〇 

*5 : 321ぺージの手順3で 〈 INFO .〉 ボタンを押すと、切り換える記録画質を選択する 
ことができます。 


蹤 H : ワンタッチ記録画質切換（ホールド） 

この機能を割り当てたボタンを押すと、ここで設定した記録画質に切り換 
えて撮影することができます。切り換え中は、表示パネルの記録画質が点滅 
します。撮影を行っても、切り換えは自動解除されません。もう一度この機 
能を割り当てたボタンを押すと、元の記録画質に戻ります。 

*5 : 321ぺージの手順3で 〈 INFO .〉 ボタンを押すと、切り換える記録画質を選択する 
ことができます。 


♦:記録画質選択 

く©〉を押すと、液晶モニターに記録画質設定画面 （ P .119) が表示さ 
れます。 

-；-： ピクチャースタイル選択 

く©〉を押すと、液晶モニターにピクチャースタイル選択画面 （ P .129) 
が表示されます。 


51ワンタッチ記録画質切り換え中に、ファインダー内に〈①〉を表示することがで 
きます （ p .318)。 
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.9.2: 操作ボタンカスタマイズ 


〇:絞り込み 

絞り込みボタンを押すと、絞り込みが行われ、被写界深度を確認すること 
ができます （P.165)。 

((1))：手ブレ補正機能作動 

レンズの手ブレ補正機能スイッチが 〈ON> のときに、この機能を割り当 
てたボタンを押すと、手ブレ補正機能が作動します。 


〇：ファインダー内水準器表示 

この機能を割り当てたボタンを押すと、ファインダー内にグリッドと、 AF 
フレームを利用した水準器が表示されます。 




























.9.2: 操作ポタンカスタマイズ 


MENU ： メニュー表示 

<©> を押すと、液晶モニターにメニューが表示されます。 

H ： 画像の再生 

<©> を押すと、画像を再生することができます。 


拡大/縮小 （ SET ポタン+汽） 

<©> を押すと、カードに記録されている画像を拡大表示することができ 
ます。操作方法は251ページを参照してください。また、ライブビュー撮 
影、動画撮影時のライブモード、クイックモード、手動ピント合わせのとき 
も、映像を拡大表示することができます （P.210、 214)。 

OFF ： 無効 

ボタンに機能を割り当てないときに設定します。 
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MENU 


マイメニューを登録する 1 ® 


設定変更の頻度が高いメニュー機能とカスタム機能を選んで、マイメ 
ニュータブに6項目まで登録することができます。 




2 

3 


[マイメニューの設定]を選ぶ 

• [★] タブの [マイメニューの設定] を選び、 

〈@>を押します。 

[マイメニューへの登録]を選/ 

• [マイメニューへの登録] を選び <©> をす甲 
します。 


登録する 

• 項目を選びく®〉を押します。 

• 確認画面で [0 K ] を選び、く®〉を押す 
と登録されます。 

• 6項目まで登録できます。 

• ( MENU ) ボタンを押すと手順2の画面に 
戻ります。 


マイメニューの設定について 


• 並べ替え 

登録した項目の並び順を変えることができます。 [並べ替え] を選び、並 
び順を変える項目を選んでく®〉を押します。[令]が表示された状態 
で〈〇〉を回して並び順を変え、〈@>を押します。 

• 選択して削除/全項目削除 

登録した項目を削除することができます。 [選択して削除] を選ぶと1項 
目ずつ削除、 [全項目削除] を選ぶと登録内容がすべて削除されます。 

• マイメニューから表示 

[する]に設定すると、メニュー画面を表示したときに [★] タブから 
表示されます。 


331 








HI カスタム撮影モードの登録 1 ® — 

撮影モードやメニュー、カスタム機能など、現在カメラに設定されている 
内容を、モードダイヤルの〈团>〈困〉〈困〉にカスタム撮影モードとして 
登録することができます。 



[カスタム撮影モード （ C 1- C 3)] を選ぶ 
• [ V 4] タブの [カスタム撮影モード ( C 1- C 3)] 

を選び、く®〉を押します。 


[登録]を選ぶ 

• <〇> を回して [登録] を選び、く©〉を 
押します。 


登録する 

• 〈◎>を回して登録するカスタム撮影 
モードを選び、く®〉を押します。 

• 確認画面で [0 K ] を選び、く®〉を押し 
ます。 

岭カメラの設定内容 （ p .333、334) が 
モードダイヤルの C * に登録されます。 


登録内容の自動更新 

〈圇>〈困〉〈囫> モードで撮影しているときに、設定変更した内容を反 
映して登録内容を自動更新することができます。自動更新するときは、手順 
2で [登録内容の自動更新] を [する] に設定します。なお、自動更新される設 
定内容は、333、334ページを参照してください。 


カスタム撮影モードの登録解除 

手順2で [登録解除] を選ぶと、登録前の初期設定に戻すことができます。 
操作方法は手順3と同じです。 
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HI カスタム撮影モードの登録 ■ 


登録される設定内容 

• 撮影機能 

撮影モード+設定値、 IS ◦感度、 AF モード、測距エリア選択モード、 
AF フレーム、測光モード、ドライブモード、露出補正量、スト□ボ調光 
補正量 

• メニュー機能 

[。1]記録画質、撮影画像の確認時間、電子音、カードなしレリーズ、 
レンズ光学補正（周辺光量補正、色収差補正）、外部スト□ボ制 
御、ミラーアップ撮影 

[02] 露出補正/ AEB 設定、旧◦感度に関する設定、オートライティン 
グオプティマイザ、ホワイトバランス、 MWB 画像選択、 WB 補 
正/ BKT 設定、色空間 

[03] ピクチャースタイル、長秒時露光のノイズ低減、高感度撮影時の 
ノイズ低減、高輝度側•階調優先、多重露出（設定値)、 HDR モー 
ド（設定値） 

[^4 (ライブビュー撮影)] 

ライブビュー撮影、 AF モード、グリッド、アスペクト比、露出 
Simulation 、 LV 静音撮影、測光タイマー 

[04 (動画)] 

AF モード、グリッド、動画記録サイズ、録音、 LV 静音撮影、測 
光タイマー 

[。5 (動画)] 

動画記録カウント、動画再生カウント、動画サイレント設定、動 
画撮影ボタン 

[ AFl]Case 1 、 Case 2 、 Case 3 、 Case 4 、 Case 5 、 Case 6 
[八ド2]厶1サ_ボ厶ド1コマ目レ U — ズ、サーボ AF 連続撮影中のレ U — ズ 
[ AF 3] USM レンズ電子式手動フォーカス、 AF 補助光の投光、ワンシヨッ 
卜 AF 時のレリーズ 

[ AF 4 ]AF 測距不能時のレンズ動作、任意選択可能な AF フレーム、測距 
エリア選択モードの限定、測距エリア選択モードの切換、縦位置 
/横位置の AF フレ_ム設定 
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HI カスタム撮影モードの登録 ■ 


[ AF 5] AF フレーム任意選択時の循環、測距時の AF フレーム表示、ファ 
インダー情報の照明 

[ H 2] スライドシヨー、 S での画像送り 

[ IZ 33] 八イライト警告表示、 AF フレーム表示、再生時のグリッド、ヒス 
トグラム、動画再生カウント、拡大倍率設定（約） 

[ VI ] 画像番号、縦位置画像回転表示、 Eye-Fi 設定 
[ V 2] オートパワーオフ、液晶の明るさ、ファインダー# 

[ V 3] センサークリーニング（自動クリーニング)、_ボタンで表示 
する内容、 CSO ボタンの機能 

[. P .1] 露出設定ステップ、 IS ◦感度設定ステップ、ブラケティング自動 
解除、ブラケティング順序、ブラケティング時の撮影枚数、セイ 
フテイシフト 

[〇2]ライブビュー撮影範囲表示、 Tv/Av 値設定時のダイヤル回転、マ 
ルチ電子ロック、操作ボタンカスタマイズ 
IP . 3 ] 卜 US ング情報の付加、画像消去の初期設定 


〇參マイメニューの設定内容は、登録されません。 

• モードダイヤルが〈圇>〈困>〈困> のときは、 [ V 4: カメラ設定初期化]と 
[.9.4:カスタム機能 ( C . Fn ) 一括解除]は選択できません。 

BI • モードダイヤルが 〈 HI > 〈困〉〈囫> のときも、撮影機能やメニューなどの 
設定を変更することができます。 

• ( INFO .) ボタンを押すと、〈团>〈困〉 < ffi > に登録されている撮影モードを 
確認することができます （ p .336、 337)。 
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この章では、撮影の参考になるカメラの機能情報、システムア 
クセサリーの紹介などを行っています。 
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INFO. ポタンの機能 



撮影準備状態で 〈 INFO .〉 ボタンを押す 
と、「カメラ設定の内容」と「水準器」 
( P .60)、 「撮影機能の設定状態」 （ P .337) 
を表示することができます。 


[ V 3] タブの [_ ポタンで表示する内容] 

で、 〈 INFO .〉 ボタンを押して表示する項目 
を選ぶことができます。 

• 使用する項目を選び、〈©>を押して 
<>/>を付けます。 

• 選択が終わったら [0 K ] を選び、く©〉 
を押します。 


01 • 3項目すベての〈>/〉を外すことはできません。 

參[カメラ設定の内容] のサンプル画面は、どの言語でも英語で表示されます。 

春[水準器] を表示しない設定にしても、ライブビュー撮影時、動画撮影時は、 
( INFO .) ボタンを押すと、水準器が表示されます。 


カメラ設定の内容 


モードダイヤル HI 、 
ffi 、 困に 登録され 
ている撮影モード 


色温度 （ P .139) 


(P.32 、 121) 


C1：P C2：P C3：P 

well 正 / BKT 設定 0 血 * 0 — 
-5200 □ sRGB —— 

長稃畤皤光仍ノイズ低減 M - 

m 度級バズ麗 .1] 

ファイル名 sm —— 

[賺拓可能枚数]空き容1 
m[^]7.ei(50 i ： [995] 7.72 G0 


( p _140 、 141) 
J 「 (P_158) 


—転送失敗画像あり 
—— (p. 1 44) 

卜 (P.143) 
L(p.l52) 


転送失敗画像があるときに表示されます。 
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INFO. ボタンの機能 


撮影機能の設定状態 


ホワイトバランス補正 
シャッター速度 一 
撮影モード 


露出レベル表示 
ピクチャースタイル 
AF モード 
クイック設定 マーク 

電池チェック 
ホワイトバランス 
Eye - Fi カード通信状態 

測光モードー 

スト□ボ充電完了/ FE ロック/ 

八イスピードシンクロ 

ドライブモードー 1 



絞り数値 
AE □ック 
スト□ボ調光補正 
ISO 感度 

高輝度側 • 階調優先 

操作ボタン 
カスタマイズ 

記録画質 
撮影可能枚数 

残り撮影枚数（多重露出） 
カード装填表示 
—カード選択 マーク 
-多重露出 / HDR 
オートライティング 
オプティマイザ 


• 〈回〉ボタンを押すと、クイック設定を行うことができます （ P .49)。 

• < ISO *£ a > < AF - DRIVE ) 〈囹 . WB 〉< EE > ボタンを押すと、 液晶 モニター 
に設定画面が表示され、 〈怒！〉または〈〇> で設定を行うことができま 
す。 AF フレームはぐ®〉で選択することもできます。 



B 1 「撮影機能の設定状態」の画面が表示された状態で電源を切ると、次に電源を入 
れたときに同じ画面が表示されます。解除するときは、 〈 INFO .〉 ボタンを押して 
画面が表示されていない状態で電源を切ります。 
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MENU 


電池情報を確認する 


使用している電池の状態を画面で確認することができます。また、バッテ 
U _ パック LP - E 6 には固有の番号（シリアル番号）が記録されているため、 
複数の電池をカメラに登録することができます。この機能を利用すると、手 
元にある登録済みの電池の残容量や、使用履歴を確認することができます。 



[バッテリー情報]を選ぶ 
⑩ [ V 3] タブの [バッテリー情報] を選び、 
<©) を押します。 

4電池情報の画面が表示されます。 


電池位置 



使用している電池、または家庭用電源の型式が 
表示されます。 

電池チェック表示 （ P .35) とともに、残量が 
1%単位で表示されます。 

使用している電池で撮影した回数が表示され 
ます。充電を行うと回数がリセットされます。 

電池の劣化状態が3段階で表示されます。 

101 (緑）：劣化していません 
0ID (緑）：少し劣化しています 
IDQ (赤）：電池の買い換えをおすすめし 
ます 


^キヤノン純正のバッテリーパック LP - E 6 のご使用をおすすめします。純正品以外 
の電池を使用すると、カメラ本来の性能を発揮できない恐れや、故障の原因にな 
ることがあります。 

BI • 撮影回数は、静止画撮影を行った回数が表示されます（動画撮影は回数に含 
まれません)。 

• バッテリーグリップ BG - E 1 1に、バッテリーパック LP - E 6 を入れたときも、 
電池情報が表示されます。単3形電池を使用したときは、電池チェック表示の 
情報のみ表示されます。 

• 何らかの原因で電池と通信できない、または通常の通信と異なるときは、 [こ 
のバッテリーを使用しますか?] と表示されますが、 [0 K ] を選ぶとそのまま撮影で 
きます。ただし、電池によってはパッテリー情報の画面が表示されなかった 
り、画面が表示されても、バッテリーの情報が正しく表示されないことがあ 
ります。 
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EMD 電池情報を確認する 


電池をカメラに登録する 

バッテリーパック LP - E 6 を最大6個までカメラに登録することができま 
す。複数の電池を登録するときは、電池ごとに以下の操作を行ってください。 



〈INFO.〉 ポタンを押す 

• バッテリー情報の画面が表示された状 
態で、 〈 INFO .〉 ボタンを押します。 

岭使用履歴画面が表示されます。 

4登録されていない電池は灰色で表示さ 
れます。 



[登録]を選ぶ 

• [登録] を選びく©〉を押します。 
4確認画面が表示されます。 


パッテ 1 J —1 S 

未登録のバッテリー慵報在 
gii します 

キンセル丨 0 K I 


[0 K ] を選ぶ 

• [0 K ] を選びく©〉を押します。 

岭電池が登録され、使用履歴画面に戻りま 
す。 

岭表示が灰色から白色に変わります。 

• ( MENU ) ボタンを押すと、バッテリー情 
報の画面に戻ります。 


0 • バッテリーグリップ BG - E 1 1に単3形電池を装填しているときや、電源に AC 
アダプタ— キット ACK - E 6 を使用しているときは登録できません。 

• すでに電池が6個登録されているときは、 [登録] は選べません。341ページ 
を参照して、不要な電池情報を削除して<ださい。 
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EMD 電池情報を確認する 


電池のシリアル番号が一目でわかるようにする 

登録したバッテ U _ パック LP - E 6 のシリアル番号を、市販のシールなど 
に書き留めて、すべての電池に貼り付けておくと便利です。 



バッテリ-肺 

d 7C4003M 垣互] 9] Z0H/M/21 


fflffl 消去 


シリアル番号をシールに書き留める 

• 使用履歴画面に表示された番号を、横 
25 mm x 縦1 5 mm 程度のシールに書 
ぎ留めます。 



電池を取り出しシールを貼り付ける 
• 電源スイッチを 〈 OFF 〉 にします。 

• 電池室ふたを開けて、電池を取り出しま 
す。 

• 図の位置（接点がない面）にシールを貼 
り付けます。 


• この手順を繰り返して、すべての電池の 
シリアル番号が一目でわかるようにし 
ます。 


^ • 手順2の図以外の位置にシールを貼り付けないでください。電池が入れにくく 
なったり、電源が入らなくなることがあります。 

• BG - E 1 1使用時は、パッテリーマガジンへの取り付け/取り外しを繰り返す 
と、シールがはがれることがあります。はがれたときは、新しいシールを貼 
りなおしてください。 
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EMD 電池情報を確認する 


登録済みで使用していない電池の残容量の確認方法 

手元にある（現在使用していない）電池の残容量や前回使用した日を、画 
面で確認することができます。 



シリアル番号前回使用日 


シリアル番号を照合する 

• 使用履歴画面の内容と、電池に貼り付け 
たシールのシリアル番号を照合します。 
岭手元にある電池のおおよその残容量や、 
前回使用した日を確認することができ 
ます。 


登録した電池情報を消去する 

1[情報消去]を選ぶ 

• 339ぺージの手順2で [情報消去] を選び、 <©> を押します。 


2消去する電池を 選ぶ 

• 消去する電池を選び〈©>を押します。 

岭〈ゾ〉が表示されます。 

• 他に消去したい電池があるときは、繰り返します。 

3 <i> ポタンを押す 

岭確認画面が表示されます。 

4 [0 K ] を 選ぶ 

• [0 K ] を選び〈@>を押します。 

岭電池情報が消去され、手順1の画面に戻ります。 







家庭用電源を使用する 

AC アダプターキット ACK - E 6 (別売）を使うと、家庭用電源を使用して 
電池の残量を気にせずにカメラを使うことができます。 



DC カプラーのプラグを接続する 

• DC カプラーのプラグを、 AC アダプター 
のソケットに接続します。 


電源コードを接続する 

• 電源コードを図のように接続します。 

• 使い終わったら、プラグをコンセントか 
ら抜いてください。 



コードを溝にはめ込む 

• DC カプラーのコードを 傷つけないよう 
に、ていねいにはめ込みます。 



^]A DC 力 


DC カプラーコード 
通し部 


ブラーを入れる 

ふたを開け、 DC カプラーコード通し部 
のカバーを開きます。 

DC カプラーを □ック位置までしっかり 
と入れ、コードを通し部に入れます。 
ふたを閉じます。 


^電源スイッチを〈01\1>にしたまま、電源コードや DC カプラーのプラグの抜き差 
しを行わないでください。 
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日付/時計機能用電池を交換する — 

日付/時計機能用電池（バックアップ電池）の電池寿命は約5年です。電 
源を入れたときに、日付/時刻が U セットされるようになったら、次の手順 
で新しい CR 1616 U チウ厶電池に交換してください。 

日付/時刻/エリアが初期化されますので、必ず再設定してください 

( P .36)。 



電源スイッチを <OFF > にする 


電池ホルダーのねじを取り外す 

• 小型のプラスドライバーを使用します。 
• 取り外したねじは、なくさないように注 
意してください。 




4 


㈠ ⑴ 


電池ホルダーを取り外す 

• 電池は②の方向に押し出します。 


電池を入れ換えてホルダーを入れる 

• 十一を正しく合わせて入れます。 



^日付/時計機能用電池は、必ず CR 1 616リチウム電池を使用してください。 
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Eye - Fi 力ードを使う 

セットアップした市販の Eye - Fi 力ードを使うと、撮影しながら画像を無 
線 LAN 経由でパソコンに自動転送したり、オンライン上のサービスにアッ 
プ□ー ドすることができます。 

画像の転送は、 Eye - Fi 力ードの機能です。力ードのセットアップ方法、使 
用方法、転送時の不具合などについては、カードの使用説明書を参照するか 
力ードメ_力_にお問い合わせください。 

||本製品は、 Eye - Fi カードの機能（無線送信を含む）を保証するもので 
はありません。カードに関する不具合は、カードメーカーにお問い合わ 
せください。また、 Eye - Fi カードの使用には、多くの国や地域で認可 
が必要であり、認可を取得していないものの使用は認められていませ 
ん。使用が認められているかご不明の場合は、カードメーカーにご確認 
ください。 


イ Eye-Fi カードを入れる （ p .31) 





[Eye-Fi 設定]を選ぶ 

• [ VI ]タブの [ Eye - Fi 設定] を選び、く©〉 
を押します。 

• このメニューは、 Eye - Fi 力ードを入れた 
ときだけ表示されます。 

通信機能を有効にする 

• <©> を押し、 [ Eye - Fi 通信] の [する] を 
選び、く©〉を押します。 

• [しない] を選ぶと、 Eye-Fi 力ードが入つ 
ていても、自動転送されません（通信状 
態マーク冤）。 



通信情報一覧を表示する 

• [通信情報 一覧]を選びく©〉を押します。 
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Eye - Fi 力ードを使う 


'mm-m 

臟先_〇: 

AiCOEFGt 234567¢90 
通垣伏！1: f 接韉中.-. 

アト■レス： 00-12-5 a -07-4 b -5 c 
Eye - H ファームウ I ア V & r ,: 

3.0144 Jun 2 2W9 ZH17 


[接続先の SSID :] を確認する 

⑩[接続先の SSID :] に転送先が表示されてい 
るか確認します。 

• Eye-Fi 力ードの MAC アドレスとファー 
ムウェアのパ'—ジョンも確認できます。 

• ( MENU ) ボタンを押してメニューを終了 
します。 



撮影する 

岭画像が転送され、〈令〉がグレー（未接 
続）状態から、下記のように切り換わつ 
ていぎます。 

• 転送した画像は、撮影情報表示 （ P .246) 
の画面に国が表示されます。 


^ (グレー） 未接続： 転送先に接続していません。 
^ (点滅） 接続中 ：転送先に接続しています。 
^ (点灯） 転送待機： 転送先に接続しました。 

^ ( t ) 転送中 ：画像を転送しています。 


^ Eye - R 力ードを使用するときのご注意 

• k ❶」が表示されたときは、力ード情報の取得エラーです。カメラの電源を入 
れなおしてください。 

• [Eye-Fi 通信] を [しない] に設定しても、電波が発信されることがあります。病 
院や航空機内など電波の発信が禁止されている場所では、事前に Eye - Fi 力一 
ドを取り出しておいてください。 

• 画像が転送できないときは、力ードやパソコンの設定を確認してください。詳 
細は力ードの使用説明書を参照してください。 

• 無線 LAN の接続状態により、画像の転送に時間がかかったり、転送が中断す 
ることがあります。 

• Eye - Fi 力ードは、通信機能があるため、熱くなることがあります。 

• 電池の消耗が早くなります。 

• 画像の転送中、オートパワーオフは機能しません。 
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各撮影モードで設定できる機能一覧_ 


拳：自動設定〇：選択可能〇 :選択不可/無効 


機能 

1 静止画 

酬 1 

(Aj + 

P 

Tv 

Av 

M 

B 


d 

全記録画質の選択 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 


〇 

ISO 感度 

自動設定/旧〇才_卜 

• 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

• M 以外 

〇 M 時 

手動設定 


〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 M 時 

ピクチャー 

スタイル 

自動選択 

1 ネ A| 






ぼ" 時： 1 ぶ:; Al 

任意設定 


〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

ホワイト 
パランス 

才一卜 

參 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

プリセツト 


〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

マニュアル 


〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

色温度指定 


〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

補正/ブラケティング 


〇 

〇 

〇 

〇 

〇 


〇 

オートライティングオプティマイザ 

• 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 


周辺光量補正 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

色収差補正 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

長秒時露光のノイズ低減 


〇 

〇 

〇 

〇 

〇 


高感度撮影時のノイズ低減 

• 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

高輝度側 • 階調優先 


〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

多重露出撮影 


〇 

〇 

〇 

〇 

〇 


HDR 撮影 


〇 

〇 

〇 

〇 



色空間 

SRG 巳 

• 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

• 

〇 

Adobe RGB 


〇 

〇 

〇 

〇 

〇 


〇 

AF 

AF モード 

ワンシヨット AF 


〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

AFB 

AFV 

AF 隊 2*4 

AI サーボ AF 


〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

AI フォーカス AF 

• 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

測距エリア選択モード 


〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

㈤ ■以外、 A __ 


*1 : 〇は、動画撮影時の静止画撮影を示しています。 
*2 :動画撮影中は AF 國に切り換わります。 
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各撮影モードで設定できる機能一舅 


機能 

静止画 

動画 


P 

Tv 

Av 

M 

B 

»■ | a 

AF 

AF フレーム選択 

自動 

• 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

ClJ 以外、 AF 0 I 1 時 

任意 


〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

AF 補助光 

• 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 


手動ピント合わせ （ MF ) 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 


AF カスタム設定ガイド 


〇 

〇 

〇 

〇 

〇 


AF マイク□アジヤストメント 


〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

以外、 AF 0 I 1 時 

測光方式 

評価測光 

• 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 


測光モード選択 


〇 

〇 

〇 

〇 

〇 


露出 

プログラムシフト 


〇 






AE □ックつ 


〇 

〇 

〇 



P,Tv Av,B 時 

露出補正 


〇 

〇 

〇 



AE 巳 


〇 

〇 

〇 

〇 



被写界深度確認 


〇 

〇 

〇 

〇 

〇 


ドライブ 

1枚撮影 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 



高速連続撮影 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 



低速連続撮影 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 



静音1枚撮影 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 



静音連続撮影 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 



(10 秒） 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 



i < S )2 (2 秒） 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 



外部 
スト□ポ 

FE □ック 


〇 

〇 

〇 

〇 

〇 


スト□ボ調光補正 


〇 

〇 

〇 

〇 

〇 


ライブビュー撮影 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 


アスぺクト比 +5 


〇 

〇 

〇 

〇 

〇 


クイック設定 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 



*3 : < M > モードで ISO オート時は、 ISO 感度を固定することができます。 
*4 :動画撮影開始前のみ機能します。 

*5 :ライブビュー撮影時のみ設定できます。 







メニュー機能一覧 


ファインダー撮影/ライプビュー撮影時 

0:撮影1(赤） 参照頁 


記録画質 

■:壓 /M / S ■謂 J 

119 

JL / JL / JM / JM / JS 1/ JS 1/ S 2/ S 3 

撮影画像の確認時間 

切/2秒/4秒/8秒/ホールド 

55 

電子音 

入/切 

- 

力ードなしレリーズ 

する/しない 

32 

レンズ光学補正 

周辺光量補正：する/しない 
色収差補正：する/しない 

147 

外部スト□ポ制御 

ストロボの発光/ E-TTL II 調光方式/ Av モー 
ド時のスト□ボ同調速度/スト□ボ機能設定 
/スト□ボ機能設定初期化/スト□ボカスタ 
ム機能設定/スト□ボカスタム機能一括解除 

191 

ミラーアップ撮影 

しない/する 

184 


BI • 〇の項目は、〈匕+>モードでは表示されません。 

• [01: 記録画質] で表示される内容は、 [VI : 記録機能とカード•フォルダ選択] の 
[記録機能] ( P .116) の設定により変わります。 [振り分け] に設定されている 
ときは、力ードごと記録画質を設定します。 
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Cm 撮影 2 (赤） 参照頁 


露出補正/ AEB 設定 

1/3段ステップ、土5段 （ AEB 土3段） 

169 

170 

ISO 感度に関する設定 

ISO 感度設定/ ISO 感度設定範囲/ ISO オート 
の範囲/ ISO オート低速限界 

124 

l 

128 

オートライティング 
オプティマイザ 

しない/弱め/標準/強め 

142 

マニュアル露出時は OFF 

ホワイトバランス 

EfflUk / A / 本/銖/ レ ふ/ 

13 (約2500〜1000 0) 

137 

MWB 画像選択 

ホワイトバランスの手動設定 

138 

WB 補正/ BKT 設定 

W 巳補正：巳/ A / M / G 寄り各色9段 

WB-BKT :巳 / A 、 M / G 方向1段ステップ土3 
段 

140 

141 

色空間 

sRG 巳 / Adobe RGB 

158 


動画撮影時、 [露出補正/ AEB 設定] は [露出補正] になります。 


CM 撮影3 (赤) 


ピクチヤースタイル 

ISI オート/_スタンダード/_ポート 
レート/1«|風景/ I ^ Nl ニュートフル/1ネ FI 
忠実設定/ M モノクロ/_ユーザー設定 
卜3 

129 

1 

136 

長秒時露光のノイズ低減 

しない/自動/する 

144 

高感度撮影時のノイズ低 
減 

標準/弱め/強め/しない 

143 

高輝度側 • 階調優先 

しない/する 

146 

ダストデリートデータ取 
得 

付属ソフトウェアでゴ S 消し処理を行うため 
のデータを取得 

291 

多重露出 

多重露出撮影/多重露出制御/重ねる枚数/ 
撮影画像の保存/多重露出撮影の継続 

177 

HDR モード 

D レンジ調整/仕上がり効果/ HDR 撮影の継 
続/画像位置自動調整/撮影画像の保存 

173 


* 動画撮影時は、 [多重露出] [ HDR モード] は選択できません（グレー表示になります)。 
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メニュ _ 機能 _ 覧 


Cm 撮影 4* (赤） 


参照頁 

ライブビュー撮影 

する/しない 

203 

AF モード 

ライブモード/: i ： ライブモード/クイック 
モード 

207 

グリッド 

表示しない/9分割#/24分割_/9分割 
+対角 M 

203 

アスぺクト比 

3:2/4:3/16:9/1:1 

204 

露出 Simulation 

する絞り込み中/しない 

205 

LV 静音撮影 

モード1/モード2/しない 

206 

測光タイマー 

4秒/16秒/30秒/1分/10分/30分 

206 

* <ぱ> モードでは、 [02] 

タブに表示されます。 


AF : AF 1 (紫) 



Case 1 

汎用性の高い基本的な設定 

86 

Case 2 

障害物が入るときや、被写体が AF フレーム か 
ら外れやすいとき 

86 

Case 3 

急に現れた被写体に素早くピントを合わせた 
いとき 

87 

Case 4 

被写体が急加速/急減速するとき 

87 

Case 5 

被写体の上下左右の動きが大きいとき （1 点 
AF 時無効） 

88 

Case 6 

被写体の速度変化と上下左右の動きが大きい 
とき （1 点 AF 時無効） 

89 


AF : AF 2 ( 紫) 


AI サーポ AF 1 コマ 目 レ 
リーズ 

レリーズ優先/バランス重視/ピント優先 

94 

サーポ AF 連続撮影中の 
レリーズ 

撮影速度優先/バランス重視/ピント優先 

95 
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メニュー機能一覧 


AF : AF 3 ( 紫） 参照頁 


USM レンズ電子式手動 
フォーカス 

ワンシヨット AF 作動後 • 可能/ワンシヨット 
AF 作動後 • 不可/ AF 時すベて不可 

96 

AF 補助光の投光 

する/しない/赤外光方式の補助光のみ投光 

97 

ワンシヨット AF 時のレ 
リーズ 

レリーズ優先/ピント優先 

97 


AF : AF 4 ( 紫) 


AF 測距不能時のレンズ 
動作 

サーチ駆動する/サーチ駆動しない 

98 

任意選択可能な AF フ 
レーム 

61 点/クロス測距点のみ/ 15 点/ 9 点 

98 

測距エリア選択モードの 
限定 

スポット 1 点 AF (任意選択） /I 点 AF (任意 
選択）/領域拡大 AF (任意選択-§。）/領域拡 
大 AF (任意選択周囲）/ソーン AF (ゾーン 
任意選択） /61 点自動選択 AF 

99 

測距エリア選択モードの 
切換 

EE — M-Fn ボタン/ EE — メイン電子ダイヤル 

100 

縦位置/横位置の AF フ 
レーム設定 

同じ/別々に設定 

101 


AF : AF 5 ( 紫) 


AF フレーム任意選択時 
の循環 

しない（端で突き当たり）/する 

102 

測距時の AF フレーム表 
示 

選択 AF フレーム（常時表示）/全 AF フレー 
ム（常時表示）/選択フレーム（測距前/合焦 
時）/選択 AF フレーム（合焦時表示）/表示 
しない 

102 

ファインダー情報の照明 

自動/する/しない 

103 

AF マイク□アジヤスト 
メント 

しない/全レンズー律調整/レンズごとに調 
整 

104 
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メニュ _ 機能 _ 覧 


E :再生1 (青） 参照頁 


画像プ□テクト 

画像の保護 

272 

画像回転 

画像の縦横回転 

254 

画像消去 

画像の消去 

277 

印刷指定 

印刷する画像を指定 （ DPOF ) 

305 

画像 コピー 

カード間の画像コピー 

274 

RAW 現像 

M で撮影した画像を現像 

282 


E :再生2 (青) 


リサイズ 

画素数を少な<処理 

287 

レーテイング 

[ OFF ] 

255 

スライドシヨー 

再生内容/再生間隔/リビートを設定して自 
動再生 

265 

画像転送 

パソコンに送信する画像を指定 

309 

での画像送り 

1枚/10枚/100枚/撮影日/フォルダ/ 
動画/静止画/レーティング 

250 


E :再生3 (青) 


八イライト警告表示 

しない/する 

247 

AF フレーム表示 

しない/する 

247 

再生時のグリッド 

表示しない/9分割#/24分割_/9分割 
+対角 M 

245 

ヒストグラム 

輝度 / RGB 

248 

動画再生カウント* 

記録時間/タイムコード 

238 

拡大倍率設定（約） 

1倍（拡大なし）/2倍（中央から）/4倍 
(中央から）/8倍（中央から）/10倍（中 
央から）/等倍（任意選択合焦点から）/前 
回と同じ倍率（中央から） 

252 

HDMI 機器制御 

切/入 

269 


[立5 (動画)] タブの [タイムコード] の [動画再生カウント] と設定が連動します。 
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メニュー機能一覧 


V :機能設定1 ( 黄） 参照頁 


記録機能とカード • 
フォルダ選択 

[記録機能]標準/カード自動切り換え/振り 
分け/同一書き込み 
[記録.再生][再生] m/a 
[フォルダ]フォルダの作成と選択 

116 

118 
150 

画像番号 

通し番号/オートリセット/強制リセット 

154 

ファイル名の設定 

カメラ固有設定/ユーザー設定'!/ 

ユーザー設定2 

152 

縦位置画像回転表示 

する〇團/する團/しない 

280 

カード初期化 

記録内容を初期化して消去 

53 

Eye - Fi 設定 

Eye - Fi 力ード（市販品）装填時に表示 

344 


V :機能設定2 (黄) 


オートパワーオフ 

1分/2分/4分/8分/15分/30分/しな 
い 

55 

液晶の明るさ 

自動： 3段階の明るさ調整 
手動： 7段階の明るさ調整 

279 

日付/時刻/エリア 

日付（年/月/日）/時刻（時/分/秒）/ サ 
マータ イム/ エ U ア 

36 

言語顏 

表示言語を選択 

38 

ファインダー井 

表示しない/表示する 

59 

GPS 機器の設定* 

GPS レシーバー GP - E 2 (別売)装着時に設 
定可能 

- 


* [ GPS 機器の設定] が表示されないときは、ファームウエアのアップデートを行ってくだ 
さい。 


^ GPS 機器やワイヤレスファイルトランスミッターを使用するときは、使用可能な 
国や地域を確認の上、法令等の規制にしたがってください。 


■ 
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メニュ _ 機能 _ 覧 


V :機能設定3 (黄） 参照頁 


ビデオ出力方式 

NTSC/PAL 

231 

271 

バッテリー情報 

電源/残容量/撮影回数/劣化度/電池の登 
録/使用履歴確認 

338 

\ 

341 

セン サーク U —ニ ング 

自動クリーニング：する/しない 

290 

今すぐクリーニング 

手作業でクリーニング 

293 

_ポタンで表示する 
内容 

カメラ設定の内容/水準器/撮影機能の設定 
状態 

336 

_ポタンの機能 

レーテイング/プ□テクト 

255 

273 

通信機器の設定 

WFT - E 7 (別売）装着時に表示 



V :機能設定4 (黄) 


カスタム 撮影 モード 
( C 1- C 3) 

モードダイヤルの圇、困、圇に現在のカメ 
ラ設定を登録 

332 

カメラ設定初期化 

カメラの設定を初期状態にする 

56 

著作権情報 

著作権情報の表示/作成者名入力/ 

著作権者名入力/著作権情報の消去 

156 

ファームウェア 

ファームウェア変更時に選択 



:カスタム機能（橙) 


C.Fnl : 露出 

カメラの機能を細かく設定 

315 

C . Fn 2 : 表示 • 操作 

318 

C . Fn 3 : その他 

320 

C . Fn 4 : 解除 

カスタム機能を すべて 解除 

314 

★:マイメニュー （緑） 

マイメニューの設定 

よく使うメニユー機能やカスタム機能を登録 

331 
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メニュー機能一覧 


動画撮影時 

Cm :撮影4# 1 (動画）（赤） 参照頁 


AF モード 

ライブモード/： i ： ライブモード/クイック 
モード 

239 

グリッド 

表示しない/9分割# /24分割 SS /9分割 
+対角 M 

239 

動画記録サイズ 

1920 XI 080 (咏/唔/玟） （■/ 圓） 

1 280 X 720 〇1)/碌）（_/圓） 
640 X 480 ( m/W (画 

231 

録音* 2 

録音：才 一 卜/マニュアル/しない 

234 

録音レベル 

ウィンドカット：切/入 

LV 静音撮影 

モード1/モード2/しない 

240 

測光タイマー 

4秒/16秒/30秒/1分/10分/30分 

240 


*1 : <( Aj + > モードでは、 [02] タブに表示されます。 

*2 : 〈ぱ> モードでは、 [録音]:[する/しない] になります。 

Ci :撮影5” (動画）（赤） 


タイムコード 

カウントアップ/スタート時間設定/動画記 
録カウント/動画再生カウント# 2 / 

ドロップフレーム 

237 

動画サイレント設定 

©有効/®無効 

236 

動画撮影ポタン 

國 /^/m 

240 


*1 : (( aJ ) モードでは、 [03] タブに表示されます。 

*2 : [ S 3] タブの [動画再生カウント] と設定が連動します。 


■ 
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システム図 



ST-E2 ST-E3-RT 270EX II 320EX 430EX II 600EX-RT マクロリングライトマクロツインライト 
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システム図 



レザーケース EH20-L 
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故障かな？と思ったら 

「カメラが故障したのかな？」と思ったら、下記の例を参考にしてカメラ 
をチェックしてください。なお、チェックしても状態が改善しないときは、 
別紙の修理受付窓口にご相談ください。 


電源関連 


電池が充電できない 

• バッテ U— 残容量 （p.338) が94%以上のときは、充電は行われま 
せん。 

• キヤノン純正のバッテリーパック LP-E6 を使用してください。 

充電器のランプが高速点滅する 

•(1) 充電器または電池に異常が発生した場合や、 （2) 電池と通信でき 
ない場合（純正以外の電池使用時）は、保護回路が働き充電が中止さ 
れ、オレンジ色のランプが等間隔で高速点滅します。 （1) の場合は、 
充電器のプラグをコンセントから抜き、電池の取り外し/取り付けを 
行ってから、2〜3分後にもう一度コンセントに差し込んでください。 
改善しない場合は故障ですので、修理受付窓口にご相談ください。 

充電器のランプが点滅しない 

• 充電器に取り付けた電池の内部温度が高い場合は、安全のため充電を 
行いません（消灯）。また、充電中何らかの原因により、電池が高温 
になった場合は、自動的に充電を停止します（点滅継続）。なお、電 
池の温度が下がると自動的に充電が始まります。 

電源スイッチを <0 N > にしてもカメラが作動しない 

• 電池がカメラにきちんと入っているか確認してください （P.30)。 

• 電池室ふたが閉まっているか確認してください （P.30)。 

• 力ードス□ットカバーが閉じているか確認してください （P.31)。 

• 電池を充電してください （P.28)。 
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故障かな？と思ったら 


電源スイッチを 〈 OFF 〉 にしてもアクセスランプが,点滅する 

• 力ードへの画像記録中に電源を切ると、アクセスランプが数秒間 
点灯/点滅します。画像記録が終了すると、自動的に電源が切れます。 

電池の消耗が早い 

• フル充電した電池を使用してください （ P .28)。 

• 電池の性能が劣化している可能性があります。 [ V 3: バッテリー情報] で 
電池の劣化状態を確認してください （ P .338)。 劣化している場合は、 
新しい電池をお買い求めください。 

• 以下の操作を行うと、撮影可能枚数が少なくなります。 

• シャッターボタン半押しの状態を長く続ける 
• AF のみを行って撮影しない操作を頻繁に行う 
• レンズの手ブレ補正機能を使う 
• 液晶モニターを頻繁に使用する 
• ライブビュー撮影や動画撮影を長時間行う 

電源が勝手に切れる 

• オートパワーオフ機能が働いています。自動的に電源が切れないよう 
にしたいときは、 [ V 2: オートパワーオフ] を [しない] にしてください 
( P .55)。 

• [ V 2: オートパワーオフ] を [しない] に設定していても、カメラを30分 
放置すると、節電のため液晶モニターの表示が消えます（カメラの電 
源は切れません)。 


■ 
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故障かな？と思ったら 


撮影関連 


レンズが装着できない 


• EF-S レンズは使用できません （ p.39 )。 


ファインダーが暗い 

• 充電した電池をカメラに入れてください （P.28)。 

撮影 • 記録ができない 

• 力ードが正しくセットされているか確認してください （P.31)。 

• SD カード使用時は、カードの書き込み禁止スイッチを、書き込み•消 
去可能な位置にしてください （P.31)。 

• カードの空き容量がない場合は、空き容量のあるカードに交換する 
か、不要な画像を消去してください （P.31、 277)。 

• ワンシヨット AF でピントを合わせたときに、ファインダー内の合焦 
マーク〈籲〉が点滅するときは撮影できません。もう一度シャッター 
ボタンを半押ししてピントを合わせなおすか、手動でピントを合わせ 
てください （P.44、 111)。 


カードが使えない 


• カードのトラブルに関するメッセージが表示されたときは、33ぺ_ 
ジ、371ページを参照してください。 


カー ドを他の カメラに 入れると エラーになる 

• 容量が 1 28GB を超える力ードは exFAT 形式でフォーマツトされる 
ため、このカメラで初期化した 1 28GB を超える力ードを他のカメラ 
に入れると、エラーが表示され使用できないことがあります。 
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故障かな？と思ったら 


画像がボケて写っている 

• レンズのフオーカスモードスイッチを 〈 AF > にしてください （ p .39)。 

• 手ブレを起こさないように、シャッターボタンを静かに押してくださ 
し、 （ p .43、 44)。 

• 手ブレ補正機能を搭載したレンズは、手ブレ補正スイッチを〈01\1> 
にして撮影してください （ P .42)。 

• 暗い場所では、シャッター速度が遅くなることがあります。シャッ 
夕一速度を速くする （ p .162)、 IS ◦感度を上げる （ P .124)、 ストロ 
ボを使用する （ P .188)、 三脚を使用するなどの方法で撮影してくだ 
さい。 

AF フ レー ム（測距点）が少ない 

• 使用するレンズにより、使用可能な測距点の数や測距パターンが異な 
り、 A 〜 H の8グループに分類されます。使用するレンズがどのグルー 
プに属しているか確認してください。なお、 F 〜 H グループのレンズを 
使用したときは、測距点が少なくなります （ P .79)。 

AF フレームが 点滅している 

• 〈田> ボタンを押したときに点滅している AF フレー厶は、クロス測距 
ができない横線検出のみに対応した測距点を表しています。点灯して 
いる AF フレームがクロス測距点です （ p .74)。 

• 登録した位置の AF フレームが点滅しています （ p .324)。 

ピントを固定したまま構図を変えて撮影できない 

• AF モードをワン シヨット AF にしてください。 AI サーボ AF 、 および AI 
フオー カス AF でサーボ状態のときは、 フオー カス □ック 撮影はできま 
せん （ p .70)。 


連続撮影速度が遅い 

• シャッター速度、絞り数値、被写体条件、明るさなどにより、連続撮 
影速度が低下することがあります。 
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故障かな？と思ったら 


連続撮影可能枚数が少なくなる 

• 芝生など細かいパターンの被写体を撮影すると、1枚あたりのフアイ 
ルサイズが大きくなり、実際に連続撮影できる枚数が、121ページに 
目安として示した連続撮影可能枚数より少なくなることがあります。 

ISO 100に設定できない/拡張 ISO 感度が選択できない 

• [03: 高輝度側•階調優先] が [する] に設定されているときは、 ISO 
感度の設定範囲が IS 0200 〜 256 ◦〇(動画撮影時は 12800) にな 
ります。 [ISO 感度設定範囲] で設定範囲を拡張しても、拡張感度 
( L , H , H 1, H 2) は選択できません。 [ 03 : 高輝度側•階調優先] を [しな 
し、] に設定すると、 IS 01 00/125/160 が設定できるようになりま 
す （ P .146)。 


オートライティングオプティマイザが設定できない 

• [03: 高輝度側•階調優先] が [する] に設定されているときは、才ート 
ライティングオプティマイザは設定できません。 [03 : 高輝度側•階調 
優先] を [しない] に設定すると、オートライティングオプティマイザ 
が設定できるようになります （ P .146)。 

露出を暗めに補正したのに、明るく撮影される 

• [02: オートライティングオプティマイザ] を [しない] に設定して<ださ 
し、 [標準/弱め/強め] に設定されているときは、露出補正、ストロボ調 
光補正で露出を暗めに補正しても、明るく撮影されることがあります 
( P .169)。 

多重露出撮影時にライブビュー映像や撮影画像が表示されない 

• [連続撮影優先] 設定時は、撮影途中に「ライブビュー表示」「撮影直後 
の画像確認」「画像再生」はできません （ P .177)。 

多重露出画像が Ml で撮影される 

• 記録画質の設定が MMl 、 S のときは、多重露出画像は™]で記録 
されます （ P .183)。 
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故障かな？と思ったら 


〈 Av> モードでスト□ポ撮影すると、シャッター速度が遅くなる 

• 夜景などを背景にした暗い場所で撮影すると、主被写体も背景も適正 
露出となるように、自動的にシャッター速度が遅くなります（ス□— 
シンク□撮影）。シャッター速度が遅くならないようにするときは、 

[。1 :外部スト□ポ制御] の [Av モード時のスト□ポ同調速度] を、 [1/200- 
1/60 秒自動] または [1/200 秒固定] に設定してください （ p .192)。 

スト□ポが発光しない 

• カメラにスト□ボ（またはシンク□コード）がしっかり取り付けられ 
ているかどうか確認してください。 

• 汎用スト□ボを使用してライブビュー撮影を行うときは、 [04:LV 静 
音撮影] を [しない] に設定してください （ P . 206)。 

スト□ポがいつもフル発光する 

• EX シリーズスピードライト以外のスト□ボを使用すると、常時フル発 
光します （ P .189)。 

•スト□ボカスタム機能の [調光方式] が [TTL (自動調光)] に設定されて 
いると、常時フル発光します （ P .196)。 

スト□ポ調光補正ができない 

• スト□ボ側で調光補正量が設定されているときは、カメラで補正量の 
設定はできません。スト□ボ側の設定を解除（ゼ□に設定）すると、 
カメラで設定できるようになります。 


<Av> モードでハイスピードシンク□ができない 


• [。1 :外部スト□ポ制御] の [Av モード時のスト□ポ同調速度] を [自動] に 

設定してください （ P .192)。 

ライブビュー撮影でシャッター音が2回する 

• スト□ボ撮影時は、 1 回の撮影でシャッター音が 2 回します （ p . 199)。 
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故障かな？と思ったら 


ライブビュー撮影と動画撮影時に、白い®と赤い晒が表示される 

• カメラ内部の温度が上昇していることを示しています。白い〈0>が 
表示されたときは、静止画の画質が低下することがあります。赤い 
〈圔> が表示されたときは、もうすぐライブビュー撮影、または動画 
撮影が自動的に終了することを示しています （P.215、 241)。 

動画撮影が勝手に終了する 

• 書き込み速度が遅いカードを使用すると、動画撮影が自動的に終了す 
ることがあります。圧縮形式が 「IPB」 のときは、実際の書き込み/読 
み取り速度が CF 力ード：1 OMB/ 秒以上/ SD 力ード： 6MB/ 秒以上、 
「ALL-1 (l-only) 」のときは実際の書き込み/読み取り速度が CF 力一 
ド： 30MB/ 秒以上/ SD 力ード： 20MB/ 秒以上の力ードを使用して 
ください。なお、速度については、力 _ ドメ _ 力 _ のホ _ ムぺージな 
どで確認してください （ P .217)。 

• 動画撮影を開始してから29分59秒経過すると、動画撮影が自動的に 
終了します。 

動画撮影時に ISO 感度が設定できない 

• 撮影モードが (( aJ /P/ Tv / Av /B) のときは、 IS ◦感度が自動設定 
されます。 〈M〉 モードのときは、 ISO 感度を任意に設定することが 
できます （P.224)。 

動画撮，影0寺に IS 01 6000/20000/25600が、'設定でぎなし、 


• [02: ISO 感度に関する設定] の [旧〇感度設定範囲] の [上 P 艮値] を 
[25600/ H ] に設定すると、手動設定範囲の上限が拡張され、 

旧〇16000/20000/25600が言受定でぎるよろにな D ます。ただ 
し、動画撮影時の IS01 6000/2〇〇00/256〇0は、ノイズが^多し、 
ことがあるため拡張 IS ◦感度になります （「H」 表示)。 
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故障かな？と思ったら 


動画撮影にすると、手動設定した I so 感度が変わる 

• [ ISO 感度設定範囲] の [上 P 臓： 2560 0] 設定時に 、 ISO 16000/ 
20000/25600に言受定した1犬声 J で動画撮/影にすると 、 ISO 12800 
に切り換わります（動画マニュアル露出撮影時)。静止画撮影にして 
も、元の感度には戻りません。 

•① L (50)、② H 1(51200) , H 2 (102400) 設定時に動画撮影 
にすると、 ISO 感度がく① ISO 100 、② H (25600) に切 D 換わ D ま 
す（動画マニュアル露出撮影時)。静止画撮影にしても、元の感度に 
は戻りません。 


動画撮影時に露出が変化する 

• 動画撮影中にシャッター速度や絞り数値の変更を行うと、露出変化が 
記録されることがあります。 

• 開放絞り数値が変化するレンズ、変化しないレンズに関わらず、動画 
撮影中にズーム操作を行うと、露出変化が記録されることがありま 
す0 


動画撮影時に被写体がゆがむ 

• 動画撮影中にカメラを素早く左右に動かしたり（高速パンニング)、動 
きのある被写体を撮影すると、像がゆがんで写ることがあります。 

動画撮影時に画面がちらつく/横縞が写る 

• 蛍光灯や LED 電球などの光源下で動画撮影を行うと、画面のちらつき 
や、横縞（ノイズ）や露出ムラが記録されることがあります。また、 
露出（明るさ）や色あいの変化が記録されることがあります。なお、 
< M > モードのときは、シャッター速度を遅くすると、この現象が緩 
和されることがあります。 


■ 
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故障かな？と思ったら 


動画撮影中に静止画を撮影すると、動画撮影が終了する 

• 動画撮影中に静止画を撮影するときは、 UDMA 転送に対応した CF 
カードの使用をおすすめします。 

• 静止画の記録画質を低くしたり、連続撮影する枚数を少なくすると、 
改善することがあります。 

タイムコードがずれる 

• 動画撮影中に静止画を撮影すると、実時間とタイムコードに差が生じ 
ます。タイムコードを利用して動画編集を行うときは、動画撮影中に 
静止画撮影を行わないことをおすすめします。 


操作関連 


〈避!〉<〇〉〈糸〉で設定を変更できない 

• < LOCK ^> スイッチを左側（ロック解除）にしてください （ P .47)。 

• [.9.2: マルチ雪子 □ッ ク] の設定内容を確認してください （ p .319)。 


操作部材の機能が入れ換わつている 

• [.9.2:操作ポタンカスタマイズ] の設定内容を確認してください （ p .321)。 


表示関連 


メニュー画面に表示されるタブや項目が少ない 

• 〈匕+> モードでは、一部のタブや項目は表示されません。撮影モード 
を 〈P/Tv/Av/M/B> にしてください （ P .51)。 

ファイル名の先頭文字がアンダーバー（「_」）になる 

• 色空間を sRGB に設定してくださし 、 Adobe RGB に設定されている 
ときは、先頭文字がアンダーバーになります （ p .158)。 
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故障かな？と思ったら 


ファイル名の4文字目が変化する 

• [VI : ファイル名の設定] で、カメラ固有のファイル名、またはユーザー 
設定1に登録したファイル名を選択してください （P.1 52)。 


画像番号が0001から始まらない 

• 画像が記録されているカードを使用すると、撮影した画像の番号が 
◦001から始まらないことがあります （P.154)。 

撮影年月日/時刻が正しく表示されない 

• 日付/時刻が正しく設定されているか確認してください （P.36)。 

• エリア、サマータイムの設定を確認してください （P.37)。 

画像に日付/時刻が写し込まれない 

• 撮影した画像に日付/時刻は写し込まれません。画像データに撮影情 
報として記録されます。写真を印刷するときに、その情報を利用して 
用紙に日付/時刻を入れることができます （p. 301、305)。 

[###] が表示される 

• カードに記録されている画像数が、カメラで表示できる桁数を超える 
と [###] と表示されます （P.256)。 


フアインダー内の AF フレームの表示速度が遅い 


• 低温下では、 AF フレーム表示装置（液晶）の特性上、表示速度が遅く 
なります。常温に戻れば表示速度が速くなります。 

液晶モニターの表示•画像が不鮮明になる 

• 液晶モニターが汚れているときは、やわらかい布などでふいてくださ 
い0 

• 低温下、または高温下では、液晶の特性上、表示反応が遅くなったり、 
表示が黒くなったりすることがありますが、常温に戻れば正常に表示 
されるようになります。 
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故障かな？と思ったら 


[ Eye - Fi 設定]が表示されない 

• [ Eye - Fi 設定] は、 Eye - Fi 力ードを入れているときにだけ表示されます。 
力ードの書き込み禁止スイッチがある Eye - Fi 力ードでは、スイッチが 
「 LOCK 」 側になっていると、通信状態を確認したり、 Eye - Fi 通信を 
しない設定にする機能が使えません （ P .344)。 


再生関連 


画像の一部が黒く点滅する 

• [ H 3: ハイライト警告表示] が [する] に設定されています （ p .247)。 

画像に赤い枠が表示される 

• [ H 3: AF フレーム表示] が [する] に設定されています （ p .247)。 

画像を消去できない 

• プ□テクトがかかっている画像は消去できません （ P .272)。 

動画が再生できない 

• パソコンで編集した動画は、カメラで再生できません。 

動画を再生すると操作音や作動音がする 

• 動画撮影中にダイヤル操作やレンズ操作を行うと、その操作音も録音 
されます。市販の外部マイクの使用をおすすめします （ P .235)。 

動画が一瞬止まって見える 

• 自動露出撮影時に、大きな露出変化が生じると、明るさが安定するま 
での一瞬の間、記録を止める仕様になっています。このようなときは、 
< M > モードで撮影してください （ P .223)。 
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故障かな？と思ったら 


テレビに画像が表示されない 

• 付属のステレオ AV ケーブルを使用してください （ p .271)。 

• ステレオ AV ケーブル、または HDMI ケーブルのプラグが根元までしっ 
かりと差し込まれているか確認してください （ P .268、 271)。 

• ビデオ出力方式 ( NTSC / PAL ) をテレビと同じ方式に設定してくだ 
さい （ P .271)。 

動画ファイルが複数作成される 

• 1回の撮影でファイルサイズが 4 GB を超えるときは、動画ファイルが 
複数作成されます （ P .232)。 

カードリーダーでカードを認識できない 

• 容量が 128 GB を超える力ードをこのカメラで初期化すると、 exFAT 
形式でフォーマツトされるため、力ードリーダーやパソコンの 0 S の 
種類により、カードが正しく認識されないことがあります。そのとき 
は、カメラとパソコンを付属のインターフェースケーブルで接続し、 
付属ソフトウェアの EOS Utility を使って画像を取り込んでください 
( p .394 )o 

RAW 画像が現像できない 

• MBs SM 画像はカメラで現像処理を行うことはできません。付属 
ソフトウェアの Digital Photo Professional で現像処理を行ってく 
ださい （ p .394)。 

画像をリサイズできない 


• JPEG の S 3 と ( M / MM 1/ SM 1 画像は、カメラでリサイズ処理を行う 
ことはできません （ P .287)。 


■ 
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故障かな？と思ったら 


センサークリーニング関連 


センサークリーニング中にシャッター音がする 

• [今す ぐ クリーニング + ^]を選んだときは、シャッターの作動音がしま 
すが、撮影は行われません （ p . 290)。 

撮像素子の自動清掃が行われない 

• 電源スイッチの 〈 ON >〈 OFF 〉 を短い時間で繰り返すと、 Co > が 
表示されないことがあります。 （ P .34)。 


印刷関連 


印刷効果の項目が説明書より少ない 

• 表示される内容は、プリンターの機種により異なります。本書ではす 
ベての項目を記載しています （ p . 300)。 


画像転送関連 


パソコンに画像が転送できない 

• 付属のソフトウエア (EOS DIGITAL Solution Disk / CD-R 〇 M ) を 
パソコンにインス!ルしてください （ p .395)。 

• EOS Utility の先頭画面が表示されていることを確認してください。 
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エラー 表示 


エラー 番号 


カメラとレンス®不良です a 
レ:/を酒概して 
く紋い 


原因 • 対処方法 


カメラに異常が発生すると、エラー画面が 
表示されます。表示される内容に従って対応 
してください。 


番号 

メッセージ/対処方法 

01 

カメラとレンズの通信不良です。レンズの接点を清掃してください 

今カメラ/レンズの接点清掃、純正レンズを使用する （p.15、18) 

02 

力ード*にアクセスできません。カード*を入れなおすか、交換するか、 
このカメラで初期化してください 

今力ード抜き差し、カード交換、カード初期化 （P.31、53) 

04 

力ード*がいっぱいになったため、記録できませんでした。力ード*を交 
換してください 

今力ード交換、不要画像の消去、カード初期化 （p.31、 53、 277) 

06 

センサークリーニングができませんでした。電源スイッチを入れなおして 
ください 

今電源スイッチ操作 （P.34) 

10, 20 
30, 40 
50, 60 
70, 80 
99 

エラーが発生したため撮影できません。電源スイッチを入れなおすか、電 
池を入れなおしてください 

+電源スイッチ操作、電池出し入れ、純正レンズを使用する （P.30、 

34) 


* 上記の対処を行ってもエラーが表示されるときは、エラー番号を控えて別紙の修理受 
付窓口にご相談ください。 


■ 
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主な仕様 

■型式 

型式 . デジタルー眼レフレックス AF • AE カメラ 

記録媒体 . CF 力ード（タイプ I 準拠、 UDMA モード7対応 )、 SD メモ 

リーカード 、 SDHC メモリーカード 、 SDXC メモリーカード 
撮像画面サイズ . 約36 x 24 mm 

使用レンズ . キヤノン EF レンズ群 （ EF - S レンズを除く） 

(有効撮影画角は、表記焦点距離の等倍に相当） 

レンズマウント . キヤノン EF マウント 

■撮像素子 

形式 . CMOS センサー 

カメラ部有効画素 . 約223◦万画素 

アスペクト比 . 3:2 

ダスト除去機能 . 自動/手動/ダストデリートデータ付加 

■記録形式 

記録フォーマット . DCF 2.0 

画像タイプ . JPEG、RAW ( Mbit , キヤノン独自） 

RAW + JPEG 同時記録可能 

記録画素数 . L (ラージ） ：約221◦万 （5760 X 3840) 画素 

M (ミドル） ：約980万 (3840 X 2560) 画素 

S 1 (スモール 1) :約55◦万 (2880 x 1920)画素 

5 2 (スモール 2) :約25◦万 （1920 X 1280) 画素 

5 3 (スモール 3) :約35万 (720 X 480) 画素 

RAW (ロウ） ：約2210万 (5760 X 3840) 画素 

M-RAW :約105◦万 (3960 X 2640) 画素 

S-RAW :約550万 (2880 X 1920)画素 

記録機能 . 標準、力ード自動切り換え、振り分け、同一書き込み 

フォルダ作成/選択 . 可能 

ファイル名 . カメラ固有設定、ユーザー設定〗、ユーザー設定2 

画像番号 . 通し番号、オートリセット、強制リセット 

■撮影時の画像処理 

ピクチャースタイル . オート、スタンダード、ポートレート、風景、ニュートラ 

ル、忠実設定、モノク□、ユ _ ザ _ 設定1〜3 

ホワイトバランス . オート、プリセット（太陽光、日陰、くもり、白熱電球、白 

色蛍光灯、ストロボ)、マニュアル、色温度指定（約2500 
〜1000 0 K )、 ホワイトバランス補正、ホワイトバランス 
ブラケティング可能 
* スト□ボ色温度情報通信対応 
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主な仕様 


ノイズ低減 . 長秒時露光、高感度撮影に対応 

画像の明るさ自動補正 ...... オートライティングオプティマイザにより対応 

高輝度側 • 階調優先 . 可能 

レンズ光学補正 . 周辺光量補正、色収差補正 

■ファインダー 

方式 . ペンタプリズム使用、アイレベル式 

視野率 . 上下/左右とも約100% (アイポイント約21 mm 時） 

倍率 . 約0.71倍 （50 mm レンズ 一 lrrr 1 ) 

アイポイント . 約21 mm (―1 rrr 1 時/接眼レンズ中心から） 

視度調整範囲 . 約一 3.0 〜 +1.0 m — 1 ( dpt ) 

フォーカシングスクリーン…固定式 

AF 作動表示 . あり 

グリッド表示 . 可能 

水準器表示 . 水平方向： T ステップ±6° 

垂直方向：1°ステップ±4° 

* 横位置撮影時 

ミラー . クイックリターン式 

被写界深度確認 . 可能 

■オートフォーカス 

方式 . TTL 二次結像位相差検出方式 

測距点 . 61点（クロス測距点：最大41点） 

* 使用レンズにより、測距点数、クロス測距点数が変動する 

測距輝度範囲 . EV — 2〜18 (中央 F 2.8 対応測距点 • 常温 • ISO 100) 

フォーカスモード . ワンシヨ ット AF、AI サーボ AF、AI フォーカス AF 、 手動 

( MF ) 

測距エリア選択モード ...... スポット1点 AF (任意選択)、1点 AF (任意選択)、領域 

拡大 AF (任意選択上下左右)、領域拡大 AF (任意選択周 
囲)、ゾーン AF (ゾーン任意選択)、61点自動選択 AF 

AF カスタム設定 

ガイド機能 . Casel 〜6 

AI サーボ特性 . 被写体追従特性、速度変化に対する追従性、測距点乗り移り 

特性 

AF 微調整 . AF マイク□アジャストメントにより対応（全レンズー律調 

整、レンズごとに調整） 

AF 補助光 . E 0 S 用外部スト□ボの AF 補助光による 
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主な仕様 


■露出制御 

測光方式 . 63分割 TTL 開放測光 

•評価測光（すべての AF フレームに対応） 

• 部分測光（中央部 • ファインダー画面の約6.2%) 

• スポット測光（中央部 • ファインダー画面の約1.5%) 

• 中央部重点平均測光 

測光範囲 . EV 1〜20 (常温 • EF 50 mm F 1.4 USM 使用 • 

ISO 100) 

露出制御方式 . プ□グラム AE (シーンインテリジェントオート、プ□グラ 

ム)、シャッター優先 AE 、 絞り優先 AE 、 マニュアル露出、 
バルブ 

ISO 感度 . シーンインテリジェントオート： ISO 100〜12800自動設定 

(推奨露光指数） P , Tv , Av , M , 巳： ISO 才一卜、 ISO 100〜256◦◦任意設 

定（1/3、1段ステップ)' および L (50)、 H 1(51200 
相当）、 H 2 (102400 相当）の感度拡張が可能 

旧0感度関連設定 . ISO 感度設定範囲、 ISO オート範囲、 IS ◦才一卜低速限界設 

定可能 

露出補正 . 手動：1/3、1/2段ステップ±5段 

AEB :1/3、1/2段ステップ±3段（手動露出補正との併 
用可能） 

AE □ック . 自動：ワンシヨット AF • 評価測光時、合焦と同時に AE 

□ック 

手動： AE □ックボタンによる 


■ HDR 撮影 

ダイナミックレンジ調整..自動、±1、±2、±3 


仕上がり効果 . ナチュラル、絵画調標準、グラフィック調、油彩調、ビン 

テージ調 

画像位置自動調整 . 可能 

■多重露出撮影 

撮影方法 . 機能•操作優先、連続撮影優先 

多重枚数 . 2〜9枚 

多重露出制御 . 加算、加算平均、比較（明)、比較（暗） 
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主な仕様 


■シャッター 

形式 . 電子制御式、フォーカルプレーンシャッター 

シャッター速度 . 1/8000〜3◦秒、バルブ（すべての撮影モードを合わせ 

て)、ストロボ同調最高シャッター速度=1/20◦秒 

■ドライブ関係 

ドライブモード . 1枚撮影、高速連続撮影、低速連続撮影、静音1枚撮影、静 

音連続撮影、セルフタイマー：1◦秒/リモコン、セルフタ 
イマー： 2秒/リモコン 

連続撮影速度 . 高速連続撮影：最高約6コマ/秒 

低速連続撮影：最高約3コマ/秒 
静音連続撮影：最高約3コマ/秒 

連続撮影可能枚数 . JPEG ラージ/ファイン：約65枚（約16270枚） 


RAW :約13枚（約18枚） 

RAW + JPEG ラージ/ファイン：約7枚（約7枚） 

* 当社試験基準 8 GB カードを使用し、当社試験基準 
( ISO 100,ピクチヤースタイル：スタンダード）で測定 
* () 内の数値は、当社試験基準 UDMA モード7対応、 

1 28 GB カード使用時の枚数 


■外部スト□ポ 

対応ストロボ . EX シリーズスピードライト 

調光方式 . E - TTLII 自動調光 

ストロボ調光補正 . 1/3、1/2段ステップ±3段 

FE □ック . 可能 

シンク□端子 . あり 

外部スト□ボ制御 . 可能 

* 電波通信ワイヤレススト□ポ撮影対応 

■ライブビュー撮影機能 

アスペクト比切り換え ...... 3:2、4:3、16:9、1:1 

フオーカスモード . ライブモード、顔優先ライブモード（コントラスト検出方 

式)、クイックモード（位相差検出方式)、手動ピント合わせ 
(約5倍/10倍拡大可能） 

測距輝度範囲 . EV 1〜18 (コントラスト検出方式時/常温 • ISO 100) 

測光方式 . 撮像素子による評価測光 


■ 
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主な仕様 


測光範囲 .EV 〇〜20 (常温 • EF50mm F1.4 USM 使用 • 

ISO 100) 

静音撮影 . 可能（モード1、 2) 

グリッド表示 . 3種類 

■動画撮影機能 

映像記録方式 .MPEG-4 AVC/H.264 

可変（平均）ビットレート方式 

音声記録方式 . リニア PCM 

記録形式 .MOV 形式 

記録サイズと 

フレームレート . 1920 X 1080 (Full HD) : 30p/25p/24p 

1280 X 720 (HD) : 60p/50p 
640 x 480 (SD) : 30p/25p 

* 30p： 29.97 fps、25p： 25.00 fps, 24p ： 23.976 fps, 
60p : 59.94 fps> 50p : 50.00fps 
圧縮形式 .ALL-1 (l-only)、IP 巳 

フアイ J レサイズ .1920X 1080 (30p/25p/24p) / IP 巳：約 235M 巳/分 


1920 X 1080 (30p/25p/24p) / ALL-1 :約 685M 巳/分 
1280 X 720 (60p/50p) / IPB :約 205M 巳/分 

1280X720 (60p/50p) / ALL-I :約 61 0M 巳/分 

640 X 480 (30p/25p) / IPB :約 78M 巳/分 

* 動画撮影に必要なカードの書き込み/読み取り速度 
CF カード： IPB :1 0MB/ 秒以上、 ALL-I : 30M 巳/秒以上 
SD 力ード： IPB : 6M 巳/秒以上、 ALL-I : 20MB/ 秒以上 


フォーカスモード . ライブビュー撮影機能のフォーカスに準ずる 

測光方式 . 撮像素子による中央部重点平均測光、および評価測光 

* フォーカスモードにより自動設定 

測光範囲 . EV 〇〜 20 (常温 • EF50mm F1.4 USM 使用 • 

ISO 100) 

露出制御 . ①自動露出撮影、②シャッター優先 AE 撮影、③絞り優先 

AE 撮影、④ マニュアル 露出撮影 

* ①②③は露出補正、 AE □ック可能（シーンインテリジェン 
トオートモードを除 <) 

露出補正 . 1/3 段ステップ ±3 段（静止画 ±5 段） 
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主な仕様 


ISO 感度 . シーンインテリジェントオート ， Tv : ISO 1◦◦ 〜 128 ◦◦自動設定 

(推奨露光指数） P , Av , 巳： IS 01 〜12800自動設定 、 H (25600 相 

当）の感度拡張が可能 

M : ISO オート （ ISO 100〜12800自動設定)、 ISO 100 
〜128◦◦手動設定（1/3、1段ステップ )、 H 
(1 6000/20000/2560◦相当）の感度拡張が可能 

タイムコード . 対応 

ド□ップフレーム .60 p /30 p 対応 

録音 . 内蔵モノラルマイク、外部ステレオマイク端子装備 

録音レべ>1レ調整可能、ウィンドカット機能搭載 

へッドフォン . へッドフォン端子装備 

グリッド表示 . 3種類 

静止画 . 撮影可能 

■液晶モニター 

形式 . TFT 式カラー液晶モニター 

画面サイズ/ドット数 ....... ワイド 3.2 型 （3:2) /約104万ドット 

明るさ調整 . 自動（暗め/標準/明るめ)、手動 （7 段階） 

水準器表示 . 可能 

メニュー表示言語 . 日本語、英語、簡体字中国語 

機能ガイド . 表示可能 

■再生機能 

画像表示形式 . 1枚表示、1枚+情報表示（簡易情報、撮影情報、ヒストグ 

ラム)、4枚インデックス、9枚インデックス、2枚表示 

八イライト警告 . 八イライト部分点滅表示 

AF フレーム表示 . 可能 

グリッド表示 . 3種類 

拡大ズーム倍率 . 約1 .5 〜1◦倍、拡大開始倍率/開始位置設定可能 

画像送り . 1枚/1◦枚/1〇0枚/撮影日/フォルダ/動画/静止画/レー 

ティング 

画像回転 . 可能 

レーティング . 可能 

動画再生 . 可能（液晶モニター、映像/音声出力、 HDMI 出力） 

スピ_力_内蔵 

スライドショー . 全画像/日付/フォルダ/動画/静止画/レーティング 

画像プ□テクト . 可能 

画像コピー . 可能 




























主な仕様 


■撮影後の画像処理 

カメラ内 RAW 現像 . 明るさ補正、ホワイトバランス、ピクチャースタイル、オー 

トライティングオプティマイザ、高感度撮影時のノイズ低減、 
JPEG 記録画質、色空間、周辺光量補正、歪曲補正、色収差補正 
リサイズ . 可能 

■ダイレクトプリント機能 

対応プリンター . PictBridge 対応プリンター 

印刷対応画像 . JPEG 画像、 RAW 画像 

印刷指定 . DPOF パージョン1 .1 準拠 

■画像転送機能 

転送対応画像 . 静止画 （ JPEG 画像、 RAW 画像 、 RAW + JPEG 画像)、 

動画 

■カスタマイズ機能 

カスタム機能 . 13種 

マイメニュー登録 . 可能 

カスタム撮影モード . モードダイヤルの Cl / C 2/ C 3 に登録 

著作権情報 . 設定/付加可能 

■インターフェース 

映像/音声出力 • 

デジタル端子 . アナログ映像 （ NTSC 、 PAL 対応）/ステレオ音声出力 

パソコン通信、ダイレクトプリント （ Hi-Speed US 巳相当） 
ワイヤレスファイルトランスミッター WFT - E 7、 GPS レ 
シーバ ー GP - E 2 接続 

HDMI ミニ出力端子 . タイプ C (解像度自動切り換え)、 CEC 対応 

外部マイク入力端子 . 0 3.5 mm ステレオミニジャック 

へッドフォン端子 .03.5 mm ステレオミニジャック 

リモコン端子 . N 3タイプのリモコンに対応 

ワイヤレスリモコン . リモートコント□—ラー RC -6 に対応 

Eye - Fi 力ード . 対応 
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主な仕様 


■電源 

使用電池 . バッテリーパック LP - E 6、 1個 

* AC アダプターキット ACK - E 6 使用により、 AC 駆動可能 
* バッテリーグリップ BG - E 1 1装着時、単3形電池使用可能 

電池情報 . 残容量、撮影回数、劣化度確認、電池登録可能 

撮影可能枚数の目安 . ファインダー撮影： 

( CIPA 試験基準による）常温 （23° C ) 約950枚/低温(0°〇約85◦枚 
ライブビュー撮影： 

常温 （23° C ) 約200枚/低温(0°〇約18◦枚 

動画撮影可能時間 . 常温 （23° C ) 約1時間30分 

低温(0°〇約1時間20分 
* フル充電のバッテリーパック LP - E 6 使用時 
日付/時計機能用電池 ....... リチウム電池 CR 1616、1個 

■大きさ • 質量 

大きさ . 約152■◦(幅） XI 16.4 (高さ） X 76.4 (奥行 ） mm 

質量 . 約 950 g ( CIPA ガイドラインによる）/約 860 g (本体の 

み） 

■動作環境 

使用可能温度 . CTC 〜 +4 CTC 

使用可能湿度 . 85%以下 

■バッテリーパック LP - E 6 

形式 . 充電式リチウムイオン電池 

公称電圧 . DC 7.2 V 

容量 .1800 m Ah 

大きさ . 約38.4 (幅） X 21.0 (高さ） X 56.8 (奥行 ） mm 

質量 . 約 80 g 


■ 
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主な仕様 


■バッテリーチャージヤー LC - E 6 


充電可能電池 . バッテリーパック LP - E 6 

充電時間 . 約2時間30分 

定格入力 . AC 100-240 V (50/60 HZ ) 

定格出力 . DC 8.4 V /1.2 A 

使用可能温度 . +5 ° C 〜+ 4 CTC 

使用可能湿度 . 85%以下 

大きさ . 約69■◦(幅） X 33.0 (高さ ）X 93.0 (奥行 ） mm 

質量 . 約 130 g 

■ EF 24-105 mm F 4 L IS USM 

画角 . 対角線： 84°〜23° 20' 

水平： 74° 〜19° 20 / 

垂直： 53°〜13° 

構成枚数 . 13群18枚 

最小絞り . F 22 

最短撮影距離 .0.45 m (撮像面から） 

最大撮影倍率 . 0.23倍 （105 mm 時） 

画界 . 535 x 345 mm 〜158 X 1 06 mm (〇 .45 m 時） 

手ブレ補正機能 . レンズシフト式 

フイルター径 .77 mm 

レンズキャップ . E -77 U 

最大径 x 長さ .83.5 x 1 07 mm 

質量 . 約 670 g 

対応フード . EW -83 H 

対応ケース . LP 1219 


• 記載データはすべて当社試験基準、または CIPA 試験基準/ガイドラインによります。 
• 大きさ、最大径、長さ、質量は CIPA ガイドラインによります（カメラ本体のみの質 
量を除く）。 

• 製品の仕様および外観の一部を予告なく変更することがあります。 

• 他社製のレンズを使用して不具合が生じた場合は、そのレンズメーカーへお問い合 
わせください。 
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商標について 

參 Adobe は 、 Adobe Systems Incorporated (アドビシステムズ社）の商標です。 

參 Windows は、米国 Microsoft Corporation の米国および他の国における商標、または 
登録商標です。 

參 Macintosh、Mac OS は、米国および他の国で登録された、米国アップル社の商標、 
または登録商標です。 

• CompactFlash (コンパクトフラッシュ）は 、 SanDisk Corporation の商標です。 

參 SDXC ロゴは、 SD -3 C , LLC . の商標です。 

• HDMI 、 HDMI ロゴ、および High-Definition Multimedia Interface は 、 HDMI 
Licensing LLC の商標または登録商標です。 

參 DCF # は、（社）電子情報技術産業協会の団体商標で、日本国内における登録商標です。 
DCF ロゴマークは、（社）電子情報技術産業協会の 「Design rule for Camera Re 
System 」 の規格を表す団体商標です。 

參その他、本書中の社名や商品名は、各社の登録商標または商標です。 

• DCF は、主としてデジタルカメラの画像を関連機器間で簡便に利用しあうことを目的 
として制定された（社）電子情報技術産業協会 ( JEITA ) の規格の 「Design rule for 
Camera Re System 」 の略称です 0 


妨害電波自主規制について 

この装置（カメラ）は、クラス B 情報技術装置です。この装置は、家庭環境で使用 
することを目的としていますが、この装置がラジオやテレビジョン受信機に近接して 
使用されると、受信障害を引き起こすことがあります。使用説明書（本書）に従って 
正しい取り扱いをしてください。 


VCCI-B 


MPEG -4 使用許諾について 

"This product is licensed under AT&T patents for the MPEG -4 standard 
and may be used for encoding MPEG -4 compliant vide 〇 and/or decoding 
MPEG -4 compliant video that was encoded only (1 )for a personal and 
non-commercial purpose or (2) by a video provider licensed under the 
AT&T patents to provide MPEG -4 compliant video . No license is granted 
or implied for any other use for MPEG -4 standard ." 

* 規定により英語で表記しています。 


■ 
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アクセサリーは、キヤノン純正品のご使用をおすすめします 

本製品は、キヤノン純正の専用アクセサリーと組み合わせて使用した場合に最適な性 
能を発揮するように設計されておりますので、キヤノン純正アクセサリーのご使用を 
おすすめいたします。 

なお、純正品以外のアクセサリーの不具合（例えばバッテリーパックの液漏れ、破裂 
など）に起因することが明らかな、故障や発火などの事故による損害については、弊 
社では一切責任を負いかねます。また、この場合のキヤノン製品の修理につきまして 
は、保証の対象外となり、有償とさせていただきます。あらかじめご了承ください。 


^バッテリーパック LP - E 6 は、キヤノン製品専用です。指定外の充電器、および製 
品と組み合わせて使用した場合の故障、事故に関しては一切保証できません。 


アフターサービスについて 

1. 保証期間経過後の修理は原則として有料となります。なお、運賃諸掛か 
りは、お客様にてご負担願います。 

2. 本製品のアフターサービス期間は、製品製造打切り後7年間です。なお、 
弊社の判断により、アフターサービスとして同一機種または同程度の仕 
様製品への本体交換を実施させていただく場合があります。同程度の機 
種との交換の場合、ご使用の消耗品や付属品をご使用いただけないこと 
や、対応 0 S が変更になることがあります。 

3. 修理品をご送付の場合は、見本の撮影データやプリントを添付するなど、 
修理箇所を明確にご指示の上、十分な梱包でお送りください。 
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ソフトウェアスタート 

ガイド 


この章では、付属の EOS DIGITAL Solution Disk ( CD - ROM ) 
に収録されている、各ソフトウェアの概要と、パソコンへのイン 
ストール方法、およびソフトウェア使用説明書 ( CD - ROM ) に収 
録されている PDF ファイルの見かたを説明しています。 



EOS DIGITAL Solution Disk ソフトウェア使用説明書 

(ソフトウェア） 
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ソフトウェアスタートガイド 

イオス デジタル ソリューション ディスク 

EOS DIGITAL Solution Disk 

EOS DIGITAL 用の各種ソフトウェアが収録されています。 


イオスユーテイ ij テイー 

EOS Utility 

カメラとパソコンを接続し、撮影画像（静止画/動画）のパソコンへの取 
り込み、カメラの各種設定、パソコン操作によるリモート撮影などを行うこ 
とができるソフトウェアです。 



デジタル フォト プ□フェツシヨナル 

Digital Photo Professional 

主に RAW 画像を撮影される方におすすめのソフトウェアです。 RAW 画 
像の高速閲覧/編集/現像/印刷などができます。 JPEG 画像もオリジナル 
画像を残したまま編集することができます。 


イメージブラウザーイーエツクス 

ImageBrowser EX 

主に JPEG 画像を撮影される方におすすめのソフトウェアです。簡単な操 
作で、静止画/ MOV 動画の閲覧 • 再生、および JPEG 画像の印刷ができま 
す。また、インターネツトに接続して取得できる追加機能もあります。 

^従来製品に付属していたソフトウェア Zoom 巳 「Qwser EX / lmageB 「 Qwse 「 は、 
このカメラで撮影した静止画ファイル、 MOV 動画ファイルをサボートしていま 
せん（動作対象外）。このカメラに付属の ImageBrQwserEX を使用してくださ 
し、。 


ピクチャー スタイル エディター 

Picture Style Editor 

ピクチャースタイルを編集し、オリジナルピクチャースタイルファイルの 
作成/保存ができます。画像処理上級者向けのソフトウェアです。 
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ソフトウェアスタートガイド 


ソフトウェアのインストール 


^ • ソフトウェアをインス!ルする前に、カメラとパソコンを絶対に接続しな 
いでください。インス!ルが正しく行われません。 

• 旧パージョンのソフトウェアがインス!ルされている場合でも、下記の手 
順に従ってインス I ルしてください（上書きインス I ルされます）。 

1 EOS DIGITAL Solution Disk ( CD - ROM ) を入れる 

• Macintosh では、デスクトップ上に表示された CD - R 〇 M アイコンを 
ダブルクリックして開き、 [Canon EOS Digital Installer] をダブルク 

リックしてください。 

2 [おまかせインストール]をクリックし、画面の指示に従って操作 
する 



• インストール途中に 、 "'Microsoft Silverlight " のインストール画面 
が表示されたときは 、 “Microsoft Silverlight " のインストールを 
行ってください。 

3 [再起動]をクリックし、再起動したら CD - ROM を取り出す 

•パソコンが再起動したら、インス!ル完了です。 


■ 
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ソフトウェアスタートガイド 



ソフトウェア使用説明書 

ソフトウェアの使用説明書が収録されています。 


使用説明書 PDF ファイルのコピー方法と見かた 

1パソコンに「ソフトウェア使用説明書」の CD-ROM を入れる 

2 CD-ROM のアイコンをダブルクリックする 

• Windows では、 [(マイ）コンピューター] 内に表示されるアイコン 

• Macintosh では、デスクトップ上に表示されるアイコン 

3 [Japanese] フォルダをパソコンにコピーする 

• 以下の名前の使用説明書 PDF ファイルがコピーされます。 


Windows Macintosh 


EOS Utility 

EUx.xW J—xx 

EUx.xM J—xx 

Digital Photo Professional 

DPPx.xW J xx 

DPPx.xM J xx 

ImageBrowser EX 

旧 Xx.x J xx 

Picture Style Editor 

PSEx . xW _ J_xx | PSEx . xM _ J_xx 


4コピーした PDF ファイルをダブルクリックする 


• ノ（ソコンに Adobe Reader (最新版推奨）がインス!ルされてい 
る必要があります。 

• Adobe Reader はインターネット上から無料でダウン□—ドできま 
す0 
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索引 


英数字 


10秒後/2秒後撮影 . 113 

1280 X 720. 231 

1920 XI 080 . 231 

1点 AF . 72, 75 

1枚撮影 . 112 

1枚表示 . 244 

2枚表示 . 253 

4枚/9枚インデックス表示 . 249 

61点自動選択 AF . 73,77 

640 X 480. 231 

ぱ . 64, 218 

AC アダプターキット . 342 

Adobe RGB . 158 

AE 巳 . 170, 315 

AE □ック . 171 

AF 

AF 作動表示 . 64 

AF の苦手な被写体 . 110, 211 

AF フレーム . 72, 75 

AF フレーム選択 . 74, 326 

AF 補助光 . 97 

AF マイクロ 

アジヤストメント . 104 

AF モード . 70 

カスタマイズ . 94 

構図変更 . 67 

手動ピント合わせ . 111,214 

測距エリア選択モード . 72, 75 

電子音 . 348 

ピンボケ . 42, 43,110, 211 

AF -0 N (スタート）ボタン . 44 

AF カスタム設定ガイド機能 . 85 

AF フレームの登録 • 呼び出し . 324 


Al FOCUS ( AI フオーカス AF ). 71 


Al SERVO ( AI サーボ AF ). 71 

速度変化に対する追従性 . 91 

測距点乗り移り特性 . 92 

被写体追従特性 . 90 

ALL -1 ( l - only ). 231 

Av (絞り優先 AE ). 164, 220 

A/V OUT . 259, 271 

B/W . 131,134 

巳（バルブ） . 172, 218 

田（カスタム撮影） . 332 

CF 力ード — 力ード 

DC カプラー . 342 

DP 0 F . 305 

exFAT . 54 

Eye - Fi 力ード . 344 

FE 巳 . 195 

FE □ック . 188 

Full HD . 231,233 

HD . 231,268 

HDMI .259, 268 

HDMI CEC .269 

HDR .173 

ICC プ□ファイル .158 

INFO ■ボタン .....200, 225, 244, 336 

IP 巳 .231 

ISO 感度 .124, 221,224 

感度拡張 . 126 

自動設定（オート） . 125 

自動設定範囲 . 127 

手動設定範囲 . 126 

設定ステップ . 315 

低速限界 . 128 

JPEG (ジェイペグ） . 119 

LOCK . 47 

397 



































































M (マ—ユアル露出） . 

166, 223 

EMQ マーク . 

. 4 

MF (手動ピント合わせ) ■■■■■■. 

111，214 

M-Fn . 

...73, 323 

M-RAW (ミドル□ゥ) . 

119,122 

MWB . 

. 138 

NTSC . 

231.354 

ONE SHOT (ワンショット AF ) …■…70 

P (プ□グラム AE ). 

.160, 218 

PAL . 

.231，354 

Piet 巳 ridge . 

. 295 

回 . 49, 202, 

230, 257 

RAW+JPEG . 

. 119 

RAW 現像 . 

. 282 

RAW (ロウ） . 

.1 19,122 

SD 、 SDHC 、 SDXC 力ード 

—力ード 

S-RAW (スモール□ウ） ■■■■■. 

119,122 

sRG 巳 . 

. 158 

Tv (シャツター優先 AE ) …… 

162, 219 

Ultra DMA ( UDMA ). 

. 32 

USB (デジタル）端子 

296, 309 

WB (ホワイトバランス） ...... 

. 137 

あ 

アイカップ . 

. 185 

アイピースカバー . 

....27,185 

アクセサリーシュー . 

. 188 

アクセスランプ . 

. 33 

アスペクト比 . 

. 204 

後幕シンクロ . 

. 194 

色あい . 

. 133 

色温度 . 

. 137,139 

色空間 . 

. 158 

色収差補正 . 

. 148 
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色の濃さ . 133 

印刷 . 295 

印刷効果 . 300 

印刷指定 （ DP 0 F ). 305 

傾き（角度）補正 . 303 

ド」ミンク' . 303 

用紙設定 . 299 

レィアウト . 299 

インデックス表示 . 249 

ウィンドヵット . 234 

映像/音声出力 . 259, 268 

液晶モニター . 15 

明るさ調整 . 279 

画像の再生 . 243 

撮影機能の設定状態表示....48, 337 

水準器 . 60 

メニュー表示 . 51,348 

エラー表示 . 371 

エリア AF フレーム . 23, 72, 77 

エリア（地域） . 36 

晒!！マーク . 4 

オートパワーオフ . 34, 55 

才一トフォーカス —AF 
オートライティング 

オプティマイザ . 63,142 

才一トリセット . 155 

お気に入りマーク . 255 

温度警告 . 215, 241 

音量（動画再生） . 262 


力ード . 15, 31,53 

入れ忘れ防止 . 32 

初期化（フォーマツト） . 53 

トラブ J レ . 33, 54 

物理フォーマツト . 54 
































































カード自動切り換え . 

. 117 

カードなしレリーズ . 

. 32 

外光センサー . 

. 20 

階調優先 . 

. 146 

回転（画像） . 254, 280, 303 

外部スト□ボ—スト□ボ 


拡大開始倍率/開始位置 ....... 

. 252 

拡大表示 . 

.214, 251 

拡張子 . 

. 153 

各部の名称 . 

. 18 

カスタム機能 . 

. 314 

カスタム撮影モード . 

. 332 

カスタムホワイトバランス... 

. 139 

画像 


2枚表示 . 

. 253 

AF フレーム表示 . 

. 247 

インデックス . 

. 249 

拡大表示 . 

. 251 

コピー . 

. 274 

再生 . 

. 243 

撮影情報 . 

. 246 

自動回転 . 

. 280 

自動再生 . 

. 265 

ジャンプ表示（画像送り） 

. 250 

手動回転 

254 

消去 . 

. 277 

スライドシヨー . 

. 265 


テレビで見る . 259, 268 


転送 . 309 


八イライト警告 . 

. 247 

番号 . 

. 154 

ヒストグラム . 

. 248 

保護（プ□テクト） . 

. 272 

レーテインフ . 

. 255 


画素数 . 119 


家庭用電源 . 

カメラ 

構え方 . 

カメラブレ.... 
設定初期化.... 
設定内容表示 

感度 — IS ◦感度 

機能ガイド ......... 

強制リセット ..... 

記録画質 . 

記録機能 . 


. 342 

. 43 

. 184 

. 56 

. 336 

. 61 

. 155 

. 119 

. 116 

クイック設定 ..... 

■■49, 202, 

230, 257 

クイックモード 

( AF ). 

. 212 

クリー—ング■•… 


. 289 

クリエイティブ 



フオト . 

. 129, 

173,177 

グリッド表示 ..... 

■■59, 203, 239, 245 

クロス測距 . 


■■■■■■■ 74, 78 

警告表示 . 


. 318 

ブル . 

■■…3, 268, 

271,356 

=§E 


. 38 

高感度撮影時のノイズ低減.. 

. 143 

高輝度側 • 階調優先 . 

. 146 

合焦マーク ......... 


. 64 

故障 . 


. 358 

ゴ=の写 ns 入み防1卜 . 

. 289 

コントラスト••… 


. 133 


サーボ AF . 


•……67, 71 

再生 . 


. 243 

先幕シンクロ ..... 


. 194 

撮影画像の確認時間 . 

. 55 

撮影可能枚数 ..... 

. 35, 

121,199 

撮影機能の設定状態 . 

....48, 337 
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索引 


撮影情報表示 . 


■ 246 

撮影モード . 


....24 

Av (絞り優先 AE ). 


■ 164 

巳（バルブ） . 


.172 

团（カスタム撮影） . 


■ 332 

M (マ—ユアル露出） ........ 


.166 

P (プ□グラム AE ). 


■ 160 

Tv (シャ 、、 j 勺 —優先 AF )— 


■ 162 

( aJ (シーンインテリジェント 

U ). 


....64 

撮影モードで設定できる機能 . 

■ 346 

撮像素子の清掃 . 


■ 289 

サブ電子ダイヤル . 


....46 

サマータイム . 


....37 

二脚ねじ穴 . 


....20 

システム図 . 


■ 356 

自動再生 . 


PRB 

自動選択 （ AF ). 

■■■■■■ 73, 77 

視度調整 . 


....43 

絞り込み . 165, 

198, 

201 

絞り優先 AE . 

164, 

220 

シャープネス . 


■ 133 

シャッターボタン . 


....44 

シャッタ _ 優先 AE . 

162, 

219 

ジャンプ表示 . 


.250 

十字タッチパッド . 

...46, 236 

允電 . 


....28 

周辺光量補正 . 


.147 

縮小表示 . 

249, 

251 

手動ピント合わせ . 

111, 

214 

消去（画像） . 


■ 277 

照明（表示パネル） . 


… .48 

初期化（フォーマット） . 


....53 

白黒写真 

1211 
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白飛び . 247 

シンク□設定 . 194 

シンク□接点 . 18 

シンク□端子 . 189 

水準器 . 60, 329 

ストラップ . 27 

スト□ボ（スピードライト） 

FE ロック . 188 

外部スト□ボ . 188 

カスタム機能 . 196 

シンクロ（先幕/後幕） . 194 

スト□ボ制御 . 191 

調光補正 . 188 

同調速度 . 189 

マニュアル発光 . 193 

ワイヤレス . 194 

スピーカー . 261 

スポット1点 AF . 72, 75 

スポット AF フレーム . 23 

スポット測光 . 168 

スモール（記録画質） . 121，287 

スライド'シ 3-. 265 

静音撮影 

1枚撮影 . 112 

LV 静音撮影 . 206, 240 

連続撮影 . 112 

セイフテイシフト . 317 

設定初期化 . 56 

セピア調（モノクロ写真) . 134 

セルフタイマー . 113,186 

全押 b . 44 

センサークリーニング . 289 

全自動（シーンインテリジェント 

才 一 H . 64 

操作ボタンカスタマイズ . 50, 321 




































































ゾーン AF . 73 

測距エリア選択モード . 72, 75 

測距点 （ AF フレーム） . 72, 75 

測距点自動選択 . 73, 77 

測光タイマー . 206, 240 

測光モード . 167 

ソフトウェア . 393 



タイムコード . 237 


タイムコード . 237 

ダイレクト選択 （ AF フレーム）■……326 

ダイレクトプリント . 308 

多重露出 . 177 

ダストデ U _ トデータ . 291 

縦位置画像回転表示 . 280 

縦位置/横位置登録 . 101 

チャージャー . 26, 28 

中央部重点平均測光 . 168 

調光補正 . 188,195 

長時間露光 . 172 

調色（モノクロ写真） . 134 

長秒時露光のノイズ低減 . 144 

著作権情報 . 156 

デジタル端子 . 296, 309 

手ブレ . 42,43 

手ブレ補正機能（レンズ） . 42 

テレビで見る . 259, 268 

電源 

オートパワーオフ . 55 

家庭用電源 . 342 

撮影可能枚数 . 35,121,199 

充電 . 28 

電池情報 . 338 

電池チェック . 35, 338 

劣化度 . 338 


電子音 . 348 

電子ダイヤル 

サブ電子ダイヤル . 46 

メイン電子ダイヤル . 45 

電池 . 28, 30, 35 

同一書き込み . 117 

動画 . 217 

AE ロック . 222 

AF モード . 230, 239 

圧縮形式 . 231 

ウィンドヵット . 234 

外部マイク . 235 

記録時間 . 232 

クイック設定 . 230 

グ U ッド表示 . 239 

再生 . 261 

自動露出撮影 . 218 

絞り優先 AE 撮影 . 220 

シャッター優先 AE 撮影 . 219 

情報表示 . 225 

静音撮影 . 240 

静止画撮影 . 228 

前後ヵット . 263 

測光タイマー . 240 

タイムコード . 237 

楽しみ方 . 259 

テレビで見る . 259, 268 

動画記録サイズ . 231 

動画サイレント設定 . 236 

ドロップフレーム . 238 

ファイルサイズ . 232 

フレームレート . 231 

へッドフォン . 235 

編篥 . 263 

マイク . 218, 235 

マニュアル露出撮影 . 223 

録音 . 234 
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通し番号 . 

ドライブモード . 

トリミング（印刷） . 

トリミング情報 . 

. 154 

. 112 

. 303 

. 320 


任意選択 （ AF ). 

. 72, 75 

ノイズ低減 


局感 . 

. 143 

長秒時 . 

. 144 

ノーマル（記録画質) . 

. 119 


バースト枚数 . 121,123 

ハイビジョン ( HD )...231, 259, 268 

八イライト警告 . 247 

発光モード . 193 

バッテリー . 28, 30, 35 

バッテ U — グ U ップ . 35, 356 

バルブ撮影 . 172 

半押 b . 44 

汎用スト□ボ . 189 

ピクチヤースタイル.…129,132,135 

ピクトブリッジ . 295 

被写界深度確認 . 165, 198, 201 

ヒストグラム（輝度/ RGB ). 248 

日付/時刻 . 36 

時計用電池の交換 . 343 

ビデオ出力方式 . 231,271,354 

評価測光 . 167 

表示パネル . 21 

ピント合わせ —AF 

ファームウエア . 354 

ファイナルイメージ 

シミュレーション . 201,227 


ファイルサイズ . 

ファイル名 . 

ファインダー . 

グリッド . 

視度調整 . 

■7 レ淮毋 

■ 121,232, 246 

. 152,154 

. 23 

. 59 

. 43 

〇〇〇 

ノ A 辛茄 . 



ファイン（記録画質） 


. 119 

フィルター効果 . 


. 134 

フード（レンズ） ........ 


. 41 

フォーカスモード 



スイッチ . 

.... 39, 

111,214 

フォーカス□ック ...... 


. 67 

フォーマツト（カード初期化） . 53 

フォルダ作成/選択.. 


. 150 

部分測光 . 


. 167 

ブラケティング . 


141,170 

振り分け . 


. 117 

プリント . 


. 295 

フル八イビジョン 



(Full HD ). 

■ 231, 259, 268 

フレームレート . 


. 231 

プ□グラム AE . 


160, 218 

プ□グラムシフト. 


. 161 

プ□テクト（画像の保護) ..... 

. 272 

へツドフオン . 


. 235 

ホワイトバランス ...... 


. 137 

色温度指定 . 


. 139 

カスタム . 


. 139 

ブラケティング ..... 


. 141 

補正 . 


. 140 

マ-ユアル . 


. 138 

1ま ! 

マイク . 


218, 235 

マイク□アジヤストメント... 

. 104 
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マイメニュー . 331 

マニュアルフォーカス . 111，214 

マニュアル露出 . 166, 223 

マルチコント□—ラー . 47 

マルチ電子□ック . 47 

マルチフアンクシヨン..73,188, 323 

ミドル（記録画質) . 121，287 

ミラーアップ撮影 . 184 

メイン電子ダイヤル . 45 

メニュー . 51 

機能一覧 . 348 

設定操作 . 52 

マイメニュー . 331 

メモリーカード—カード 

モードダイヤル . 24,45 

モノクロ写真 . 131,134 



ラージ（記録画質) . 121 


ラージ（記録画質) . 121 

ライブビュー撮影 . 68,197 

顔優先ライブモード （AF). 208 

クイック設定 . 202 

クイックモード （AF). 212 

グリッド . 203 

撮影可能枚数 . 199 

手動ピント合わせ . 214 

情報表示 . 200 

冃尹.日:撮舍 . こ06 

測光タイマー . 206 

ライブモード （AF). 207 

露出シミュレーション . 205 

U サイズ . 287 

リモートスイッチ撮影 . 185 

リモコン撮影 . 186 

領域拡大 AF. 72, 75 

レーテイング . 255 


レンズ . 

.PF5. 39 

色収差補正 . 


■ 148 

周辺光量補正 . 


■ 147 

ロック解除 . 


....40 

連続撮影可能枚数 . 

■…■…121, 

123 

連続撮影（連写） . 


.112 

□ゥ . 

.…….119, 

122 

□ウ現像 . 


■ 282 

録日レベル . 


■ 234 

露出シミユレーシヨン... 


.205 

露出設定ステップ . 


■ 315 

露出補正 . 


. 1 R9 

露出レベル表示 . 

■■■22, 23, 337 



ワンシヨツト AF. 70 


ワンタッチ記録画質切り換え . 123 


■ 
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Cation 

キヤノン株式会社 

キヤノンマーケティングジャパン株式会社 
〒 1 08-8011 東京都港区港南 2-16-6 


製品取り扱い方法に関するご相談窓口 


お客様相談センター（全国共通番号） 

050 - 555-90002 

受付時間：平日9 : 00-20 : 00 

土 •日•祝日10 : 00〜17 : 00 
( 1月1日〜1月3日は休ませていただきます） 

※おかけ間違いのないようにご注意ください。 

※上記番号をご利用いただけない方は、043 -211-9556 をご利用ください。 

※ IP 電話をご利用の場合、プ□バイダーのサービスによりつながらない場合が 
あります。 

※受付時間は予告なく変更する場合があります。あらかじめご了承ください。 


修理受付窓口 


別紙の修理受付窓口でご確認ください。 


キヤノンカメラサイトのご案内 


キヤノンデジタルカメラのホームページを開設しています。インターネットをご 
利用の方は、お気軽にお立ち寄りください。 

canon.jp/eos-d 


この使用説明書に記載しているレンズ、アクセサリーは、2012年4月時点の 
ものです。それ以降に発売されたレンズ、アクセサリーとの組み合わせにつき 
ましては、上記のお客様相談センターにお問い合わせください。 



Li-ion 


リチウムイオン電池のリサイクルにご協力ください。 


CPH-J002-001 
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